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Ⅰ． 目的

　 部分的な歯の がある患者の の機能

を行うにあたり，部分床義歯を装着した治療が行

れている．部分床義歯の 計には 歯への をコ

ン ー する必要があり，部分床義歯の な

計により， 度な が 歯に を たし，

終的に 歯が 能になる症例や ラス の

な を し， ライ ーによる ラス

部の 度な調整により 歯に な をかけ

ている症例も頻 に散見される． は ア イ

で に 定で る 定装置を開発1)し，

部分床義歯装着患者への臨床 用2)を行っている．

　 本研究の目的は，開発した 定装置で

定した各 ラス の の検者内 性，検

者間 性を検討することである．

　

Ⅱ． 方法

　 定装置は， ン ムー ン ライ

ー 部の がついていない にコー ン

理を行い， み ージを 付し， ージ

から ン 部に 定して製作した． 歯に装

着した 装置のアンダー の 下

部に 定装置の み ージを 付し

た をあてがい， ン 部を ることにより， 脱

にかかる み量を 定で るようにした． 感度

は 2000 1kgfに 定した．セン 用コンデ シ

として デジ 表 （WDS-190AS1，

， ， 本）を用いて ラス の を数

化するシス ムとした．

　 今 ， 定装置による各 ラス の

定時の 性を検討するために， の既

を使用して， した歯科 工 が ラ

ス の基本 に従い，10 の ス ラス

（RPI ラス ，コン ーシ ン ラス ， ア ン ラ

ス ， ン ラス ， ー ース ラス ， ー アン

ー ラス ， ース ア シ ン ラス ，

ア シ ン ラス ，ダ ー ース ラス ，

ス ンデ アーム ラス ）を製作した．

定装置を用いて 定者3名が10 の ス

ラス の を各3 定した．検者内

性，検者間 性を検討するために， 内 関 数

を用いて分析した．分析 アPASW Statistics
18（SPSS，IBM， ， 本）を用いて有意水 1
で 計分析を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 検者内 性でみた場合， 定者1はICC（1,1）

0.971，ICC（1,3）  0.990であり， 定者2はICC（1,1）

 0.967，ICC（1,3）  0.989であり， 定者3はICC（1,

1）  0.962，ICC（1,3）  0.987であった．検者間 性

でみた場合，ICC（3,1）  0.993，ICC（3,3）  0.998で

あった． ICCの評価基 3)から，各 性 数は

almost perfectと 定されることが 認で た．

　 これらの結果から，開発した 定装置

による各 ラス の の 定は，検者内

性，検者間 性でみた場合，高い 性があるこ

とが認められた．

　 部分床義歯で に を行うために， 歯に

がかからないように，患者が装着している部分床

義歯の各 ラス の を客観的に 定し，部

分床義歯の定期的な 理を行うことは有意義である．

　

Ⅳ． 文献

1） 山 ， 元 ， 水 か．部分床

義歯装着時の 歯の に関する研究， 1
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2） 山 ， 元 ， 間 一 か．口腔内

での 歯の 定による部分床義歯装着

患者への新たな義歯調整方法． 補綴会

2016; 8・125 特別号:211.
3） Landis JR, Koch GG. The measurement of

observer agreement for categorical data. 　

Biometrics.1977;33:159-74.
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Ⅰ． 目的

　全部床義歯の人工歯として，硬質レジン歯が広く使

用されている．陶歯は，材料の特性上, 硬質レジン歯

と比較して，咬合調整，特に破折や摩耗した場合に

添加することが困難であることから，使用頻度は少な

い．しかし，天然歯と同様の光沢と透明感を有し，硬

質レジン歯と比較して，吸水性が少なく，耐摩耗性に

も優れていることから，その有効性は高いと考えられ

る．

　全部床義歯治療について，人工歯材料の違いによ

る機能や審美性に関して検討した文献はみられな

い．

　本研究では，陶歯（ベラシアSAポーセレン，松風）と

硬質レジン歯（ベラシアSA，松風）を用いて人工歯材

料の違いによる主観的評価と客観的評価を比較・検

討することとした．

　

Ⅱ． 方法

　2018年1月より，北海道大学病院を受診した患者の

うち，20歳以上の男女で，上下顎とも全部床義歯の新

製の必要がある者とし，本研究への参加にあたり十分

な説明を受けた後，十分な理解の上，本人の自由意

思による文書同意が得られた者を対象とした．

研究デザインは非盲検ランダム化並行群間比較試験

として，陶歯と硬質レジン歯をランダムに割り付け，通

法に従い上下顎全部床義歯を製作した．

　基本情報として，年齢，性別，全身既往歴，口腔既

往歴，顎堤所見，旧義歯所見，パノラマ画像を使用し

た．

　義歯の評価は，義歯装着前（BL），義歯装着3か月

後（3M）と6ヵ月後（6M）で行った．主要評価項目は，

OHIP-EDENT-J1)とし，目標症例数は各群26例，合

計52例とした．なお，本研究は，国立大学法人北海

道大学臨床研究審査委員会の承認を得てjRCTに登

録し実施している（jRCTs012180009）．

　なお，本研究は株式会社松風から，研究資金の提

供を受けて実施している．

　

Ⅲ． 結果と考察

　現在，登録期間中（2020年12月まで）であり，被験者

として20名から同意を取得後，登録した．人工歯の割

付結果は，硬質レジン歯11名，陶歯9名である．これ

らのうち陶歯に割り付けられた2名が義歯装着後3ヵ月

以内に脱落，1名が6か月以内に脱落した．義歯装着

後6ヵ月の評価が終了しているのは3ヵ月は硬質レジ

ン歯が7名，陶歯が5名の計12名，6ヵ月は硬質レジン

歯が5名，陶歯が3名の計8名となっている．

　現時点での解析結果として，OHIP-EDENT-J平均

スコア（SD）は，硬質レジン歯，陶歯，それぞれBLで

は，19.44（15.34），38.14（16.16），3Mでは，17.14
（14.69），32.6（13.68），6Mでは，9.75（8.96），29.67
（14.36）であり，BL，6Mの時点で有意な差を認めた．

3Mまでの変化量については，硬質レジン歯，陶歯，

それぞれ，-4.86（7.15），　-6.60（10.64）であり，有意

な差を認めなかった．

二元配置分散分析では，人工歯の違いは交互作用

とはならなかった．

　今後さらに登録を進めて解析を行う予定である．

　

Ⅳ． 文献

1） Sato Y et al. Reliability and validity of a
Japanese version of the Oral Health Impact
Profile for edentulous subjects. Gerodontology
2012; 29: 1033–1037.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：国立大学法人北海道大学臨床研究審査

委員会，委員会番号：CRB1180001，承認番号：

jRCTs012180009）

　

図．OHIP-EDENT-Jの変化量
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Ⅰ． 目的

　義歯の破折防 を目的として，義歯床用レジンの機

的性質を 上さ るために ラス イ ーな の

性補 材を し，義歯床を 化 合材

料にする研究がなされて た．2010年 から工

において，セ ース ノ イ ーが高 度の

性 ノマ ア として 目され，合 材料

の 性補 材として期 されて た．歯科 に

おいては， 本国内においてもア の機

的 度を 加さ る研究が進められている1）．

　 は前 の 128 本補綴歯科学会学 大会

において，セ ース ノ イ ーが義歯床用レジ

ンの さおよ 性 数に を える

性補 材として有効であることを明らかにしたが，

義歯床用レジンに配合したセ ース ノ イ ー

有量と義歯床用レジンの 特性との 関性を明

らかにした研究は少ない．本研究の目的は，セ ー

ス ノ イ ーを義歯床用レジンに配合し，セ

ース ノ イ ー 有量と義歯床用レジンの

特性との 関性を明らかにすることである．

　

Ⅱ． 方法

　 性ア （ア ジ ，デン ン・

イデン ）を義歯床用レジンとして用いた．セ

ース ノ イ ーは レ ア 合

（セ ース ノ イ ー 合 ，GSアライア

ンス）として用いた．

　各試料製作には，5 の なるセ ース ノ イ

ー 有量（0，5，10，15，23wt ）で 性ア

およ セ ース ノ イ ー の

合 を用いた． レ を定 機（SDN27P，

）中で さ た． レ は義歯

（MIS-Ⅱ，アイ ス ）を用いて に を

行った． 解 度は260 で25分間とし， は

0.8MPaとした．取り した をSiC耐水研

800で研 し試料（3.3 10 64mm）とした．試料数

は同一 とに10 とした．試料を37 で50時間

水中 後， 能試験機（ ー ラ AGS-X，島

製作所）を用いて 点 試験を行い， さと

性 数を計 した． ス ス ー は5
mm minとした．

　得られた さと 性 数の と，セ ー

ス ノ イ ー 有量との 関関 をPearsonの

関 数を用いて分析した．

　また各セ ース ノ イ ー 有量の試料をSiC
耐水研 4000で研 し，表 を 査

（SEM）で観察した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　義歯床用レジンに配合したセ ース ノ イ

ー 有量と さ（r  0.97）およ 性

数（r  0.95）とに有意な正の 関関 を認めた．ま

た， 試験試料のSEM表 観察より，義歯床用レ

ジン中にセ ース ノ イ ーの 合 が分

散しているのが観察された． 10 20 m 度の大

さの 合 の中に， 1 mの をもった

セ ース ノ イ ーが観察された．

　以上の結果から，義歯床用レジンに配合したセ

ース ノ イ ー 有量に従って義歯床用レジン

の さおよ 性 数を 上さ る 関関

があることが明らかになった．

　

Ⅳ． 文献

1） Kawaguchi T, Lassila LV, Baba H, et al., Effect
of cellulose nanofiber content on flexural
properties of a model, thermoplastic, injection-
molded, polymethyl methacrylate denture base
material. J Mech Behav Biomed Mater 2020 (in
press).
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的 度を 加さ る研究が進められている1）．

　 は前 の 128 本補綴歯科学会学 大会

において，セ ース ノ イ ーが義歯床用レジ

ンの さおよ 性 数に を える

性補 材として有効であることを明らかにしたが，

義歯床用レジンに配合したセ ース ノ イ ー

有量と義歯床用レジンの 特性との 関性を明

らかにした研究は少ない．本研究の目的は，セ ー

ス ノ イ ーを義歯床用レジンに配合し，セ

ース ノ イ ー 有量と義歯床用レジンの

特性との 関性を明らかにすることである．

　

Ⅱ． 方法

　 性ア （ア ジ ，デン ン・

イデン ）を義歯床用レジンとして用いた．セ

ース ノ イ ーは レ ア 合

（セ ース ノ イ ー 合 ，GSアライア

ンス）として用いた．

　各試料製作には，5 の なるセ ース ノ イ

ー 有量（0，5，10，15，23wt ）で 性ア

およ セ ース ノ イ ー の

合 を用いた． レ を定 機（SDN27P，

）中で さ た． レ は義歯

（MIS-Ⅱ，アイ ス ）を用いて に を

行った． 解 度は260 で25分間とし， は

0.8MPaとした．取り した をSiC耐水研

800で研 し試料（3.3 10 64mm）とした．試料数

は同一 とに10 とした．試料を37 で50時間

水中 後， 能試験機（ ー ラ AGS-X，島

製作所）を用いて 点 試験を行い， さと

性 数を計 した． ス ス ー は5
mm minとした．

　得られた さと 性 数の と，セ ー

ス ノ イ ー 有量との 関関 をPearsonの

関 数を用いて分析した．

　また各セ ース ノ イ ー 有量の試料をSiC
耐水研 4000で研 し，表 を 査

（SEM）で観察した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　義歯床用レジンに配合したセ ース ノ イ

ー 有量と さ（r  0.97）およ 性

数（r  0.95）とに有意な正の 関関 を認めた．ま

た， 試験試料のSEM表 観察より，義歯床用レ

ジン中にセ ース ノ イ ーの 合 が分

散しているのが観察された． 10 20 m 度の大

さの 合 の中に， 1 mの をもった

セ ース ノ イ ーが観察された．

　以上の結果から，義歯床用レジンに配合したセ

ース ノ イ ー 有量に従って義歯床用レジン

の さおよ 性 数を 上さ る 関関

があることが明らかになった．

　

Ⅳ． 文献

1） Kawaguchi T, Lassila LV, Baba H, et al., Effect
of cellulose nanofiber content on flexural
properties of a model, thermoplastic, injection-
molded, polymethyl methacrylate denture base
material. J Mech Behav Biomed Mater 2020 (in
press).

P-3 松本歯科大学病院における 3年間の有床義歯 機能

検査の実施
　○ 　　

1)，　平井博一郎　　

1)，　 　　

1)，　中本 自　　

2)，　 　　

1)

　

1)松本歯科大学歯科補綴学 ，　

2) 大学イン ラン 学分野

Masticatory function test at Matsumoto Dental University Hospital for the past three years

Fuji T1), Hirai H1), Suzuki S1), Nakamoto T2), Hatori K1)

1)Department of Prothodontics, Matsumoto Dental University, 2)Department of Maxillofacial Implant, Asahi
University

Ⅰ． 目的

　松本歯科大学病院では，平 29年5月から有床義

歯 機能検査の 用を開 し現在に る．これま

で は， 院における について報 して

たが，今 ， 3年間の本検査の 用 を

することで，今後の について検討することを目的

とした．

　

Ⅱ． 方法

　 元年12月までに，松本歯科大学病院にて，

性床義歯を装着（以後 後）した患者に実施した

有床義歯 機能検査に関し，性別，年齢（ 前検

査時の実年齢）， 性 ，症例内 ， 取

験の有 （自 または 自由 により

認）， 後の患者1人あたりの検査 数およ その内

， 後の の検査までに要した義歯調整 数お

よ 期間について調査した．症例内 の内 は，1）

上下顎全部床義歯，2） 顎全部床義歯，3） 顎全

部床義歯 顎部分床義歯，4） 顎部分床義歯，

5）上下顎部分床義歯のい れかに分 した．義歯調

整 数は， 後の の調整を として 後検査

までに要した調整 数およ 期間（ で）を計

し，それぞれに対して評価した． 後検査の内 につ

いては，1）下顎 定と 能 定を て行

う場合，2）下顎 定のみ行う場合，3） 能

定のみを行う場合，に分 して調査した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　対象者は47名で，平均年齢は73.6 7.2歳であっ

た． 性 は ： 24：23であり 同

であったが，男女比は21：26で女性が く， の

報 1)と同様の を した．本検査実施に 立ち

験が い患者は55.3 であり，前 の

の報 60 )よりさらに 少した1)．また，上下顎また

は 顎に全部床義歯を装着している患者の割合は

34 であり，前 の報 （43 ）より 少していたが，

一方で実例数は13 16例の に まった．これら

は平 30年の により 用 が 大された

こと，また社会的 として 歯を有する部分床義

歯装着患者が，全部床義歯装着患者に対して 対

的に 加したことが として考えられた．全対象者

のうち治療が終了した43名のうち 後に検査を行った

のは38名であり，患者1人あたりの 後の検査 数は

1 または2 が も かった. 後の検査 後から

の検査までに要する期間が4 間以内の患者20名

であった．以上より，本検査は有床義歯の 機能を

客観的に評価しうる な方法として,本学でも 用

が 大されている.一方で今後の として，

後4 間以内での本検査の実施なら に，本検査の

数 実施による 機能の 時的観察な が 然

として考えられた．

　

Ⅳ． 文献

1） ， ，中本 自 か．松本歯科

大学病院における有床義歯 機能検査の現

．補綴  2019; 11・128 特別号: 220.
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：松本歯科大学研究 倫理審査委員会，委

員会番号：0296，承認番号： 0296号）

　

図 有床義歯 機能検査の月別対象患者と内
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性 の機 的性質と人工歯との結合
さとの関 性

　○田 　 　　

1)，　川口 　　

1)，　 中一平　　

1)，　 場浩 　　

1)，　 　 　　

2)

　

1) 歯科大学咬合 学 有床義歯学分野，　

2) 歯科大学

Relationship of mechanical properties of injection-molded thermoplastic resin and bond strength between
denture base resin and denture teeth
Tashiro S1), Kawaguchi T1), Hamanaka I1), Baba H1), Takahashi Y2)

1)Fukuoka Dental College Division of Removable Prosthodontics Department of Oral Rehabilitation, 2)

Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　ノン ラス デン ーには様 な なる

の 性 が用いられる. しかし, 人

工歯と 性 は 着性が しく,

人工歯との結合においては, 人工歯に機 的

を付 することが必 であると れている1）.

　しかしながら, 性 と人工歯と

の結合の関 性に関する研究はま みられない. 本

研究の目的は 性 の機 的性

質が人工歯と 性 の結合 さ

に す とそれらの関 性について評価するこ

とである.

　

Ⅱ． 方法

　実験材料は,3 の 性  

ス シ ラ イ  i-Cast, EB), ラ ス

Unival, VP), レイ ン N Toushinyoukou, RN))を用

意した. そして, 硬質レジン歯の上顎 中 歯に

ー イ ー ラ ン ) にて人工歯基 中 か

ら歯 方 と, 基 から3mmの高さに 方

にT の を した基 理を施したも

のを用意した（図1）.

　そして, JIS T 6506 2005に て を作製した（図

2）. 人工歯歯 部の と口 は スに

て被 , 部のみ基 から高さ3mm
スで被 するよう 定した. その後 にて し

硬化後, の スを し, 基 を ノー

で 取り スを十分に した. その後,

ー ーの 通りに を行った.

　す ての試料 n 10) を37 水中に7 間 し,

能試験機 ー ラ AGS-J, Shimadzu Corp. )

を用い, 結合 さ N) を 定した. 得られた結合 さ

の と, 大 における 点 さの 2）の 関

関 をPearsonの 関 数を用いて分析を行っ

た.

　

Ⅲ． 結果と考察

　直 2.1mmでの 性 の 大

における 点 さはRN EB VPであり,

今 の人工歯との結合 さでも同 くRNが も高く,

VPが の となった. そして, これらの 関 数は

r 0.95であり, 有意な正の 関性を認めた.

　この結果より, 人工歯 に された

性 の さの によって, 人工歯と

の結合 さの も変化することが明らかとなった.

　

Ⅳ． 文献

1） Fueki K, Ohkubo C, Yatabe M, et al. Clinical
application of removable partial dentures using
thermoplastic resin-part I: definition and
indication of non-metal clasp dentures. J
Prosthodont Res. 2014 Jan;58:3-10.

2） Hamanaka I, Iwamoto M, Lassila L, et al.
Influence of water sorption on mechanical
properties of injection-molded thermoplastic
denture base resins.Acta Odontol Scand. 2014
Nov;72:859-65.

　

　

図1 　人工歯の

図 2　 の 法およ 人工歯の 立
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性 の機 的性質と人工歯との結合
さとの関 性

　○田 　 　　

1)，　川口 　　

1)，　 中一平　　

1)，　 場浩 　　

1)，　 　 　　

2)

　

1) 歯科大学咬合 学 有床義歯学分野，　

2) 歯科大学

Relationship of mechanical properties of injection-molded thermoplastic resin and bond strength between
denture base resin and denture teeth
Tashiro S1), Kawaguchi T1), Hamanaka I1), Baba H1), Takahashi Y2)

1)Fukuoka Dental College Division of Removable Prosthodontics Department of Oral Rehabilitation, 2)

Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　ノン ラス デン ーには様 な なる

の 性 が用いられる. しかし, 人

工歯と 性 は 着性が しく,

人工歯との結合においては, 人工歯に機 的

を付 することが必 であると れている1）.

　しかしながら, 性 と人工歯と

の結合の関 性に関する研究はま みられない. 本

研究の目的は 性 の機 的性

質が人工歯と 性 の結合 さ

に す とそれらの関 性について評価するこ

とである.

　

Ⅱ． 方法

　実験材料は,3 の 性  

ス シ ラ イ  i-Cast, EB), ラ ス

Unival, VP), レイ ン N Toushinyoukou, RN))を用

意した. そして, 硬質レジン歯の上顎 中 歯に

ー イ ー ラ ン ) にて人工歯基 中 か

ら歯 方 と, 基 から3mmの高さに 方

にT の を した基 理を施したも

のを用意した（図1）.

　そして, JIS T 6506 2005に て を作製した（図

2）. 人工歯歯 部の と口 は スに

て被 , 部のみ基 から高さ3mm
スで被 するよう 定した. その後 にて し

硬化後, の スを し, 基 を ノー

で 取り スを十分に した. その後,

ー ーの 通りに を行った.

　す ての試料 n 10) を37 水中に7 間 し,

能試験機 ー ラ AGS-J, Shimadzu Corp. )

を用い, 結合 さ N) を 定した. 得られた結合 さ

の と, 大 における 点 さの 2）の 関

関 をPearsonの 関 数を用いて分析を行っ

た.

　

Ⅲ． 結果と考察

　直 2.1mmでの 性 の 大

における 点 さはRN EB VPであり,

今 の人工歯との結合 さでも同 くRNが も高く,

VPが の となった. そして, これらの 関 数は

r 0.95であり, 有意な正の 関性を認めた.

　この結果より, 人工歯 に された

性 の さの によって, 人工歯と

の結合 さの も変化することが明らかとなった.

　

Ⅳ． 文献

1） Fueki K, Ohkubo C, Yatabe M, et al. Clinical
application of removable partial dentures using
thermoplastic resin-part I: definition and
indication of non-metal clasp dentures. J
Prosthodont Res. 2014 Jan;58:3-10.

2） Hamanaka I, Iwamoto M, Lassila L, et al.
Influence of water sorption on mechanical
properties of injection-molded thermoplastic
denture base resins.Acta Odontol Scand. 2014
Nov;72:859-65.

　

　

図1 　人工歯の

図 2　 の 法およ 人工歯の 立

P- レ ン 試作 質 ライン材の義歯 による 化

　○ 川明 　　

1)，　 人　　

1)，　 野博史　　

2)，　村口浩一　　

1)，　村 　　

1)，　 本恭 　　

1)，　 郎　　

1)，
　上 美　　

1)，　 　 　　

1)

　

1) 島大学大学院 歯学 合研究科咬合機能補綴学分野，　

2) 島大学大学院 歯学
合研究科歯科 材料学分野
Deterioration of experimental soft lining materials based on urethane oligomers with the denture cleansers

Kadokawa A1), Minesaki Y1), Kono H2), Muraguchi K1), Murahara S1), Sugimoto K1), Kajihara Y1),
Uenodan A1), Minami H1)

1)Department of Fixed Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental
Sciences, 2)Department of Biomaterials Science, Kagoshima University Graduate School of Medical and
Dental Sciences

Ⅰ． 目的

　 高齢社会を えた本 では，今後も有床義歯に

対する 要も すると されている．義歯使用患

者の中には，高度な顎堤吸 や 化 が

で，硬質のレジン義歯床では 時の や違

感を で ない難症例が 加している．このような

症例には， に対する 効果を期 して 質

ライン材が 用される場合も い．平 28年度の診

療報 定で 質材料の 用が有床義歯内 合

法に新たに され，主にシ コーン 質材料が

として認められている．しかし，これらの材料

は水を く 水性の 性を有するため口腔内の違

感を解 することは困難である．また口腔内での 期

間の耐 性でも十分とは えない．そこで 者らは，

水性と 水性を つ レ ン の材料に着目

し，これまでに基 的な 性や 性 に関し

て研究を行って た．その結果，機能性に優れた

質 ライン材として口腔内で 用で る 能性を見

した1）． 質 ライン材を 用した義歯には硬質のレジ

ン床よりもデン ー ラー が付着しやすく，義歯

による は通 のレジン床義歯以上に必要と

考えられる．本研究では， レ ン 試作 質 ライン

材の義歯 による に関して検討した．

　

Ⅱ． 方法

　実験に使用した レ ンア レー マー材料

はUA-160TM（新中村化学），502H 川化学)，

UV-3200B（ 本合 化学）およ UV-3500BA（ 本

合 化学）の4 とした．光 合 にするために，光

感 （ ン ー ノン， 光 ）と 元 （ジ

ア ノ レー ， 光 ）をそれぞれ

マー材料の0.5wt 添加した． 室中で自

ー（AR-100，THINKY）を使用して ，脱

を行い ース 材料を した．各 ース 材料

を ラス 上に置いた 10 10mmのポ レン

ー 中に して，上 も ラス で って

から3分間 つ光 （ -Light， ）で光

合した．以下，各試作 質 ライン材のコー をそ

れぞれU16，H52，U32 U35とする． 合後，

から取り した各試料は37  水中に2 月間 し，

1 1時間義歯 （ポ デン ，アース製 ）による

を行い，機 的性質（ 性 と硬さ）の 時的変

化を 定した． 性 の 定は， 試験機

（TGE-5kN， ベア）を用い， ス ス ー

2mm minで 試験を行い 性 を めた．

硬さの 定は，デ ー ー（GS-710， ）を

用い，シ アA硬さを めた．試料数は，各 とも5
としANOVAとTukeyの 比較検定により有意水

5 で 計解析を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　各試作 レ ン 質 ライン材の水中 1 後

と2 月後の 定結果を表に した．U35は硬さが

時的に有意に 加した．その の材料の機 的性質

は， 時的に有意差は認められなかった． の各

ア やシ コーン 質 ライン材を用いた同

様の研究では， れの材料も義歯 の使用によ

り 化の 度が大 くなると報 されている2）．今 使

用した レ ンア レー マーを基材とする試

作 質 ライン材は，義歯 の による 化の

度は めて さく，臨床的に耐 性に優れた有用

な材料となる 能性が された．

　

Ⅳ． 文献

1） Kanie T，Kadokawa A，Ban S et al．Mechanical
properties of an experimental soft lining material
based on urethane oligomer．Dent Mater J 2005;
24: 433-439．

2） 人，有川 ， 川明 か．義歯

による 性 装材の 化．補綴 1992; 36:
488-495．

　

表　試作 質 ライン材の機 的性質（SD）
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を 用した化学的 がシ コ ン ライン材
の表 さに す
○齋藤　 ， 田　健， 郎， 野立行，田 ，上田

歯科大学 年歯科補綴学

Influence of chemical cleaning with ultrasonic cleaning on surface roughness of silicone soft relining
material
Saito T, Wada T, Kubo K, Kouno T, Tahara Y, Ueda T
Removable Prosthodontics & Gerodontology, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　 は 後の表 さの変化という観点からシ

アA硬さの大 いシ コーン 質 ライン材の ーム

アにはスポンジによる機 的 と中性の義歯

による化学的 が していることを明らかにし

て た1)．しかし，シ アA硬さの さいシ コーン ラ

イン材に対してはスポンジによる機 的 でも ラ

イン材の表 が になるため， な機 的

法は明らかになっておら ， シ アが

要であると考えられる． シ アにお

いて は機 的 ，または化学的 の

補 として用いられるが， がシ コーン

質 ライン材の表 さに える は明らかでは

ない．本研究は，6 月間の歯科 院での

シ アを 定し， を 用した化学的

がシ コーン 質 ライン材表 の にする

を検討した．

Ⅱ． 方法

　 本で される 合 シ コーン 質 ラ

イン材の硬さの解析2)をもとに，硬さが であった

ライ ースーパー マデン )を使用し

た． さ2mmの ライン材をア レジンに 付した

ものを試料とした．試料は水へ を15分間 W)，水

中で を15分間 WU)， 義歯

ラ ラ D，3 ， ンデン )中で

を10分間行なった後水中で5分間

RU)， 性義歯 イ デン ー ー

ー，ジーシー)中で を10分間行なった後

水中で5分間 DU)の4つの群に分けて

または を行い，それぞれ6 イ 行なった．

には 機（Aiwa Ultrasonic Cleaner
AU-80C，アイ 科工 )）を使用した．

または 後の ライン材表 の 平均 さ

Sa)と表 高さ Sz)を3D 定レーザー

LEXT OLS4000， ンパス)にて計 した． 間

の表 さの比較は，Kruskal-Wallis検定の後，

Mann-Whitney の U 検 定 を 行 い 比 較 で は

Bonferroni補正を行った．

Ⅲ． 結果と考察

SaはWで2.15 1.97-2.40) m，WUで2.40 2.

35-2.52) m，RUで2.48 2.29-2.66) m，DUで2.

33 2.26-2.53) m)であった 図1)．い れの群間に

も有意差は認められなかった．SzはWで58.37 57.

52-62.72) m)，WUで65.21 64.59-72.64) m)，

RUで67.05 63.92-75.66) m)，DUで69.17 67.

56-77.27) mであった 図2)．い れの群間にも差は

認められなかった．本研究から 化学

的 と の 用を1 月に1度の ースで

6 月間行なう シ アではシ コーン

質 ライン材の表 が にならないことが さ

れた．6 月間の ーム アを 定した化学的 の

試験では，中性 化 義歯 以 の義歯

で表 さが 加したという報 があるため本

研究で差が なかったのは への 時間が

かったためと考えられる．6 月間の を

用した シ アはシ アA硬さの さ

いシ コーン 質 ライン材の表 さを 加さ

ないことが明らかとなった．

Ⅳ． 文献

1） 1) Saito T, Wada T, Kubo K, et al Effect of
mechanical and chemical cleaning on surface
roughness of silicone soft relining material.
Journal of Prosthodontic Research 2019

2） 2) Kubo K, Koike T, Ueda T, et al. Influence of
the Mechanical Properties of Resilient Denture
Liners on the Retention of Overdenture
Attachments. J Prosthet Dent. 2017

図1 表 さ（Sa）

図2 表 さ（Sz）
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を 用した化学的 がシ コ ン ライン材
の表 さに す
○齋藤　 ， 田　健， 郎， 野立行，田 ，上田

歯科大学 年歯科補綴学

Influence of chemical cleaning with ultrasonic cleaning on surface roughness of silicone soft relining
material
Saito T, Wada T, Kubo K, Kouno T, Tahara Y, Ueda T
Removable Prosthodontics & Gerodontology, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的
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認められなかった．本研究から 化学

的 と の 用を1 月に1度の ースで
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研究で差が なかったのは への 時間が
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Ⅳ． 文献

1） 1) Saito T, Wada T, Kubo K, et al Effect of
mechanical and chemical cleaning on surface
roughness of silicone soft relining material.
Journal of Prosthodontic Research 2019

2） 2) Kubo K, Koike T, Ueda T, et al. Influence of
the Mechanical Properties of Resilient Denture
Liners on the Retention of Overdenture
Attachments. J Prosthet Dent. 2017

図1 表 さ（Sa）

図2 表 さ（Sz）

P- 患者の 点からみた部分床義歯治療に対する評価 標の
要度 大学病院での調査

　○ 用 ，　 治，　 野 ，　 　 ，　 ジン ー，　 幸

科歯科大学 歯学 合研究科部分床義歯補綴学分野

Critical factors for removable partial denture treatments from patients perspective -university hospital
survey-
Inamochi Y, Fueki K, Yoshida-kohno E, Hayashi Y, K zin M, Wakabayashi N
Removable Partial Prosthodontics, Division of Oral Health Sciences Graduate School, Tokyo Medical and
Dental University

Ⅰ． 目的

　補綴治療を計画する際には，口腔と全身の

けでなく，患者の社会 的 や な も考

する必要がある．そのため， 年の補綴治療を対象と

した臨床研究では，補綴装置や 歯の な

の臨床的パラ ー に加えて，患者の 点から義歯治

療を評価する 要性が認 されている．しかし，患者

にとって義歯治療に関する評価 標が の 度 要

であるか定量的な報 はない．そこで，本研究では，

部分床義歯治療を受ける患者において，義歯の評価

標が，患者の 点から見て の 度 要であるの

か，またこれに関 する を明らかにすることを目

的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 科歯科大学歯学部 病院に 院し 終

補綴装置として部分床義歯を製作する305名（男性

36 ，平均年齢71.1歳）を被験者とした．義歯治療の

開 前に，義歯装着時の口腔機能（ ，会 ），審

美性，感 （ ， 感）， ，義歯の

・ 定と着脱の さ， 歯への と義歯破

，治療 用と通院 数の 要度を6ポイン ー

ス ー （0：全く 要ではない，5：とても 要であ

る）を用いて被験者の主観で評価した． 分析およ

， 要度スコアに を す要 を検討するた

めに，被験者の性別と年齢，基 患の有 ，現義

歯の有 ， ，製作する義歯の （金 床

レジン床義歯）をそれぞれ 立変数とし，各 標の

要度スコアを従 変数としてMann–Whitney U 検定

または，Kruskal-Wallis検定を行った． 計解析の有

意水 は0.05とした.

　

Ⅲ． 結果と考察

　義歯による と ・ 定が 要度スコアの 高

スコアを付 した被験者の割合は 90 で も く，

いで， ， ，会 ， 感， 歯への

，義歯の破 が 80 ，審美性と着脱の さは

65 ， 用は55 ，通院 数は35 の に 下した

（図）．さらに， ，義歯の ・ 定， ，

感，会 ，審美性，着脱の さ， 歯への

について，女性の 要度スコアが男性よりも高

かった（P 0.05）．また，審美性については 年齢

（65歳 ）がこれ以上の年齢 よりも，会 につい

ては上顎 歯顎者が部分歯 よりも 要度スコ

アが有意に高かった．金 床義歯を製作する患者は

レジン床義歯よりも ， ， 感，会 ，

審美性，義歯の破 に関する 要度スコアが有意に

高かった P 0.05)．基 患の有 ，現義歯の有

， による 要度スコアに有意差は認められ

なかった（P 0.05）．

　以上の結果から，部分床義歯を製作するために大

学病院へ通院する患者では，義歯による がない

こと，義歯が口腔内で 定することが も 要度が高

い評価 標であり，性別が 要度に する で

あること， ，会 ， 感， ，審美性，義

歯の耐 性の 要度が高いことが金 床義歯の

に関 することが された．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 科歯科大学歯学部倫理審査委員

会，委員会番号：11000199，承認番号：D2017-030）

　

図　各評価 標の 要度スコアの分
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機 学 を用いた歯科補綴装置およ の検

　○高 　　

1)，　野 一 　　

2)，　 田 　　

1)，　 野 　　

1)，　 田 　　

1)，　 一 　　

1)

　

1)大 大学大学院歯学研究科顎口腔機能 学 　有床義歯補綴学・高齢者歯科学分
野，　

2)大 大学歯学部 病院　 療情報室
Identification of dental prostheses and restorations using machine learning

Takahashi T1), Nozaki K2), Gonda T1), Mameno T1), Tomita A1), Ikebe K1)

1)Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation Osaka University Graduate School
of Dentistry, 2)Division of Medical Information, Osaka University Dental Hospital

Ⅰ． 目的

　義歯の 計は，歯科 の臨床 験や の

有 ， 量により差が るのが現 である． 年，人

工 能（AI）は様 な分野で 用されており，歯科分

野においても画像診 や画像解析な に 用され，

その 果が報 されている．

　そこで， は 験 な歯科 と同 の義歯

計をAIが 在することで実現さ ることを 終目的

とし， 一報としてAIを用いて口腔内の歯 画像から

歯の の分 をおこなったことを報 した1)．

本研究は， 二報として口腔内の歯 画像から機

学 を用いて歯科補綴装置およ の検 を

おこなったので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　大 大学歯学部 病院 補綴科に 院した

患者を対象とし，上下顎の口腔内の画像1904 （上

顎：1084 ，下顎：820 ）を し，10 の歯科補

綴装置と （全部金 （FMC），金合金製全部

金 （GFMC），レジン前装 （RFMC），陶材 付

（PFMC）， ー セラ ラ ン（CC），金

製 ジ（Br），インレー （MIn），金合金製イン

レー （GIn），コンポジ レジン （CR），アマ

ム （Am））を検 対象とした．

学 における画像分 において，1524 を 用画

像，380 を ス 用画像として用いた．実装には

レーム ー としてTensorFlowを，ライ ラ として

Keras を 用 い た ． 検 の ア ム は

YOLOv32)を使用し，今 の デー を用いて

イン ー ン することにより機 学 を行った．

また，上 の学 が終了した後に，学 度の評価

として，各歯科補綴装置のaverage precision （AP）と

APの平均 （mAP）を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　学 の結果，各歯科補綴装置のAPは，それぞれ

FMC  0.93，GFMC  0.90，RFMC  0.78，PFMC  0.

78，CC  0.59，Br  0.77，MIn  0.92，GIn  0.89，CR
0.61，Am  0.88となり，mAPは0.80であった．

　本研究の結果においてFMC，MIn，Amな の金

の歯科補綴装置のAPは 0.9であったのに対し

て，CRやCCな の歯 の歯科補綴装置のAPは

0.6と かった．このことから，口腔内の歯 画像 け

では，AIを用いて歯 の歯科補綴装置の検 は困

難であると思 れる．したがって，AIを用いて歯科補

綴装置を検 するためには， ス 画像な を

用する必要性が された．

　本研究の結果より，口腔内の歯 画像から歯科補

綴装置の検 が 能であり，この方法を 用すること

により，義歯の 計をは めとした補綴歯科治療に対

する口腔内の診 に 用で る 能性が された．

　

Ⅳ． 文献

1） 高 ， 田 ，野 一 か． み み

ーラ ー を用いた歯の の

分 法． 本補綴歯科学会 2019; 11:
224．

2） Redmon J, Farhadi A. YOLOv3: An Incremental
Improvement. arXiv preprint arXiv:1804.02767,
2018.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 大学歯学研究科・歯学部・同 病

院倫理審査委員会，委員会番号：11000078，承認番

号：H30-E26）
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1)Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation Osaka University Graduate School
of Dentistry, 2)Division of Medical Information, Osaka University Dental Hospital

Ⅰ． 目的

　義歯の 計は，歯科 の臨床 験や の

有 ， 量により差が るのが現 である． 年，人

工 能（AI）は様 な分野で 用されており，歯科分

野においても画像診 や画像解析な に 用され，

その 果が報 されている．

　そこで， は 験 な歯科 と同 の義歯

計をAIが 在することで実現さ ることを 終目的

とし， 一報としてAIを用いて口腔内の歯 画像から

歯の の分 をおこなったことを報 した1)．

本研究は， 二報として口腔内の歯 画像から機

学 を用いて歯科補綴装置およ の検 を

おこなったので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　大 大学歯学部 病院 補綴科に 院した

患者を対象とし，上下顎の口腔内の画像1904 （上

顎：1084 ，下顎：820 ）を し，10 の歯科補

綴装置と （全部金 （FMC），金合金製全部

金 （GFMC），レジン前装 （RFMC），陶材 付

（PFMC）， ー セラ ラ ン（CC），金

製 ジ（Br），インレー （MIn），金合金製イン

レー （GIn），コンポジ レジン （CR），アマ

ム （Am））を検 対象とした．

学 における画像分 において，1524 を 用画

像，380 を ス 用画像として用いた．実装には

レーム ー としてTensorFlowを，ライ ラ として

Keras を 用 い た ． 検 の ア ム は

YOLOv32)を使用し，今 の デー を用いて

イン ー ン することにより機 学 を行った．

また，上 の学 が終了した後に，学 度の評価

として，各歯科補綴装置のaverage precision （AP）と

APの平均 （mAP）を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　学 の結果，各歯科補綴装置のAPは，それぞれ
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78，CC  0.59，Br  0.77，MIn  0.92，GIn  0.89，CR
0.61，Am  0.88となり，mAPは0.80であった．

　本研究の結果においてFMC，MIn，Amな の金

の歯科補綴装置のAPは 0.9であったのに対し

て，CRやCCな の歯 の歯科補綴装置のAPは

0.6と かった．このことから，口腔内の歯 画像 け

では，AIを用いて歯 の歯科補綴装置の検 は困

難であると思 れる．したがって，AIを用いて歯科補

綴装置を検 するためには， ス 画像な を

用する必要性が された．

　本研究の結果より，口腔内の歯 画像から歯科補

綴装置の検 が 能であり，この方法を 用すること

により，義歯の 計をは めとした補綴歯科治療に対

する口腔内の診 に 用で る 能性が された．

　

Ⅳ． 文献

1） 高 ， 田 ，野 一 か． み み

ーラ ー を用いた歯の の

分 法． 本補綴歯科学会 2019; 11:
224．

2） Redmon J, Farhadi A. YOLOv3: An Incremental
Improvement. arXiv preprint arXiv:1804.02767,
2018.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 大学歯学研究科・歯学部・同 病

院倫理審査委員会，委員会番号：11000078，承認番

号：H30-E26）

P- レーザー 法で製作したパラ ス ラ への
理の
　○ 通，　 野 一，　 藤 浩，　 　 ，　 浩一，　 加 ，　佐 間 ，　 部　

学院大学歯学部有床義歯学

Influence of heat treatment on palatal strap fabricated by selective laser sintering.

Wakasugi T, Kumano H, Ando A, Kanbara R, Shiraishi K, Fukazawa K, Sakuma S, Takebe J
Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

Ⅰ． 目的

　パーシ デン ーにおける 要 の一つで

ある大 結 は，義歯の 要 を 結することに

よって，義歯に加 る咬合 や 脱 を， 正に

歯や義歯床に ，配分することで義歯の を

え，義歯の 定を つという非 に 要な ，

の機 を えた 割を果たしている．大 結 が

義歯に加 る機能 を効果的に 正配分するために

は，変 やた みがなく， 合 度が高いことが必要

である．

　 CAD CAM シ ス ム の 中 の AM （ Additive
Manufacturing）方式であるレーザー 法に着

目した．レーザー 法（SLS：Selective Laser
Sintering）は く めた金 に， 的に

レーザー光を して金 を ・ 結し，その

結 上にさらに を供 する．この工 を り

すことで金 の が直 能な方法である．SLS
は，その耐 性， 解度な の 理的性質，耐

性， 性 な の機 的性質についても評価されて

いる．この を，パーシ デン ーの レーム

ー に 用することが 能となれ ， 作を

で るようになり， に一定の 度と 合性を え

た補綴装置の製作が 能となる．しかし，SLS に関す

る報 はいくつか 在するが，い れも金 床の

レーム ー を試作するのみであり，製作した補綴装

置に関して な検討はなされておら ，その

度はいま 明らかとなっていない． これまで

では， 理が大 結 の 法 度に す

について検討を行って た1)．

　そこで，本研究はSLSを用いて大 結 の一つであ

るパラ ス ラ を製作し， 理が 法 度に

す ついて検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　上顎 デ HI-549　 シン)の

ム に 硬 （ ー ジ 　株式会社

ジーシー）を し， を一つ製作した． に

製作した をス ー（Ceramillmap400　

Amanngirrbach ） に て ス ン 後 ，  CAD
（Digistell　Meinan Dental）を用いて，コン ー 上

でパラ ス ラ のSTLデー を作 した．作 し

たSTLデー をレーザー 機（EOSINT M280
　EOS）を用いてパラ ス ラ の を行った．

したパラ ス ラ を， 度，ス ー

（Ceramillmap400　Amanngirrbach）にてス ンを行

い， STLデー を作 した． 前後のSTLデー を

元デー 検査 ア GOM Inspect　GOM)

の部分ベス 機能を用いて 合 を行

い， 法 度の 認を行った．

　今 ，用いた 理の は， 60分で室 から

450 まで ー スを加 し， 450 で45分間

後， 45分で750 まで加 し， 750 で60分間

した．その後， したものとした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 前後におけるSTLデー の 合 を行っ

た結果，SLSで製作されたパラ ス ラ は 理

を行うことにより 法 度が非 に高くなった．その理

由として， 時に金 を 所的に高い

ーを用いて しているために，試料内の

配が大 くなることで内部 が てしまい，そ

れが みとして 法 度に を したと考

えられる．試料内に発 した内部 に対し， 理

を行うことにより試料の内部 が したため，

法 度の が図られたものと考えられる．

　

Ⅳ． 文献

1） 通， 野 一， 正 か． レーザー

法で製作した大 結 の 法 度：

院大歯 ．2019 57(4)： 267-275 ．
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ス マイ デ ス 法を用いたデジ 全部床義歯の臨
床研究
　○大 　　

1)，　金 　学　　

1)，　岩 　　

2)，　 田 　　

1)，　 田 　　

1)，　 田 　　

1)，
　KathengAwutsadaporn　　

1)，　 藤一 　　

1)，　水口 　　

1)

　

1) 科歯科大学　大学院 歯学 合研究科　高齢者歯科学分野，　

2) 科歯科大学　
大学院 歯学 合研究科　 合診療歯科学分野
Case series of complete dentures fabricated digital using customized disc method.

Otake R1), Kanazawa M1), Iwaki M2), Arakida T1), Hada T1), Soeda Y1), Katheng A1), Ando K1),
Minakuchi S1)

1)Gerodontology and Oral Rehabilitation, Graduate School of Medical and Dental Science, Tokyo Medical
and Dental University, 2)General Dentistry, Graduate school of Medical and Dental Science, Tokyo Medical
and Dental University

Ⅰ． 目的

　高齢者人口の 加に い，全部床義歯の 要も高

まることが予 される．全部床義歯補綴は義歯

の を義歯の に さ なけれ なら

，高い患者 度を得る全部床義歯を製作するた

めには な治療 が必要となる．そのため，従

法の全部床義歯製作では， くの治療 数と治療時

間を要することも い．そこで，デジ を 用

することで義歯製作の なス を 化するこ

とにより，義歯製作に関 る時間を で る 能性

がある．

　 分野では既製人工歯を した義歯床用レジン

デ ス を患者 に製作し，義歯を する新たなデ

ジ 全部床義歯製作法（以下， ス マイ デ ス

法）を考 した．今 ， ス マイ デ ス 法を臨

床 用し，患者 度と診療時間について調査し，

な結果を得たので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　参加者は 科歯科大学歯学部 病院義歯

を受診した上下顎全部床義歯の製作を す

る上下顎 歯顎患者6名（男性3名，女性3名）であ

る． の 院時に口腔内ス （TRIOS3，

3Shape，デンマー ）によって 象 得， 咬

合 得を行なった．そのSTLデー をもとにCAD
（Freeform，3D SYSTEMS，ア ）にて試 用義

歯をデザイン後，3D ン （Form2，formlabs，ア

）にて試 用義歯を した．2 目の 院時に試

用義歯を用いて 象 得・咬合 得・前歯部

試 を行なった． 得した 象 を3 元ス

（NeWay，open technologies，ア ）によってSTL
デー 化した．STLデー を取得後，CAD
（Freeform，3D SYSTEMS，ア ）を用いて人工歯

・研 を行なった．その後，CAD
（Freeform，3D SYSTEMS，ア ）上で ス ムデ

ス 用の レーム ー をデザインし，3D ン

（Form2，formlabs，ア ）にて した．製作され

た レーム ー に 間 着 （ア ンア ，

合 株式会社， ）を用いて人工歯を 定し，

合 レジン（ レジン，松風， ）を し

み， ス ムデ ス を さ た． した ス ム

デ ス から， ン マシン（DWX-51D，DGSHAPE，

）を用いて義歯を 加工し，研 後，義歯の

とした．3 目の 院時に 義歯を通法に従い装

着した．義歯装着後は定期的な調整を行い， な

く使用で ることを 認した時点から，1 月後に患者

度を 定した．診療時間は 院から，義歯

調整終了までの各 で， 者が患者に関 る全ての

時間を 定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　義歯調整後1 月時点の患者 度は中 90.5
分 80.8-95.8)であった． から義歯調整

終了までの各 を合計した診療時間は中 115分

（ 分 86-135分）であった．

　 行研究1)と比較すると，患者 度は同 度であ

り，また，治療時間は90分 することがで てい

た．

　以上より， ス マイ デ ス 法を用いたデジ

全部床義歯の製作により，少ない診療 数と い診

療時間で，従 法と同 の な患者 度を得ら

れる義歯が提供で る 能性が された．

　

Ⅳ． 文献

1） Jo A, Kanazawa M, Sato Y, et al. A randomized
controlled trial of the different impression
methods for the complete denture fabrication:
Patient reported outcomes. J Dent. 2015; 43:
989-96.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 科歯科大学歯学 倫理審査委員

会，委員会番号：11000199，承認番号：D2017-016）
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法の全部床義歯製作では， くの治療 数と治療時

間を要することも い．そこで，デジ を 用

することで義歯製作の なス を 化するこ

とにより，義歯製作に関 る時間を で る 能性

がある．

　 分野では既製人工歯を した義歯床用レジン

デ ス を患者 に製作し，義歯を する新たなデ

ジ 全部床義歯製作法（以下， ス マイ デ ス

法）を考 した．今 ， ス マイ デ ス 法を臨

床 用し，患者 度と診療時間について調査し，

な結果を得たので報 する．
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・研 を行なった．その後，CAD
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合 レジン（ レジン，松風， ）を し

み， ス ムデ ス を さ た． した ス ム

デ ス から， ン マシン（DWX-51D，DGSHAPE，

）を用いて義歯を 加工し，研 後，義歯の

とした．3 目の 院時に 義歯を通法に従い装

着した．義歯装着後は定期的な調整を行い， な

く使用で ることを 認した時点から，1 月後に患者

度を 定した．診療時間は 院から，義歯

調整終了までの各 で， 者が患者に関 る全ての

時間を 定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　義歯調整後1 月時点の患者 度は中 90.5
分 80.8-95.8)であった． から義歯調整

終了までの各 を合計した診療時間は中 115分
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methods for the complete denture fabrication:
Patient reported outcomes. J Dent. 2015; 43:
989-96.
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委員会名： 科歯科大学歯学 倫理審査委員

会，委員会番号：11000199，承認番号：D2017-016）

P-11 シ コーン 質 ライン材は全部床義歯の を 上さ
るのか

　○ 田 　　

1)，　 田　 　　

1)，　 　　

1)，　 　　

1)，　目 美　　

1)，　 治大 　　

1)，　 田 　　

1)，
　風 川　 　　

1)，　 　　

2)，　佐 行　　

2)，　 本 浩　　

3)，　 島 　　

2)，　 　　

2)

　

1) 本大学大学院松 歯学研究科有床義歯補綴学 ，　

2) 本大学松 歯学部有床義歯補
綴学 ，　

3) 本大学松 歯学部歯科 材料学
Does resilient denture liner improves retention of complete dentures?

Nagata S1), Kurata Y1), Iizuka K1), Furuya Y1), Meguro A1), Isaji D1), Kamada M1), Furokawa S1),
Suzuki A2), Saeki H2), Tanimoto Y3), Iijima M2), Kawai Y2)

1)Removable Prosthodontics, Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo, 2)Department of
Removable Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo, 3)Department of Dental
Biomaterials, Nihon University School of Dentistry at Matsudo

Ⅰ． 目的

　上下顎 歯顎症例に 質 ライン義歯を使用するこ

とで, 患者の 度と 能 を高めることが報 さ

れている1). これは, 質 ライン材の材料学的特 が

義歯の 定と に しているためと考えられる.

しかしながら, 質 ライン材を使用した下顎全部床

義歯の への は明らかでない．そこで, 

質 ライン材が に す について材料学

的な観点から基 的検討を行った.

　

Ⅱ． 方法

1. 試験 の製作

　試験 は, 義歯床用加 合 ア レジンの

を り して, 直  50 , さ 13  の

の試験 を り して製作した. 試験 には 2 

さの ライン材を するス ー ーを 置した. 

ライン材は硬質 ライン材（ マ ラインⅢ, 

マ, , 本, 以下  C-R）と 2 の 質 ライン

材（ ライ ー , マ, 以下  RT-R）（

ライ ー  スーパー , マ, 以下  RS-R）と

した. ラスコ レス（FP7, , , 本）を

用いて 1 MPa で加 し, ラス に して ライン

を行った. なお, 試験 はそれぞれ 5 製作した.

2. 在 の製作

　試験 と人工 の間の 在 は, セ ン水

（健 製 , 大 , 本）を使用した. 人の の

度を 定し, 80 セ ン水 （高 度）と,

40 セ ン水 （ 度）を製作した. また, 

製水（健 製 ）をコン ー とし, それぞれの 在

を 在さ た で 試験を行った.

3. 試験

　 試験は 能 試験機 （ TECNO
GRAPH TG-5kN, ベア , 野, 本）にて

行った. 平 を顎堤に見立て, 能 試験

機に水平に 定し, 中 に 在 を 0.5  下し

た. 平 中 に試験 を 置し, 試験 を 2kgf で
直方 に 10 s 加 した後, やかに 能

試験機の 部と で し, Cross head
speed 10 min で 試験を行った. には

ーンを用い, 標点間 は 150  に 定した.

試験 が 全に脱 するまでに した 大の

をその試験 の として 録した.

4. 計解析

　C-R 群, RT-R 群およ  RS-R 群各 について 3
の 在 における の比較を行った. 解析

は One-way ANOVA を用い, 有意差を認めた場

合, Bonferroni test を用いて 比較検定を行った.

有意水 は 5 とした.

　

Ⅲ． 結果と考察

　80 およ  40 セ ン水 では, RT-R 群お

よ  RS-R 群がC-R群と比較して有意に高い

を した. また, 製水では, す ての群間に有意差

を認め, RS-R 群が も高い を した 図).

　い れの でもRT-R 群, およ  RS-R 群が C-

R 群と比較して有意に高い を した. このこと

から, 硬質材料と比較して 性を有する ライン材を用

いることは, を効果的に高めることが され

た. 一方, RT-R 群と RS-R 群の間に差を認め , か

つ高い を した. 今後は, ライン材の硬度と

との 関をより に検討していく必要があ

る.

　

Ⅳ． 文献

1） Kimoto S, Yamamoto S, Kawai Y, et al.
Randomized controlled trial to investigate how
acrylic-based resilient liner affects on
masticatory ability of complete denture wearers.
J Oral Rehabilitation 2010; 37: 553-559.

　

図 の比較
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下顎全部床義歯への 質 ライン材の 用が 能 に
す

○ 1)，風 川　 2)， 2)， 川 大2)， 川 2)，中島義 2)， 本　 2)，
2)

1) 本大学大学院松 歯学研究科有床義歯補綴学 ，2) 本大学松 歯学部有床義歯補
綴学
Effect of resilient denture liner applied to mandibular complete denture on ability of mastication

Furuya Y1), Furokawa S2), Furuse N2), Ogawa T2), Ogawa A2), Nakashima Y2), Kimoto S2), Kawai Y2)

1)Removable Prosthodontics, Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo, 2)Department of
Removable Prosthodontics, Nihon University school of Dentistry at Matsudo

Ⅰ． 目的

　下顎全部床義歯に 質 ライン材を 用することで

能 が 上する ．しかし， 質 ライン材に関す

る の報 は，その くが ー を被験 と

した 能 の評価である． 能 は を

，破 ， し， と 合を行い を する

能 で，その評価は 能 や 大咬合 な を用

いる．そのため 一の方法や被験 での検討では

実質を評価しているとは い難い．そこで本研究で

は，下顎全部床義歯にシ コーン 質 ライン材を

用した患者に， ーを用いた咬 試験と 大

咬合 をア ムとし， 能 の客観的評価への

を明らかにすることとした．

Ⅱ． 方法

　被検者は本学付 病院に 院し，上下顎全部床義

歯製作を する患者のうち研究内 を理解し同意

の得られた者とした．各被検者に対し， 質 ライン義

歯と通法義歯い れかの義歯を製作する2群へ 作

に割り付けを行い，通法に従い加 合レジン

アー ン，株式会社松風， ) およ 硬質レジン

歯 ーパス，株式会社GC， ) を用いて全部床

義歯の製作を行った．加えて 質 ライン義歯群には

義歯床用 期 性 材 ライ ー デ アム

，株式会社 マデン ，山口) を使用して

の ラインを行った．新義歯調整 了3か月後

における 能 を 能 検査装置 コセン

ーGS-Ⅱ，株式会社GC， ) ， 一大 歯

部での 大咬合 を歯科用咬合 計 

ザ ース ー ーGM10，株式会社 野計 ，

) を用いて 定した．2群間の違いについてMann–
Whitney U検定を用いて解析した p 0.05) ．

Ⅲ． 結果と考察

　研究に参加した被験者は35名 平均年齢75.1
8.0歳) で 質 ライン義歯群17名，通法義歯群18名

であった．新義歯調整 了3か月後の 能 は

質 ライン義歯群が通法義歯群と比較して有意に

い を し 図1) ， 大咬合 は 質 ライン義歯群

が通法義歯群と比較して有意に高い を した 図

2) ． 大咬合 は 質 ライン義歯群が高い を

したが， 能 はKimotoら の報 と なり 質 ラ

イン義歯群が い を した．この結果は被験

の 性に していると考えられる．今後は 合能

を めた 様な被験 による検討が必要であるこ

とが された．

Ⅳ． 文献

1） Kimoto S, So K, Yamamoto S, et al.
Randomized controlled clinical trial for
verifying the effect of silicone-based resilient
denture liner on the masticatory function of
complete denture wearers. Int J Prosthodont
2006 ; 19 : 593-600.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 本大学松 歯学部倫理委員会，委員会

番号：1100584，承認番号：EC17-001）

図1 新義歯調整 了3か月後の各群の 能

図2 新義歯調整 了3か月後の各群の 大咬合
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下顎全部床義歯への 質 ライン材の 用が 能 に
す

○ 1)，風 川　 2)， 2)， 川 大2)， 川 2)，中島義 2)， 本　 2)，
2)

1) 本大学大学院松 歯学研究科有床義歯補綴学 ，2) 本大学松 歯学部有床義歯補
綴学
Effect of resilient denture liner applied to mandibular complete denture on ability of mastication

Furuya Y1), Furokawa S2), Furuse N2), Ogawa T2), Ogawa A2), Nakashima Y2), Kimoto S2), Kawai Y2)

1)Removable Prosthodontics, Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo, 2)Department of
Removable Prosthodontics, Nihon University school of Dentistry at Matsudo

Ⅰ． 目的

　下顎全部床義歯に 質 ライン材を 用することで

能 が 上する ．しかし， 質 ライン材に関す

る の報 は，その くが ー を被験 と

した 能 の評価である． 能 は を

，破 ， し， と 合を行い を する

能 で，その評価は 能 や 大咬合 な を用

いる．そのため 一の方法や被験 での検討では

実質を評価しているとは い難い．そこで本研究で

は，下顎全部床義歯にシ コーン 質 ライン材を

用した患者に， ーを用いた咬 試験と 大

咬合 をア ムとし， 能 の客観的評価への

を明らかにすることとした．

Ⅱ． 方法

　被検者は本学付 病院に 院し，上下顎全部床義

歯製作を する患者のうち研究内 を理解し同意

の得られた者とした．各被検者に対し， 質 ライン義

歯と通法義歯い れかの義歯を製作する2群へ 作

に割り付けを行い，通法に従い加 合レジン

アー ン，株式会社松風， ) およ 硬質レジン

歯 ーパス，株式会社GC， ) を用いて全部床

義歯の製作を行った．加えて 質 ライン義歯群には

義歯床用 期 性 材 ライ ー デ アム

，株式会社 マデン ，山口) を使用して

の ラインを行った．新義歯調整 了3か月後

における 能 を 能 検査装置 コセン

ーGS-Ⅱ，株式会社GC， ) ， 一大 歯

部での 大咬合 を歯科用咬合 計 

ザ ース ー ーGM10，株式会社 野計 ，

) を用いて 定した．2群間の違いについてMann–
Whitney U検定を用いて解析した p 0.05) ．

Ⅲ． 結果と考察

　研究に参加した被験者は35名 平均年齢75.1
8.0歳) で 質 ライン義歯群17名，通法義歯群18名

であった．新義歯調整 了3か月後の 能 は

質 ライン義歯群が通法義歯群と比較して有意に

い を し 図1) ， 大咬合 は 質 ライン義歯群

が通法義歯群と比較して有意に高い を した 図

2) ． 大咬合 は 質 ライン義歯群が高い を

したが， 能 はKimotoら の報 と なり 質 ラ

イン義歯群が い を した．この結果は被験

の 性に していると考えられる．今後は 合能

を めた 様な被験 による検討が必要であるこ

とが された．

Ⅳ． 文献

1） Kimoto S, So K, Yamamoto S, et al.
Randomized controlled clinical trial for
verifying the effect of silicone-based resilient
denture liner on the masticatory function of
complete denture wearers. Int J Prosthodont
2006 ; 19 : 593-600.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 本大学松 歯学部倫理委員会，委員会

番号：1100584，承認番号：EC17-001）

図1 新義歯調整 了3か月後の各群の 能

図2 新義歯調整 了3か月後の各群の 大咬合

P-13 大 大学歯学部 病院 補綴科における全部床義歯
治療の実
　○室 有 ，　高 ，　 ，　 田 大，　 元 ，　 村優一，　佐藤 美，　 野 ，
　 ，　松田 一，　 野 ，　 一
大 大学大学院歯学研究科顎口腔機能 学 　有床義歯補綴学・高齢者歯科学分野

Clinical survey of edentulous patients

Murotani Y, Takahashi T, Mihara Y, Hatta K, Fukutake M, Nishimura Y, Sato H, Hagino H, Enoki K,
Matsuda K, Mameno T, Ikebe K
Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School
of Dentistry

Ⅰ． 目的

　各年 における平均 歯数は 加し，平 28年

度歯科 患実 調査によると1)8020 者は50 を上

り， 歯顎者の割合は 少している．しかしなが

ら，高齢化 は 加しており，高齢になる 歯顎

者の割合は 加するため， 歯顎患者の人数は 少

していない．このことから， 然として全部床義歯治療

の 要は高いと考えられる． な全部床義歯治療

を提供するためには，これまでに行って た治療の内

について し，その を する必要がある．

そこで，今 は，大 大学歯学部 病院

補綴科における 歯顎者の治療実 を調査したので

報 する．

　

Ⅱ． 方法

　対象者は2010年12月から2019年12月に，大 大学

歯学部 病院 補綴科にて全部床義歯を製作

した 歯顎患者とした． にて の診療

録なら に 工 書から調査項目を 録した．

調査項目は， 診時の年齢，性別，新義歯 まで

の 院 数，使用した人工歯の ， 後の調整

数，そして，口腔機能検査の とつである 能

検査用 ーを用いた 能 とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　対象期間内に大 大学歯学部 病院 補綴

科にて全部床義歯を製作した 歯顎者557名の中

で，184名 男性89名，女性95名) について検討し

た． 診時の平均年齢は72.3 68.0-79.0)歳，新義歯

までの 院 数は平均6.4 6.0-7.0) ，使用し

た人工歯はベラシアSA（松風社， ）が74名 40.

2 )で あった． 後の調整 数は4.4 2.0-5.0)

，また，新義歯 後の 能 検査用 ー

を用いた 能 は，182 100-242) mg dLであり，こ

れは，スコア法におけるスコア3 4に する．スコア

2以下（25 ）が口腔機能 下症と されるため，

科で全部床義歯製作した後は， な 能 が得

られたと考えることがで る．

　 科では， くの場合，試 を前歯部試 と 終試

に分けて2 行うため，新義歯 までの 院 数

は6.4 6.0-7.0) となった． 象， 終 象，咬

合 得，前歯部 試 ， 終試 ， の合計6
より い 数必要であった症例は， 象 数が

い，あるいは前歯部 試 の 数が い場合が

と であった．これは，顎堤の吸 が大 く 象

得の難 度が高いことや，顎間関 が 定である

こと，また認 機能の 下により患者への が通り

にくいことによるものと考えられる．人工歯の の

は，全部床義歯の に した を付 した機

能的人工歯であるベラシアSAが となったが，そ

の ーパス（ジーシー社）や ンデ ラ（松風社）を

使用している場合は，患者の咬合 が非 に く，優

れた耐摩耗性を有していることを優 した結果ではな

いかと考えられる．また， 後の調整 数には が

あり，これは顎堤吸 が しく難 度の高い者，咬合

の い者な では 数が くかかることが考えられ

る．

　なお，本研究は大 大学大学院歯学研究科倫理審

査委員会の承認を得ている（承認番号R1-E34）．

　

Ⅳ． 文献

1） ．平 28年歯科 患実 調査

<https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/
62-28-01.pdf>2017[accessed 19.09.15]

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 大学大学院歯学研究科倫理審査委

員会，委員会番号：11000078，承認番号：R1-E34）
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アイ ーの分 B2の 期 症例

　○ 田直光　　

1)，　 史 　　

2)

　

1) 部，　

2) 島大学大学院 歯学 合研究科　口腔顎 補綴学分野

A case of long-term follow-up of Eichner classification B2

Hamada N1), Suehiro F2)

1)Kyushu Branch, 2)Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Graduate School of Medical and
Dental Sciences, Kagoshima University

Ⅰ． 目的

　 高齢社会を えた現在，や を得 歯を って

しまった患者の 機能の ・ のための補綴

置は， 性義歯による治療が 要な 置を め

る．しかし， 性義歯による補綴は，その 様式

変化や咬合関 が 化して 機能の 下を く場

合が い．一方で，歯科 療 からの患者への口腔

理に関する情報提供によって，患者の意 上お

よ 口腔 化の防 に していると考えられ

る．

　今 ，定期的な口腔 理が行えたことにより，咬合

関 の 期的な が 能となり， な結果を得

ている症例を供 したい．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時45 女性．主 は， れ歯が合 な

い．口腔内の は，上顎は 2大 歯から

2大 歯まで ．下顎は 1大 歯と 2
大 歯 で デ の分 ではⅡ ．アイ ーの

分 では，B2の咬合 関 で の咬合3 で

は， Ⅰ アの少数歯 ー に していた．

　 診：2002年6月19 ．口腔内の 置と口腔

理の を行なった．同年11 12月，上顎

歯部の補綴 置を行い，下顎に 性義歯を装着

した．以後の定期 が大 であることを説明し，

患者の理解と同意を得て補綴 置後，2 4 月の間

で イン ンスを行なっていた．2010年に上顎

1 歯の歯 部破折が こり，破折 が，歯

下5 と かったため， 置後に を行って

で 定し，3ヵ月後 2 歯と 結して補

綴 置を行なった． イン ンス期間に歯 検

査や ス により口腔内の や歯の

度，歯 ポ の を した．また，義歯に関し

ては， 合試験や義歯 度アン ー を行い，口

腔 理を行って た．18年 した現在，患者の咬

合関 は な を っている．

　

Ⅲ． 結果と考察

　下顎 大 歯部 で 性義歯に を っ

ている患者に補綴 置を行い， 診時から現在まで

18年間， デ の分 やアイ ーの分 ， の

咬合 で検 した結果，咬合関 には変化はな

く， な口腔機能の 定が得られた．これらの

ことにより，定期的な咬合関 の や咬合 の

コン ー ，患者の口腔 に対する意 の高さ

が，口腔内咬合関 の 定に大 く すると

考えられた．

　以上のことにより， 性義歯を使用している患者

への定期 や咬合 の 理を めた のコ

ン ー ， ラー コン ー が少数歯 の咬

合 の 定に大 く することが され

た．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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アイ ーの分 B2の 期 症例

　○ 田直光　　

1)，　 史 　　

2)

　

1) 部，　

2) 島大学大学院 歯学 合研究科　口腔顎 補綴学分野

A case of long-term follow-up of Eichner classification B2

Hamada N1), Suehiro F2)

1)Kyushu Branch, 2)Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Graduate School of Medical and
Dental Sciences, Kagoshima University

Ⅰ． 目的

　 高齢社会を えた現在，や を得 歯を って

しまった患者の 機能の ・ のための補綴

置は， 性義歯による治療が 要な 置を め

る．しかし， 性義歯による補綴は，その 様式

変化や咬合関 が 化して 機能の 下を く場

合が い．一方で，歯科 療 からの患者への口腔

理に関する情報提供によって，患者の意 上お

よ 口腔 化の防 に していると考えられ

る．

　今 ，定期的な口腔 理が行えたことにより，咬合

関 の 期的な が 能となり， な結果を得

ている症例を供 したい．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時45 女性．主 は， れ歯が合 な

い．口腔内の は，上顎は 2大 歯から

2大 歯まで ．下顎は 1大 歯と 2
大 歯 で デ の分 ではⅡ ．アイ ーの

分 では，B2の咬合 関 で の咬合3 で

は， Ⅰ アの少数歯 ー に していた．

　 診：2002年6月19 ．口腔内の 置と口腔

理の を行なった．同年11 12月，上顎

歯部の補綴 置を行い，下顎に 性義歯を装着

した．以後の定期 が大 であることを説明し，

患者の理解と同意を得て補綴 置後，2 4 月の間

で イン ンスを行なっていた．2010年に上顎

1 歯の歯 部破折が こり，破折 が，歯

下5 と かったため， 置後に を行って

で 定し，3ヵ月後 2 歯と 結して補

綴 置を行なった． イン ンス期間に歯 検

査や ス により口腔内の や歯の

度，歯 ポ の を した．また，義歯に関し

ては， 合試験や義歯 度アン ー を行い，口

腔 理を行って た．18年 した現在，患者の咬

合関 は な を っている．

　

Ⅲ． 結果と考察

　下顎 大 歯部 で 性義歯に を っ

ている患者に補綴 置を行い， 診時から現在まで

18年間， デ の分 やアイ ーの分 ， の

咬合 で検 した結果，咬合関 には変化はな

く， な口腔機能の 定が得られた．これらの

ことにより，定期的な咬合関 の や咬合 の

コン ー ，患者の口腔 に対する意 の高さ

が，口腔内咬合関 の 定に大 く すると

考えられた．

　以上のことにより， 性義歯を使用している患者

への定期 や咬合 の 理を めた のコ

ン ー ， ラー コン ー が少数歯 の咬

合 の 定に大 く することが され

た．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

P-1 度の高い咬合 得を行うための新たな咬合床 の提

　○ 　 ，　 場一 ，　山下 一郎

歯科大学パーシ デン ー補綴学

Proposal of a new occlusion rim configuration for accurate maxillomandibular registration

Shiigai M, Aiba K, Yamashita S
Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　 義歯の 様式は，歯 であり，

象時には と 歯の被 変 量の差を補

するために， を加 した機能 象が必要である．

したがって，作 用 上で製作した咬合床を口腔

内の定 置まで装着した では，基 床と顎堤

の間に， 象時と同 の がすでに されて

いる． 装置を有していない咬合床において，定

置にこれを装着するためには，咬合 を 用している

のが一 的である．文献的には 大 みしめ時の

30 以下で咬合さ 咬合 録を行うのが ましいと報

されているが1），咬合床下の が す につ

いては 明であり， 象 得時と同 の が さ

れているのかは定かでない． 象 得時と咬合 得

時の の変 に 違が た場合には，咬合 へ

のマ ン 時に 差が発 し，結果的に顎 の

な義歯が する．そこで は，咬合床を 者

自身が定 置に加 し， をコン ー することで，

この変 の差を 的に 少さ る 式を提 した

い．そして，本研究では基 床に加 用の ン ー

レス を付 した新たな咬合床（ ン ーレス 付咬

合床)を考 した．

　

Ⅱ． 方法

　下顎 歯 （Eichner B2症例）の症例

に対し本咬合床を 用する例を す． 人 レーを用

いて通法通り と機能 象を行い， 硬質

（ ー ジ ，GC）にて作 用 を製作す

る．作 用 上で通法通り基 床（ レーレジン

Ⅱ，松風）， う堤（パラ ン ス，GC）を製作す

るが，その際に基 床の にレジンを用いて ン

ーレス （10 10 ）を に付 し， ン ー
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さ 咬 合 を さ る．これにより，機能 象

時の の変 と同 の を し，それ以上の
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Ⅲ． 結果と考察

　従 から咬合 得時に咬合床へ される咬合

により顎堤 が 度に変 し，これに する
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者の 作の 度に されるため，十分な 前の

シ レーシ ン レー ン が必要である．

　

Ⅳ． 文献

1） Yamazaki M，Yugami K, Baba K，Ohyama T．

et al．Effect of Clenching Level on Mandibular
Displacement in Kennedy Class Ⅱ Partially
Edentulou Patients ． J Prosthodont 2003;16;
183-188

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

　

　

図1. した咬合床

図2.口腔内装着時
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SPH法による各 質 装材使用時の義歯床下 にかかる

解析
　○大 　 ，　 正直，　平山大 ，　井上　実，　 正幸，　水口

科歯科大学大学院 歯学 合研究科　高齢者歯科学分野

Stress analysis of mucosa under various soft reliners using SPH method

Onuma H, Inokoshi M, Hirayama D, Inoue M, Morizawa M, Minakuchi S
Dept. of Gerodontology and Oral Rehabilitation, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo
Medical and Dental University

Ⅰ． 目的

　義歯の 質 装材には主にシ コーン ，ア

のものが されているが，その理 的な 性

については様 な があり な解は得られてい

ない． 分野では 定 に変 する のシ

レ ー シ ン が 能 な シ レ ス 解 析 （ SPH
Smoothed Particle Hydrodynamics法）を用いて，義歯

の変 や顎堤 の の解析を行っている．本

研究では， 表的な 質 装材について，下顎の義

歯が 下した際に 質 装材の 性 の違いが，顎

堤 にかかる に える についてSPH法を

用いて解析することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 分野のHirayamaらの義歯 定材の 性に関する

の報 1）を 用し，下顎の 義歯が 下した際

にかかる の分 を す解析 デ を 計した．

シ レーシ ンの デ として 性材料の ー

現象を計 するのに した4要 Voigt デ を用い

た．口腔 を4つの （A： ，B： ，

C：顎堤 ，D： ）に分け，各 で にか

かる の平均 を めた． として咬合

中 に対し10Nを 直方 に加 し けた．シ

コーン 質 装材として硬さの なるSofreliner
Super Soft，Sofreliner Tough Medium（ に マデ

ン ），ア 質 装材としてVertex Soft
（ Vertex Dental ） ， 調 整 材 と し て Visco-gel
（Dentsply Sirona）を用い， ー ー ー（山 社

製，RE2-33005S）にて計 した各 質 装材の 性

， 性 を解析 デ に 用してシ レーシ ン

計 を行った．試験結果はKruskal-Wallis検定と

Dunn検定を用いて 計 理を行った.

　

Ⅲ． 結果と考察

　図1に各 の にかかる平均 と時間の関

を す． の材料， においても 大となる

Mises や ー に るまでの時間は なり，ま

たそれぞれ0.6 で は した． 図2に0.6
後における各材料，各 の にかかるMises

を比較した 計結果を す．各 におけるMises
は ， Sofreliner Super Soft Visco-gel

Sofreliner Tough Medium Vertex Softの となっ

た．各 を比較すると， Cにかかる平均 が

も大 く， Bや Dにかかる平均 が も

さかった． が になっている顎堤 や，

部は にかかる が高くなる があった．本

研究の結果から， 質 装材の の違いによっ

て， の 分 に変化が うる 能性が

された．

　

Ⅳ． 文献

1） Hirayama D, Sakai Y, Minakuchi S et al. Effect
of home reliner on occlusal relationships and
oral mucosa: viscoelastic analyses by smoothed
particle hydrodynamics simulation. Comput Biol
Med 2015;66:20-28.

　

　

図1 各 における平均Mises と時間の関

図2 各材料，各 のMises の比較
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図1 各 における平均Mises と時間の関

図2 各材料，各 のMises の比較

P-1 ーシ ン に対する有床義歯への意 調査
施 同研究

　 研一郎

十 病院 ーシ ン科（関 部）

Questionnaire survey regarding removable denture for rehabilitation staffs in community hospital
A multicenter study in Japan
Ozaki K
Department of Physical Medicine and Rehabilitation, Ashikaga Red Cross Hospital

Ⅰ． 目的

　 らは， 性期 ーシ ン（ ）患者の口

腔の実 について報 しており， 性期 患者に

歯科 ー が 在していることを明らかにした1）．また

院では歯科 が と と した結果，

性期 中患者の 発症 を 少さ た2）．しか

し 科と歯科の関 の考える上で， に対する

有床義歯への意 は 行研究が少ない にある．

これらの を まえ， 施 の に対する有床

義歯への意 調査を行うに った．本調査より，

の有床義歯への意 について明らかにする．

　

Ⅱ． 方法

　対象は， 本 十 社 ーシ ン 会会員

（90施 ）．調査期間は2018年5月5 から2018年6月

30 とした．調査方法としてアン ー を ，アン

ー は 名・自 式とした．調査の は自由

意 である を表 し， をもって同意を得たもの

とした（ 十 病院 倫理委員会 承認番号

2018-01）.なおアン ー は 院で作 した．

　調査項目は， 時の有床義歯の必要性とし，

ー 度にて1点から5点でスコア化（1点：とてもそう

思う，2点：そう思う，3点： ちらでもない，4点：そう思

ない，5点：全くそう思 ない），スコア1点，2点を 意

が高い ，スコア3点，4点，5点を 意 が い と定

義した．そして 意 が高い 群は 項目として，コ

ーシ ンの 上，身 しなみ，認 機能の ，

口腔機能の 上， の を広 る， 性

の予防， の予防，平 感 の 上， 立や

行な の 作の 上， の 上， の予防の各

項目を 数 として さ た．

アン ー は90施 中89施 （99 ），有効

は1,490人中1,449人 97 )であった. 者の 性

として，性別は男性 821人（57 ），女性 628人（43 ）

であった．年齢は，20  557人（38 ），30  511人

（35 ），40  268人（19 ），50 以上 113人（8 ）で

あった．配 （ あり）は， 性期 1,274人（88 ），

期 160人（11 ）， 性期 146人（10 ）であった．

は，理学療法  PT) 904人（62 ），作 療法

（OT）366人（25 ）， （ST）179人（12 ）で

あった．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 時の有床義歯の必要性について ー 度

スコア1点，2点の 意 が高い 群は1,357人（94 ），

スコア3点，4点，5点の 意 が い 群は92人（6 ）で

あった． に 意 が高い 群から を得た 項目

について る． 時に有床義歯が必要な理由

は， コ ーシ ンの 上 がPT 718人（79 ），

OT 309人（84 ），ST 167人（93 ）， 身 しなみ が

PT 309人（34 ），OT 192人（52 ），ST 117人（65 ），

認 機能の がPT 344人（38 ），OT 204人（56 ），

ST 126人（70 ），口腔機能の 上がPT 394人（44 ），

OT 187人（51 ），ST 172人（96 ）， の を

広 るがPT 394人（44 ），OT 203人（55 ），ST 169人

（94 ）， 性 の予防がPT 341人（38 ），OT
127人（35 ），ST 134人（75 ）， の予防がPT 74人

（8 ），OT 21人（6 ），ST 81人（45 ），平 感 の

上がPT 123人（14 ），OT 50人（14 ），ST 26人

（15 ）， 立や 行な の 作の 上がPT 363人

（40 ），OT 122人（33 ），ST 71人（40 ）， の 上

がPT 363人（40 ），OT 122人（33 ），ST 71人（40 ），

予防がPT 107人（12 ），OT 34人（9 ），ST 30人

（17 ）であった．

　 時の有床義歯の装着には，意 が高い に

あった．しかし の予防や平 感 の 上，

予防は，認 が い にあった．今のとこ 有床義

歯と ーシ ン 学の デンスは十分とはい

えないが，歯科 は に対して患者の 学的

定性や認 機能， 下機能を理解した上で有床

義歯の必要性を える必要があると思 れる．

　

Ⅳ． 文献

1） 研一郎， 中 ， 田 か． 中病

院における ーシ ン歯科 療の取り

み. 年歯科 学 2018 33：17-24.
2） 研一郎， 場 ，中村 か． 性期

中患者に対する による口腔

理の効果 歯科による 予防シス ムの

 . 下 会 2018 22：

225-236.
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CAD CAM義歯床用レジンと 合レジンの 着性

　○新 元康，　 ，　藤 ，　吉 ，　 田 ，　新 ，　大

見大学歯学部有床義歯補綴学

Bonding strength between CAD/CAM denture resin and aclic resin

Niiya M, Torii M, Fujinami K, Yoshidome K, Nakata T, Shimpo H, Ohkubo C
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine

Ⅰ． 目的

　コン ー ー の発 とともに歯科 におい

てもCAD CAM の発 は目 ましいものがあり，

歯科補綴 においてもデジ デー による

計・加工による補綴装置の製作が行 れている．一

方，全部床義歯においてもCAD CAMによる製作が

試みられており，材料 においても高 度なPMMA
レジンデ ス や3D ン 用レジンの開発が に

行 れている．しかし，CAD CAMを用いた全部床義

歯の 期使用報 は少なく，解 しなくてはならない

も い．義歯 理な 口腔内変化を に行え

ることが有床義歯の 点であることから， 時 合レ

ジンとの 着は必 であると考えられる．

そこで本研究の目的は，CAD CAMを用いて製作し

た義歯床用レジンと 理用 時 合レジンとの 着

さに関して実験的検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　義歯床用レジンはCAD CAMレジンとして 高

レジン 以下 ン )， UV硬化 3D ン ン レ

ジン（DENTCA Denture BaseⅡ,DENTCA.以下3D
ン ン ），コン ー として従 法である

合 レジン（PalaXpress, KULZER.以下 し み）

の3 とした．

製作した試料は表 を ー 600にて研 ，被

着 を ー にて4.8 mmに 定し， を

行った．37  の で24時間 後， 時 合

レジンの と 試験用のア を 立した．

表 理としてジ ン ス , ン デ

)を使用した．

合後，37  の水中下にて24時間 し， 着

さを 試験にて評価した．

計 にはAUTOGRAPH（AG-IS，島 製作所社製）

を使用し， ス ス ー 2.0 mm min.にて

試験を行った． 計 理は,一元配置分散分析後，

tukeyの 比較検定およ t検定を行い，有意水

は5 にて行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ン における 着 さは， ライマーの有 に関

ら 17.2 MPaを した．また3D ン ン では

ライマー で6.1 MPaという も さな を

し， 群では9.0 MPaであった．従 法である し

みでは ライマー で22.0 MPa， 群で

30.0 MPaと も高い を した． ン と し みレ

ジン間には有意差を認めなかった P 0.05) 図)． ン

に関しては 理や ラインを 理用ア レジンに

よって行うことがで ると考えられた．しかしながら，従

法で一 的に行 れるジ ンによる表

理の効果は認めなかった．一方，3D ン ン に

関しては し みより有意に い 着 さを した

P 0.05)．

　以上のことより，3D ン ン を 期的に使用す

る上で 着 上を目的とした表 理方法を検討

する必要があると考えられた．

　

Ⅳ． 文献

1） Choi JE, Ng TE, Leong CKY et al. Adhesive
evaluation of three types of resilient denture
liners bonded to heat-polymerized,
autopolymerized, or CAD-CAM acrylic resin
denture bases. J Prosthet Dent. 2018;120(5):
699-705.

　

図　義歯床用レジンとア レジンの 着 さ
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ら 17.2 MPaを した．また3D ン ン では

ライマー で6.1 MPaという も さな を

し， 群では9.0 MPaであった．従 法である し

みでは ライマー で22.0 MPa， 群で

30.0 MPaと も高い を した． ン と し みレ

ジン間には有意差を認めなかった P 0.05) 図)． ン

に関しては 理や ラインを 理用ア レジンに

よって行うことがで ると考えられた．しかしながら，従

法で一 的に行 れるジ ンによる表

理の効果は認めなかった．一方，3D ン ン に

関しては し みより有意に い 着 さを した

P 0.05)．

　以上のことより，3D ン ン を 期的に使用す

る上で 着 上を目的とした表 理方法を検討

する必要があると考えられた．

　

Ⅳ． 文献

1） Choi JE, Ng TE, Leong CKY et al. Adhesive
evaluation of three types of resilient denture
liners bonded to heat-polymerized,
autopolymerized, or CAD-CAM acrylic resin
denture bases. J Prosthet Dent. 2018;120(5):
699-705.

　

図　義歯床用レジンとア レジンの 着 さ

P-1 部分床義歯治療における口腔関 QoLの臨床的有意性
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科歯科大学大学院 歯学 合研究科部分床義歯補綴学分野

Minimal clinically important differences of oral health-related quality of life after removable partial denture
treatments
K zin M, Fueki K, Yoshida-kohno E, Hayashi Y, Inamochi Y, Wakabayashi N
Removable Partial Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and
Dental University

Ⅰ． 目的

The minimal clinically important differences MID)

is widely utilized as a benchmark to meaningfully
interpret patient reported outcomes of a target
measure which is perceived by patients as
important1). Some MIDs of the mixed prosthodontic
treatment modalities have been proposed. However,
it is unclear whether existing MIDs are applicable
for the removable partial denture RPD) treatments.
This study aimed to determine MID for oral health-

related quality of life OHRQoL) for RPD treatments
using Oral health impact profile OHIP), and to
investigate the influence of pretreatment OHRQoL
level on MID score.

　

Ⅱ． 方法

In total, 248 patients who underwent to receive RPD
treatment at the dental hospital of TMDU were
asked to complete OHIP-49 and self-reported oral
health SROH) questionnaires at the pre and 3
months after the treatment. The pre-post OHIP
summary score differences were analyzed with
Wilcoxon signed-rank test, and SROH change score
was used for determining MID as an external anchor
after confirming that OHIP and SROH scores were
moderately correlated. Then, the median OHIP
change score in a subgroup of the patients who
reported the minimum SROH improvement was
determined as the MID of OHIP full and short
forms. Furthermore, the association between the pre-

treatment OHIP score and MID score was examined
using multiple linear regression models controlled
for potential confounders such as age, sex, and
number of missing teeth. 0.05).

　

Ⅲ． 結果と考察

OHIP summary scores significantly decreased and
SROH scores significantly increased after RPD
treatments p 0.05), and the OHIP change scores
were moderately correlated with SROH change
scores 0.3, p 0.05). Of the 248 patients, 85 34.

3 ) reported the minimum SROH improvement.
The MIDs were 14 OHIP-49) Fig), 7 OHIP-20), 3

OHIP-14), and 2 points OHIP-5) and 2-3 points
for four dimensions oral function, orofacial pain,

orofacial appearance, and psychological impact) in
OHIP-49. The regression analysis found that an
increase in 10 points of pretreatment OHIP summary
score was significantly associated with increases in
MID of 3 points OHIP-49) and 4 points OHIP-20,

14 and 5) p 0.001).

　　The MID score of OHIP-49 obtained in this
study was higher than previously proposed MID
score 6 points) for patients with mixed
prosthodontic treatment John, 2009). This suggests
that MIDs should be used according to the
prosthodontic treatment modality. Furthermore, our
study revealed that the decrease in pretreatment
OHRQoL level was associated with the increase in
MID in each OHIP version. The MID score adjusted
by the pretreatment OHRQoL level would be a more
accurate benchmark to interpret treatment effect on
OHRQoL in clinical settings.
　

Ⅳ． 文献

1） Jayadevappa R, Cook R, Chhatre S. Minimal
important difference to infer changes in health-
related quality of life-a systematic review. J Clin
Epidemiol 2017;89:188-198.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 科歯科大学歯学部倫理審査員

会，委員会番号：11000199，承認番号：D2017-030）

　

Fig. Determination of MID for OHIP-49
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レジンセ ン の ラスセラ スとの 着 さに す ラ
イマー 分の
　○吉田 一　　

1)，　 　 　　

2)

　

1) 大学病院 ・補綴歯科 補綴治療室，　

2) 大学 科学 口腔イン ラン 学
分野
Effects of Primer Compositions on Bond Strengths of Resin Cements to Lithium Disilicate Glass Ceramics

Yoshida K1), Sawase T2)

1)Clinic of Fixed Prosthodontics, Nagasaki University Hospital, 2)Department of Applied Prosthodontics,
Institute of Biomedical Sciences, Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　二 イ ム ラスセラ スの装着材にはレ

ジンセ ン を するが，その 着性を 上さ る

ためにシラン ン 有の ライマーを必

使用する． ライマーの 分はシラン ン の

に 性 ノマーを 有した製 が いが，それ以

にレジン ノマーや水な を 有した製 もある．

そこで今 ，各 ライマーとレジンセ ン を 合

た ンデ ン シス ムの二 イ ム ラスセラ

スとの 着 さを比較評価した．

　

Ⅱ． 方法

　二 イ ム ラスセラ スはinitial LiSi
Press（ジーシー）を使用し，加 ・加 後に さ 2.0
mmのデ ス に した後，表 をSiC 1,000で研

し試験 とした．

　同一 ー ーの ライマーとレジンセ ン の 合

として，G-マ ライマー（GMP）とジーセム ン

ース（GCLF, ジーシー），スコ ン ー

ア ーシ （SUA）と ライ スア

（RU, 3M ESPE）， ン マーライ レス（BL）と ス

セムII（ECII, マ）， ノ ン ラス（MBP）とマ

ン ー ス（MLAM, イ ラー ），

ア セラ ライマー ラス（CCPP）とパ ア

V5（PV5, ラレノ ）の5製 を使用した．PV5以

の4製 のレジンセ ン では， ライマーとして

CCPPを使用した場合も行った．

　 着試験 は以下のように作製した．ま ，直 4
mmの を開けたマス ン ー を ラスセラ

試験 に 付し， ー ーの 通りに各 ライマー

を し した． に， 着 を0.4 MPaの
でア ラス ン 後， ライマーZ（ジー

シー）を したSUS304 を，各レジンセ ン で

着し，LED光 （ ン ア， ）でセラ

から40 間光 を行った．

　試験 作製30分後に37 水に24時間 し

た試験 （TC0）と，その後4 と60 の水 に交互に

1分間 する イ （TC）を5,000 行った試験

（TC5,000）も作製した．試験 はそれぞれ各

ー 10 とした． 定は ー ラ （島 ，

AGS-10kNG）を用い， ス ス ー 0.5 mm
minで を加え， り 着 さを した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ライマーとレジンシス ムを 合 た9 の ン

デ ン シス ムの 着 さは，TC0では13 22 MPa
で製 間に大 な差が認められた．一方，TC5,000で

はSUA RUは自然 し，い れのシス ムも 着

さが有意に 下した．TC0ではBL以 の3製 は

同一 ー ーの ライマーよりCCPPを使用した方が

高い を した．一方，TC5,000ではMLAM以 の3
製 は同一 ー ーの ライマーよりCCPPを使用し

た方が高い を した．

　二 イ ム ラスセラ スのレジンセ ン と

の 着において， ライマーとレジンセ ン の み

も すると考えられるが，シラン ン と

性 ノマー けが 分の ライマーを使用した方が

有 であると思 れた．しかしながら，い れの ン

デ ン シス ムもTC5,000の 着試験後，セラ

スとレジンセ ン の 破 の試験 が 数認めら

れたことから， 化水 ン による機 的

合は必要 であると考えられる．

　

図 各 レジン ンデ ン シス ムの 着 さ
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レジンセ ン の ラスセラ スとの 着 さに す ラ
イマー 分の
　○吉田 一　　

1)，　 　 　　

2)

　

1) 大学病院 ・補綴歯科 補綴治療室，　

2) 大学 科学 口腔イン ラン 学
分野
Effects of Primer Compositions on Bond Strengths of Resin Cements to Lithium Disilicate Glass Ceramics

Yoshida K1), Sawase T2)

1)Clinic of Fixed Prosthodontics, Nagasaki University Hospital, 2)Department of Applied Prosthodontics,
Institute of Biomedical Sciences, Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　二 イ ム ラスセラ スの装着材にはレ

ジンセ ン を するが，その 着性を 上さ る

ためにシラン ン 有の ライマーを必

使用する． ライマーの 分はシラン ン の

に 性 ノマーを 有した製 が いが，それ以

にレジン ノマーや水な を 有した製 もある．

そこで今 ，各 ライマーとレジンセ ン を 合

た ンデ ン シス ムの二 イ ム ラスセラ

スとの 着 さを比較評価した．

　

Ⅱ． 方法

　二 イ ム ラスセラ スはinitial LiSi
Press（ジーシー）を使用し，加 ・加 後に さ 2.0
mmのデ ス に した後，表 をSiC 1,000で研

し試験 とした．

　同一 ー ーの ライマーとレジンセ ン の 合

として，G-マ ライマー（GMP）とジーセム ン

ース（GCLF, ジーシー），スコ ン ー

ア ーシ （SUA）と ライ スア

（RU, 3M ESPE）， ン マーライ レス（BL）と ス

セムII（ECII, マ）， ノ ン ラス（MBP）とマ

ン ー ス（MLAM, イ ラー ），

ア セラ ライマー ラス（CCPP）とパ ア

V5（PV5, ラレノ ）の5製 を使用した．PV5以

の4製 のレジンセ ン では， ライマーとして

CCPPを使用した場合も行った．

　 着試験 は以下のように作製した．ま ，直 4
mmの を開けたマス ン ー を ラスセラ

試験 に 付し， ー ーの 通りに各 ライマー

を し した． に， 着 を0.4 MPaの
でア ラス ン 後， ライマーZ（ジー

シー）を したSUS304 を，各レジンセ ン で

着し，LED光 （ ン ア， ）でセラ

から40 間光 を行った．

　試験 作製30分後に37 水に24時間 し

た試験 （TC0）と，その後4 と60 の水 に交互に

1分間 する イ （TC）を5,000 行った試験

（TC5,000）も作製した．試験 はそれぞれ各

ー 10 とした． 定は ー ラ （島 ，

AGS-10kNG）を用い， ス ス ー 0.5 mm
minで を加え， り 着 さを した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ライマーとレジンシス ムを 合 た9 の ン

デ ン シス ムの 着 さは，TC0では13 22 MPa
で製 間に大 な差が認められた．一方，TC5,000で

はSUA RUは自然 し，い れのシス ムも 着

さが有意に 下した．TC0ではBL以 の3製 は

同一 ー ーの ライマーよりCCPPを使用した方が

高い を した．一方，TC5,000ではMLAM以 の3
製 は同一 ー ーの ライマーよりCCPPを使用し

た方が高い を した．

　二 イ ム ラスセラ スのレジンセ ン と

の 着において， ライマーとレジンセ ン の み

も すると考えられるが，シラン ン と

性 ノマー けが 分の ライマーを使用した方が

有 であると思 れた．しかしながら，い れの ン

デ ン シス ムもTC5,000の 着試験後，セラ

スとレジンセ ン の 破 の試験 が 数認めら

れたことから， 化水 ン による機 的

合は必要 であると考えられる．

　

図 各 レジン ンデ ン シス ムの 着 さ

P-21 有機 化合 が 金 とア レジンとの 着に す
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1) 本大学歯学部歯科補綴学 Ⅲ ，　

2) 本大学歯学部 合歯学研究所高度 療研
究部 ，　

3) 本大学歯学部歯科理工学 ，　

) 関 部
Effect of organosulfur compounds on the bonding durability to noble metals

Kodaira A1,2), Hiraba H1,2), Takehana K1), Koizumi H3), Nogawa H1,2), Nakayama D1), Ohshima S4),
Hashiguchi A4), Matsumura H1,2)

1)Department of Fixed Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, 2)Division of Advanced
Dental Treatment, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry, 3)Department of Dental
Materials, Nihon University School of Dentistry, Nihon University School of Dentistry, 4)Higashi-Kanto
branch

Ⅰ． 目的

　 金 合金はその化学的 定性や機 的性質，加

工性の高さから，様 な歯 や補綴装置の製

作に使用されている．補綴装置と歯との 着は 期

的な予後に し，特に 着 ジは歯質との

な 着が必 となる． 年では，歯科用 金 合金

と 歯や歯科材料との 着には，有機 化合

である ノマーを添加した 金 用 ライマーが 用

されている1)．このた 者らは，有機 化合 を

に添加した新たな ライマーを評価する機会を

得た．本研究では，この ライマーが 金 とア

レジンとの 着耐 性に す について比較検

討することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　被着 として耐水研 1500にて 水研 した高

度 金 製の 平 （直 10.0 mm， さ3.0
mm）を用いた． 金 は金 パラジ ム合金を

する元 金 である金， ，パラジ ム， を し

た．装着材料は機能性 ノマーを まないア レ

ジンとその 合開 として -n-

を用意した．新 有機 化合 と比較する有機

化合 として，6-（4- ベンジ -n-

）ア ノ-1,3,5- アジン-2,4-ジ ン（VBATDT）

およ 6- イ シ シ 2- ラシ

-5- シレー （MTU-6）を した．表

理に使用する ライマーは，新 有機 化合 ま

たはVBATDTを 質，アセ ン（ 化 工 ）を

として0.1 mol に調製した （以下，有機 化

合 を添加した をNP，VBATDTを添加したもの

をVPとする），およ MTU-6の ノー （以下

MP， イ ， マデン ）を用いた．表

理 は，4 の 金 に対して各 ライマーを 理

した群の12 とした．ス ンレス 製 ン を試料に

定し，ア レジンを み法にて し，

から30分後，す ての試料を37 製水中に24時間

した．この を水中 イ 0 とみな

し，各 11 の試料に対して 着試験を

行った． りの試料は水中 イ （5 55 各1分

間）を20,000 後， 着試験を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　水中 イ 20,000 後のNPの 着

さ（図）は，VPと比較して，金， ， において有意

に高い 着 さを し，パラジ ムにおいて有意差は

みられなかった．また，MPと比較して， およ パラ

ジ ムにおいて有意に高い 着 さを した．さらに

X 光 分光分析から， ライマー 後にアセ

ンによる を行った の試料表 上に 化

合 が く吸着していることが された．このことか

ら，新 有機 化合 は 金 とア レジンと

の 着に有効であることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Yamashita M, Koizumi H, Ishii T et al.
Adhesive performance of silver-palladium-
copper-gold alloy and component metals bonded
with organic sulfur-based priming agents and a
tri-n-butylborane initiated luting material. Acta
Odontol Scand 2013;71:196-204.

　

図　水中 イ 20,000 後の 着 さ

（ : p<0.05）
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Evaluation of Color stability of Light polymerized type resin cement

Fujishima S1), Shinya A2,3), Niitsuma A1), Shiratori S1), Kuroda S1), Hatta M1), Watari K4), Gomi H1)

1)Department of Crown and Bridge, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Tokyo, 2)

Department of Dental Materials science, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Tokyo, 3)

University of Turku, 4)Tohoku/Hokkaido Branch

Ⅰ． 目的

　 年，歯科 療に対する審美的要 は高まってお

り，用いられる材料の くが審美性を考 した 計と

なっている．なかでも，ラ ー ベ アは高い審美性

と少ない歯質 量を えた，優れた審美的

方法として広く 用されている1).ラ ー ベ ア

は，少ない歯質 量であるが えにシー ン が

困難であることから， 着 作においては， 作時間

に のある光 合 着性レジンセ ン が有用で

ある．これらは，装着時に 調の調整を行えるように

数のシ ー が用意され，さらに，装着前に装着後

の 調を 現するための ライイン ース が用意さ

れているものも い．ラ ー ベ アの臨床において

は，これらセ ン の 調が審美性に を えてお

り，その 調 定性もまた予後に大 く する．

　本研究は，光 合 着性レジンセ ン の 期的

な 調 定性について検討した．

　

Ⅱ． 方法

　本研究には，光 合 着性レジンセ ン

Choice2 Veneer Cement，BISCO)の6  A1, A2,

B1, Translucent, Milky Opaque, Milky Bright) の

シ ー を用いた．セ ン は， さ1.3 mm, 内 15.

0 mmの ー に し， から ー ラスで

した後に 工用光 合  LAVOLIGHT LV-

Ⅲ，GC) にて30 間 合， を 2000の耐水研

で研 し，室 中に24時間 したものを試料とし

た．試料は各 3 ，計108 作製し，5 の

製水，コー ー，コーラ， ， イン)への

およ 37 大 中 の6 下にて6ヵ月間 し

た． 調の 定は 差計 CR-221，MINOLTA)

を用いて 合前， 合直後， 合24時間後と 後

1ヵ月 時，3ヵ月 時，6ヵ月 時に行った．

定結果をCIE L a b 式に変 した．作製後24時

間 時の 調を基 とし， との 差 Eを

した． 計 理は， した Eに対し一元配置分

散分析を行った 0.05)．

　

Ⅲ． 結果と考察

　試験の結果，6ヵ月 時に も大 な 差を認め

たのは インに したMilky Opaque E 56.5
 2.3)であり， も さな 差を認めたのは大 中に

したA2 E 0.6  0.2)であった．

　 計 理の結果，大 中 を く5 において

有意差を認め，特に 製水，コー ー， ， イ

ンの4 の においてMilky Opaqueの 差は の

シ ー よりも有意に大 かった．また，大 中 に

おける全てのシ ー およ 製水に1ヵ月 した

A1,A2,Milky Bright と コ ー ラ に 1 ヵ 月 し た

A2,B1,Milky Opaque, Milky Brightにおいて大 な

変化は認められ ， の全ての では 差を認め

た．Milky Opaqueは， のシ ー に比 光透 性

が く，歯質の 調を する性質を っている．ま

た，同様の性質を つMilky Brightも比較的大 な

差を認める にあったことから，光透 性が 調

定性に を えた 能性が された．

　以上の結果から，光 合 着性レジンセ ン は

シ ー により 調 定性に差があり，またセ ン が

合してから3ヵ月以上 した場合，大 中 を

く全ての で 調の変化を認めることが明らかと

なった．

　

Ⅳ． 文献

1） M Peumans, B Van Meerbeek, P Lambrechts, et
al. Porcelain veneers : a review of the literature.
Journal of Dentistry 2000; 28: 163-177.
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光 合 着性レジンセ ン の 期的な 調 定性の検
討
　○藤島　 　　

1)，　新 明一　　

2,3)，　新 　　

1)，　 　　

1)，　 田 一　　

1)，　 田みのり　　

1)，
　 理　 　　

)，　 治 　　

1)

　

1) 本歯科大学 歯学部歯科補綴学 2 ，　

2) 本歯科大学 歯学部歯科理工学

，　

3) 大学，　

) 北・北海道 部
Evaluation of Color stability of Light polymerized type resin cement

Fujishima S1), Shinya A2,3), Niitsuma A1), Shiratori S1), Kuroda S1), Hatta M1), Watari K4), Gomi H1)

1)Department of Crown and Bridge, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Tokyo, 2)

Department of Dental Materials science, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Tokyo, 3)

University of Turku, 4)Tohoku/Hokkaido Branch

Ⅰ． 目的

　 年，歯科 療に対する審美的要 は高まってお

り，用いられる材料の くが審美性を考 した 計と

なっている．なかでも，ラ ー ベ アは高い審美性

と少ない歯質 量を えた，優れた審美的

方法として広く 用されている1).ラ ー ベ ア

は，少ない歯質 量であるが えにシー ン が

困難であることから， 着 作においては， 作時間

に のある光 合 着性レジンセ ン が有用で

ある．これらは，装着時に 調の調整を行えるように

数のシ ー が用意され，さらに，装着前に装着後

の 調を 現するための ライイン ース が用意さ

れているものも い．ラ ー ベ アの臨床において

は，これらセ ン の 調が審美性に を えてお

り，その 調 定性もまた予後に大 く する．

　本研究は，光 合 着性レジンセ ン の 期的

な 調 定性について検討した．

　

Ⅱ． 方法

　本研究には，光 合 着性レジンセ ン

Choice2 Veneer Cement，BISCO)の6  A1, A2,

B1, Translucent, Milky Opaque, Milky Bright) の

シ ー を用いた．セ ン は， さ1.3 mm, 内 15.

0 mmの ー に し， から ー ラスで

した後に 工用光 合  LAVOLIGHT LV-

Ⅲ，GC) にて30 間 合， を 2000の耐水研

で研 し，室 中に24時間 したものを試料とし

た．試料は各 3 ，計108 作製し，5 の

製水，コー ー，コーラ， ， イン)への

およ 37 大 中 の6 下にて6ヵ月間 し

た． 調の 定は 差計 CR-221，MINOLTA)

を用いて 合前， 合直後， 合24時間後と 後

1ヵ月 時，3ヵ月 時，6ヵ月 時に行った．

定結果をCIE L a b 式に変 した．作製後24時

間 時の 調を基 とし， との 差 Eを

した． 計 理は， した Eに対し一元配置分

散分析を行った 0.05)．

　

Ⅲ． 結果と考察

　試験の結果，6ヵ月 時に も大 な 差を認め

たのは インに したMilky Opaque E 56.5
 2.3)であり， も さな 差を認めたのは大 中に

したA2 E 0.6  0.2)であった．

　 計 理の結果，大 中 を く5 において

有意差を認め，特に 製水，コー ー， ， イ

ンの4 の においてMilky Opaqueの 差は の

シ ー よりも有意に大 かった．また，大 中 に

おける全てのシ ー およ 製水に1ヵ月 した

A1,A2,Milky Bright と コ ー ラ に 1 ヵ 月 し た

A2,B1,Milky Opaque, Milky Brightにおいて大 な

変化は認められ ， の全ての では 差を認め

た．Milky Opaqueは， のシ ー に比 光透 性

が く，歯質の 調を する性質を っている．ま

た，同様の性質を つMilky Brightも比較的大 な

差を認める にあったことから，光透 性が 調

定性に を えた 能性が された．

　以上の結果から，光 合 着性レジンセ ン は

シ ー により 調 定性に差があり，またセ ン が

合してから3ヵ月以上 した場合，大 中 を

く全ての で 調の変化を認めることが明らかと

なった．

　

Ⅳ． 文献

1） M Peumans, B Van Meerbeek, P Lambrechts, et
al. Porcelain veneers : a review of the literature.
Journal of Dentistry 2000; 28: 163-177.

P-23 ラインレーザーポイン ーを使用した イス ランス
ー

　○ 康 　　

1)，　 田健 　　

2)，　 　　

1)，　 由 人　　

1)，　松 　　

1)，　 井 一　　

1)，　 　　

1)，
　 　　

1)

　

1)北海道 療大学歯学部口腔機能 ・ 学 ラ ン ジ・イン ラン 補綴学分野，　

2)北海道 療大学歯学部口腔機能 ・ 学 高度 進補綴学分野
Line Laser Face-bow Transfer technic

Nakanishi Y1), Maida T2), Nakanishi K1), Hirose Y1), Matsubara H1), Shirai S1), Kobayashi H1), Ochi M1)

1)Division of Fixed Prosthodontics and Oral Implantology,Department of Oral Rehabilitation, Health
Sciences University of Hokkaido, School of Dentistry, 2)Division of Advanced Fixed
Prosthodontics,Department of Oral Rehabilitation, Health Sciences University of Hokkaido, School of
Dentistry

Ⅰ． 目的

　 正中を咬合 に装着された 上に 現する

ためには，咬合床や ， ン ーな を用い

ているが，い れの方法も 現 度が高いとは え

ない．また，審美的要 の高い前歯部や全顎的なイ

ン ラン 上部 製作においては， 正中の

れを とすることは 要である．今 ， に

レーザー光が される のラインレーザー装置

に を加え，十文 にレーザー光が で る装

置（以下 ラインマー ー）を製作し（図1）1)，それ

を用いることで イス ランス ーによる上顎

の咬合 装着と同時に， 上に 正中がより

正 に 現で る方法を検討したので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　 ラインマー ーの実際の使用 は以下の通

りである．

1. ラインマー ーの イス への装着

ラインマー ーは，レーザー装置（一 療機

ラス1）， イス ラン ，ラインマー ー ラン

の3つのパー で されている． に ライ

ンマー ーを イス ラン で イス 中

に 定する．

2． イス ランス ー

通法の イス ランス ーを行う．その後，十文

のレーザー光が患者の正中，咬合平 に一 した

になるようレーザー装置の 置調整を行い，ライ

ンマー ー ラン で 定する.

3. イス による上顎 の咬合 装着およ

正中 の 現　　　　　　　

咬合 に上顎 を装着し，レーザー光を上顎

上に して正中 を する．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 正中の上顎 への 現は 臨床では咬

合床や ， ン ーを用いる方法が高頻度で

用されているが， 者の や効 目，基 を

する歯科用 作 によって 現性が

る．したがって咬合 に装着された の 正中

を，患者の の正中と一 さ ることは困難であ

る．一方，本 式を 用することで，顎機能に調 し

た補綴装置を製作する上で か ない イス

ランス ーの効果に加え， 正中の 現性が

上し に行える．

　

Ⅳ． 文献

1） 藤田 ， 由 人， 康 ， か．正中

を 現するためのレーザーポイン ーの

用 ． 本 用 歯 科 機 学 会 2017 22 ：

121-122．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：北海道 療大学歯学部・大学院歯学研究

科倫理委員会，委員会番号： ，承認番号：173）
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歯質 が イ ーポス 用レジン の破折
に す 二報)

　○ 村 　　

1)，　川 　　

1)，　佐藤　 　　

1,2)，　 一　　

1)，　 田 平　　

1)，　 　 　　

1)，
　野本 郎　　

1)，　関 　　

1)

　

1) 歯科大学 ラ ン ジ補綴学 ，　

2) 歯科大学 期大学

Influence of form of remaining tooth on fracture resistance of post-and-core with fiber post

Kimura S1), Kawasaki T1), Sato T1,2), Hisanaga R1), Kanda Y1), Yotuya M1), Nomoto S1), Sekine H1)

1)Department of Fixed Prosthodontics, Tokyo Dental College, 2)Tokyo Dental Junior College

Ⅰ． 目的

　 イ ーポス 用レジンコア 以下FRCコア)によ

る は，審美性と優れた材料学的性質から臨

床で使用する機会が高まっている． FRCコアは既製

金 ポス と比較して歯 破折が少なく，

の には 歯質やその ー が 要な

であることが報 されている1)．上顎前歯では， り

の 歯質が いと高い破折 となることを さ

れている2) ．FRCコアによる は 歯質が1
以下の時，前歯部より咬合 が される 歯部

でFRCポス が必要であるとされている3)． 行研究で

は 歯部を 定した 歯に対し，1 歯質

の高 と を1mmに 定したFRCコアの破折

が有意に高くなった4)．しかし，その 歯質の 置と

が や 歯質の破折 に す

については十分な検討がされていない．

　そこで，高 と を1mmに 定した， 歯質の

なる 置と を した後 FRCコアにて

を行い， FRCコアの破折 に す を明ら

かにすることとした．

　

Ⅱ． 方法

　 歯として歯 腔直 3mm以下の 歯歯 を20
本用意した． 歯はセ ン ジ ン シ ン

の上2mmで した． 3mmまでをア 製

ン 直 19mm,高さ20mm)に 合ア レジ

ン レーレジン, Shofu )で した．この歯 に

ム EDTAによる歯内療法 置を行

い パー にて 後， の直 が

3mm， さ8mmになるよう を行い， 置歯と

した．

　その後，歯 部 歯質の高 と を1mmに

定し， 歯質の 置と を変化さ た4 の試

料を製作した．歯 部 歯質の 置と の み

合 は，type1からtype4まで 定した．type1は

り に 90 の 歯質を，type2は り に120 ，

type3は り に 180 ，type4は り に90 と

に90 1つ つ対 となる 置に 90 )の

歯質を 定した．この した歯 に FRCポス

1.6mm イ ーポス  , GC )と 用レジン

 DC コア, Kuraray Noritake Dental )を 用した

を直 法にて行った．歯 補綴装置として

歯 の ラ ンを12 金 パラジ ム合金 イシ

ンパラG12 , Ishifuku )を用いて ス ス法で製

作した．研 ，調整， ン ラス 理後に 着性レ

ジンセ ン レジセム， shofu )を用いて 歯に 着

し試料とした． 着に際し，5分間， 49Nの を

した．試料は， 水中に24時間水中 した．

試料の破 試験は，歯 を に30 さ ，

咬 内 を 直 方 に 能 材 料 試 験 機

 Autograph , AG-I 20KN, ス ス ー 1.

0mm min, Shimadzu )で し，破 加 を計

した．得られた破 は，一元配置分散分析を

行ったのちFisherの 有意差法により 比較検

定を行った．有意水 は5  0.05 )で 計 理し

た．また，破 試験後，破折様 を観察した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　破 の平均 はtype1とtype4で 1000Nで有

意差はなかった．Type3は平均1500Nで4typeの 大

の を した．Type2はtype3とtype1，4の中間の を

した．また，破折様 はTypeによって なってい

た．

　以上より，本実験 下では り の 歯質の

度が大 くなれ なる 破折 は大 く，

り の 歯質の 置や が破折 に関 して

いることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Ferrari M, Vichi A, Mannocci F, Mason PN.
Retrospective study of the clinical performance
of fiber posts. Am J Dent. 2000;13:9B-13B

2） Ng CC , Dumbrigue HB , Al-Bayat MI , Griggs
JA , Wakefield CW . Influence of remaining
coronal tooth structure location on the fracture
resistance of restored endodontically treated
anterior teeth. J Prosthet Dent . 2006;95:290-6.

3） 田有史. と イ ーポス コアの現

. 補綴会  2017;9:94-100.
4） 1 歯 歯質が イ ーポス を 用した

レジン の破 に す . 補

綴会  2019;5:1883-4426.
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2) 歯科大学 期大学

Influence of form of remaining tooth on fracture resistance of post-and-core with fiber post

Kimura S1), Kawasaki T1), Sato T1,2), Hisanaga R1), Kanda Y1), Yotuya M1), Nomoto S1), Sekine H1)

1)Department of Fixed Prosthodontics, Tokyo Dental College, 2)Tokyo Dental Junior College

Ⅰ． 目的

　 イ ーポス 用レジンコア 以下FRCコア)によ

る は，審美性と優れた材料学的性質から臨

床で使用する機会が高まっている． FRCコアは既製

金 ポス と比較して歯 破折が少なく，

の には 歯質やその ー が 要な

であることが報 されている1)．上顎前歯では， り

の 歯質が いと高い破折 となることを さ

れている2) ．FRCコアによる は 歯質が1
以下の時，前歯部より咬合 が される 歯部

でFRCポス が必要であるとされている3)． 行研究で

は 歯部を 定した 歯に対し，1 歯質

の高 と を1mmに 定したFRCコアの破折

が有意に高くなった4)．しかし，その 歯質の 置と

が や 歯質の破折 に す

については十分な検討がされていない．

　そこで，高 と を1mmに 定した， 歯質の

なる 置と を した後 FRCコアにて

を行い， FRCコアの破折 に す を明ら

かにすることとした．

　

Ⅱ． 方法

　 歯として歯 腔直 3mm以下の 歯歯 を20
本用意した． 歯はセ ン ジ ン シ ン

の上2mmで した． 3mmまでをア 製

ン 直 19mm,高さ20mm)に 合ア レジ

ン レーレジン, Shofu )で した．この歯 に

ム EDTAによる歯内療法 置を行

い パー にて 後， の直 が

3mm， さ8mmになるよう を行い， 置歯と

した．

　その後，歯 部 歯質の高 と を1mmに

定し， 歯質の 置と を変化さ た4 の試

料を製作した．歯 部 歯質の 置と の み

合 は，type1からtype4まで 定した．type1は

り に 90 の 歯質を，type2は り に120 ，

type3は り に 180 ，type4は り に90 と

に90 1つ つ対 となる 置に 90 )の

歯質を 定した．この した歯 に FRCポス

1.6mm イ ーポス  , GC )と 用レジン

 DC コア, Kuraray Noritake Dental )を 用した

を直 法にて行った．歯 補綴装置として

歯 の ラ ンを12 金 パラジ ム合金 イシ

ンパラG12 , Ishifuku )を用いて ス ス法で製

作した．研 ，調整， ン ラス 理後に 着性レ

ジンセ ン レジセム， shofu )を用いて 歯に 着

し試料とした． 着に際し，5分間， 49Nの を

した．試料は， 水中に24時間水中 した．

試料の破 試験は，歯 を に30 さ ，

咬 内 を 直 方 に 能 材 料 試 験 機

 Autograph , AG-I 20KN, ス ス ー 1.

0mm min, Shimadzu )で し，破 加 を計

した．得られた破 は，一元配置分散分析を

行ったのちFisherの 有意差法により 比較検

定を行った．有意水 は5  0.05 )で 計 理し

た．また，破 試験後，破折様 を観察した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　破 の平均 はtype1とtype4で 1000Nで有

意差はなかった．Type3は平均1500Nで4typeの 大

の を した．Type2はtype3とtype1，4の中間の を

した．また，破折様 はTypeによって なってい

た．

　以上より，本実験 下では り の 歯質の

度が大 くなれ なる 破折 は大 く，

り の 歯質の 置や が破折 に関 して

いることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Ferrari M, Vichi A, Mannocci F, Mason PN.
Retrospective study of the clinical performance
of fiber posts. Am J Dent. 2000;13:9B-13B

2） Ng CC , Dumbrigue HB , Al-Bayat MI , Griggs
JA , Wakefield CW . Influence of remaining
coronal tooth structure location on the fracture
resistance of restored endodontically treated
anterior teeth. J Prosthet Dent . 2006;95:290-6.
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レジン の破 に す . 補
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P-2 AM （3D ン ）により製作した ノ シ ・ジ コ ア

ラ ンの 合 度
　○上田康 　　

1)，　山口 　　

1)，　山 　　

2)

　

1)北海道大学大学院歯学研究院口腔機能学分野 義歯補綴学教室，　

2)株式会社SDL・HD
　 デン ラ ラ ー 北．北海道 部
Accuracy of monolithic zirconia crowns manufactured by AM (3D printing) technology

Ueda Y1), Yamaguchi T1), Yamaga E2)

1)Crown and Bridge Prosthodontics, Department of Oral Functional Science, Faculty of Dental Medicine
and Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University, 2)Tohoku & Hokkaido branch, SDL HD
CO., LTD / Sapporo Dental Laboratory CO., LTD

Ⅰ． 目的

　現在，ジ コ ア ラ ンは 結 から

加工で製作されている． 加工は の があ

り な加工が 能 が，材料の大 が され製

作 時 間 の 効 化 も 難 し い ． こ れ を Additive
Manufacturing（AM） で製作で れ ，材料の

を らし， 数の ラ ンを同時に ン することで

時間効 を大 に することが 能である．

はか てよりセラ からAM を 用して

ー セラ ラ ンを製作したいと考えて研究を

行って たが1) ，今 ，海 で発表されたセラ ス

3D ン ーを用いて， ノ シ ・ジ コ ア ラ

ンを製作する機会を得たので，その 合 度を

な方法で調 た．その結果を報 する．

　

Ⅱ． 方法

　歯 （Kavo社製 DPS-Model）の 下顎 一

大 歯に 歯 を施した．付加 シ コーンで

象 得し， 硬 の作 を製作した後，

3Shape社製3 元ス ーD800で計 して同社製

CAD Dental Designerで ラ ンを 計して

STLデー で した．

　 セ ラ ス 用 の ン ー は ， ラ ン ス の

3DCeramSinto社製のCERAMAKER 900 100を使用

した．材料は，同社の3DMIX ZIRCONIAを使用し，

終了後は ア ンで した後，株式会社

マ製脱 で500 で 4 間かけて脱 を行なっ

た．その後，同社製 結 で1450 で2 間 結を

行なって ノ シ ・ジ コ ア ラ ンを さ

た．

　 した ラ ンは，ジーシー社製 イ ー

を用いて元の人工歯に めて 合試験を行い，同社

製 ーで した上で 咬合 の中

を通る と で して試料とし

た．この試料を11 製作し， をデジ 一 レ

ラで した後に，A4で ン してデジ

ノ スで 間に する イ ーの みを計

した．計 は， ともマージン部2 所， 4
所，咬合 3 所の9 所 つ行なった．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 歯と ラ ン内 との 間は，平均 で，

が， マージン部で201.3 m， 基部

で65.6 m， で63.9 m， 咬 で259.

8 m，中 で239.3 m， 咬 で229.4 m，

で105.0 m， 基部で47.9 m，

マージン部で126.4 mであった．また，

での平均 は， マージン部で137.7 m，

基部で33.1 m， で55.0 m，

で220.9 m，中 で231.2 m，

で234.3 m， で54.3 m， 基

部で36.1 m， マージン部で175.8 mであっ

た．

　本 法では， ラ ンを 歯に する際の

の かな加 によって結果の らつ が大 くなる

こと，試料の性質上 ラ ンの 合が く イ

ーの みが少なく くなる 試料作製が困難に

なることな が であるが，別 行った，同一CAD
デー を用いて製作したCAD CAM の 合 度

（25 230 m）2)と比較して同 度であり，AM
で製作した ノ シ ・ジ コ ア ラ ンは臨床

用 能な 度を 有していることが考えられた．

本 ノ シ ・ジ コ ア ラ ンの製作には，株式

会社新 工 ，株式会社新 Vセラ ス，およ 株

式会社SDL・HD デン ラ ラ ーの 水

，藤田 の をいた ました．ここに

感 の意を表します．

　

Ⅳ． 文献
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した審美補綴 作製の試み　 CAD/CAMによ

る 法からのア ー ．QDT， 25 4号・
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2） Ueda Y, Yamaguchi T, Tarumi N, et. al. :
Fabrication of monolithic zirconia crowns using
additive manufacturing technology. The 5th
Annual Meeting of the International Academy
for Digital Dental Medicine, The Journal of the
Japan Academy of Digital Dentistry 9(2), 91,
2019.
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新 CAD CAM用二 イ ム ラスセラ

の耐摩耗性の評価
○ 　 ，加藤 人，

株式会社ジーシー

Evaluation of wear resistance for novel machinable lithium disilicate glass ceramic block

Azuma T, Kato K, Kumagai T
GC Corporation

Ⅰ． 目的

　 年CAD CAM作製による ラスセラ の

要が 加している.新たに加工後の結 化工 が

要なCAD CAM用二 イ ム ラスセラ

であるイ シ LiSi を開発した.

の審美性の観点から耐摩耗性は 要な 性である

ため本研究ではイ シ LiSi の耐摩耗性を

評価することを目的とした.

Ⅱ． 方法

　試験材料としてイ シ LiSi 株式会社

ジーシー),比較製 として結 化が 要な イ

ム ラスセラ ス製 A,結 化が必要な二

イ ム ラスセラ ス製 Bおよ 製 C,

ー イ 製 Dとした.各 ン をセラ

シ インポ シ ー 株式会社ジーシー)で研 した.

それらを用いて 2.1mmの 試料を作製した．

これらの ン を試験機にセ し,対合歯としてSiC
研 4000で研 した 後の イ シアパ

イ HAp)に水中で さ た.その後,試験機の試験

を0.3kgfに 定し10,000 さ て二 摩耗

試験を行った. ン の摩耗量 n 4)は試験前後の

ン 高さの差から し,一元配置分散分析およ

Tukey検定で 計 理を行った p 0.05).各 ン

の結 を解析するためにSEM観察を行い,画

像解析 を使用して 対的な結 表 を

した. n 5)

Ⅲ． 結果と考察

　イ シ LiSi の摩耗量は の製 と比較

して有意に さかった 図1).SEM観察よりイ シ

LiSi の結 は高 度 対結 表 ：72.4
1.8 )かつ な結 であることが 認された 図

2).この特 的な結 によって が分散された

ことにより結 の脱落が され高い耐摩耗性を し

たと考えられる.

図1　各 ン の摩耗量

図2　イ シ LiSi のSEM像
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P-2 大 歯用CAD CAMレジン に対するレジンセ ン の

着 さ
　○村 　　

1)，　上 美　　

2)，　 郎　　

1)，　 田 明　　

2)，　村口浩一　　

1)，　 川明 　　

2)，
　 人　　

1)，　 　 　　

2)

　

1) 島大学病院 人 歯科セン ー ・ ジ科，　

2) 島大学大学院 歯学 合研究
科 咬合機能補綴学分野
Bond strength of resin cements to CAD/CAM resin blocks for molars.

Murahara S1), Uenodan A2), Kajihara Y1), Yanagida H2), Muraguchi K1), Kadokawa A2), Minesaki Y1),
Minami H2)

1)Fixed Prosthodontic Clinic, Kagoshima University Hospital, 2)Department of Fixed Prosthodontics,
Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental Sciences

Ⅰ． 目的

　 年， 歯に対して されたCAD CAM
レジン は，2018年に 付 ながら大 歯への

用も認 され，今後さらなる 用の 大が見 まれ

る．各 ー ーはCAD CAMレジン に対 す

るレジンセ ン 着シス ムを提供しており，その使

用を している．一方， 者らは，PMMA レジン

セ ン で装着されたCAD CAMレジン の り し

に対する破折 性における優 性1），さらに

歯用CAD CAMレジン に対するPMMA
レジンセ ン の 着 さにおける優 性2）を報 して

た．本研究では4 の大 歯用CAD CAMレジ

ン に対する ー ー 着シス ムと，

PMMA レジン 着シス ムの 着 さについて検

討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　4 の大 歯用CAD CAMレジン ：セラス

マー 300（ジーシー，以下CS）， HCスーパー

ー （松風，以下HC）， アベンシアP
（ ラレノ デン ，以下KA）， ス ライ P

（ マデン ，以下ES）およ ，各

に対する ー ー 着シス ム：Gマ ライ

マー ジーセムセラスマー （ジーシー）， HCセ

ムHC ライマー HCセム（松風），セラ

ライマー ラス SA ー ン ラス（ ラレノ

デン ）， ー ライマー ス セムⅡ（

マデン ），これに加えて，PMMA レジン 着

シス ム：PZ ライマー スーパー ン C B（ ン

デ ）を使用した．

　CAD CAMレジン を 機にて さ3
mmにスライスし被着 とした．被着 を600番のSiC

ーパーにて 水下に研 し，表 に ン ：K
ン （ ラレノ デン ）を し，1分後

に水 ・ した．各 に対して ー ー の

着シス ムおよ PMMA シス ムのい れかで

2 の被着 を 着した． 着 作24時間後に

機にて1 1 6 mmの を り し， 少

試験 を作製した．試験 には5 と55 の水中

イ を 大10,000 付 し， ス ス ー

1.0 mm minにて 少 着 さを 定した． 定

結果（n 10）はANOVAおよ Bonferroni-Dunn Test
によって 5 で有意差 定を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 定結果を図に す． ー ー の 着シス ム

では，HCに対してCS，KA，ESの3 が有意に高い

着 さを した．PMMA レジン 着シス ムを使用

した場合は，各 とも ー ー シス ムを使

用した場合よりも有意に高い 着 さを した．この

ことから，PMMA レジンセ ン シス ムはCAD
CAMレジン の 着に した材料である 能性が

された．

　

Ⅳ． 文献

1） 村 ，上 美， 口 二 か．CAD/
CAM イ レジン の り し に

対する破折 性． 着歯学 2017 35(1)：1-5.
2） 村 ， 郎，上 美 か．

CAD/CAM用レジン に対するレジンセ

ン の 着 さ． 補綴会  2018  11・128 特

別号：234．

　

図　 イ 10,000 後における 着 さ
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歯CAD CAM における臨床 の およ 予後

に対する の解析
　○ 十 一 　　

1)，　 井 　　

2)，　 藤　 　　

1)，　内田光 　　

1)，　 　　

1)，　内山 　　

3)，　関 　　

1,2)

　

1) 大学歯学部歯科補綴学 義歯補綴学分野，　

2) 大学歯学部歯科補綴学
口腔イン ラン 学分野，　

3) 大学歯学部歯科補綴学 有床義歯補綴学分野
Analysis of influence factors on transition of clinical results and prognosis of CAD/CAM resin crowns on
premolars
Igarashi K1), Sakai Y2), Ito A1), Uchida M1), Moriue T1), Uchiyama R3), Sekine H1,2)

1)Division of Crown Bridge Prosthodontics, Department of Prosthetic Dentistry, Ohu University School of
Dentistry, 2)Division of Oral Implantology, Department of Prosthetic Dentistry, Ohu University School of
Dentistry, 3)Division of Removable Denture Prosthodontics, Department of Prosthetic Dentistry, Ohu
University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 歯，大 歯に関 ら CAD CAMレジン ラ

ン（以下CAD CAM ）の主たる ラ は脱 であ

る1,2)． はこれまでに 歯CAD CAM の

，臨床 式およ 歯科材料の をレ ス

に解析し報 3)した．今 ，前報以 に装

着された 歯CAD CAM の予後を調査，前報の

予後と比較し，さらに 歯CAD CAM の脱 ま

での期間に する の解析を行うことを目的とし

た．

　

Ⅱ． 方法

　 大学歯学部 病院において2016年4月1
から2017年12月31 までの期間に装着された 歯

CAD CAM に関する情報およ 予後を歯科診療

録により調査した．装着後，脱 が 院した 付

までを 期間とし，脱 が なかった場合の観察

ち りを2年とした．得られたデー からKaplan-

Meierの を しlog rank検定により前

報の 歯CAD CAM の予後と比較した．また，

2014年4月1 から2017年12月31 までに装着された

歯CAD CAM について，装着部 ，CAD
CAM 材料， 式，装着に使用したセ ン

およ 部分床義歯の 歯であるか かを説明変数

に 定し，Cox比例 ザー 分析を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 歯CAD CAM の を図に す．

今 調査した 歯CAD CAM の予後は100 以

内の脱 頻度は されていたものの， 終的には

20 以上の脱 を ており，前報と比較し有意差は

認められなかった（ 2 0.216，p 0.642）．Cox比例

ザー 分析の結果について，使用したセ ン に

0.7809の い ザー 比が認められた．一方，部分

床義歯の 歯であるか かの項目に1.4070の高い

ザー 比を認めた．これは， 歯CAD CAM を部

分床義歯の 歯として使用することは脱 の ス を

上 さ ることを す．このことは，Miuraら4)の報 か

らも されているため，補綴歯科治療上 す で

あると考えられる．

　

Ⅳ． 文献

1） 新 明一， ， 恭 か．CAD/CAM
の現 と ． 補綴会 　2017 9：

1-15．

2） 　 ， 　 史， 　 か．大 歯

CAD/CAM レジン に こる 期 ラ は脱

である 大 大学歯学部 病院口腔補綴

科での全数後 コ ー 研究 ． 着歯学　

2019 37：113．

3） 十 一 ， ， 井 か． 歯

CAD/CAM における2年間のレ ス

研究． 補綴会 　2019 11：383-390．

4） Miura S, Kasahara S, Yamauchi S et al. A
possible risk of CAD/CAM-produced composite
resin premolar crowns on a removable partial
denture abutment tooth: a 3-year retrospective
cohort study. J Prosthodont Res 2019; 63: 78-84.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 大学倫理審査委員会，委員会番号：

11000803，承認番号：280）

　

図　 歯CAD/CAM における
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resin premolar crowns on a removable partial
denture abutment tooth: a 3-year retrospective
cohort study. J Prosthodont Res 2019; 63: 78-84.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 大学倫理審査委員会，委員会番号：

11000803，承認番号：280）

　

図　 歯CAD/CAM における

P-2 歯 の なる女性の が男女の 象評価に す

　○ 井 ，　 田理 ，　松 ，　山本 由，　 井 ，　田中 ，　田中 博

大 歯科大学有歯補綴咬合学

Effects of smiling faces of women with different teeth colors on impression evaluation by men and women

Fukui R, Itoda R, Matsuzaki S, Yamamoto M, Torii K, Tanaka J, Tanaka M
Department of Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　 年，患者の歯に対する審美的な要 は非 に高

くなっており， くて な歯 を める患者の を

く にする．しかし，コ ーシ ン時に歯の

が に える 象は明らかでない． れ れは

行研究1)にて，Semantic Differential method（以下SD
法）を用いて歯 の違いが女性の の 象に

す について検討して た．しかし，被検者の性

別による 象評価に違いがあるのかは明らかでな

い．そこで本研究では，SD法を用いて，歯 の

なる女性の に対する男女の 象評価の違いを明

らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　被験者を参加への同意が得られた本学学 52名

（男性26名，平均年齢25.5 4.0歳，女性26名，平均

年齢23.2 1.4歳)とした． 象評価に用いた 画

像は， 性を するために，20 の女性10名の歯

をC4，A2およ NW0（Noritakeシ ー イ ，

ラレノ デン ）に加工した の平均 とし

た． 象の 定方法は， 画像を1 つ被験者

に提 し，各画像から受ける 象を い ，

自然な 自然な な の 対を計20対用い，

それぞれ7 でランダムに評価さ た．その後，C4，

A2およ NW0において，SD ー を作 し，

男女の 象の を った．その後，各 対に

つ い て ， 男 女 の 評 定 の 比 較 を 行 っ た （ Man-

Whitney U test， 0.05）．

　

Ⅲ． 結果と考察

　C4，A2およ 図に すNW0におけるSD ー

から，男女の 象評価は 同様の が認めら

れた． 計学的解析の結果，NW0の 的な 的

な ， 野 ったい やかな において，女性は男性

に比 有意に高い評定 を した．その の

対には有意な差は認められなかった．つまり，男女の

被験者がNW0の歯 を有した女性の を見た

場合，女性は男性と比較して 的で やかな 象

を つが，その の 象には男女に違いがないこと

が された．

　

Ⅳ． 文献

1） 井 ， 田理 ，山本 由 か．歯 の

違いが女性の の 象に す ． 本

歯科審美学会 30 学 大会 ラム・ 録

　2019 89．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 歯科大学 の倫理委員会，委員会番

号：11001113，承認番号：111045）

　

図　SD ー （NW0）
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パ ーン用材料における 性評価

　○ 月 大，　水野

株式会社 ジーシーデン ダ 海 部

Evaluation of Expansion in Pattern resin

Akizuki T, Mizuno I
Tokai, GC DENTAL PRODUCTS CORP.

Ⅰ． 目的

歯科用パ ーンレジンはインレー， ラ ンな の

用パ ーンの作 や ン スパン ジの 結な

の用 で使用されている.従 では使用量によって

時に 材が割れ， に が るという

があった．ジーシーでは 合 ， 加

およ を特 とするパ ーンレジンXF
を2019年2月に発 した.

本報 では従 のパ ーンレジン PR) とパ ーンレ

ジンXF（PRXF）における加 性を評価した.

　

Ⅱ． 方法

加 試験

PR お よ PRXF を 比 2 1 で 10 間 し ，

15 2mmの ン 金 に ， ラス で

し5分硬化後，金 より し試験 とした. ー ー

ス QF-1 株式会社 ジーシー) を用いて，室

23 ) から さ て，240  420 の で20
とに試験 の み方 の変化の を 認し，

式でその変化 を した.

変化    T2  T1

T1：硬化後の試験 の み

T2：各 度における試験 の み

　

Ⅲ． 結果と考察

PRおよ PRXFの加 時の 観を図1 に，加 時の

変化を図2に す.

PRは260 まで るやかに の が見られ，

280 で 発的な が 認された．これは，硬

化 の内部 による の が考えられる.その

後，材料の 化により， が けることで一

の 少が見られたが，さらに 度を上 ていくと，材

料の分解を う様になり，320 で も が大 くな

り，その後は試験 表 に大 な 発 を いな

がら420 で 全に された.

一方，PRXFは室 から300 まで 変化が見られ

，その後もPRに比較して は さいまま し，

PRでみられたような大 な の発 はなく，420
で 全に された.

この結果から，PRXFの加 における優 性が

された.PRXFでは を えるために， ーラジ

発 量が くなるような 合開 の 計を行っ

た．これにより， 合 ノマーを し，内部発 を

することで を さくしている.

あ て， をとる ノマー 計とし， 合時

の を にすることで を えている.

このような機 により，PRXFでは加 が さ

れ， 材への が され， ー シ 能と

なる.そのため， 時の 材の割れや の

を防 ことがで ると考えられる.

　

　

図1. 加 時の硬化 の 観

図2. 加 時の み方 の変化
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パ ーン用材料における 性評価

　○ 月 大，　水野

株式会社 ジーシーデン ダ 海 部

Evaluation of Expansion in Pattern resin

Akizuki T, Mizuno I
Tokai, GC DENTAL PRODUCTS CORP.

Ⅰ． 目的

歯科用パ ーンレジンはインレー， ラ ンな の

用パ ーンの作 や ン スパン ジの 結な

の用 で使用されている.従 では使用量によって

時に 材が割れ， に が るという

があった．ジーシーでは 合 ， 加

およ を特 とするパ ーンレジンXF
を2019年2月に発 した.

本報 では従 のパ ーンレジン PR) とパ ーンレ

ジンXF（PRXF）における加 性を評価した.

　

Ⅱ． 方法

加 試験

PR お よ PRXF を 比 2 1 で 10 間 し ，

15 2mmの ン 金 に ， ラス で

し5分硬化後，金 より し試験 とした. ー ー

ス QF-1 株式会社 ジーシー) を用いて，室

23 ) から さ て，240  420 の で20
とに試験 の み方 の変化の を 認し，

式でその変化 を した.

変化    T2  T1

T1：硬化後の試験 の み

T2：各 度における試験 の み

　

Ⅲ． 結果と考察

PRおよ PRXFの加 時の 観を図1 に，加 時の

変化を図2に す.

PRは260 まで るやかに の が見られ，

280 で 発的な が 認された．これは，硬

化 の内部 による の が考えられる.その

後，材料の 化により， が けることで一

の 少が見られたが，さらに 度を上 ていくと，材

料の分解を う様になり，320 で も が大 くな

り，その後は試験 表 に大 な 発 を いな

がら420 で 全に された.

一方，PRXFは室 から300 まで 変化が見られ

，その後もPRに比較して は さいまま し，

PRでみられたような大 な の発 はなく，420
で 全に された.

この結果から，PRXFの加 における優 性が

された.PRXFでは を えるために， ーラジ

発 量が くなるような 合開 の 計を行っ

た．これにより， 合 ノマーを し，内部発 を

することで を さくしている.

あ て， をとる ノマー 計とし， 合時

の を にすることで を えている.

このような機 により，PRXFでは加 が さ

れ， 材への が され， ー シ 能と

なる.そのため， 時の 材の割れや の

を防 ことがで ると考えられる.

　

　

図1. 加 時の硬化 の 観

図2. 加 時の み方 の変化

P-31 材 理がセラ スの 着 さに える

　○ 田 　　

1)，　 正郎　　

2)，　 幸 　　

3)，　 川 郎　　

3)，　吉 美 　　

)，　 幸　　

)，　松本 　　

2)，
　 　　

1)

　

1) 山大学 歯 学 合研究科咬合・有床義歯補綴学分野，　

2) 山大学 歯 学 合研究
科 材料学分野，　

3) 山大学病院咬合・義歯補綴科，　

) 合研究所，　

) 山大学
歯学部 研究セン ー
The effect of cleaning agent treatment on shear bond strength between ceramics and self-adhesive cement.

Manda Y1), Irie M2), Maruo Y3), Nishigawa G3), Yoshihara K4), Nagaoka N5), Matsumoto T2), Minagi S1)

1)Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Graduate School of Medicine, Dentistry and
Pharmaceutical Sciences Okayama University, 2)Biomaterials, Graduate School of Medicine, Dentistry and
Pharmaceutical Sciences Okayama University, 3)Occlusion & Remobable Prosthodontics, Okayama
University Hospital, 4)National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, 5)Advanced
Research Center for Oral and Craniofacial Sciences, Okayama Univresity Dental School

Ⅰ． 目的

　補綴 装着前の 終調整の際，補綴 被着 は，

により が ，装着後の脱 の一 となり

得る． 質 には， ン ン 理が行

れることがあるが，材料によっては 着 の 下1)

を る場合もある． 質の と を目的と

した 用の 理材が され 臨床に使用されて

いる．今 ， 後のセラ ス表 に対して

材による 理を行い，セラ スとレジ

ンセ ン との 着 さを計 し，検討を加え

た．

　

Ⅱ． 方法

　 セ ラ ス に は ， IPS e.max CAD Ivoclar
Vivadent)とノ ジ コ ア HT （ Kraray
Noritake Dental）を用い，レジンセ ン はSA Luting
Multi（Kuraray Noritake dental），RelyX Unicem2
Automix 3M)とG-Cem One EM（GC）を用いた．被着

表 を耐水研 （ 600）した後，IPS e.max CADは

4.5 の 化水 （IPS Ceramic Etching gel,
Ivoclar Vivadent）で20 間の 理を行い，ノ

ジ コ アHTは50　µmのア ラス ン

（0.3 MPa，10 間）を行った．被着 に を

し，10 間 置後に， 10 間の アーによる

， 水 と10 間の アーによる ，

ー ー（10 間，Kuraray Noritake Dental）， イ

ーン（20 間，Ivoclar Vivadent）， ZirClean（20
間，Bisco）と 37 ン 水 （k-etchant，5

間）による 理と しない場合を 定した．各

表 理後に，被着 上にレジンセ ン を用いて直

3.6 mmのス ンレス を 着さ ，光 によ

る硬化後，1 間の37 水 後， 着

さを ス ス ー 0.5 mm minで 定した

n 10)．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 を行 なかった場合の 着 さ（平

均 SD MPa）を表に した．

後に アーによる のみでは，全てのセ

ン において 着 さは， を行 な

かった場合に比 て有意に 下し，その 度はジ

コ アの方が大 かった．水 と を行った場合に

は，い れの場合でも のみに比 高い 着 を

したが， を行 なかった場合の まで

しなかった． ン 理した場合には， のみと

水 と を行った場合に比 て， ム ラスの

SA LutingとG-Cem以 では高い 着 を した

が， を行 なかった場合に比較して， 着

は 全ての場合で有意に い であった．一

方， 用の 質 材を使用した場合には，

ム ラスでは，い れのセ ン でも を行

なかった場合との間に有意差を さない にまで

着 が する 理材があったが，ジ コ アで

は，い れの 理材も水 と した場合と同 度

かそれ以上の を したが， を行 なかっ

た場合の 着 まで しなかった．

　以上のことから，補綴 の 後の表 理は，

用の 質 材の使用は有効であるものの，補

綴 の材料や使用するセ ン によって に

する必要があることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Maruo Y, Nishigawa G, Irie M, et al.：Does Acid
Etching Morphologically and Chemically Affect
Lithium Disilicate Glass Ceramic Surfaces? J
Appl Biomater Funct Mater 2017; 26: e93-e100.

　

（倫理審査委員会名： 山大学 療 部 臨床研究

審査 委員会，承認番号：1912-014）

　

表　 時の 着 さ
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元有 要 法を用いた 解析
歯 が ラ ンの脱 や破折に える

○前田直 ，山添正

YAMAKIN株式会社

Stress Analysis by Three Dimensional Finite Element Method
- The Influence of Abutment Tooth Shape on Crown Fracture and Detachment -
Maeda N, Yamazoe M
YAMAKIN Co., Ltd.

Ⅰ． 目的

　これまでに 歯，下顎大 歯，中 歯について，

歯の が ラ ンの に える を

認するため， 歯の ーパー，マージン部

咬合 ， 量を変化さ ， 元有 要

法を用いた 度解析による比較を行って た．

　今後，CAD CAM の 部 の 大が期

され，それらの部 についても同様の比較が必要で

あると考え， の 能性が高いと考えられる上

顎大 歯について 度解析を行った．

Ⅱ． 方法

　対象は上顎 1大 歯とし，図に す解析 デ を

作 ． デ は 方性 性とし，10 点4 要

（平均要 数34,000）に分割を行い， ー

パー，マージン部，咬合 量の なる

8パ ーンについて1,280N1)の を 咬合 直方

， 咬合 直方 に対して30度 から加えた

場合の計16パ ーンの解析を行った． 歯の材質

は象 質， ラ ンの材質はKZR-CAD HR
3 ンマシー （YAMAKIN）とした．

　本解析では 歯 部を 全 として 大

が加 った場合の 解析を行い， 着の を

するために 歯と ラ ンの 着を行 ， ラ ン

を 歯に被 た けの とし， 部分の摩

数を0とした．

Ⅲ． 結果と考察

本解析により以下の結 を得た．

1. ーパーについて， 直 を加えた場合，

　 ーパーが さいと 歯 の2 の下部と

　上部の 行部の から上部にかけて大 な が

　発 していることが分かった．

2. マージン部 量について， 直 を加えた場

　合，マージン部 量が少ないと 歯 の2
　 の下部と上部の 行部の から上部にかけて

　大 な が発 することが分かった．

3. 咬合 量について， 直 を加えた場合，

　咬合 量が いと 歯 の2 の下

　部と上部の 行部の から上部にかけて大 な

　 が発 していることが分かった．

4. 咬合 量について，30度方 の場合，

　 量が いと ラ ンの 性が高まるが， 歯

　 の2 の下部と上部の 行部の から上部

　にかけて大 な が発 していることが分かっ

　た．

Ⅳ． 文献

1） Braun S, Bantleon HP, Hnat WP, et al. A study
of bite force, part 1 : Relationship to various
physical characteristics. Angle Orthod 1995 ; 65 :
367-372.

図 解析 デ
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元有 要 法を用いた 解析
歯 が ラ ンの脱 や破折に える

○前田直 ，山添正

YAMAKIN株式会社

Stress Analysis by Three Dimensional Finite Element Method
- The Influence of Abutment Tooth Shape on Crown Fracture and Detachment -
Maeda N, Yamazoe M
YAMAKIN Co., Ltd.

Ⅰ． 目的

　これまでに 歯，下顎大 歯，中 歯について，

歯の が ラ ンの に える を

認するため， 歯の ーパー，マージン部

咬合 ， 量を変化さ ， 元有 要

法を用いた 度解析による比較を行って た．

　今後，CAD CAM の 部 の 大が期

され，それらの部 についても同様の比較が必要で

あると考え， の 能性が高いと考えられる上

顎大 歯について 度解析を行った．

Ⅱ． 方法

　対象は上顎 1大 歯とし，図に す解析 デ を

作 ． デ は 方性 性とし，10 点4 要

（平均要 数34,000）に分割を行い， ー

パー，マージン部，咬合 量の なる

8パ ーンについて1,280N1)の を 咬合 直方

， 咬合 直方 に対して30度 から加えた

場合の計16パ ーンの解析を行った． 歯の材質

は象 質， ラ ンの材質はKZR-CAD HR
3 ンマシー （YAMAKIN）とした．

　本解析では 歯 部を 全 として 大

が加 った場合の 解析を行い， 着の を

するために 歯と ラ ンの 着を行 ， ラ ン

を 歯に被 た けの とし， 部分の摩

数を0とした．

Ⅲ． 結果と考察

本解析により以下の結 を得た．

1. ーパーについて， 直 を加えた場合，

　 ーパーが さいと 歯 の2 の下部と

　上部の 行部の から上部にかけて大 な が

　発 していることが分かった．

2. マージン部 量について， 直 を加えた場

　合，マージン部 量が少ないと 歯 の2
　 の下部と上部の 行部の から上部にかけて

　大 な が発 することが分かった．

3. 咬合 量について， 直 を加えた場合，

　咬合 量が いと 歯 の2 の下

　部と上部の 行部の から上部にかけて大 な

　 が発 していることが分かった．

4. 咬合 量について，30度方 の場合，

　 量が いと ラ ンの 性が高まるが， 歯

　 の2 の下部と上部の 行部の から上部

　にかけて大 な が発 していることが分かっ

　た．

Ⅳ． 文献

1） Braun S, Bantleon HP, Hnat WP, et al. A study
of bite force, part 1 : Relationship to various
physical characteristics. Angle Orthod 1995 ; 65 :
367-372.

図 解析 デ

P-33 大 歯PEEK ラ ン装着6ヵ月後の臨床研究報

　○ 村 美　　
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1)広島大学大学院 歯 健学研究科 歯科補綴学研究室，　

2)中国・ 国 部

Clinical report of 6 months after wearing PEEK crown on molars

Kimura H1), Morita K1), Tsuka H2), Kagawa K1), Higa C1), Yokoi M1), Kuroki A1), Nishio F1), Asahara E1),
Abekura H1), Tsuga K1)
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Ⅰ． 目的

　 年，歯 補綴材料は，審美性や金 アレ ー

の観点から金 材料への要 が高まっている．

また，歯科用 金 は価 高 が大 な となっ

ており，価 変 のない材料の が であるとい

える．

　高機能性 ラス であるポ ー ー

ン（PEEK）は，高い機 的 度，耐 性，

全性およ 加工性から，特に大 歯の歯 補綴に

必要な材料学的性質を有していると考えられ，新 歯

補綴材料として 目されている1)．しかしながら，

PEEKは， が国の歯科臨床において しておら

，臨床報 は と ない．そこで は，CAD
CAMで製作した大 歯PEEK ラ ンの臨床研究を

し，広島大学臨床研究審査委員会に承認を得

て，広島大学病院において実施して た．

　本研究では，大 歯PEEK ラ ンの装着後6ヵ月

時点の臨床評価を報 する．

　

Ⅱ． 方法

　研究対象者は，広島大学病院歯科 で 度

により大 歯部に ラ ン（ ）による補綴 置

が必要と診 された患者9名（男性3名，女性6名），平

均年齢64.7歳（41 82歳）であった．患者には，広島

大学臨床研究倫理審査委員会で承認の得られた説

明文書およ 口 による十分な説明を行い，同意を

文 書 で 得 た ． ラ ン の 材 料 に は PEEK
（VESTAKEEP®

，Daicel-EVONIK）を加工して製作し

たCAD CAM用 を用いた．臨床 式は, 前

診査を行い，必要に て を行った．その

後，通法に従い 歯 ， 象 得を行い，

CAD CAMシス ムによる ラ ン製作，口腔内試

・調整し，装着を行った．本研究では，9症例10装

置について，装着6ヵ月後の評価を行った．評価項目

は， 歯の ， ラ ンの み，装着時の 合

，装着6ヵ月後の ラ ンの （脱 ，破折，変

， ラー 付着な ）およ 患者の 度とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　10装置の装着時の 合 は であった．装着

6ヵ月 時点において， 観察 能であった9装

置に関して， されていた ラ ンの脱 は1例もな

く，破折や ラ な も認められ ， 補綴を要した

症例はなかった．また，対合歯の 耗な その の

も認められなかった.臨床上の は特に認められ

なかったが，PEEK ラ ン表 の かな 化が

認められた症例が数例あった．これは，調整後の研

が と考えられ，研 方法をさらに検討し

する必要があると考えられる．患者の 度は，おお

高いものであった．

　以上の臨床 から，6ヵ月 時点において，大

歯PEEK ラ ンは治療効果の高い治療方法であ

ると考えられ，金 に る歯 補綴材料として十分

に期 で る．今後は， 期間の 観察と症例数

を やし，臨床評価を行っていく予定である．

　

Ⅳ． 文献

1） Najeeb S, Zafar MS, Khurshid Z et al.
Applications of polyetheretherketone (PEEK) in
oral implantology and prosthodontics. J
Prosthodont Res 2016;60:12–19.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：広島大学臨床研究審査委員会，委員会番

号：CRB6180006，承認番号：jRCTs062180040）
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新 二 イ ム ラスセラ スの耐 性評価

　○ 内大 ，　 前

株式会社　松風研究開発部

Evaluation of acid resistance of new lithium disilicate glass ceramics

Takeuchi D, Teramae M
Research and Development Dept., SHOFU INC.

Ⅰ． 目的

　歯科用セラ ス材料には，口腔内で 期的に

定した補綴装置として機能するため高い材料 度が

められる．中でも，二 イ ム ラスセラ

スは ラス 分由 の高い透明性と，二 イ

ム結 由 の高い材料 度を えることから

広い症例に使用されている．一方，二 イ ム

ラスセラ スは， な口腔内 度変化，

な )により ラス 分が し表 性 が変

化することも られている．本研究の目的は，材料

度およ 化学的耐 性の 上を目的に開発された新

二 イ ム ラスセラ ス 製 名： ン

ージ　PRIME　 レス 松風))， 2製 について，

前後の材料 度を 認し，耐 性の1つ

の 標とすることである．

　

Ⅱ． 方法

　本試験には イ ム ラスセラ ス

レス材料 ン ージPRIME レス 以下，VPP) ，

およ の イ ム ラスセラ ス

レス材料2製 （製 A，製 B）を用いた．

・試験 の作製

　 2.0 5.0 21mm) 14mm 2.

0mm)の スを ン ベース上に 立し, 材：セ

ラベ  レスベス 松風)で 後， ス を

行った． 後の に各試料を レス ー ス：

ス マ 654i 松風)を用いて，各試料 の レ

ス で レス を行った．得られた各試験 を平

研 本工作機 )によりISO 6872 の3点

試験 1.2 4.0 21mm),光沢度 表 さ

用 試験 14mm 1.0mm)に調整した．

・3点 度

　作製した 試験 をISO 6872 の 試験に

した 4vol 水 )に 80 ：16
時間)した． 前後の各試験 を 能試験

機（島 製作所）を用いて3点 度を 定した.

・光沢度およ 表 さ

　作製した 試験 を 1000耐水研 で研 し

たのち， 研 を行い に 上 た．その後

ISO 6872 の 試験に した 4vol
水 )に 80 ：16時間)した．

　 前後の各試験 について，光沢計

VG-7000 本 工 )を用いて光沢度を， 式

表 さ 定機SURFCOM1500 )を用いて

表 さを 定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　各試料の 後の 度は， 前と比較し

て 下する を した 図参 )．また， 後の

光沢度は 少し，表 さは 大する を し

た．これらの結果から，各試料とも， ラス 分の

により表 に二 イ ム結 由 の が

され 中が発 しやすくなり，これが試験 の

度 下につながったと考えられる．しかしながら

VPPは， の2製 と比較して 度 下 が であ

り，高い化学的耐 性を有することが された．

　

図.　各製 試験前後の3点 度比較
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P-3 大 歯CAD CAM 治療に関する後 コ ー 研究

　○ 実 ，　 田 ，　 　 ，　 田 ，　 　 ，　 村 月，　 　

北大学大学院歯学研究科分 ・ 歯科補綴学分野

A retrospective cohort study on a CAD/CAM crown treatment on molars

Inomata M, Harada A, Kasahara S, Katsuda Y, Ozaki A, Kimura H, Egusa H
Division of Molecular and Regenerative Prosthodontics, Tohoku University Graduate School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　2014年にCAD CAM による歯 補綴治療が

歯に され，その後 症は大 歯に 大さ

れた． 歯CAD CAM では，本学会の 診

療におけるCAD CAM の診療 1）に加え，部分

床義歯の 歯であることが ス となることが報

される 2），その 症の 基 は明らかになっ

て た．一方，大 歯CAD CAM では，

は歯科金 アレ ー患者または 二大 歯が全て

した場合の下顎 一大 歯に 定されている

が，その明 な臨床 デンスは見 たらない．本研

究では，大 歯CAD CAM 治療の 症の

を目的に，本治療の予後について後 に検討し

た．

　

Ⅱ． 方法

　本研究は， 北大学大学院歯学研究科研究倫理

委 員 会 の 承 認 を 受 け て 行 れ た （ 承 認 番 号 ：

2018-3-32）． 北大学病院およ 研究施 に

おいて，2016年6月から2020年1月までの期間に装着

された大 歯CAD CAM 211症例を対象に後

研究を行った．評価項目は，性別，装着時年齢，装

着部 （歯 ，上顎下顎， 実上の 後方歯か

か）， 内 理，部分床義歯の 歯であるか，

歯およ 対合歯の ，合着セ ン の とし，

工 書およ 診療録から情報を した．装着

後に一度も 院のない患者の症例は解析から し

た． ン ポイン を臨床的 ラ の発 とし，各項

目と ラ の発 に関して をLog-rank
検定により比較した．またCox比例 ザー 分析によ

り ス を検討した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　解析対象となった大 歯CAD CAM は194症例

で，対象患者は104名（男性15名，女性89名），装着

時平均年齢は49.4歳であった． 期間は 大1190
（平均310 ）であった．その間に発 した ラ

は合計36症例（18.6 ）で，内 は の脱 32症例，

の脱 2症例， の ン 1症例，歯

1症例であった．全 ラ 症例のうち，32症例が 装

着により臨床的に機能したが，4症例は脱 した を

患者が咬 で破折したり 治療を要したりしたため

製作に った．

　 を比較した結果，CAD CAM の装着

部 （ 一大 歯 二およ 大 歯，上顎 下

顎， 後方歯 非 後方歯）において有意差を認めな

かった（図）．Cox比例 ザー 分析においても装着

部 における有意差は認めなかった．一方，合着に

レジン添加 ラスアイ ノマーセ ン を用いた場合

は 着性レジンセ ン を用いた場合に対して ザー

比（95 間）が の項目と 立して有意に高

く，2.66（1.36-5.45）であった（p  0.05）．年齢におい

ては1歳年齢が上 する との ザー 比が0.98（0.

95-1.00）を し，高齢者 ラ の発 ス が

かった（p  0.05）．

　以上の結果から，大 歯CAD CAM に発 し得

る臨床的 ラ は主に脱 であり，合着には 着性

レジンセ ン の使用が 後の ラ 防 に 要で

あることが された．また，装着部 が ラ 発

に す は 定的であり，す ての大 歯が

CAD CAM の 症になり得る 能性が され

た．

　

Ⅳ． 文献

1） 社 法人 本補綴歯科学会.　 におけ

る CAD/CAM の 診 療 2014. http://
hotetsu.com/j/doc/cadcam.pdf

2） Miura S, Kasahara S, Yamauchi S et al. A
possible risk of CAD/CAM-produced composite
resin premolar crowns on a removable partial
denture abutment tooth: a 3-year retrospective
cohort study. J Prosthodont Res 2019; 63: 78-84.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 北大学大学院歯学研究科研究倫理委

員 会 ， 委 員 会 番 号 ： 11000400 ， 承 認 番 号 ：

2018-3-32）

　

図　装着部 の違いによる大 歯CAD/CAM の
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CAD CAM 用コンポジ レジンへの 付着性の検討

　○ 合 ，　 大，　 野 ，　本 　 ，　 田 ，　 野光 ，　 　 男，　 正 ，
　 　元

大学歯学部口腔機能 学 歯科補綴学分野

Adherennce of Bacteria to Composite Resin Used for CAD/CAM Crown

Kawai R, Ushimaru T, Sawano M, Honda A, Sawada T, Uno M, Oka T, Kurachi M, Ishigami H
Department of Prosthodontics, Division of Oral Functional Science and Rehabilitation, Asahi University
School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　平 26年度の診療報 定により 歯の全部被

としてコンポジ レジン によるCAD CAM
が された．さらには平 28年度からは金

アレ ーを に大 歯部へ 用が 能となっ

た．以前までの補綴装置の くは金 であり，

年では患者の審美的関 の高まり，金 アレ

ーの な から ー化が進 でおり，

CAD CAM においてもますます 要が高まって

ているといえる．

　CAD CAM 用レジン は， ・ 療機

法で ラー 有量について シ とそ

れを いた 機質 ラーの2 の ラーの合計

が60 以上である と定義されている．しかし，

ラーの や については な 定はなく

様に たっており， からの時間 もあ

り様 な工 が加えられるようになって ている．

KZR-CAD HR 2 YAMAKIN社製，HR2)に

は 化 イ ン 性 ラーが配合されており，

付着の 効果があることが報 されている．

　そこで本研究では， 化 イ ン 性 ラー

が の補綴 表 への付着性に える を明ら

かにすることを目的とし， 性同 元 （RI）を使用

して試料表 への 付着量の 定実験を行うとと

もに， ーマ イ による 期使用における

付着 効果を検討した．

　

Ⅱ． 方法

　試料には， 化 イ ン 性 ラーを 有し

ないKZR-CAD HR （YAMAKIN社製，HR1）

と， 化 イ ン 性 ラーを 有したHR2を用

いた．試料の はそれぞれ4mm 4mm 1mmの

とし，  2000まで研 し， を行っ

た後，自然 ， ス したものを使用した．各試

料に ーマ イ 試験を5 と60 間を各1分，

10,000 行い， に したものと， 水に

したものを試験に用いた．

　供試 にはStreptococcus mutans（S.mutans）およ

Streptococcus sanguis（S.sanguis）を用いた．それぞ

れ をTSBY 天 にて 後， methyl-3H
thymidine ARC)にてラベ した．その後， 化のラ

ベ された各調整 中に37 ，2，4，6，8，12，24
時間 した． した試料を した後，全自

試料 装置 立ア デ ，ASC5100)を用

いて3H2Oとして したRIを， シン レーシ ン

ン ー LSC5100) にて 量を 定した．なお

各試料につ 5 つ製作し試験を行い，その平均

を した．また， 査 （SEM， 立ア

デ ，S-4500）にて各試料表 の 付着

の観察を行った．

　得られたデー はStudent-t検定により有意差検定を

行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 付着試験において，HR1と比較しHR2で

S.mutans, S.sanguis に有意な付着量の 少を認め

た． ーマ イ 後の試料においても同様に有

意な付着量の 少を認めた．また，SEMによる表 の

観察で， ラーの有 に関 なく各 の付着を認

めた．HR1とHR2との間で 付着量に有意な差を

認めたことは， ラーから された 化 イ ン

によりS.mutans，S.sanguisが合 する 性

の合 が され，付着が されたものであ

ると考えられる．本研究により 化 イ ン 性

ラーによる 付着 効果が明らかとなり，口

腔内での 期使用における 付着 効果が期

で る材料であることが された．
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Ⅰ． 目的

　平 26年度の診療報 定により 歯の全部被

としてコンポジ レジン によるCAD CAM
が された．さらには平 28年度からは金

アレ ーを に大 歯部へ 用が 能となっ

た．以前までの補綴装置の くは金 であり，

年では患者の審美的関 の高まり，金 アレ

ーの な から ー化が進 でおり，

CAD CAM においてもますます 要が高まって

ているといえる．

　CAD CAM 用レジン は， ・ 療機

法で ラー 有量について シ とそ

れを いた 機質 ラーの2 の ラーの合計

が60 以上である と定義されている．しかし，

ラーの や については な 定はなく

様に たっており， からの時間 もあ

り様 な工 が加えられるようになって ている．

KZR-CAD HR 2 YAMAKIN社製，HR2)に

は 化 イ ン 性 ラーが配合されており，

付着の 効果があることが報 されている．

　そこで本研究では， 化 イ ン 性 ラー

が の補綴 表 への付着性に える を明ら

かにすることを目的とし， 性同 元 （RI）を使用

して試料表 への 付着量の 定実験を行うとと

もに， ーマ イ による 期使用における

付着 効果を検討した．

　

Ⅱ． 方法

　試料には， 化 イ ン 性 ラーを 有し

ないKZR-CAD HR （YAMAKIN社製，HR1）

と， 化 イ ン 性 ラーを 有したHR2を用

いた．試料の はそれぞれ4mm 4mm 1mmの

とし，  2000まで研 し， を行っ

た後，自然 ， ス したものを使用した．各試

料に ーマ イ 試験を5 と60 間を各1分，

10,000 行い， に したものと， 水に

したものを試験に用いた．

　供試 にはStreptococcus mutans（S.mutans）およ

Streptococcus sanguis（S.sanguis）を用いた．それぞ

れ をTSBY 天 にて 後， methyl-3H
thymidine ARC)にてラベ した．その後， 化のラ

ベ された各調整 中に37 ，2，4，6，8，12，24
時間 した． した試料を した後，全自

試料 装置 立ア デ ，ASC5100)を用

いて3H2Oとして したRIを， シン レーシ ン

ン ー LSC5100) にて 量を 定した．なお

各試料につ 5 つ製作し試験を行い，その平均

を した．また， 査 （SEM， 立ア

デ ，S-4500）にて各試料表 の 付着

の観察を行った．

　得られたデー はStudent-t検定により有意差検定を

行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 付着試験において，HR1と比較しHR2で

S.mutans, S.sanguis に有意な付着量の 少を認め

た． ーマ イ 後の試料においても同様に有

意な付着量の 少を認めた．また，SEMによる表 の

観察で， ラーの有 に関 なく各 の付着を認

めた．HR1とHR2との間で 付着量に有意な差を

認めたことは， ラーから された 化 イ ン

によりS.mutans，S.sanguisが合 する 性

の合 が され，付着が されたものであ

ると考えられる．本研究により 化 イ ン 性

ラーによる 付着 効果が明らかとなり，口

腔内での 期使用における 付着 効果が期

で る材料であることが された．

P-3 象用 ース ア ン 象材における 時的
法変化の評価

　○新関 史，　上野 ，　

株式会社ジーシー研究所

Evaluation of temporal dimensional change in paste type alginate impression material for precision
impression
Niizeki N, Ueno T, Kumagai T
Research and Development dept., GC CORPORATION

Ⅰ． 目的

　 天 象材は 本の歯科診療において広く使用さ

れているが， 数歯な の 合 象する場合，

ポイン が く， 作時間が いためア ン

象材との 着 が る 能性がある．また， 数

イ ン を行うことで 定した性 で使用で ない

ことが ている．そこで 天 象材に る ース

イ のア ン 象材を 象用に開発

することで臨床上の が で ると考えられる．

本開発 は ー ジ イ のア ン 象材

であり， シン を使用し ー スで

される機 となっている． 高齢社会である 本にお

いて歯科診療も あるいは在 診療が えている

中，この 合 象用ア ン 象材を用いれ

歯科施 ではない場所での 象がで ることが

期 で る．ア ン 象材は こうを まで

の時間を く取れないが，本開発 の 時的 法変

化を調 ，本開発 の有用性について検討した．

　

Ⅱ． 方法

　 象用ア ン 象材（ARI）の比較とし

て，従 の イ のア ン 象材（製

）およ 天 象材（製 ）を用いた．

　・JIS T 6512：2016に した 法変化試験

金 に各 象材を し， 水 中にて

添付文書に している口腔内 時間を 置し

た． 水 から取り し， にて0 もしくは1
間 置し硬化 の 法変化を 定 にて

定した．（n 5）

　・内 対 定 を使用した 法変化試験1)

また， ラ ンを した内 定 で 合

象し，その 象を水 して 象 が れたまま

に し，時間（0，10，30，60，180分）が し

てから こうを した．そのと の 法変化を目

にて 認した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　・JIS T 6512：2016に した 法変化試験

図に 時的 法変化の結果を す． 水 から取

り し0 後に 定したとこ ARIと製 においても

1.0 以下であり，JIS の1.0 以下を たした．取り

しから1 で し 定したとこ ARIでは

0.5 であるのに対し，製 では2.0 の が認めら

れ を た ない結果であることを 認した．

象用ア ン 象材は で1 まで

しても 法変化の は少なく 診療時にも

して使用することが期 で る．

　・内 対 定 を用いた 法変化試験

こう までの時間による は製 では15分

の時点で 上がることを 認した．これは製 の特

性である水分が 中に でいるため 象 が

し， こうが 大となったため ラ ンがうまくはまら

ないと考えられる．しかし，ARIは硬化 中の水分量

が 製 よりも少ないため 象 の が にくい

と考えられる．

　以上より，ARIは 時的 法変化が 製 より少な

いため 臨床 けでなく や在 診療にも使用

することが期 で る．

　

Ⅳ． 文献

1） 新井 ，山 ： 天ア ジ ー 合 象

による でもで る 象．2017：38．

　

図　 時的 法変化の結果
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Ⅰ． 目的

　研 法には，化学研 や 解研 の か，歯科で

主 な による機 研 がある．しかしこの方

法は な の や な の研 が難しく，

またポイン の の や を交 するために

時間もかかる．

　そこで 者らは，工 用として開発された 研

機の歯科材料への 用を検討する目的で，全部金

を研 し，研 時間の と な研 が得ら

れることを報 した1）2）．今 は，さらなる研 時間の

を目的とし，検討を行ったので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　 研 機にはShot Machine A. one Polish（

研 材工 ）を使用し， 研 用 SP-30B（

研 材工 ）と 上 研 用 SP-F100D（ 研

材工 ）の2 の研 材を用いて研 した．この

研 機は，本 内下部に まった研 をベ コ

ンベアーにて本 内上部の 装置へ ， 装

置内にある により で ン ラス ーの

ように ノ から し，数セン はなれたとこ に

ー を して された被研 に てて研

する方式である．

　被研 用試料には12 金パラジ ム 合金（ ス

MC，GC）を用いて通法通りに して製作し

た． は一 が10 の正方 ， みは1 とし，レ

ジンで して試料とした．

　ア ス の被研 に対して 研 用

SP-30Bによる研 を10 間，20 間，30 間，40
間行った試料とア ス の被研 に対して 研

用 SP-30Bによる研 を60 間行った後に，

上 研 用 SP-F100Dによる研 を10 間，20
間，30 間，40 間行った試料の計8 各9

つ の 表 さ に つ い て 表 定

VF-7500（KEYENCE）を用いてそれぞれ 平均

さ（Ra）を計 して検討した． 計分析は ラス

ー ス検定を用いた．

　

Ⅲ． 結果と考察

　ア ス の被研 に対して 研 用

SP-30B（ 研 材工 ）による研 を10 間，20
間，30 間，40 間行った試料の表 さの平均

は，それぞれ 1.088 0.119 ， 0.965 0.100 ，

0.987 0.121 ， 0.938 0.078 であり，これらの4
の試料間に有意な差は認められなかった．ま

た，ア ス の被研 に対して 研 用

SP-30Bによる研 を60 間行った後に， 上 研

用 SP-F100Dによる研 を10 間，20 間，30
間，40 間行った試料の表 さの平均は，それぞ

れ0.760 0.030 ，0.675 0.093 ，0.683 0.037
，0.640 0.048 であり，10 間と20 間の試料の

間には有意な差は認められなかったが，10 間と30
間，10 間と40 間の試料間には有意な差が認め

られた．

　これらの結果より， 研 用 SP-30Bによる研

は10 間で 分な研 効果が得られると考えられ

る．また， 上 研 用 SP-F100Dによる研 で

は30 間以上の研 時間が必要であると考えられる

が，この研 機と2 の研 を使用することに

より研 時間の が 能であることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） 部 ，中川 ，藤正 か．シ

ラス を 用した ラ ンの研 についての検

討． 学院大学歯学会  2014 52(2)：65-73.
2） 中川 ， 部 ，藤正 か． ラ ン

ジへのシ 研 の 用- 2報-．補綴

2009 1(2)：E61.
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Ⅰ． 目的

　CAD CAM の進 により，ジ コ アや イ

レジンな ，さま まな材料において，均一かつ

高 質な補綴装置が製作され臨床 用されている．

また， 歯に対して イ レジンを使用した

CAD CAM が され，その頻度も 加

にある．これは，CAD CAM加工による補綴装置の臨

床的な 性が して ていることに かならない．

しかし， イ レジンジ ラ ンの 歯

部補綴や 補綴における 装置は，材料 度

や耐摩耗性な の が っているため，新 材料

の開発が まれている．本研究では ラス イ ー

化 コンポジ レジンと イ レジンの二

からなる補綴装置の装着後3年の臨床 につ

いて報 する．

　

Ⅱ． 方法

　被検者は， 見大学歯学部 病院に 院し，臨

床試験に同意した7名（男性2名，女性5名），平均年

齢58歳（43 68歳）とした．二 のCAD CAM
の製作は 行研究1）に し，CAD CAMシス

ム S-WAVE CAD CAMシス ム，松風)を用い，

CADレイ ー法にて製作した（図）．作 を非

式 元 定機 D900，3Shape)にて 定した

後， レームとなる内 と を 計した．内 は

イ ー 化 コンポジ レジン ア，Bicon)，

は イ レジン 松風 HC，松

風)を使用し，加工製作した． レームと の 着

をア ン ラス 後，歯科セラ ス用 着材

料 セラレジン ン ，松風)にて 理し， 着用レジン

セ ン レジセム，松風)を用いて レームと を

，光 合を行った後， 正， 終研 を行い

補綴装置を さ た．口腔内試 ，調整は通法通

り行い 着後， がないことを 認し，レジンセ ン

（レジセム）にて合着した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　本法は従 の 法に比 ，製作 の大部分を

デジ で行うことで 工作 の 化,効 化

が図られた． アは，400MPaの優れた さを

有している．さらに，大 歯で 20分 で 能で

あり，優れた加工性も えている．また，金 に

比 て自然観のある 調を特 としており， イ

レジンと み合 る で高 度かつ審美性の高

い補綴装置が製作 能であった．臨床例の内 は7
症例14装置であり， 歯 ラ ン4症例， 歯部

ジ2症例，前歯部 ジ1症例，イン ラン 上部

1症例であった．臨床的検討において口腔機能に調

した機能性と審美性の が 能であった．

観察した補綴装置のうち12装置は，破折 を認め

な を した．しかし， ラ シ ムの既往の

ある1症例においては6 月後に ラ ン，8 月後にイ

ン ラン 上部 の破折を認めた． ラ ンでは

イ ーポス 部でのコアの破折と の破折を認め

た．イン ラン 症例ではア セス ー に い部分

で， イ レジンが と内 の で破折が

ていた． 補綴装置とも対合が金 義歯で

あり， の 中によるものであると考えられた．その

6症例13装置においては な結果を し，3年

後も脱 ，破折 の ラ なく している．

　

Ⅳ． 文献

1） Hayashi K, Shigeta Y, Tsumita M et, al. Dual-
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KZR-CAD マ セ ン LCのレジン に対する 着

性
○ ，加藤 大，山添正

YAMAKIN株式会社

Adhesion of KZR-CAD MARIMO CEMENT LC to resin block

Mizobuchi S, Kato T, Yamazoe M
YAMAKIN CO., LTD.

Ⅰ． 目的

2014年にCAD CAM が 用となり，使用

数も年 加している．現在，CAD CAM の装着

においては，光 合と化学 合を 用したデ ア

ア イ のレジンセ ン が主に使用されている．

デ ア ア イ は2 ース を る必要がある

ため や ーが必要となる．そこで，より に

取り うことがで る光 合 イ のレジンセ ン とし

て KZR-CAD　マ セ ン LC（YAMAKIN，以

下，MC） を開発した．MCは光 のみの 合であ

るため，1 ース で することがで ， の必要

が く， の も えられる．本研究では，各レ

ジン に対するMCの 着 さを評価した

ので報 する．

Ⅱ． 方法

1． 材料

　 着用のレジンセ ン にはMCを用いた．MCは

質ジ コ ア 平均 ： 2 m，比

表 ： 300 m2 g)， シ ，

ノマー， 合開 な で されている． 着対

象のレジン としては KZR-CAD HR
2 YAMAKIN)およ されている製 A Dを用

いた．なお， 合時における 光の透 性を 一

するために，レジン の 調はA3もしくはA3LT
を した．

2． 着 さ

　自 機 ア ム-50， 本ス アス)用

いて各レジン を3 mmの さに した． 着

を研 （P1000）で研 後， ノー 中で10分

間 を実施した． 後， アー を行

い ， 表 理 マ ラ イ マ ー 　

YAMAKIN)を50 L 着 に した．その後，

着 を 定するため直 3 mmの を開けた ー

を り， 着 にMCを した．臨床ではCAD
CAM しの光 となるため， レ から歯

科用光 ン ン YAMAKIN)を用いてス

ンダー ー ：1200 mW  cm2の光量で20 間光

した．硬化後のMCの上にス ンレス 定用の

着 を 量 し，ス ンレス 直 5 mm)

の直 と ー の の中 が なるように 後，1
kgの を加えた で から20 間 つ光

を行い，試験 とした．試験 は37 の水中で24
時間 し， 能試験機 EZ-Graph：島 製作所)を

用いて， ス ス ー 0.5 mm  minの で

着 さを 定した．

Ⅲ． 結果と考察

　図に各レジン に対するMCの 着 さ

を す．これまでに，ジ コ ア の比表 がレ

ジン に対する 着 さの 上に して

いることを報 している1)．本研究においても，

質ジ コ ア がレジン に対する高い

着 さに しているものと考察される．

　レジン は各製 で特 が なり，様 な

機 ラーや で されているが，MCは 定し

た全てのレジン に対して，20 MPa以上の高い

着 さを した．歯科 着用レジンセ ン の

であるJIS T 6611では象 質に対する 着

さが2 MPa以上と定められているが，レジン

に対するMCの 着 さは2 MPaを大 く上 っ

ており，十分な 着 を有していると考えられる．

　以上の結果から，1 ース イ のレジンセ ン

KZR-CAD　マ セ ン LCは，標 的な1200mW
cm2の を使用して，補綴 の さが3 mmであ

れ 十分硬化が進行し，光 合 であっても臨床上

なく使用で ることが された．

Ⅳ． 文献

1） ， 川 ，中野 文， か．

質ジ コ ア を用いた光 合 レジンセ

ン の開発． 歯理工学 2019 38(Special
Issue 73) ：24.

図 Tensile bond strength of MC to resin blocks
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3)，　 田 史　　

1)

　

1)岩 科大学 療工学 ，　

2)岩 科大学歯科 学 う 治療学分野，　

3) 関
部
Bond strength of porcelain fused to Ti-Cr alloy and its characterization of fractured surface

Takemoto S1), Asano A2), Sawada T3), Sawada T1)

1)Department of Biomedical Engineering, Iwate Medical University, 2)Division for Operative Dentistry and
Endodontics Department of Conservative Dentistry, Iwate Medical University, 3)Nishi-Kanto Branch

Ⅰ． 目的

　 ンや ン合金はその優れた 性や比

度が大 いことから歯科用イン ラン や金 床義

歯に 用されている．また ンは 被

により 内で化学的に優れた耐 性を す一方

で， 化 や 化 によってその耐 性が 下

することも報 されている1)． はこれまでに ン

に ムを添加したTi-Cr合金を試作し， 化 や

化 に対しての耐 性が することを報 した
2)．本研究では，このTi-Cr合金を陶材 付金 へ

の臨床 用を目的として，Ti-Cr合金と陶材との 付

さおよ その について検討した．

　

Ⅱ． 方法

　試作のTi-Cr合金およ ン（cp-Ti：Tritan，

Dentaurum）を ス ス法により25 3 0.5 mmの

試料をア ン 下のアー 解 で

により作製した．ア で ラス した後， 中

部分（8 3 mm）に各 ー ーの にしたがって

陶材（ ンダー， ー およ デン ン陶材）を

し， した．陶材は3 の ン用陶材

（TK： Titankeramik，VITA  IT： Initial Ti，GC
CM： ceraMotion Ti，Dentaurum）を用いた（n 6）．得

られた陶材 付試料を 能材料試験機（Z010，

Zwick）に 定し，ISO 9693-1に て ス ス

ー 1.5 mm minで 点 試験により陶材と合金

との 付 さを した． 点 試験後に

から陶材を 全に して， およ 陶材

の破 を ー マイ ア ライザー

（FE-EPMA：JXA-8530F，JEOL）で調 た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 と陶材との 付 さは26.3 43.0MPaであっ

た． 付 さは陶材間ではCM群が も大 く，

間ではTK群を いてTi-Crよりcp-Tiが大 かっ

た．い れの試料においてもISO 9693-1に 定され

ている25MPa以上であった．

　陶材 後のTi-Cr をEPMAで分析したと

こ ，CMでは 由 のTiの割合が大 く，陶材

由 のSiの割合が さかった．一方で，TKおよ IT

ではTiの割合が さく，Siが く認められた．陶材

後の陶材 をEPMAで分析したとこ ，CMではTi
が認められたが，TKおよ ITでは認められなかっ

た．

　陶材 付 さには 材の合金と陶材との

数の差が関 すると されている．Ti-Cr合金の

数は10.67 0.11 10-6 Cでcp-Tiより大

かった．本研究で用いた陶材はcp-Tiに するように

調整されていることから， 数の差が大 かっ

たTi-Cr合金でcp-Tiより 下したと考える．一方，そ

の破 のEPMA分析から一部の試料では，

表 の 化 の と考えられる像が認められ

た．このことは，陶材 度が していると考えら

れる． ン用陶材は850 以下の 陶材である

が，陶材 度は ンダーからデン ン陶材まで

750 から830 の であり， り し により

の 化が進行したため，一部で の 化

が となり破 したと考える．また，使用した ン

ダーは ース イ のものと イ のものがあ

り，そのア で ラス した の への

時の による機 的 合にも が たと考

える．

　以上の結果から，Ti-Cr合金と陶材との 付 さは

ISO を たして陶材 付金 としての 用

は 能であることが された．陶材の 数の

Ti-Cr合金への およ によるTi-Cr合金

表 の 化 を することにより， 付け さの

上が期 で る．

　

Ⅳ． 文献

1） Noguchi T, Takemoto S, Hattori M, et al.
Discoloration and dissolution of titanium and
titanium alloys with immersion in peroxide- or
fluoride-containing solutions. Dent Mater J 2008;
27: 117-123.

2） Takemoto S, Hattori M, Yoshinari M, et al.
Corrosion behavior and surface characterization
of Ti-20Cr alloy in a solution containing fluoride.
Dent Mater J 2004; 23: 379-386.
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5 によるCAD CAM 用レジン の加工 度の

上
　○松村 由 ，　野 浩 ，　 中　航，　進　 ，　OmniaSaleh，　 田美 ，　 本怜 ，

　松村光明，　

科歯科大学大学院 歯学 合研究科 機能 学分野

Improvement of milling accuracy of composite resin block by 5-axis machine tool

Matsumura M, Nozaki K, Yanaka W, Shin C, Saleh O, Takita M, Nemoto R, Matsumura M, Miura H
Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and
Dental University

Ⅰ． 目的

　現在使用される歯科用CAM装置には，主に3 もし

くは5 により 加工が行 れる．5 加工は，

工 の において，直進 X，Y，Z )に

加え，それぞれの直進 りの A，B，C
)の中から1 以上を 用して工 と加工 の 置

けを行う の一つであり， に対して

加工 や への を することで，加工能

に対して 点がある．しかし， 数 加は，

な 作を する必要性から，加工機の が大

くなり，加工 度を するために 性の が

要となる．従って なシス ムの評価と が必要

となるが，歯科 での直進 のみで り立つ3
加工機と の加 った 加工機

のシス ムや加工 度差に関する報 は少ない．

　そこで本研究では， による違いが歯 補綴

装置の加工 度に す を明らかにするため

に，CAD CAM レジン を3 ，5 加工

機にて 加工し，加工 度として表 さ

合 度を評価した．

　

Ⅱ． 方法

　 合試験用 試料作製の ，マージン は

デ ー シ ン ーの下顎 歯 歯を 定し，

コ ム合金製の金 を製作した．通法に従い作

用 を製作し， 工用ス ー AutoScan-

DS-EX Pro Dental 3D Scanner， ン ンジ パン株

式会社)を用いて 歯 デ のCADデー を作

し，歯科用CAD ア ExoCAD)を用いて

歯 のCADデー を作 した．セ ン ス ースは

部を0 m，内 を20 mと 定した．作 したCAD
デー からCAM ア HyperDent，FOLLOW-

ME  Technology Group)を用いてNCデー を作 し

た．また表 さを 定する ， のCADデー

からCAM アを用いて に対して

直に表 一 を 加工されるようNCデー を作

した．なお ちらの試料においても，ス ー

ー量は0.05 ， り 度は1500mm min，ス ン

の 数は25000rpmとした．

　被 材にはCAD CAM 用レジン として，

ス ライ 株式会社 マデン )を用

いた．CAM装置には3 5 歯科用 ン

マシン MD350 MD500， ノン 株式会

社)， ン にはダイ ン コー ン ン

ー ン を使用した．作製した試料は

した．

　作製した 試料の内 合性は，シ コーン 象材

を用いたレ 法にて評価した． 試料に ラ

シ コーン BITE CHECKER，GC)を して に

置し，硬化後 して イ シ コーン FIT
CHECKER，GC)にて ちした．その後，製作した

レ を 方 に し，光 （

ン さ高さ 定機KY-60 ， 工学製作

所）を用いて ラ シ コーンの みを計 した．計

部 はa： マージン，b： 中 ，c：
咬合 ，d： 咬合 ，e： 中 部，f：
マージンとした．

　表 さ 認用試料を3D 定レーザー

LEXT OLS4100，OLYMPUS)を用いて解析， 平

均高さ Sa) 大高さ Sz)を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　内 の 合性を評価したとこ ，5 加工機で

作製した 試料のマージン部分a，f点の内 間 量

は0となった．また，3 加工機で作製した試料は

のe点の間 量が0，それ の点で間 が観察さ

れた．この結果から，3 試料は 部 による

の 上がりがあり，一方5 試料は な内

合性を得られていると考えられる．

　また，表 さを評価したとこ ，Saは3 試料の方

が く，Szは差が得られなかった．

　同一のNCデー から作製された試料の内 合性

表 さに差が ている上 結果より，加工

度に関して，3 よりも5 加工機による 加工が優

れていることが された．
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5 によるCAD CAM 用レジン の加工 度の

上
　○松村 由 ，　野 浩 ，　 中　航，　進　 ，　OmniaSaleh，　 田美 ，　 本怜 ，

　松村光明，　

科歯科大学大学院 歯学 合研究科 機能 学分野

Improvement of milling accuracy of composite resin block by 5-axis machine tool

Matsumura M, Nozaki K, Yanaka W, Shin C, Saleh O, Takita M, Nemoto R, Matsumura M, Miura H
Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and
Dental University

Ⅰ． 目的
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工 の において，直進 X，Y，Z )に

加え，それぞれの直進 りの A，B，C
)の中から1 以上を 用して工 と加工 の 置

けを行う の一つであり， に対して

加工 や への を することで，加工能

に対して 点がある．しかし， 数 加は，

な 作を する必要性から，加工機の が大

くなり，加工 度を するために 性の が

要となる．従って なシス ムの評価と が必要

となるが，歯科 での直進 のみで り立つ3
加工機と の加 った 加工機

のシス ムや加工 度差に関する報 は少ない．

　そこで本研究では， による違いが歯 補綴

装置の加工 度に す を明らかにするため

に，CAD CAM レジン を3 ，5 加工

機にて 加工し，加工 度として表 さ

合 度を評価した．
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デー からCAM ア HyperDent，FOLLOW-

ME  Technology Group)を用いてNCデー を作 し

た．また表 さを 定する ， のCADデー

からCAM アを用いて に対して

直に表 一 を 加工されるようNCデー を作

した．なお ちらの試料においても，ス ー
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社)， ン にはダイ ン コー ン ン

ー ン を使用した．作製した試料は

した．

　作製した 試料の内 合性は，シ コーン 象材

を用いたレ 法にて評価した． 試料に ラ

シ コーン BITE CHECKER，GC)を して に

置し，硬化後 して イ シ コーン FIT
CHECKER，GC)にて ちした．その後，製作した

レ を 方 に し，光 （

ン さ高さ 定機KY-60 ， 工学製作

所）を用いて ラ シ コーンの みを計 した．計

部 はa： マージン，b： 中 ，c：
咬合 ，d： 咬合 ，e： 中 部，f：
マージンとした．

　表 さ 認用試料を3D 定レーザー

LEXT OLS4100，OLYMPUS)を用いて解析， 平

均高さ Sa) 大高さ Sz)を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　内 の 合性を評価したとこ ，5 加工機で

作製した 試料のマージン部分a，f点の内 間 量

は0となった．また，3 加工機で作製した試料は

のe点の間 量が0，それ の点で間 が観察さ

れた．この結果から，3 試料は 部 による

の 上がりがあり，一方5 試料は な内

合性を得られていると考えられる．

　また，表 さを評価したとこ ，Saは3 試料の方

が く，Szは差が得られなかった．

　同一のNCデー から作製された試料の内 合性

表 さに差が ている上 結果より，加工

度に関して，3 よりも5 加工機による 加工が優

れていることが された．

P- 3D ン ーで製作した の 時的変化

　○ 山田 郎，　 道，　田 ，　高 敏幸，　高藤恭 ，　大 ，　工藤　 ，
　 藤
岩 科大学

Change on standing of model with 3D printing

Oyamada Y, Kihara H, Tanabe N, Takahashi T, Takafuji K, Okubo T, Kudo T, Kondo H
Iwate Medical University

Ⅰ． 目的

　 年，3D ン ーによる光 は製 の分

野において，作 時間の や人的コス の な

を通 て大 なパラダイムシ を こしている．そ

の れは 療の分野にも大 な を し，歯科

においては 正治療，口腔 科，補綴治療 に

用されている．光 で製作された は，少数

歯 症例においては，製作された補綴装置の 終

認や調整に使用される 度であるが， 数歯

症例や前装 な 数材料を使用する症例では，作

として使用される．そのため，光 で製作さ

れた の 度について 時的 差の有 やその

大 さが の 度で，補綴装置に を すのか

を検討する必要がある．本研究の目的は，3D ン

ーによる光 により製作された の 時的変

化を検 することにある．

　

Ⅱ． 方法

　実験には下顎の実 用有歯顎 を使用した．

を非 式3 元 定機により 定，その後

Stereolithography（STL） 式のデー として し，

CAD ア（Meshmixer, Autodesk）上で，

中 に3D ン ー 用のイン ラン ア が

能な 計を行った． 計後のデー はSTL
式で した． したSTLデー を3D ン ー

（P30Ⅱ，Straumann）に ， の基 に ポー

を 置し 度は の基 と が水平

になるように 定した． 材料は光硬化 の

用レジン材料を使用して， を50µmとして

DLP方式により を行った． 後はイ パ

ノー による を5 行った後で，光 機

（Shera光 合機，SHERA）によって ス下での

光 を行い 終硬化さ た． した に3D
ン ー 用のイン ラン ア を し，ス

ン デ を装着した． を非 元 定機に

より 定 度の360 を10 ，20 ，40 ，60 ，

80 ，100 ，120 ，140 ，160 ，180 ，200 ，

220 ， 240 ， 260 ， 280 ， 300 ， 320 ，

340 ，360 の19方 に分割して 定した． 定し

たデー はSTL 式として した．製作した は

22 の室 で直 光の たらない 下で し

た． 定間 は，製作直後，24時間後，3 後，1 間

後の計4 とした．STLをCAD ア（spGuage,

ア コス）上でス ン デ を基 に 合

ることで の 時的変 量の 定を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　3D ン ーによって製作した の 時的変 量

は，24時間後に咬合 で 大 0.051mm 度であっ

たが，その後は有意な 差を認めなかった．今 の

実験で された 差はセ ン ス ースや調整で対

能な 差ではあるが，ス ー 定のイン ラン

の 数歯の補綴な では大 な調整が必要になる

能性が された．上 より，3D ン ーで製作さ

れた は， やセ ン 定の補綴装置につい

ては前装 の 工作 期間中に る変 は臨床

度に ないことが された．
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質と同 硬さをもつ 法用新材料の 製と歯
の作製

　○ 山美 　　

1,2)，　 田　 　　

2)，　正 　　

1)，　 川 　　

1)，　 水博史　　

2)

　

1) 歯科大学口腔 ーシ ン学分野，　

2) 歯科大学 材料学分野

Development of a novel composite material with hardness comparable to human enamel for additive
manufacturing method and production of crown restoration
Sodeyama M1,2), Ikeda H2), Masaki C1), Hosokawa R1), Shimizu H2)

1)Division of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental University, 2)Division of Biomaterials,
Kyushu Dental University

Ⅰ． 目的

　現在，歯 用材料として，金 ， 合材料を

レジンおよ セラ スが用いられているが，

質と同 硬さをもつ実用的な材料は にない．

一方，3D ン を用いる 法は立 を

作製する 方式の とつで，作製 能な の自

由度が高い くの 点をもつため， のデジ

として期 されている．しかしながら，3D
ン で が 能な材料は少なく， 終補綴 と

して口腔内で使用で る材料はさらに られる1)．そこ

で本研究では，優れた 学的 合性を有する歯

科材料開発の一 として， 質と同 硬さをも

つ3D ン 能な新材料を 製し，これを用いて歯

の作製を試みた．

　

Ⅱ． 方法

　 ノ イ のシ 本 ア ジ )， ノマー

TEGDMA，HEMA)，有機 およ 光 感 を所

定の 量比で 合して， 光で硬化する前

を調整した．この前 を用いてス レ

ラ ー SLA)方式の光 3D ン Spark
Maker SLA 3D，WOW Innovation Technology)で

し た ． 用 い た STL デ ー は ， 3D-CAD
FUSION 360 CARES Visual software)で作 し

た．3D ン した は， 工用光 合 にてポ

ス アを10分間行い，80 にて24時間 後，1,

150 で して ノ 質シ を得た．得られた

ノ 質シ の をシラン ン -

MPTS)でシラン 理した後，TEGDMA，UDMAおよ

化ベン イ の 合 を 透さ ，80 に

て24時間加 合さ ることにより 終的に歯

用の 合 を得た．

　 合 の 学的性質は， ース硬さ，3点

さおよ 性 数で評価した ISO6872 2008)．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 の前 を検討した結果，シ を

50wt とした場合に，光 が 能な前 が

得られた．この前 を用い，3D ン で歯

に し， 後にレジンを 透さ ，これを

合することによって ラ ンが作製で た 図1)．本材

料は， ノシ にレジンが 透した

をもつ 合 である．この 合 の ース硬さは

280で， 質 270-366)2)に い が得られた

図2)．3点 さは 140MPaで， 要 の

歯用CAD CAM における 基 3)である

100MPaを上 っていた． 性 数は 13GPaで，

質より さく象 質に い であった．

　今後，ジ コ ア や の 能性 ノマーの

の を試み， 質により い 学的

性質をもつ材料の を目 す．

　

Ⅳ． 文献

1） Marion D，Lieven R，Jean-Christophe H，et al.
Stereolithography: A new method for processing
dental ceramics by additive computer-aided
manufacturing．Dent Mater 2017 ; 33 : 477-485.

2） 歯科 材調査研究委員会. 歯科 材料に

まれる 理的・機 的性質の 正 について.
歯材  1997 ; 16 : 555-562

3） 本歯科材料工 同 合 (JDMAS 245 :
2017)

　

　

図1 3D ン で した 質と同 硬さと

実用 度をもつ ラ ン

図2 新 合材料と 質の硬さ比較
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質と同 硬さをもつ 法用新材料の 製と歯
の作製

　○ 山美 　　

1,2)，　 田　 　　

2)，　正 　　

1)，　 川 　　

1)，　 水博史　　

2)

　

1) 歯科大学口腔 ーシ ン学分野，　

2) 歯科大学 材料学分野

Development of a novel composite material with hardness comparable to human enamel for additive
manufacturing method and production of crown restoration
Sodeyama M1,2), Ikeda H2), Masaki C1), Hosokawa R1), Shimizu H2)

1)Division of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental University, 2)Division of Biomaterials,
Kyushu Dental University
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レジンおよ セラ スが用いられているが，

質と同 硬さをもつ実用的な材料は にない．

一方，3D ン を用いる 法は立 を

作製する 方式の とつで，作製 能な の自

由度が高い くの 点をもつため， のデジ

として期 されている．しかしながら，3D
ン で が 能な材料は少なく， 終補綴 と

して口腔内で使用で る材料はさらに られる1)．そこ

で本研究では，優れた 学的 合性を有する歯

科材料開発の一 として， 質と同 硬さをも

つ3D ン 能な新材料を 製し，これを用いて歯

の作製を試みた．

　

Ⅱ． 方法

　 ノ イ のシ 本 ア ジ )， ノマー

TEGDMA，HEMA)，有機 およ 光 感 を所

定の 量比で 合して， 光で硬化する前

を調整した．この前 を用いてス レ

ラ ー SLA)方式の光 3D ン Spark
Maker SLA 3D，WOW Innovation Technology)で

し た ． 用 い た STL デ ー は ， 3D-CAD
FUSION 360 CARES Visual software)で作 し

た．3D ン した は， 工用光 合 にてポ

ス アを10分間行い，80 にて24時間 後，1,

150 で して ノ 質シ を得た．得られた

ノ 質シ の をシラン ン -

MPTS)でシラン 理した後，TEGDMA，UDMAおよ

化ベン イ の 合 を 透さ ，80 に

て24時間加 合さ ることにより 終的に歯

用の 合 を得た．

　 合 の 学的性質は， ース硬さ，3点

さおよ 性 数で評価した ISO6872 2008)．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 の前 を検討した結果，シ を

50wt とした場合に，光 が 能な前 が

得られた．この前 を用い，3D ン で歯

に し， 後にレジンを 透さ ，これを

合することによって ラ ンが作製で た 図1)．本材

料は， ノシ にレジンが 透した

をもつ 合 である．この 合 の ース硬さは

280で， 質 270-366)2)に い が得られた

図2)．3点 さは 140MPaで， 要 の

歯用CAD CAM における 基 3)である

100MPaを上 っていた． 性 数は 13GPaで，

質より さく象 質に い であった．

　今後，ジ コ ア や の 能性 ノマーの

の を試み， 質により い 学的

性質をもつ材料の を目 す．
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dental ceramics by additive computer-aided
manufacturing．Dent Mater 2017 ; 33 : 477-485.
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P- セ ン 定の ラ ンとイン ラン ア ン の ー
ー スによる分

　○山 　進，　山 一

中国・ 国 部

Separation of cement fixed crown and implant abutment by auto furnace

Yamane S, Yamane K
Chugoku/Shikoku Branch

Ⅰ． 目的

　イン ラン 上部 のセ ン 定されたジ コ

ア ラ ンとア ン の分 が，上部 破折な

の合 症で必要になることがある．その場合，

CAD CAMで作製されたものであれ ，そのデー

を 用し，ジ コ ア ラ ンに を開け，ア ン

のア セス ー の り口を し し，イン ラン

から上部 を し1)，さらに 理してこれらを分

することも 能である． 者らはセ ン 定された

ジ コ ア ラ ンとア ン を ー ー ス

の 時間10分， 内 時間10分とし，分

で る 内 度を以前検 した．その結果， 内

度は合着セ ン の場合350 ，イン ラン 用 着セ

ン の場合は400 で分 で た．今 ，1） 内

度を一定にし， およ 内 時間を変えた時

のセ ン の検 を行った．2）それをもとに，さら

に 時間で，分 が るか うかを検 した．

　

Ⅱ． 方法

　ジ コ ア ラ ンとア ン は臨床のイン ラ

ン 作 か ら ， ス ー マ ン 社 製 ア ー

（ Straumann®
 Cares®

 ）CADCAMの同 デー で

製作した．セ ン は合着セ ン である ラスアイ ノ

マーセ ン （ジーシー ジ ー ン
® EX ）とイン

ラン 用 着セ ン であるレジンセ ン （ レ アイ

ン ラン セ ン ）を使用した． ー スはデ

マ 社 製 （ イ ） ス マ 3001
（AUSTROMAT3001）を使用した． めに，セ ン の

理による 質的変化を の方法で調 た．  

内 度を合着セ ン では350, 400 , イン ラン 用

着セ ン では400 に 定した．  一定 度に

した時点から，予め ，硬化した5 の合着セ ン

は5 のイン ラン 用 着セ ン を た

の が上 し， 内に 全に るまでの時間

を0,2,4,6,8,10分に 定した．  定めた 時

間に対して． 内 時間を2,4,6,8,10分と 定し

た．  内 後，5 のセ ン を取り し，自然

して， ライ ーで した．その時のセ ン

の を ， ， 能に評価分

した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 内 時間が2分の場合，合着セ ン 350 ，イ

ン ラン 用 着セ ン 400 では 時間全

から見ると 能が優 を め，合着セ ン

400 では が優 を めた． 内 時間が

10分の場合，合着セ ン 350 では が優 を

め，合着セ ン 400 ，イン ラン 用 着セ ン

400 では全て であった．すな ち， 内 度

が350 から400 へ，また 時間が ， 内

に くなれ ， が える にあった．セ ン

が 内 度と 時間（ およ 内）によっ

て 質的変化を こし， 能， ，

へと変化し，セ ン することが かった．5
全てが であったのは，合着セ ン の350 の

場合， 内が10分で， 8分と10分の場合のみであ

り，400 の場合， 内4分（ 4,6,8,10分）， 内6
分以上は には関 なかった．イン ラン 用 着

セ ン の 内400 の場合， 内8分（ 8，10
分）， 内10分では は関 なかった．5 全部が

の時間（ 内）を 全にセ ン が

した時間とみなし，ジ コ ア ラ ンとア ン

の分 が 能あると考えられた．5 全部が の

時間（ 内）は，合着セ ン 350 で，18
分（8分 10分）,　400 で，6分（0分 6分），イン ラ

ン 用 着セ ン 400 で，10分（0分 10分）であっ

た．実際に ー ー スを 用してこの 時間

で実験すると に分 で た．臨床において，ジ

コ ア ラ ンとア ン の分 する必要が て

た場合，セ ン 材料が 明であっても，実験の結

果から， 内400 で， ，い なり 内

時間10分で，分 が になり，臨床 用で

る．

　

Ⅳ． 文献

1） 由 ，山 一，山 進：セ ン 合着され

たジ コ ア ラ ン ジ 方法につい

て 口腔イン ラン ，31，E87−88，2018．
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化学合 吸 性GBR ン レンのin vitro,in vivo評価

○ 口 ，山中 ，

株式会社ジーシー

In vitro and in vivo evaluation of chemicaly synthetic resorbable membrane for GBR

Sakaguchi Y, Yamanaka K, Kumagai T
GC Corporation

Ⅰ． 目的

　非吸 性GBR ン レンは 実な ア性を有する

一方で のため2 が必要であり患者への

が大 い．また吸 性コラー ン ン レンはGBR
法において広く使用さ ているが， 由

料による の病 ス を 定で ない．そこで，

は化学合 のL-ラ と - ラ ンか

ら される吸 性GBR ン レン（GMEM-B2）を開

発し，歯 ，イン ラン での 取得を目 し

ている．GMEM-B2は， 期の吸 期間と 性，

性を特 とする．本研究では，GMEM-B2の 性

およ 吸 期間の評価さらに 試験における有効

性を評価した．

Ⅱ． 方法

・ っ り さ試験

GMEM-B2およ PLGA ン レン ジーシー ン

レン，株式会社ジーシー)を2 mm 15 mmの試験

とし，つかみ治 間 12 mmでレ ー ーに 定

し， っ り 度20 mm minで し破 するまでの

度変化を観察した．

・In vitro吸 試験

ISO15814 1999に従って実施した．GMEM-B2およ

PLGA ン レン ジーシー ン レン，株式会社

ジーシー)を 13 mmの試験 とし，37 ，pH 7.4の

ン に した n 4)．4あるいは8 お に，それ

ぞれの試験 を ， し，試験 の 量を

定し， 量が50 となるまでの期間を比較し

た．

・ 試験

AAALAC認 施 にて実施した． ー の

下顎前 歯部に3 性 10 4 5 mm)を作

製し， 補 材 イ ランス ラ ー ,株式会社

ジーシー)を した． 部 を ン レン（GMEM
B2あるいはPLGA ン レン ジーシー ン レン，

株式会社ジーシー)）で被 し歯 を した．12
の治 後，マイ CT 学的評価を実施し

た．

Ⅲ． 結果と考察

　 っ り さ試験からGMEM-B2はPLGA ン レン

より な性 を有し， 10 の が 能であっ

た．In vitro吸 試験から，それぞれの吸 期間は

GMEM-B2は 29 ，PLGA ン レンは13 であ

り，GMEM-B2はより い吸 期間を した． 実

験から，全ての ン で 症の は 認され

，新 はGMEM-B2は59 ，PLGA ン

レンは34 であった．これらの結果から，GMEM-B2
は， のための十分な期間ス ース イ ン

が 能であり， を効果的に ポー したと考

えられる．

（倫理審査委員会名： ム ー株式会社　 実験倫

理委員会，委員会番号：-，承認番号：17-H089）

図1. in vitro吸 試験

図2. 標本画像
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P- 上顎イン ラン ー ーデン ーに る みに関
する の
　○ 村優一，　高 ，　 田 ，　 一

大 大学大学院歯学研究科顎口腔機能 学  有床義歯補綴学・高齢者歯科学分野

Effect of factors related to strain on maxillary implant overdenture

Nishimura Y, Takahashi T, Gonda T, Ikebe K
Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School
of Dentistry

Ⅰ． 目的

　イン ラン ー ーデン ー（以下IOD）は，従

の全部床義歯では を得られなかった患者に対

して することで，口腔機能が高くなることが報 さ

れている1)．しかし，上顎IODは，下顎IODと比較して

学的な ラ が いとされている．IODの 学的

な を防 ためには， ー ーデン ーやイン

ラン の変 が少ない補綴装置を 計する必要があ

る．下顎IODは，2本のイン ラン を とすることが

されているのに対して，上顎IODの 計について

は，明 にされていない．

　上顎IODの 計で考 する点のうち，イン ラン や

ー ーデン ーの変 に を す とし

て， ー ーデン ーの口 部の ，補

の有 ，イン ラン の本数や配置，ア ン の

や 結様式な が報 されているが，それぞれ

の の 度について検討した報 はない．

　そこで本研究では，上顎IODにおいてイン ラン な

ら に ー ーデン ーに る みに を

す と，その を明らかにすることを目的と

して 分析を用いて検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　 の上顎 歯顎 に， 顎堤 を装着し

たものを実験用 とし，イン ラン に4 の み

ージを 付し，実験用 の 前歯部， 歯

部，大 歯部に計6本 定した．実験用 に 合

する上下顎全部床義歯を製作し，実験用義歯とし

た．実験用義歯には，研 の と口 の正中

の2か所に み ージを 付した．

　 定に用いた は，（1）実験用義歯の口 部の

被 の有 ，（2）実験用義歯の補 の有 ，（3）

イン ラン の本数・配置（4本・前歯部 歯部，4
本・前歯部大 歯部，4本・ 歯部大 歯部，6
本），（4）イン ラン の 結の有 とした．上下顎の

実験用 に実験用義歯を装着し， 98Nの 直

を加え，イン ラン およ ー ーデン ーに

る みを 定した．

　各 の 度を検討するために， 分析に

よる解析を行った．目的変数は，イン ラン なら に

実験用義歯に る みとし，説明変数には口

部の被 の有 ，補 の有 ，イン ラン の本

数・配置，なら にイン ラン の 結の有 を，

ー変数として し，解析を行った． 計学的有

意水 は5 とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 分析の結果， の を調整した上でも，各

は，イン ラン なら に ー ーデン ーに

る みと有意な関 を認めた．また，口 部を

被 すること，補 を すること，イン ラン

を6本用いること，なら にイン ラン を 結すること

は，イン ラン なら に ー ーデン ーに る

みを さくすることが された． みへの

度を す標 化 数は，全ての部 のイン

ラン なら に実験用義歯の において，イン ラ

ン の 結が も大 い を し，実験用義歯の口

においては，口 部の被 が も大 い を し

た．

　口 部を被 すること，なら に補 を す

ることにより， ー ーデン ーの 性が高くなり，

イン ラン と ー ーデン ーに る みが

さくなったと考えられる．イン ラン の本数が え

ることで，それぞれのイン ラン に加 る機能 は分

散され， みが さくなり，また，ア ン によ

り， ー ーデン ーの変 が され， みが

さくなったと考えられる．また，イン ラン を 結す

ることでイン ラン が 定され， みが さくなり，

ーア ン を用いることで， ー ーデン

ーの変 が され， みが さくなったと考

えられる．

　本研究の結果より，上顎 歯顎患者におけるイン

ラン ー ーデン ーを 計する際に，口 部を

被 すること，補 を すること，イン ラン

を6本用いること，なら にイン ラン を 結すること

は，それぞれ 立してイン ラン およ ー ーデ

ン ーに る みを し， 学的 ラ を

防 し，口腔機能の 下を予防する 能性が され

た．

　

Ⅳ． 文献

1） Zembic A, Wismeijer D. Patient-reported
outcomes of maxillary implant-supported
overdentures compared with conventional
dentures. Clin Oral Implants Res. 2014;25:
441-50.
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ジーセムONE EM のイン ラン 用材料に対する 着性能

　○藤見 史，　

株式会社ジーシー　研究所

Bonding property of a self-adhesive resin cement ‘G-CEM ONE EM’ to implant materials.

Fujimi A, Kumagai T
GC Corporation, Research and Development dept.

Ⅰ． 目的

　現在，イン ラン 用材料として ンやジ コ ア

が用いられており，それらのア ン に上部

を 着さ る際， ライマーが 要なセ ア ー

シ レジンセ ン は有用な の一つである．上

部 の材質としては，光の透 性が いものが

いことから，レジンセ ン に光 をしない場合の

着性が 要になると考えられる．

　そこで，本研究では，セ ア ーシ レジンセ

ン ジーセムONE EM （株式会社ジーシー）を用い

て，化学 合時のイン ラン 用材料に対する 着性

について調査した．

　

Ⅱ． 方法

　被着 には ン T-ア イM （株式会社ジー

シー），ジ コ ア Aadva Zirconia ST （株式会社

ジーシー）， 着材にはセ ア ーシ レジンセ

ン ジーセムONE EM およ A社，B社製 を用い

て 着試験を行った．

　各材料をア レジンで し，被着 をSiC 120
耐水研 にて研 した後，ア ン ラス

理（0.4MPa，ア 50 m）を行い，被

着 に さ0.1mm， 3.0mmの をあけた ン

ー を 付して 着 を 定した． したセ

ン を，ア ン ラス 理を同様に行った

10mmのス ンレス に し，被着 に10Nの

で10 間かけて したのち，ス ンレス

の セ ン を した．その後，37 水中に24
時 間 し た 24 時 間 後 と ， ー マ

（5 -55 水中，各30 間 を1 イ ）後の

5000TC を 着試験 とした． 着 さは

ー ラ  ス ス ー 1 mm min)にて

定した（n 8）．また，光 の有 における3点

試験（ISO4049）を実施した（n 8）．得られた結果は一

元配置分散分析（Tukey test p 0.05）にて 計 理を

実施した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　図1の 着試験結果より，ジーセムONE EM
は ンおよ ジ コ アのい れに対しても，高い

着耐 性を有していた．さらに，図2の3点 試験

結果より，光 の有 に関 ら 高い さが

認で た．高い 着耐 性の要 としては，数 の

化学 合開 材により効 的にラジ が発 し，

光 をしない場合でも優れた硬化性が得られたた

め と考えられる．

　以上より，ジーセムONE EMは光 をしない場合

において，硬化性が高く，それによりイン ラン 用材

料に対する 着耐 性も高いことが分かった．

　

　

図1　 着試験結果

図2　3点 試験結果
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2) 本大学歯学部 合歯学研究所高度 療研
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3) 関 部，　
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Influence of different luting agents on fracture loads of implant-supported zirconia prostheses after artificial
aging
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Ⅰ． 目的

　光透 性が高く，審美性に優れた高透光性ジ コ

ア（以下，Y-PSZ）セラ スが開発され， ノ シ

での臨床 用が 能になった．これまでの研

究において，イ ア 定化正方 ジ コ ア 結

（以下，Y-TZP）補綴装置の破 度は装着材

料の に されないと報 されている1)．また，

Y-PSZ補綴装置において，加 化試験を行 ない

では，レジン 装着材料が従 の歯科用セ

ン と比較して高い破 度を すことが されてい

る2)．しかし，Y-PSZ補綴装置の 期耐 性について

検討した報 は少ない．そこで本研究では， なる

の装着材料がイン ラン ジ コ ア補綴装置

の加 化試験後の破 度に す を明ら

かにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　下顎 一 歯 に対するイン ラン 治療を

定し， 合レジンにイン ラン を し，

ン製ア ン を装着した．補綴装置として， 高

透 光 性 PSZ （ Katana Zirconia STML, Kuraray
Noritake Dental）を さ2.0 mmの としたもの

（以下，MPZ群）， Y-TZP（Katana Zirconia HT,

Kuraray Noritake Dental）を0.5 mmの さで レーム

ー に使用し，前装陶材（Cerabien ZR, Kuraray
Noritake Dental）を1.5 mmの さで前装したもの（以

下，PLZ群）の2 を用いた．装着材料として，レジ

ン 装着材料（以下，RLA）， ラスアイ ノマーセ

ン （以下，GIC）およ ン セ ン （以下，

ZPC）を用いた．

　補綴装置を製作後，内 に対して平均 50 µm
のア を用いて， 0.2 MPa， 10
mmで10 間 ラス 理を行った．さらに，RLAで

は，補綴装置内 とア ン 表 に対し ライ

マー 理を行い，Panavia V5 Universal（Kuraray
Noritake Dental）を用いて装着した．GICではKetac
Cem Easymix（3M Deutschland）を，ZPCではElite
Cement 100（GC）を用いて装着した．

　装着材料の違いが加 化試験後の破 度に

す を検討するため，装着した試料を加

化試験の有， の二つに分け破 度試験を行っ

た．加 化試験を行 ない ー は37 製水

中にて24時間 を行った．加 化試験を行った

ー は水中 イ 1 およ り し

120 を した．破 度試験は，咬合 中

に およ ス ンレス ー （直 ：4 mm）を

置し， 能試験機を用いて，各試料が破 されるま

で， 的 を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　MPZ群において加 化試験を行った ー の

破 度（RLA，GICおよ ZPC 3.25，2.86およ 2.

65 kN）は，加 化試験を行っていない ー

（RLA，GICおよ ZPC 3.99，3.48およ 3.31 kN）と

比較して有意に い破 度を した．またMPZ群

において，加 化試験の有 にかか ら ，RLA
がGICおよ ZPCと比較して有意に高い破 度を

した．

　以上の結果から，加 化試験により補綴装置ある

いは装着材料が 化したため，破 度が 下した

と 察される．また，RLAを用いて装着した補綴装置

は，GICあるいはZPCで装着した補綴装置と比較し

て，補綴装置とア ン が一 化したため，加

化試験の が少なく，高い破 度を したと

考えられる．

　

Ⅳ． 文献

1） Komine F, Blatz MB, Matsumura H. Current
status of zirconia-based fixed restorations. J Oral
Sci 2010; 52: 531-539.

2） Moriya Y, Komine F, Honda J, et al Effect of
luting agent type on fracture loads of implant-
supported ceramic premolar prostheses. Dent
Mater J 2019 (in press).
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Ⅰ． 目的

　 年，イン ラン 治療は補綴治療において か

ない の一つとなっており， 期 定およ

セ イン レーシ ンの 期化が大 な となっ

ている．イン ラン の硬 期

には材料表 の性 なら に れ性が く関 して

いることが報 されている．しかし，表 質を施した

ン金 材料表 上で セ イン レーシ

ンに関 する ンパ 質や が のような 時的な

を すのかを検討している報 は少なく， 的

な ムに関しては解明されていない．本実験の

目的はセン 表 への ノ ラムレベ の付着量を

ア イムに 定で るQCMシス ムをイン ラン

材料に 用し，材料表 に 水性を付 することの

能なUV 理 大 ラ マ 理を行った

ン金 表 上での ンパ 質の吸着 を比

較・検討することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 のTi QCMセン （initium社製）に15分間UV
を 行 っ た も の を 実 験 群 1 ， Ti QCM セ ン に

piezobrush® PZ2-i（ア ス社製）にて10mmの間 を

あけて30 間大 ラ マ したものを実験群

2，そして 理のTi QCMセン を対 群とした．Ti
QCMセン に付着さ る ンパ 質は200 g ml
シ ア ン（Wako社製）と500 g ml

ン（Nacalai Tesque社製）を使用した．

実験群1，実験群2，対 群のTi QCMセン を装置

に装着し， ラスセ に ン を500 l れ，

25 に 定した後， シ ア ンと

ンを5µl つ 下し， 数の 時的

変化を60分間観察した． 定は各3 つ行い，60
分間後の計 に対して一元配置分散分析により

計 解 析 を 行 っ た ． も し 有 意 差 を 認 め た 場 合 ，

Bonferroniの 比較によって検討を行った．なお，

有意水 は5 とした．

各 ンパ 質の付着した各 ン金 QCMセ

ン の表 性 の違いを 査 X 光 光分析

装 置 （ XPS ： PHI-X tool ULVAC-PHI 社 製 ） と

Contact Angle System （ DSA10Mk2 Drop Shape
Analysis  KRUSS社製)を用いて評価を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　UV 理およ 大 ラ マ 理を施した

ンQCMセン 材料表 はCの ー の しい 下お

よ 水性を した．QCM解析の結果，実験群1と

実験群2は対 群と比較して有意に高い シ ア

ンと ンの付着を認めた．

実験群1と2間では ンパ 質 下直後で大 な

数の 下を認め，その後も数 の 下を した

ものの，30分と60分で大 な数 の差は認めなかっ

た．XPS分析の結果により，実験群1と実験群2は対

群と比較して ンパ 質の 元 である （C）と

（O）の大 い ー を認め， セ イン

レーシ ン関 ンパ 質の な 着を認めた．

水性を施した材料表 には ンパ 質が 直後に

期に 着し，その後の硬 分化 およ

セ イン レーシ ンの 期化に関 する 能性が

QCM解析の結果 された．

　これらの結果より，UV 大 ラ マ

を行うことで ン金 の表 性 を すること

で ンパ 質の付着量を 加さ る作用があることが

された．今後， を 用した 時的検討

を行う予定である．

　

Ⅳ． 文献

1） Tashiro Y, Komasa S, Miyake A, et al.Analysis
of titania nanosheet adsorption behavior using a
quartz crystal microbalance sensor. Advances in
Materials Science and EngineeringVolume 2018.
https://doi.org/10.1155/2018/7461245
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Ⅰ． 目的

　 年，イン ラン 治療は補綴治療において か

ない の一つとなっており， 期 定およ

セ イン レーシ ンの 期化が大 な となっ

ている．イン ラン の硬 期

には材料表 の性 なら に れ性が く関 して

いることが報 されている．しかし，表 質を施した

ン金 材料表 上で セ イン レーシ

ンに関 する ンパ 質や が のような 時的な

を すのかを検討している報 は少なく， 的

な ムに関しては解明されていない．本実験の

目的はセン 表 への ノ ラムレベ の付着量を

ア イムに 定で るQCMシス ムをイン ラン

材料に 用し，材料表 に 水性を付 することの

能なUV 理 大 ラ マ 理を行った

ン金 表 上での ンパ 質の吸着 を比

較・検討することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 のTi QCMセン （initium社製）に15分間UV
を 行 っ た も の を 実 験 群 1 ， Ti QCM セ ン に

piezobrush® PZ2-i（ア ス社製）にて10mmの間 を

あけて30 間大 ラ マ したものを実験群

2，そして 理のTi QCMセン を対 群とした．Ti
QCMセン に付着さ る ンパ 質は200 g ml
シ ア ン（Wako社製）と500 g ml

ン（Nacalai Tesque社製）を使用した．

実験群1，実験群2，対 群のTi QCMセン を装置

に装着し， ラスセ に ン を500 l れ，

25 に 定した後， シ ア ンと

ンを5µl つ 下し， 数の 時的

変化を60分間観察した． 定は各3 つ行い，60
分間後の計 に対して一元配置分散分析により

計 解 析 を 行 っ た ． も し 有 意 差 を 認 め た 場 合 ，

Bonferroniの 比較によって検討を行った．なお，

有意水 は5 とした．

各 ンパ 質の付着した各 ン金 QCMセ

ン の表 性 の違いを 査 X 光 光分析

装 置 （ XPS ： PHI-X tool ULVAC-PHI 社 製 ） と

Contact Angle System （ DSA10Mk2 Drop Shape
Analysis  KRUSS社製)を用いて評価を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　UV 理およ 大 ラ マ 理を施した

ンQCMセン 材料表 はCの ー の しい 下お

よ 水性を した．QCM解析の結果，実験群1と

実験群2は対 群と比較して有意に高い シ ア

ンと ンの付着を認めた．

実験群1と2間では ンパ 質 下直後で大 な

数の 下を認め，その後も数 の 下を した

ものの，30分と60分で大 な数 の差は認めなかっ

た．XPS分析の結果により，実験群1と実験群2は対

群と比較して ンパ 質の 元 である （C）と

（O）の大 い ー を認め， セ イン

レーシ ン関 ンパ 質の な 着を認めた．

水性を施した材料表 には ンパ 質が 直後に

期に 着し，その後の硬 分化 およ

セ イン レーシ ンの 期化に関 する 能性が

QCM解析の結果 された．

　これらの結果より，UV 大 ラ マ

を行うことで ン金 の表 性 を すること

で ンパ 質の付着量を 加さ る作用があることが

された．今後， を 用した 時的検討

を行う予定である．

　

Ⅳ． 文献

1） Tashiro Y, Komasa S, Miyake A, et al.Analysis
of titania nanosheet adsorption behavior using a
quartz crystal microbalance sensor. Advances in
Materials Science and EngineeringVolume 2018.
https://doi.org/10.1155/2018/7461245
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Ⅰ． 目的

　 年，高齢者人口の 加と 高齢化により，歯科お

よ 整 科用イン ラン の 要は に て

いる． 高齢社会の により， の に って

全身 患の 加 年の 性 症の 患患者に

対するイン ラン 治療の 効果なら に 期

定性が められるようになって ている．

　 ン金 ン合金はその機 特性，耐

性や高い 合性の特性から歯科およ 整

科用イン ラン 材料として広く使用されている．し

かしイン ラン と との間に の がみられ

る やイン ラン に が頻 に発 す

るな ，いま くの が横た っている．このた

め，高齢患者に対する優れた 効果は い

と考えられている． の の研究では ン金

へUV 理を付 することで硬 分化 能を

上さ る 能性を した1)．本研究ではUV 理

した ン金 表 における −
の 互作用に着目し， デ ン の 新

たな ムの提 について検討する．

　

Ⅱ． 方法

　実験材料として研 した のJIS2 ン金

を使用し，実験群としてUV シ 機株式会社社

製) した ン金 を，対 群としてUV
ン金 を使用した．

　表 評価方法は実験群 対象群における

ン金 の表 を 査

SEM，SPM)で観察し，表 元 分析

をX 光 分光法 XPS)にて解析した．また，各群

表 における 水に対する を 定した．

　 In vitro評価方法はマ スマ ージ

RAW 264.7)を用い， を各群材料上に ・

し， の 期 着について評価を行った．また，

RAW264.7 ラ の 間 rBMMSCs)を
各群材料上に 同 し，RAW264.7における

rBMMSCsのALP 性， シ ム 量並 に

レベ を 定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEM SPMの所見では，UV 理により変化を認

めなかった．XPSの結果ではUV 理 ン金 で

はC1s ー が下がった． の結果では，UV
理した ン金 では 水性を した．

　 期 着の結果により，全ての計 時間にお

いて実験群で対 群と比較して 計学的に有意に

い を した．RAW264.7 に対する評価では，実

験群ではRAW264.7 をM2 の分 に 進し，

症 関 の発現量が有意に高い

を した．また，RAW264.7 ラ の 間

rBMMSCs)の 同 の結果により，実験群で

rBMMSCsのALP 性， シ ム 量

関 発現が有意に高い を認めた．

　以上の結果により， ン金 表 へUV 理す

ることで材料表 に優れた 調 特性を さ

，ラ の 間 の硬 分化 能を

上さ ることを明らかにした．本研究の結果から，優れ

た 調 特性を える理 的なイン ラン 材料

の開発が期 される．

　

Ⅳ． 文献

1） Zhang H, Komasa S, Mashimo C, etc. Effect of
ultraviolet treatment on bacterial attachment and
osteogenic activity to alkali-treated titanium with
nanonetwork structures. International journal of
nanomedicine. 2017; 12: 4633.
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Ⅰ． 目的

　イン ラン が な を 得するためには，イン

ラン への 期機能 およ 期的咬合

が 要となる．そのためには， セ イン レー

シ ン 得までの期間は 期であることが ましい．

セ イン レーシ ンの 得期間 には材料

表 の性 なら に れ性が く関 していることが

報 されている． は ン金 へ ア

理を施すことで材料表 に ノ （TNS）が析 さ

れ，ラ の 期 着およ 硬 分化

の 上に有用であることを明らかにした1,2)．そこで

材料表 に 水性を付 する大 ラ マ 理

に 目した．本研究では ノ 析 ン金

表 に大 ラ マ 理を施すことがイン ラン

に える について検討した．

　

Ⅱ． 方法

　実験材料として のJIS2 ン金 ン

およ ンス ーを使用し， ア 理に

より ノ を析 さ ラ シ （株式会社ア

ス社製）にて材料表 に均一に大 ラ マ

理を施したものを実験群， ノ のみを析 したも

のを対 群として使用した． ノ の析 には10M
の水 化 ム水 に し，自然 さ

た，析 さ た．試料の表 はSEMにて観察

し，試料表 における元 分析をXPSにて分析し，材

料表 の を 水を用いて，解析した．

　 後8 齢のSD 性ラ 大 から 間

を し， し，3 目を各 試料上に

した． 開 1，3，6，24時間の各群における

着数の比較， 後7，14 後のALP 性お

よ 21，28 後の シ ムの析 量を 定した．

開 14 後の より 後得られた

mRNAよりBMP2 mRNA，OCN mRNAの 発現

について比較・検討した．

　また， 後8 齢のSD 性ラ の 大 に試料

を した． 後1，4，8 に 光 を し

た． 8 後のラ を さ ，大 を 取

し，Mirco-CTを用いて検討した．大 を 定

後， ラ の を作製し， 学的に観察

を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEMによる観察結果では，実験群およ 対 群で

ノ ー ーレベ の 目 と 察される が

された．XPS解析では，実験群でC1sの ー が

少していると にOH基が えていることが明らかとなっ

た．また，実験群の ン金 表 は 水性を

すことが明らかとなった．全ての計 時間でALP
性， シ ム析 量，OCN mRNA, BMP mRNAの

発現が有意に高い を した．

　 学的解析により，実験群の画像では新 の

明な が認められた．また，BA，BICおよ LBA
の解析 は1，4，8 のす ての計 デー において

実験群で対 群と比較して 計学的に有意に高い

を した．これは実験群で硬 の 量が いこ

とを し，大 ラ マ 理により ノ が す

高度の硬 分化 能を に 上さ ることが考

察される．

　以上の結果により， ノ 析 ン金 表

に大 ラ マ 理を施すことは 合性の

上に有用であることが明らかとなった．

　

Ⅳ． 文献

1） Komasa S, Taguchi Y, Tanaka M. Bioactivity of
Nanostructure on Titanium Surface Modified by
Chemical Processing at Room Temperature. J.
Prosthodont. Res. 2012 56：170-177．

2） Su Y, Komasa S, Okazaki J. Characterization
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Structure Fabricated on Ti6Al4V Alloy.J
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ア 理を施した材料への大 ラ マ 理が
合性に える

　○ 　 ，　 正　 ，　 　敏，　 ンシ ン，　吉 ，　 定

大 歯科大学歯学部　 歯 補綴咬合学

Influence of plasma treatment on alkali-modified titanium surface on biocompatibility

Zeng Y, Komasa S, Li M, Yan S, Yoshimine S, Okazaki J
School of Dentistry, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　イン ラン が な を 得するためには，イン

ラン への 期機能 およ 期的咬合

が 要となる．そのためには， セ イン レー

シ ン 得までの期間は 期であることが ましい．

セ イン レーシ ンの 得期間 には材料

表 の性 なら に れ性が く関 していることが

報 されている． は ン金 へ ア

理を施すことで材料表 に ノ （TNS）が析 さ

れ，ラ の 期 着およ 硬 分化

の 上に有用であることを明らかにした1,2)．そこで

材料表 に 水性を付 する大 ラ マ 理

に 目した．本研究では ノ 析 ン金

表 に大 ラ マ 理を施すことがイン ラン

に える について検討した．

　

Ⅱ． 方法

　実験材料として のJIS2 ン金 ン

およ ンス ーを使用し， ア 理に

より ノ を析 さ ラ シ （株式会社ア

ス社製）にて材料表 に均一に大 ラ マ

理を施したものを実験群， ノ のみを析 したも

のを対 群として使用した． ノ の析 には10M
の水 化 ム水 に し，自然 さ

た，析 さ た．試料の表 はSEMにて観察

し，試料表 における元 分析をXPSにて分析し，材

料表 の を 水を用いて，解析した．

　 後8 齢のSD 性ラ 大 から 間

を し， し，3 目を各 試料上に

した． 開 1，3，6，24時間の各群における

着数の比較， 後7，14 後のALP 性お

よ 21，28 後の シ ムの析 量を 定した．

開 14 後の より 後得られた

mRNAよりBMP2 mRNA，OCN mRNAの 発現

について比較・検討した．

　また， 後8 齢のSD 性ラ の 大 に試料

を した． 後1，4，8 に 光 を し

た． 8 後のラ を さ ，大 を 取

し，Mirco-CTを用いて検討した．大 を 定

後， ラ の を作製し， 学的に観察

を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEMによる観察結果では，実験群およ 対 群で

ノ ー ーレベ の 目 と 察される が

された．XPS解析では，実験群でC1sの ー が

少していると にOH基が えていることが明らかとなっ

た．また，実験群の ン金 表 は 水性を

すことが明らかとなった．全ての計 時間でALP
性， シ ム析 量，OCN mRNA, BMP mRNAの

発現が有意に高い を した．

　 学的解析により，実験群の画像では新 の

明な が認められた．また，BA，BICおよ LBA
の解析 は1，4，8 のす ての計 デー において

実験群で対 群と比較して 計学的に有意に高い

を した．これは実験群で硬 の 量が いこ

とを し，大 ラ マ 理により ノ が す

高度の硬 分化 能を に 上さ ることが考

察される．

　以上の結果により， ノ 析 ン金 表

に大 ラ マ 理を施すことは 合性の

上に有用であることが明らかとなった．

　

Ⅳ． 文献

1） Komasa S, Taguchi Y, Tanaka M. Bioactivity of
Nanostructure on Titanium Surface Modified by
Chemical Processing at Room Temperature. J.
Prosthodont. Res. 2012 56：170-177．

2） Su Y, Komasa S, Okazaki J. Characterization
and Bone Differentiation of Nanoporous
Structure Fabricated on Ti6Al4V Alloy.J
Nanomater. 2015;http://dx.doi.org/10.1155/2015/
358951.
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会，委員会番号：特になし，承認番号：19-06002）

P- セラ 材料への大 ラ マ 理がイン ラン
に える

○高 二1)， 正　 1)， 　敏1)， ンシ ン1)，上り口 1)， 本 2)， 　 2)，
正　 2)， 定 1)

1)大 歯科大学歯学部　 歯 補綴咬合学 ，2)大 歯科大学 療 健学部

Influence of Atmospheric Pressure Plasma Treatment on Ceramic Materials on Tissue Surrounding Implant
Implantation
Takao S1), Komasa S1), Li M1), Yan S1), Agariguchi A1), Kusumoto T2), Nishizaki H2), Komasa Y2),
Okazaki J1)

1)School of Dentistly, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 2)

Faculty of Medical Health, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　 は金 アレ ー患者に対するイン ラン 治

療に使用する材料として ノジ コ アに着目し，新

セラ イン ラン 材料の開発に取り で た
1)． 上の発表で したように， ノジ コ ア材料へ

の大 ラ マ 理がラ の 期 着

およ 硬 分化 能の 上に有用であることを

明らかにしている．そこで本研究では ア 理

を施した ノジ コ ア へ比較的コンパ かつ

な大 ラ マ装置である ラ シ を用

い， 水性の性質を付 することによって各

の 期 着能に える について比較・検討する

ことを目的とした．

Ⅱ． 方法

　 ノジ コ ア（山本金 社製）のス ーを使用

し，室 にて ア 理を行ったジ コ アス

ーを対 群，ア 理後に10mmの間 をあ

けて30 間大 ラ マを した ノジ コ ア

を実験群とした．試料表 をSEM，SPMで観察

し，表 元 をXPSにて分析した． 水を非

で 下し， の 定を行った．

　実験群およ 対 群の ノジ コ アス ーを

後8 齢のSD 性ラ の大 に 後8 間

した後 さ ，大 を 後，Micro-CT
によりCT画像を した．また， 1 後に ラ

イ ン，4 後にア ザ ンレ ，8 後に セイン

を し， 後8 間 した後 さ ，通

法に従い，10 中性 マ ンによる 定後

に大 を一 として した． 取した大 をス

ー 部に って， 方 の 5-7 mの

さの を作製し，Villanueva を行い， 学

的観察を行った．各 定 はStudentのt検定により

計解析を行い，有意水 は5 とした．

Ⅲ． 結果と考察

SEMの観察結果では試料表 の 変化は認め

られ ，SPMの観察でもRaの変化は認められなかっ

た．XPSの元 分析結果では実験群においてCの

ー の 下およ 水 化 の が認められた．

　また，in vivo評価による解析から，BV TV，Tb.N，

Tb.Thの解析デー は実験群で対 群より 計学的

に有意に高い を，Tb. Spでは実験群で対 群と比

較して有意に い を した． 学的解析により，

実験群の画像では新 の 明な が認められ

た（図）．また，BA，BICおよ LBAの解析 は1，4，

8 のす ての計 デー において実験群で対 群

と比較して 計学的に有意に高い を した．これは

実験群で硬 の 量が いことを し， ア

理した ノジ コ ア材料に大 ラ マ

理を施すことによりin vitroレベ のみなら in vivoレ

ベ においても高い硬 能を有するイン ラ

ン 材料の 製の 能性が された．

Ⅳ． 文献

1） Nishizaki M, Komasa S, Taguchi Y et al.
Bioactivity of NANOZR Induced by Alkali
Treatment. Int J Nanomed. 2017; doi: 10.33901/
ijms/8040780.
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ノジ コ アへの大 ラ マ 理がイン ラン
の硬 に える
　○ 上 ，　高 二，　 正　 ，　上田 ，　 村 ，　上り口 ，　山本さつ ，
　吉 ，　 定
大 歯科大学歯学部　 歯 補綴咬合学

Influence of atmospheric pressure plasma treatment on NANOZR on hard tissue formation of tissue
surrounding implant implantation
Mikami Y, Takao S, Komasa S, Ueda A, Kimura S, Agariguchi A, Yamamoto S, Yoshimine S, Okazaki J
School of Dentistry, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　 は，セ アを 定 として用いた ノジ コ ア

に ア 理を施すことによって，ラ

の 期 着 硬 分化 に有用であることを

報 した1)．しかし，イン ラン の主要な材料の1つで

ある ン金 と比較すると 合性は しく，

材料表 の なる が まれる．そこで本研究で

は材料表 に 水性を付 する大 ラ マ

理に着目し， ア 理を施した ノジ コ ア

へ比較的コンパ かつ な大 ラ マ装

置である ラ シ を用い，大 ラ マ

による 水性の付 がラ の 期

着なら に硬 分化 能に える について

比較・検討することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 ノジ コ ア（パ デン 社製）の表

を機 研 し，室 にて ア 理を行ったジ

コ ア を対 群，ア 理後に10mmの間 を

あけて10 間大 ラ マを したものを実験

群とした．試料表 をSEM，SPMで観察し，表

元 をXPSにて分析した． 水を非 で

下し， の 定を行った．

　 に， 後7 齢のSD 性ラ の 大 か

ら 間 を 取後に を 立後，

を行い，3 目を実験に供した． 1,3,6,24時間後

の各群における 期 着数の比較， 6
時間後の 着像の 光 を行った．さらに

後7，14 後のALP 性およ 21，28 後の ス

シン 量およ シ ム析 量を 定し

た． 開 1，3，6，24時間後の シ ア ン

の吸着量について比較・検討した．また，各 後

の より得られた 後のmRNAより硬 分

化 に関する マー ーの発現に関して検討

した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEMの観察結果では試料表 の 変化は認め

られ ，SPMの観察でもRaの変化は認められなかっ

た．XPSの元 分析結果では実験群においてCの

ー の 下およ 水 化 の が認められた．

実験群では の有意な 下が認められ， 水性

の付 を する結果が得られた（図）．またす て

の計 時間において シ ア ンの吸着量，

の 期 着数，ALP 性およ お ス

シン 量と シ ム析 量， マー ー

の発現が対 群と比較して実験群で有意に高い を

した．

　以上の結果より， ア 理を施した ノジ コ

アへの ラ シ を用いた大 ラ マ

理は，試料表 の を変化さ ることなく 水性

表 を え，各 の 期 着およ 硬 分化

能を 上さ ることが明らかとなった．高 の発

表と て， ア 理を施した ノジ コ ア

材料への大 ラ マ 理がin vitro, in vivo
から，新 イン ラン 材料として有用である 能性を

している．

　

Ⅳ． 文献

1） Nishizaki M, Komasa S, Taguchi Y, et al.
Bioactivity of NANOZR Induced by Alkali
Treatment.
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ノジ コ アへの大 ラ マ 理がイン ラン
の硬 に える
　○ 上 ，　高 二，　 正　 ，　上田 ，　 村 ，　上り口 ，　山本さつ ，
　吉 ，　 定
大 歯科大学歯学部　 歯 補綴咬合学

Influence of atmospheric pressure plasma treatment on NANOZR on hard tissue formation of tissue
surrounding implant implantation
Mikami Y, Takao S, Komasa S, Ueda A, Kimura S, Agariguchi A, Yamamoto S, Yoshimine S, Okazaki J
School of Dentistry, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　 は，セ アを 定 として用いた ノジ コ ア

に ア 理を施すことによって，ラ

の 期 着 硬 分化 に有用であることを

報 した1)．しかし，イン ラン の主要な材料の1つで

ある ン金 と比較すると 合性は しく，

材料表 の なる が まれる．そこで本研究で

は材料表 に 水性を付 する大 ラ マ

理に着目し， ア 理を施した ノジ コ ア

へ比較的コンパ かつ な大 ラ マ装

置である ラ シ を用い，大 ラ マ

による 水性の付 がラ の 期

着なら に硬 分化 能に える について

比較・検討することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 ノジ コ ア（パ デン 社製）の表

を機 研 し，室 にて ア 理を行ったジ

コ ア を対 群，ア 理後に10mmの間 を

あけて10 間大 ラ マを したものを実験

群とした．試料表 をSEM，SPMで観察し，表

元 をXPSにて分析した． 水を非 で

下し， の 定を行った．

　 に， 後7 齢のSD 性ラ の 大 か

ら 間 を 取後に を 立後，

を行い，3 目を実験に供した． 1,3,6,24時間後

の各群における 期 着数の比較， 6
時間後の 着像の 光 を行った．さらに

後7，14 後のALP 性およ 21，28 後の ス

シン 量およ シ ム析 量を 定し

た． 開 1，3，6，24時間後の シ ア ン

の吸着量について比較・検討した．また，各 後

の より得られた 後のmRNAより硬 分

化 に関する マー ーの発現に関して検討

した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEMの観察結果では試料表 の 変化は認め

られ ，SPMの観察でもRaの変化は認められなかっ

た．XPSの元 分析結果では実験群においてCの

ー の 下およ 水 化 の が認められた．

実験群では の有意な 下が認められ， 水性

の付 を する結果が得られた（図）．またす て

の計 時間において シ ア ンの吸着量，

の 期 着数，ALP 性およ お ス

シン 量と シ ム析 量， マー ー

の発現が対 群と比較して実験群で有意に高い を

した．

　以上の結果より， ア 理を施した ノジ コ

アへの ラ シ を用いた大 ラ マ

理は，試料表 の を変化さ ることなく 水性

表 を え，各 の 期 着およ 硬 分化

能を 上さ ることが明らかとなった．高 の発

表と て， ア 理を施した ノジ コ ア

材料への大 ラ マ 理がin vitro, in vivo
から，新 イン ラン 材料として有用である 能性を

している．

　

Ⅳ． 文献

1） Nishizaki M, Komasa S, Taguchi Y, et al.
Bioactivity of NANOZR Induced by Alkali
Treatment.
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会，委員会番号：特になし，承認番号：1906001）

　

図　実験群 定

P- イン ラン 後の アとしての大 ラ マ 理の有
用性
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2)大 歯科大学 療 健学部　口腔工
学科
Usefulness of atmospheric plasma treatment as care after implant placement

Tazaki C1), Komasa S1), Li M1), Yan S1), Zhang H1), Takao S1), Yoshimine S1), Nishizaki H2), Okazaki J1)

1)School of Dentisty, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 2)

Faculty of Health Sciences, Oral Health Engineering, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　イン ラン 治療は補綴治療の一つとして か な

い の一つとなっている．これまでイン ラン 材

料表 に各 表 理を行うことで の 期 着

なら に硬 分化 能の 上を期 し，様 な

取り みがなされており， の研究 ームにおいて

も ア 理，UV 理，大 ラ マ 理

様 な取り みを行っている．1)しかし，これらはイン

ラン を 定したものであり， 付着が

されるイン ラン 後の アについても 意をは

らう であり，まさにこの は患者のQOLに直結す

るとものと考える．そこで，本研究では 後の ア方

法として大 ラ マ 理に 目し， ンイン

ラン 後の大 ラ マ 理がラ

の硬 分化 能およ 性に のような

を すのか比較検討を行うこととしました．

　

Ⅱ． 方法

　実験試料として 2000まで研 した のJIS2
ン金 材料を使用した． 後7 齢のSD 性

ラ の 大 から 間 を 取後，

を 立しその3 目を実験に供した．その後，

を 群に1 あたり4 104 つ各試料上に

しコン レン になったことを 認後， に10
mM - セ ン ムと82 g ml アスコ

ン ，10-8 Mデ ン 有の分化 に交

した．Piezo brush（ア ス社製）を材料表 から

10mmの間 をあけて5 間 することを4 間

したものを実験群， 理のものを対象群とした．

後7，14 後のALP 性およ 21, 28 後の シ

ムの析 量を 定した．

　 に，材料表 でActinomyces oris strain MG1株

後24時間 し，大 ラ マ 理を施した
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Ⅲ． 結果と考察
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Ⅳ． 文献

1） Ujino D, Nishizaki H, Higuchi S, et al Effect of
Plasma Treatment of Titanium Surface on
Biocompatibility. Applied Science 2019; 9:
2257.
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時間により ノ を さ た ン金 が 内
に える について

　○ 　航　　

1)，　 正　 　　

1)，　関野　 　　

2)，　吉 　　

1)，　 定 　　

1)

　

1)大 歯科大学歯学部　 歯 補綴咬合学 ，　

2)大 大学 科学研究所 ー
材料研究分野
Effects of titanium surfaces with nano-network structures formed by treatment with various deposition time
on vascular endothelial cells
Xu H1), Komasa S1), Sekino T2), Yoshimine S1), Okazaki J1)

1)School of Dentistry, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 2)

The Institute of Scientific and Industrial Research, Osaka University

Ⅰ． 目的

　 れ れは室 での ア 水 中下で

ン金 表 上に ノシー （TNS）が析 し，

の 分化 能に することを報 した1)．しか

しながら， の硬 分化 を 大 に発

するTNSの についてはま 明らかではなく，さ

らなる検討が必要である． はこれまで水 化

ム水 への 後9時間およ 24時間でラ

の硬 分化 能が高いことを明らかに

した．そこで，本研究では 期の 新 を目 し

ン金 の ア への 時間の変化が

ラ 内 の に える について比

較，検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　対 群として 2000まで研 した同材料を使用し，

実験群として室 で10Mの水 化 ム水 に

同 ンを5分，1，3，9，24時間 し， ・ さ

た． 後，試料を取り し，イ ン交 水にて

が5 S以下になるまで を行った後，自然

にて ン金 表 にTNSを析 さ た．各 の

ン金 表 はSEM，SPMにて観察を行った．

　 に， 後7 齢のSD 性ラ の 部下行大

から 内 を 取し を 立し，そ

の3から6 目を実験に供した．

　実験群およ 対 群ともに24 レー 上に 置した

ン金 表 に1 あたり4 104 つ し，

開 15，30，45分，1，2，3時間の 着数の比

較をCellTiter-BlueTMCell ViabilityAssayKitを用い

て行った．また． 開 後2, 5 の 内

の 期 着に関する 発現を ア イムPCR
法にて分析した．各 定は3 行い，各 定 は一

元配置分散分析を用いて 計解析を行い，有意差を

認めた場合はTukeyの 比較検定によって解析を

行った．なお，有意水 は5 とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEMの所見では，対 群の ンで平 な画像

が観察されるのに対し， 後5分で表 が な画

像を し， 1時間より ノ ー ーレベ での

ー を し め， 後9時間でTNS
と思 れる ー は された．SPMの観

察では， 時間の とともにSEM像での ノシー

に するノジ ー が観察され，ノ

ジ ー のRaは1時間で46nmを した後，時間の

とともにノジ ー イ は さくなり 9時間と

24時間で13nmのRaを した．

　 着数の比較ではす ての計 時間において

実験群で有意に高い を した． 1時間と3時間

で有意差を認め， 9時間と24時間の間に有意差

を認めなかった．また，材料表 への 期 着を

す 発現においてす ての計 時間において

実験群で有意に高い を した．また， 1時間，

3時間，9時間で有意差を認め， 9時間と24時間

の間に有意差を認めなかった．

　 ン金 の水 化 ム水 への

時間の変化がラ の硬 分化 能に を

えることが明らかとなるとともに， 新 に大 な

を える 内 の 期 にも ア

水 への 時間の変化が大 な を えるこ

とが明らかとなった．この結果から， ン金 への

後9時間の ア 水 への が以前の

報 で された 24時間の結果と同様の結果を

すことが明らかとなり，より 時間での ス ー表

の 質が 能であると された．

　

Ⅳ． 文献

1） Komasa S,Taguchi Y,Tanaka M. Bioactivity of
Nanostructure on Titanium Surface Modified by
Chemical Processing at Room Temperature. J.
Prosthodont. Res. 2012 56：170-177．
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（倫理審査委員会名：大 歯科大学 実験委員

会，委員会番号：特になし，承認番号：19-06002）

P- 歯 上 におけるLPS 時の時間 性

症
　○ 　　

1)，　 　　

2)，　 本 治　　

3)，　 藤 　　

1)

　

1)岩 科大学歯学部補綴・イン ラン 学 ，　

2)岩 科大学 学 ，　

3)岩 科
大学 療工学
Time-dependent inflammatory responses by LPS stimulation in human gingival epithelial cells

Sugawara S1), Ishikawa T2), Takemoto S3), Kondo H1)

1)Department of Prosthodontics and Oral Implantology, Iwate Medical University, School of Dental
Medicine, 2)Department of Microbiology, Iwate Medical University, 3)Department of Biomedical
Engineering, Iwate Medical University

Ⅰ． 目的

　イン ラン が，歯 と同様に口腔内の

ラー が となり こされているのは

の 実である．しかしながら，イン ラン は

歯 と比較して 吸 の進行が く，難治性であ

ることが られており1），この違いは， となる

の 互作用と の 性の違いが している

能性があるとの報 もある2)．また，これら は

症性 イ インの発現で特 けられる．

　本研究では，イン ラン と歯 に 通し

て い歯 病 Porphyromonas gingivalis の
ポ （LPS）（Pg-LPS）と大 Escherichia coli 由

の ポ （Ec-LPS）が， 歯 上 株

CA9-22)の する 症性 イ インmRNA発現

に す を，特に，時間 性効果に着目して

検討したので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　本研究で使用したCA9-22は，10 FBSおよ 1
シ ン ス レ マイシン（Nacalai）を添加した

DMEM （gibco）に37 ，5 下にて

したものを用いた．24 マイ レー に1.

0 105 cells wellで し，48時間 した．その

後，10 µg mlのPg-LPS（InvivoGen）で を行い，

1，3，6，12，24時間後の 症性 イ イン（TNF-

， IL-1b，IL-6， IL-8）のmRNA発現量を ア

イムRT-PCRにて 定した．対象として，CA9-22に対

し，1 µg mlのEc-LPS（DIFCO）で を行い，同様

にmRNA発現量を ア イムRT-PCRにて 定し

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　Pg-LPS によってCa9-22が する 症性 イ

インのmRNA発現量を図1に す．Pg-LPSは

Ca9-22 にIL-8のmRNA発現を するが，時間

が大 く，発現が 大になるのは作用1時間後

で，以 発現は 下した．同様に， の3つの イ

インのmRNAの発現も作用1 時間後に になり，以

少した. また，Ec-LPS によってCa9-22が

する 症性 イ インのmRNA発現量を図2に

す. Ec-LPS もPg-LPS と同様の が観察

された．以上のことから，歯 上 の防

的には， 性 を する 中 の 化性

)はP. gingivalis 感 後， 期から していると

された．さらにIL-8については上 が ー

ラインに して 新 を し，イン ラン

の 期 を こしていると考えられ

た．

　

Ⅳ． 文献

1） Fransson C, Tomasi C, Pikner SS, et al., Severity
and pattern of peri-implantitis-associated bone
loss, J Clin Periodontol 2010; 37: 442–448 doi:
10.1111/j.1600-051X.2010.01537.x

2） Shiba T, Watanabe T, Kachi H, et al., Distinct
interacting core taxa in co-occurrence networks
enable discrimination of polymicrobial oral
diseases with similar symptoms, Scientific
Reports | 6:30997 | DOI:10.1038/srep30997

　

　

図1　Pg-LPS によってCa9-22が する 症

性 イ インのmRNA発現量

図2　Ec-LPS によってCa9-22が する 症

性 イ インのmRNA発現量
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イン ラン 間 における口腔内ス ーの 差の変
化量の検討
　○ ，　 二，　田 ，　 ，　 藤

岩 科大学歯学部補綴・イン ラン 学

Investigation of rate of change in error value of the distance between implants

Fukazawa S, Natsubori R, Tanabe N, Chiba T, Kondo H
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry Iwate Medical University

Ⅰ． 目的

　 年，情報工学（Information technology IT）の発

により，CAD CAMシス ムによる補綴装置製作の新

しい ー ーが 立しつつある．口腔内ス

ーによる光学 象法は，CAD CAMシス ムと 用

することによって，治療期間の ，患者の 的

の ，材料 の な が期 されている1)．一

方，口腔内ス ーにおける光学 象法の 度に

関してはいま 明な点が く，口腔イン ラン 治

療においての 用 は られているのが現 であ

る．本研究では，口腔内ス ーにおける 差の変

化量について比較検討を行い，口腔イン ラン 治療

における，口腔内ス ーを用いた光学 象法の

有用性を検 することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　上顎 歯顎 の 二大 歯（A）， 二

歯（B）， 歯（C），中 歯（D） 部なら に，

歯（E）， 二 歯（F）， 二大 歯（G） 部

に， 性6 を有するイン ラン を7本

後，口 に 正用基 を 置し，本研究の基

とした． いて， 式 元 定機を用いて

基 の 元 計 を10 行い， ー ア

ン 間の を計 した．さらに，口腔内ス

ー（3shape TRIOS3）を用いて基 の 元

デー を10 得し（図）, ー ア ン 間の

を計 した．それぞれ得られた 元 デー

をもとに，各 ー ア ン 間の に関し

て，1 mmに した場合の， 差の変化量の割合に

ついて比較検討を行った．試験群間の 計学的差

は，一元配置分散分析で分析した後にpost hoc testと
して Bonferroni検定を行った（  0.05）．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ー ア ン 間の に関する 差の変化

量は，AB間，AC間，AD間では有意な差が認められ

なかったが，前歯部をまた AE間，AF間，AG間は，

AB間，AC間，AD間に比 有意に 差が大 い結果

となった．今 の比較検討から，口腔内ス ーに

よる光学 象法は，前歯部をまたい の光学

象は， ラの 度を大 く変える必要があるため，歯

との 度や が く変化することが と 察さ

れる．

　

Ⅳ． 文献

1） Mehl A, Ender A, Mormann W et al. Accuracy
testing of a new intraoral 3D camera. Int J
Comput Dent2009; 12:11-28.

　

図:基 の 元 デー
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れる．

　

Ⅳ． 文献

1） Mehl A, Ender A, Mormann W et al. Accuracy
testing of a new intraoral 3D camera. Int J
Comput Dent2009; 12:11-28.

　

図:基 の 元 デー

P- イン ラン デン ー用 ー ア ン の臨床
評価
　○ 恭 　　

1,2)，　 井 　　

1,2)，　 　　

1,2)，　 　　

1,2)，　 水　 　　

1,2)，　新 　　

1,2)，
　佐藤 平　　

1,2)，　大 　　

1,2)

　

1) 見大学歯学部有床義歯補綴学 ，　

2) 見大学歯学部 病院イン ラン セン ー

Clinical evaluation of implant dentures with stress-breaking ball attachment

Suzuki Y1,2), Shirai M1,2), Maruo R1,2), Suzuki G1,2), Shimizu S1,2), Shimpo H1,2), Sato Y1,2), Ohkubo C1,2)

1)Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine, 2)Center of
Oral and Maxillofacial Implantology, Dental Hospital, Tsurumi University School of Dental Medicine

Ⅰ． 目的

　 補綴臨床において顎堤が高度に吸 した 歯

顎やすれ違い咬合な の難症例に対して，イン ラン

を義歯の として用いる方法は めて有効であ

る．しかしながら，イン ラン デン ー装着後の予

後に を す として，顎堤 とイン ラ

ン の被 変 量の しい差による義歯の とイン

ラン に対する が考えられる．この を

解 するために 大被 変 量を 定した

ー ア ン （ ー ア ン ，GC）が開

発され，臨床 用されて た1)．今 は ー

ア ン を用いたイン ラン デン ーの予後

調査を行った．

　

Ⅱ． 方法

　調査対象は，2011年1月 2020年1月までの9年間

に， 見大学歯学部 病院においてイン ラン

後， ー ア ン を用いたイン ラン

デン ーの装着症例とした．調査内 は，イン

ラン デン ー装着時の年齢，男女比，ア ン

を装着したイン ラン 部 と本数， 様式，

装着後の ラ とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　調査対象となった患者は，合計25人で70歳 が13
人と も く，平均年齢は69歳であった．義歯装着期

間は 8年で平均5年であった．男女比は，男性10
人（40 ），女性15人（60 ）であった．イン ラン

本数は合計49本であり，上顎5本（10 ），下顎44
本（90 ）であった．一顎あたりの平均イン ラン 本

数は，上顎は2.5本，下顎は2.1本であった．イン ラ

ン 部 は，前歯部3本（6 ）， 歯部8本

（16 ）， 歯部9本（18 ），大 歯部29本（60 ）

であった． 様式は部分 が も く 72 ，

歯顎が 28 であった．ア ン 装着部 は

大 歯部， 様式は部分 が い が認め

られた．これは やすれ違い咬合症例に少

数本のイン ラン を用いたイン ラン デン ーを

用する場合，イン ラン に対する を防

する目的で使用されたと される．イン ラン の

は49本中47本（96 ）であり上顎100 ，下顎は95
であった（表1）．補綴装置の ラ はO ン の脱

や交 が も く（20 ）， に人工歯の脱 ，義歯

の破折，ア ン ー の みや破折 が認め

られた（表2）．O ン の脱 や交 が かったの

は，咬合 による義歯床の 下により，材料の摩耗や

化が たためと考えられる．

　

Ⅳ． 文献

1） Suzuki Y, Kono K, Ohkubo C　et al. Clinical
evaluation of implant-supported removable
partial dentures with a stress-breaking
attachment. Implant Dent. 2017; 26: 516-523.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 見大学倫理審査委員会，委員会番号：

11000277，承認番号：827）

　

　

表1　 ス ーの

表2　補綴装置の ラ
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イン ラン 用 性ア ン がMRI 像時のアー

に す
　○ 藤　 ，　 ，　新 元康，　 優 ，　 大 ，　 恭 ，　大

見大学歯学部有床義歯補綴学

Influence of magnetic attachment on artifacts of MRI imaging

Saito H, Maruo R, Niiya M, Shinohara Y, Kurihara D, Suzuki Y, Ohkubo C
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine

Ⅰ． 目的

　 年， 場と を 用したMRI検査が 用される

ようになって た．これに いMRI 像時の金 アー

が診 に することが されている．

歯科 では義歯の 装置として 性ア ン

を用いた場合，口腔内にス ンレス製の ーパーを

装着する必要があるため，これがアー の

として されている．今 ，イン ラン 用 性

ア ン について実験的に検 したので報 す

る．

　

Ⅱ． 方法

（1）試料

　イン ラン 用 性ア ン の ーパーにはマ

IP（ 製 ）とマ MIP（ 製 ）

を，対 群として 法用 ーパー（NEOMAX）， ー

ン ア ン （Straumann）を した． 用

ーパーは治 に 定するため， 時 合レジン（

ス Ⅲ，GC）にて を けた．

（2） 用 ン ム

　 ン ムはア 製の に 化 水

を たしたものを使用した． は人の 部の 法を

定し150 150 150 とした． ーパーの

置方 は患者装着時と一 さ るため，ア 製の

定治 を 用し， ン ムの中 に横 に 置

けた．

（3）実験方法

　通 の歯科におけるMRI 像を 現するため，

部コイ を用い，その中に ン ムを 置した．MRI
はAPERTO　Inspire（HITACHI）を使用した（図1）．

像 は 的に用いられる とし，ス ン コー

法でT1 調像・T2 調像・STIRと ラジ ン コー

法をそれぞれの試料で 像した． 像で得られた画

像をImageJ（NIH）を用いて調整し，アー の

を比較した（図2）．得られた画像からアー

の大 さを比較するため，ImageJにて画像 理と

の計 を行った．画像 理において一定の

を用い，アー ではない を し， りの

の を計 した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　す ての試料において ラジ ン コー法が の

方法と比較し，アー が大 く発 した．これ

は ラジ ン コー法はTR，TEを くで る ，

SN比が くなりアー を やすくなるためと

考えられる．アー は ーパーの 法が大

いマ IPで 大した．同 イ の ーパーで

の表 の差については， ラ イ と ーム

イ で大 な差は認められなかった．アー の

直 はマ IPで 15 20 ，マ

MIPで 15 であった．一方， ー ン ア

ン では，アー の発 は と 認められ

なかった．

　各試料のアー の はマ IP，マ

MIPとも ラ イ と ーム イ で大 な

差は認められなかったが， 用 ーパーがやや

さく， ー ン ア ン が も さい数 となっ

た．イン ラン 用 性ア ン よりも 法の

ーパーの方が さなアー であった．

　

　

図1 ン ムと治

図2 計 のための画像 理
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イン ラン 用 性ア ン がMRI 像時のアー

に す
　○ 藤　 ，　 ，　新 元康，　 優 ，　 大 ，　 恭 ，　大

見大学歯学部有床義歯補綴学

Influence of magnetic attachment on artifacts of MRI imaging

Saito H, Maruo R, Niiya M, Shinohara Y, Kurihara D, Suzuki Y, Ohkubo C
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine

Ⅰ． 目的

　 年， 場と を 用したMRI検査が 用される

ようになって た．これに いMRI 像時の金 アー

が診 に することが されている．

歯科 では義歯の 装置として 性ア ン

を用いた場合，口腔内にス ンレス製の ーパーを

装着する必要があるため，これがアー の

として されている．今 ，イン ラン 用 性

ア ン について実験的に検 したので報 す

る．

　

Ⅱ． 方法

（1）試料

　イン ラン 用 性ア ン の ーパーにはマ

IP（ 製 ）とマ MIP（ 製 ）

を，対 群として 法用 ーパー（NEOMAX）， ー

ン ア ン （Straumann）を した． 用

ーパーは治 に 定するため， 時 合レジン（

ス Ⅲ，GC）にて を けた．

（2） 用 ン ム

　 ン ムはア 製の に 化 水

を たしたものを使用した． は人の 部の 法を

定し150 150 150 とした． ーパーの

置方 は患者装着時と一 さ るため，ア 製の

定治 を 用し， ン ムの中 に横 に 置

けた．

（3）実験方法

　通 の歯科におけるMRI 像を 現するため，

部コイ を用い，その中に ン ムを 置した．MRI
はAPERTO　Inspire（HITACHI）を使用した（図1）．

像 は 的に用いられる とし，ス ン コー

法でT1 調像・T2 調像・STIRと ラジ ン コー

法をそれぞれの試料で 像した． 像で得られた画

像をImageJ（NIH）を用いて調整し，アー の

を比較した（図2）．得られた画像からアー

の大 さを比較するため，ImageJにて画像 理と

の計 を行った．画像 理において一定の

を用い，アー ではない を し， りの

の を計 した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　す ての試料において ラジ ン コー法が の

方法と比較し，アー が大 く発 した．これ

は ラジ ン コー法はTR，TEを くで る ，

SN比が くなりアー を やすくなるためと

考えられる．アー は ーパーの 法が大

いマ IPで 大した．同 イ の ーパーで

の表 の差については， ラ イ と ーム

イ で大 な差は認められなかった．アー の

直 はマ IPで 15 20 ，マ

MIPで 15 であった．一方， ー ン ア

ン では，アー の発 は と 認められ

なかった．

　各試料のアー の はマ IP，マ

MIPとも ラ イ と ーム イ で大 な

差は認められなかったが， 用 ーパーがやや

さく， ー ン ア ン が も さい数 となっ

た．イン ラン 用 性ア ン よりも 法の

ーパーの方が さなアー であった．

　

　

図1 ン ムと治

図2 計 のための画像 理

P- 2 試験が 光 光 の表 性 と 性に
す

　○ 田康 　　

1)，　 　健 郎　　

2)，　 平　　

1)，　上田一 　　

1)，　 文 　　

1,2)

　

1) 本歯科大学新 歯学部歯科補綴学 2 ，　

2)関 部

Effect of brush test on surface properties and antibacterial properties of visible light reactive photocatalyst

Katsuta Y1), Minato K2), Suzuki S1), Ueda K1), Watanabe F1,2)

1)Department of Crown & Bridge Prosthodontics, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at
Niigata, 2)Kanetsu branch

Ⅰ． 目的

　光 は 効果を発 するため，歯科 療への

用が 目されている． 表的な光 として，

に する二 化 ンがある．しかし， は

への があるため， は， 科学大

学により開発された 光 光 の イ

シアパ イ （以下HAp）およ ア ノ 合 化

ン光 に着目した1)．この光 の歯科への

用を検討しているが，口腔内使用を 定すると，

による光 への が される．本研究の目的

は，HApおよ ア ノ 合 化 ン光 の

試験による表 性 の変化とPorphyromonas
gingivalisに対する 効果の を調査することと

した．

　

Ⅱ． 方法

　試料の基 には ン合金（Ti-6Al-4V）を用い，

の4 の表 加工を行った．表 加工なし（以下

CO），基 表 にHAp を ラ マ （以下

HA），基 表 にHAp 80 wt とTi2O3 20
wt を ラ マ （以下GT），GTに ン

を 間 水 レスにて付 （以下TR）．各表

理した試料は 1000の 化 イ を用いて研

し， 試験の有 で， 試験なし群（以下CO-N
群, HA-N群, GT-N群，TR-N群）と あり群（以下

CO-B群，HA-B群，GT-B群，TR-B群）の合計8群と

した（n 8）． 試験は 200 gf，ス ー 20
mm， 度120ス ー 分で，259,200 行った．表

性 の変化は表 さ 定（Sa ）， 光X 分

析， 査 により観察を行った． 光X
分析は 光X 分析装置を用い試料表 元 のX

度を 定した. ン（P）， シ ム（Ca），ア

ム（Al）， ジ ム（V）のX 度の結果を用い

て, 光 被 の を評価した． 効果の評価

は 数 定を用いた． はPorphyromonas
gingivalis 381（以下P.g ），光 には レーザー

（650 nm）を15分間用い，96時間 後に 定した．

Sa ，P・Ca・AlのX 度およ 数について二

元配置分散分析とBonferroniの 比較検定，Vの

X 度について， 試験の有 による比較を

Mann-WhitneyのU検定，表 理による比較を

Kruskal-Wallis検定を行った（p 0.05）．なお，本研究

試料は 科学大学の大 より提供を受けた．

　

Ⅲ． 結果と考察

　Sa の 試験による比較は，GT-N群よりGT-B
群で有意に さい を した．表 加工による比較

ではCO-N群と比較しHA-N群，GT-N群，TR-N群で

有意に大 い を し，CO-B群と比較しHA-B群，

GT-B群，TR-B群で有意に大 い を した．

　X 度の 試験による比較は，PとCaについて

HA-N群, GT-N群, TR-N群に対してHA-B群，GT-

B群，TR-B群で有意に さい を し，Alについて

は有意に大 い を した．VのX 度はHA-N
群．TR-N群に対しHA-B群，TR-B群で有意に大

い を した．表 加工による比較ではPとCaにおい

てHA-N群に対しGT-N群，TR-N群で有意に さい

を し，HA-B群に対しGT-B群で有意に大 い

を した．Alおいて, HA-N群に対しTR-N群で有意

に大 い を し，HA-B群に対しGT-B群では有意

に さい を した．

　 数 定は，表 加工の比較でCO-N群に対

し， TR-N群では有意に さい を したが， 試

験後ではす ての群間で有意差を認めなかった．

　本研究で用いたHApおよ ア ノ 合 化

ン光 は，P.g への 効果を すが，

試験により表 性 の変化と 効果の 下が

された．

　

Ⅳ． 文献

1） Morakul S，Otsuka Y，Nararya A，et al．Effects
of compression on orientation of ligands in
fluorescent complexes between hydroxyapatite
with amino acids and their optical properties. J
Mech Behav Biomed Mater 2018; 88: 406-414.
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ア イマー デ マ スを用いた咬合 の による
ア イ 着の変化
　○村上明 　　

1)，　 　 　　

1)，　山田 　　

1)，　 実 　　

1)，　 大 　　

2)，　 　　

1)

　

1) 山大学大学院 歯 合研究科咬合 有床義歯補綴学分野，　

2)中国 国 部

Changes in amyloid  deposition due to lack of occlusal support in Alzheimer model mice

Murakami A1), Hara T1), Yamada C1), Kuwahara M1), Araki D2), Minagi S1)

1)Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School of
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Chugoku/Shikoku Branch

Ⅰ． 目的

　ア イマー 認 症 AD)は 内へのア イ

A )の ， が 金となって発症すると考

えられている．一方，咬合 の により認 機能

が 下することは既に報 されている1)が，咬合

の とA 着との関 は明らかになっていない.

　今までの 実験でAD デ マ スとして 用さ

れているA 前 ンパ APP) 発現マ スは

な の非 理的な効果が く， またA
の もAD患者との 性が しかった2)．これらの

点を するためAPP に 数の

性AD をノ インした デ マ スが作製さ

れた．本研究の目的は同 デ マ スを用いて，咬

合 の とA 着との関 について評価する

ことである．

　

Ⅱ． 方法

　5 齢のC57BL 6-APP tm3 NL-G-F)Tcs 性マ

ス 理化学研究所 イ ースセン ー)16 を8
つの2群に分け， 歯群は 下で上顎 歯を

歯した．対 群には のみの を施した．20
齢時に ス水 を 期間7 間 1分 ，4

)， ー 試験2 間 1分 )行った．

期間では ラ ーム までの時間 時

間)， ー 試験では4象 それぞれの 在時間を

計 した． 後 取した の は，パラ

ン 後，A およ Nissl を行

い，海 におけるA の 着 と海 のCA1と

CA3における 数なら に歯 における

数をImageJを用いて計 した． の

から海 を 取し，ELISA法を用いてA 40およ

A 42の ンパ 質 度を 定した．また，ス レス

マー ーとしてYK240 Corticosteron ELA を用

いて コ コス ン 度を 定した．

　 計 理にはExcel 計を使用し，群間比較は

Mann-WhitneyのU検定， ー 試験の群内比較は

Friedman検定およ Steelの検定を用いて評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ス水 では， 歯群の 期間3，4 目の

時間は対 群に比 て有意に くなった． ー

試験2 目には， ラ ームのあった標的象

における対 群の 在時間は， 歯群に比 て有意

に かった．また，対 群の標的象 在時間は

の3象 に比 て有意に かったが， 歯群では有

意差はなかった．これらのことから対 群と比 て

歯群では認 機能が 下していた．CA1なら に

CA3の 数およ 歯 の 数は

歯群では対 群に比 て有意に少数であった．

コ コス ン 度は 群間に有意差を認められ

なかった．また，A 40およ A 42の ンパ 質 度

図1)， におけるA の 着 図2)は

群間に有意差を認めなかった．

　以上の結果から， 歯に う咬合 の によっ

て認 機能は 下したが，A ンパ 質 度なら

にA は 加しなかった．これらのことから 歯によ

る認 機能の 下の機 にはADとは なる が

関 している 能性が された.

　

Ⅳ． 文献

1） Sakamoto S, Hara T, Kurozumi A el al. Effect of
occlusal rehabilitation on spatial memory and
hippocampal neurons after long-term loss of
molars in rats. J Oral Rehabil 2014; 41: 715-722.

2） Saito T, Matsuba Y, Mihira N el al. Single APP
knock-in mouse models of Alzheimer’s disease.
Nat Neurosci 2014; 17: 661-663.

　

（倫理審査委員会名： 山大学 実験委員会，委

員会番号：OKU，承認番号：2018629）
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ア イマー デ マ スを用いた咬合 の による
ア イ 着の変化
　○村上明 　　

1)，　 　 　　

1)，　山田 　　

1)，　 実 　　

1)，　 大 　　

2)，　 　　

1)

　

1) 山大学大学院 歯 合研究科咬合 有床義歯補綴学分野，　

2)中国 国 部

Changes in amyloid  deposition due to lack of occlusal support in Alzheimer model mice

Murakami A1), Hara T1), Yamada C1), Kuwahara M1), Araki D2), Minagi S1)

1)Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School of
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Chugoku/Shikoku Branch

Ⅰ． 目的

　ア イマー 認 症 AD)は 内へのア イ

A )の ， が 金となって発症すると考

えられている．一方，咬合 の により認 機能

が 下することは既に報 されている1)が，咬合

の とA 着との関 は明らかになっていない.

　今までの 実験でAD デ マ スとして 用さ

れているA 前 ンパ APP) 発現マ スは

な の非 理的な効果が く， またA
の もAD患者との 性が しかった2)．これらの

点を するためAPP に 数の

性AD をノ インした デ マ スが作製さ

れた．本研究の目的は同 デ マ スを用いて，咬

合 の とA 着との関 について評価する

ことである．

　

Ⅱ． 方法

　5 齢のC57BL 6-APP tm3 NL-G-F)Tcs 性マ

ス 理化学研究所 イ ースセン ー)16 を8
つの2群に分け， 歯群は 下で上顎 歯を

歯した．対 群には のみの を施した．20
齢時に ス水 を 期間7 間 1分 ，4

)， ー 試験2 間 1分 )行った．

期間では ラ ーム までの時間 時

間)， ー 試験では4象 それぞれの 在時間を

計 した． 後 取した の は，パラ

ン 後，A およ Nissl を行

い，海 におけるA の 着 と海 のCA1と

CA3における 数なら に歯 における

数をImageJを用いて計 した． の

から海 を 取し，ELISA法を用いてA 40およ

A 42の ンパ 質 度を 定した．また，ス レス

マー ーとしてYK240 Corticosteron ELA を用

いて コ コス ン 度を 定した．

　 計 理にはExcel 計を使用し，群間比較は

Mann-WhitneyのU検定， ー 試験の群内比較は

Friedman検定およ Steelの検定を用いて評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 ス水 では， 歯群の 期間3，4 目の

時間は対 群に比 て有意に くなった． ー

試験2 目には， ラ ームのあった標的象

における対 群の 在時間は， 歯群に比 て有意

に かった．また，対 群の標的象 在時間は

の3象 に比 て有意に かったが， 歯群では有

意差はなかった．これらのことから対 群と比 て

歯群では認 機能が 下していた．CA1なら に

CA3の 数およ 歯 の 数は

歯群では対 群に比 て有意に少数であった．

コ コス ン 度は 群間に有意差を認められ

なかった．また，A 40およ A 42の ンパ 質 度

図1)， におけるA の 着 図2)は

群間に有意差を認めなかった．

　以上の結果から， 歯に う咬合 の によっ

て認 機能は 下したが，A ンパ 質 度なら

にA は 加しなかった．これらのことから 歯によ

る認 機能の 下の機 にはADとは なる が

関 している 能性が された.

　

Ⅳ． 文献

1） Sakamoto S, Hara T, Kurozumi A el al. Effect of
occlusal rehabilitation on spatial memory and
hippocampal neurons after long-term loss of
molars in rats. J Oral Rehabil 2014; 41: 715-722.

2） Saito T, Matsuba Y, Mihira N el al. Single APP
knock-in mouse models of Alzheimer’s disease.
Nat Neurosci 2014; 17: 661-663.

　

（倫理審査委員会名： 山大学 実験委員会，委

員会番号：OKU，承認番号：2018629）
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P- 分光法により取得した みしめ デー の 理
法における人工 能の 用
　○ 　　

1)，　佐 間 光　　

1)，　山口 大　　

1)，　 中　 　　

1)，　村上　 　　

2)

　

1) 学院大学歯学部　 ・ 義歯学 ，　

2) 学院大学歯学部　高齢者歯科学

Application of artificial intelligence in the processing of clenching motion data acquired by near-infrared
spectroscopy
Takagi S1), Sakuma S1), Yamaguchi Y1), Takenaka M1), Murakami H2)

1)Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University, 2)Department of
Gerodontology, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

Ⅰ． 目的

　 年，人工 能（AI）は くり，防 ， 療な ，

に たる分野で 用され， が国でも として

AIの開発に されている．さらに， 療分野におけ

る研究報 でも，X 画像診 をは め，内 の

画像な 様 な分野で，診 の補 としてAIが
用されている．

　 により，学 や な 高 機能に関

する 部 の が 加し 性化するとの報 が

なされている．以前， 者らは機能的 分光法

（fNIRS）を用いて けでなく， みしめ 時の

についても 定を行い，これらの顎

時に の 性化が認められることを報 して た1)．

fNIRSは，高い時間分解能を有するため， を

ア イムに えることがで るという 点がある．

しかし， の 性化の有 の 定には， なデー

理が必要になるため 時間を要しており， ア

イム 定の 点を かし れていないのが現 で

ある．

　そこで 者らは， の 性化の有 の 定をより

時間に行うためのデー 理法の開発を目的として，

AIの 用を試みたので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は本研究の に同意の得られた健 有歯

顎者15名（男性11名，女性4名，平均年齢27.6 4.4
歳）とした．

　AIの 用に 立ち，fNIRS 定により得られた中

度の みしめ 前後における ン（Hb）

デー を みしめ時と 時の 画像デー と

して画像化する ラムをExcel（マイ 社）

にて した．画像デー は 化Hb（oxy-Hb），脱

化Hb（deoxy-Hb），その 方を用いた 合デー

（oxy・deoxy-Hb）の3 を作 した． みしめ時も

しくは 時の デー であるか かを 定す

るため，DIGITS5（NVIDIA社）を用いて 学 を行

い， ー を した． した ー の

別 を検討するため，15名の被験者をランダムに3名

つ し，5 ー に群分けしたのち，交差検

試験を行った．なお，ここでの特 度は 時デー

を 時と 定，感度は みしめ時デー を みし

め時と 定したものとした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　交差検 試験を行った結果，oxy-Hb画像デー を

使用した 別 は特 度：87.1 ，感度：86.4 ，

度：86.7 となった．deoxy-Hb画像デー を使用した

別 は，特 度：75.2 ，感度：76.6 ， 度：75.9 と

なった．oxy・deoxy-Hb画像デー を使用した 別

は特 度：92.6 ，感度：87.4 ， 度：90.0 となった.

　 みしめ 時およ 時の の 性化を 定

するAIとして，本研究にて した ー は高い

別 を した．この結果から，これまでデー の

定から の 性化の 定まで 時間を要していた

fNIRSデー の 定を， 学 を 用することによ

り で 時間に行える 能性を すことがで た．

た し，本研究にて された ー では，得ら

れた 度が90 度であった．この理由として被験者

数が していることが考えられた．今後は被験者数

を すことも め， 度を 上さ るためのパラ ー

の が になるものと考える．

　

Ⅳ． 文献

1） 中 康 ，佐 間 光， 中　 か．

分光法を用いた中 度 レン ン 時におけ

る前 前野 の 定． 院大歯

2012;50:215-220．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 学院大学歯学部倫理委員会，委員会

番号：11000311，承認番号：571）
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性ア ライアンス ーイン 中の前 性の
分 法による解析

　○山本　 ，　 　正大，　上田 ，　佐 ，　 井　

歯科大学 年歯科補綴学

Analysis of frontal lobe activity during elastic appliance chewing by hemodynamic signals.

Yamamoto Y, Ryu M, Ueda T, Sasaki Y, Sakurai K
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　 の前 の は，認 機能に ってい

ることが明らかとなっており，また ム ーイン が

認 機能に を えることが報 されている1)．この

ことから， ム ーイン が前 の 性を 上

さ ，認 機能にも い を え得ると考えられ

る．一方で， ムは義歯床用材料に付着しやすい．

　そこで は， ムを用い に に した

を行 て，前 の 性を 上さ る必要

性があると考えた．そのため 質材料で下顎の全歯

を い， と した を行 ることがで

る装置である 性ア ライアンスを考 した． は

これまで 性ア ライアンス ーイン 中の前

の 性評価について報 して た．今 は

からのノイ のために 分 法を用いた

解析を行うこととした．

　本研究の目的は， 性ア ライアンス ーイン

中の前 性に える を， 分 法

を用いて明らかにすることである．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は，歯 のない健 有歯顎者の男性15
名とした．咬合 にマ ン した作 用 上で，下

顎の全歯 を被 し， 1大 歯部で み2.5mmとな

るように スア 後，加 合 質レジン

PalateResinSoft, GC Corp, Japan)に置 して， 性

ア ライアンスを製作した．前 の 性評価は，

性 の 評 価 に Near-Infrared
Spectroscopy NIRS, OEG-16, Spectratech, Japan)を

用いた 分 法を行い，前 機能の評価

にTrail Making Test-A 以下，TMT-A)を行った．

分 法は，NIRSセン ーから までの間に

在する 中の ノイ を効果的に で る

法である．

　NIRSの計 は， 性ア ライアンスおよ ムの

ーイン に対する ス ー ー試験とした．ま

ベースラインの前 の を計 後，1 目の

を2分間行 た．その後2分間の の後，2 目

の を2分間行 た．TMT-Aでは，ランダムに並

られた1から25までの数 を1から さい に25まで

さ ，全て するまでの時間を計 した．今

これを5分間 り し さ ，25 数 を し終

えるまでの所要時間の平均 を計 とした．計

は， コン ー としての ， 性ア

ライアンスおよ ムの ーイン に対する

の ス ー ー試験とした．

　 性の評価は 性ア ライアンスと ムをそれ

ぞれについて，ベースラインと1 目の およ 2
目の 中の についてWilcoxonの 号付

検定にてBonferroni補正を用いて比較を行った．また

前 機能の評価では， と各 時の を

Wilcoxonの 号付 検定にてBonferroni補正を

用いて比較し， ーイン 効果を検討した 0.

05)．

　

Ⅲ． 結果と考察

　NIRSの計 )は， 性ア ライアンスの

ーイン にてベースラインと1 目 中 p  0.

004 ,p  0.002 )，ベースラインと2 目

中 p  0.001 ,p  0.001 )との間に， 計学

的有意差を認めた． ム ーイン ではベースライ

ンと1 目 中 p  0.008 ,p  0.001 )，

ベースラインと2 目 中 p  0.012 ,p  0.

009 )との間に 計学的有意差を認めた．TMT-

Aの計 は， と 性ア ライアンスの

ーイン との間 p  0.013)， と ム

ーイン との間 p  0.005)に 計学的有意差を

認めた．

　 性の評価では， 性ア ライアンスの

ーイン においてベースラインと 中の比較で

は， ちらの においても 後の方が 前より

も 性が 加した．前 機能の評価では，

と 性ア ライアンスの ーイン およ

ム ーイン を比較した結果より， ちらの にお

いても前 の機能が 上した．以上のことから，

性ア ライアンスの ーイン は，前 の 性

上効果を有することが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Quintero A, Ichesco E, Myers C, et al. Brain
activity and human unilateral chewing: an FMRI
study. J Dent Res 2013;92:136-142.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査
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性ア ライアンス ーイン 中の前 性の
分 法による解析

　○山本　 ，　 　正大，　上田 ，　佐 ，　 井　

歯科大学 年歯科補綴学

Analysis of frontal lobe activity during elastic appliance chewing by hemodynamic signals.

Yamamoto Y, Ryu M, Ueda T, Sasaki Y, Sakurai K
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　 の前 の は，認 機能に ってい

ることが明らかとなっており，また ム ーイン が

認 機能に を えることが報 されている1)．この

ことから， ム ーイン が前 の 性を 上

さ ，認 機能にも い を え得ると考えられ

る．一方で， ムは義歯床用材料に付着しやすい．

　そこで は， ムを用い に に した

を行 て，前 の 性を 上さ る必要

性があると考えた．そのため 質材料で下顎の全歯

を い， と した を行 ることがで

る装置である 性ア ライアンスを考 した． は

これまで 性ア ライアンス ーイン 中の前

の 性評価について報 して た．今 は

からのノイ のために 分 法を用いた

解析を行うこととした．

　本研究の目的は， 性ア ライアンス ーイン

中の前 性に える を， 分 法

を用いて明らかにすることである．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は，歯 のない健 有歯顎者の男性15
名とした．咬合 にマ ン した作 用 上で，下

顎の全歯 を被 し， 1大 歯部で み2.5mmとな

るように スア 後，加 合 質レジン

PalateResinSoft, GC Corp, Japan)に置 して， 性

ア ライアンスを製作した．前 の 性評価は，

性 の 評 価 に Near-Infrared
Spectroscopy NIRS, OEG-16, Spectratech, Japan)を

用いた 分 法を行い，前 機能の評価

にTrail Making Test-A 以下，TMT-A)を行った．

分 法は，NIRSセン ーから までの間に

在する 中の ノイ を効果的に で る

法である．

　NIRSの計 は， 性ア ライアンスおよ ムの

ーイン に対する ス ー ー試験とした．ま

ベースラインの前 の を計 後，1 目の

を2分間行 た．その後2分間の の後，2 目

の を2分間行 た．TMT-Aでは，ランダムに並

られた1から25までの数 を1から さい に25まで

さ ，全て するまでの時間を計 した．今

これを5分間 り し さ ，25 数 を し終

えるまでの所要時間の平均 を計 とした．計

は， コン ー としての ， 性ア

ライアンスおよ ムの ーイン に対する

の ス ー ー試験とした．

　 性の評価は 性ア ライアンスと ムをそれ

ぞれについて，ベースラインと1 目の およ 2
目の 中の についてWilcoxonの 号付

検定にてBonferroni補正を用いて比較を行った．また

前 機能の評価では， と各 時の を

Wilcoxonの 号付 検定にてBonferroni補正を

用いて比較し， ーイン 効果を検討した 0.

05)．

　

Ⅲ． 結果と考察

　NIRSの計 )は， 性ア ライアンスの

ーイン にてベースラインと1 目 中 p  0.

004 ,p  0.002 )，ベースラインと2 目

中 p  0.001 ,p  0.001 )との間に， 計学

的有意差を認めた． ム ーイン ではベースライ

ンと1 目 中 p  0.008 ,p  0.001 )，

ベースラインと2 目 中 p  0.012 ,p  0.

009 )との間に 計学的有意差を認めた．TMT-

Aの計 は， と 性ア ライアンスの

ーイン との間 p  0.013)， と ム

ーイン との間 p  0.005)に 計学的有意差を

認めた．

　 性の評価では， 性ア ライアンスの

ーイン においてベースラインと 中の比較で

は， ちらの においても 後の方が 前より

も 性が 加した．前 機能の評価では，

と 性ア ライアンスの ーイン およ

ム ーイン を比較した結果より， ちらの にお

いても前 の機能が 上した．以上のことから，

性ア ライアンスの ーイン は，前 の 性

上効果を有することが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Quintero A, Ichesco E, Myers C, et al. Brain
activity and human unilateral chewing: an FMRI
study. J Dent Res 2013;92:136-142.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 歯科大学倫理審査委員会，委員会番

号：11000736，承認番号：754）

P- 度認 症患者に対する の と の関

○ 井由 ，大 ， 田 ， 道 ，佐藤正 ，田中 ，田中 博

大 歯科大学有歯補綴咬合学

Relationship food preference and gaze in patients with mild dementia

Yasui Y, Otsuka K, Shibata S, Kakudo M, Sato M, Tanaka J, Tanaka M
Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

ー のような の い は， に

を し， の となることが され

る．そのため， のQOL 上には客観的な

評価を取り れる必要がある．そこで れ れはこれ

までに， 定機 であるアイ ラ ーを用いて，

客観的に健 人における と には関 があ

ることを報 して た1)．今後意 通の難しい認

症患者への使用が 能か検討する必要がある．

　 本研究では， 度認 症患者に対してアイ ラ

ン シス ムを用いた の と との関 を検

討することを目的とした．

Ⅱ． 方法

HDS-Rにて16点以上 20点以下の患者6名 女

性，平均年齢84.5 4.7歳)を対象とした．被験

は， りの 78 g あいーと
®
，イー 大 製

株式会社)とした． あいーと
®

は通 の のよう

に見え， を こすために開発された に

みやすい である． は，や らか 通

およ ー とした．被験者にアイ ラ ーを

装着さ ，配 後から 点 定を開 し，10 間

を自由に見るよう した．アイ ラ ー 定終

了後， けて をしてもらった． 終了後，

取量の 定を行った． 点 定は， を配

した時点から 直前の10 間とした．

　 レベ を高 の2 に 定し， 取量

が い を レベ 高， 取量の少ない

を レベ とした．

計学的解析はWilcoxonの 検定を行っ

た．有意水 は5 とした．

Ⅲ． 結果と考察

　 点 定の結果，患者はや らか 通 に対し

て 点の合計 数が く， 点の合計

時間も くなった 図)．また，患者全員が ー よ

りもや らか 通 を く 取した．これより， レ

ベ の高い として あるや らか 通 を

したと考えられる．

本研究では， 点の合計 数およ 合計

時間の評価が 能であった．これは，一 の

定が10 間と 時間であり， 意 の が少な

かったためと考えられる． 度認 症患者においても

定した評価が得られたと 察される．

以上より，本研究から， 度認 症患者において

の と との関 が認められたことが さ

れた．

Ⅳ． 文献

1） Yasui Y, Tanaka J, Kakudo M, et al.
Relationship between preference and gaze in
modified food using eye tracker. J Prosthodont
Res 2019; 63: 210-215.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 歯科大学 の倫理委員会，委員会番

号：11001113，承認番号：110885）

図　各 における 点の合計 数( )お
よ 点の合計 時間( )
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時 ラ シ ム患者の 一 効果における と
自 の 割
　○ 　　

1)，　 　　

1)，　 田理 　　

2)，　 　　

1)，　 一　　

1)，　 博文　　

1)，　加藤 史　　

3)

　

1)大 大学大学院歯学研究科顎口腔機能 学 ラ ン ジ補綴学教室，　

2)大 大
学大学院歯学研究科顎口腔機能 学 有床義歯補綴学・高齢者歯科学分野，　

3)大 大
学大学院歯学研究科高 口腔機能学 口腔 理学教室
The role of sleep architecture and autonomic nervous activity in the first night effect of sleep bruxism
patients
Haraki S1), Tsujisaka A1), Toyota R2), Mizumori T1), Ishigaki S1), Yatani H1), Kato T3)

1)Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Fixed Prosthodontics, 2)Osaka University
Graduate School of Dentistry, Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, 3)

Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Oral Physiology

Ⅰ． 目的

　 時 ラ シ ム（Sleep Bruxism  SB）は，

中 に ム （ Rhythmic masticatory
muscle activity  RMMA）が頻発する 関

症である．SB患者では， 中の や

RMMAの発 に 間変 があることが の研究か

ら されている1)．しかし， 間変 をもたらす 理

学的要 については 明な点が い．

　本研究では，RMMAを頻発するSB患者に2
でPSG検査を実施し，RMMAの 一 効果に関 す

る 理学的な変化を明らかにすることを目的とした.

　

Ⅱ． 方法

1. 被験者：本研究科において2 で実施したPSG
検査の結果，2 目の 定結果から，1時間あたりの

RMMAの発 数（RMMA index）が4 hr以上を

し，SBと診 した15名（男性：8名, 女性：7名, 平均年

齢23.2 1.3歳）について解析を行った. 本研究計画

は大 大学大学院歯学研究科・歯学部 歯学部

病院倫理審査委員会に承認され，す ての被験

者から書 による同意を得た．

2. 咬 の解析： の解析

は 国 学会（AASM）の イ ラインに して

行った. の報 2)に従いRMMAとSBの診 要

にならない非特 的な （ nonspecific
masticatory muscle activity：NSMA）を，PSGと

デ 録をもとに 定した．RMMAとNSMAの

の発 頻度を2 間で比較した．

3. 自 の解析： Complex demodulation法

を用いて， 変 をス ラ 解析し，各

における高 分（HF）， 分（LF）のパ

ーと，その比（LF HF）を し，2 間で比較し

た．

4. 計解析： 2 のデー の比較にWilcoxon
signed-rank testを用いた．

　

Ⅲ． 結果と考察

1. の比較： 1 目と比較して2 目の 効

は有意に 加し（P  0.003）， 時，中

，レム 時，Awakening indexは有意に 少し

た（P  0.05 for all）．一方，RMMA indexは, 1 目

（中 ：4.8 1.1-11.1 hr）よりも2 目（5.7
4.6-12.0 hr）で有意に高く（P  0.001）, NSMA

indexは有意に かった（1 目：7.8 2.8-15.3
hr， 2 目：6.4 2.9-13.6 hr，P  0.04）．また，歯

しり を うRMMAの発 数は，1 目よりも2
目で有意に かった（P  0.004）.

2. RMMA indexを2 で比較すると，StageN1での発

が2 目の うが有意に高かった（P  0.01）．し

かし，NSMA indexは，StageN2やStageWにおいて，

1 目よりも2 目が有意に かった（P  0.05）．

3. 変 ：す ての において，LFおよ

LF HFは， 2 間で有意な差を認めなかった．一方，

HFはStageRでのみ，1 目よりも2 目で高かった（P
 0.05）．平均 数は，Stage2では，1 目よりも2

目が有意に かった（P  0.05）．

4. SB群では， が分 され 性が い検査1
目よりも， が少なく が 定した2 目で

RMMAの発 数が 加した．しかし，2 間で，自

に 明な差を認めなかった．したがって，2
目のRMMAの 加は， 分 や交感

の上 による 能性は いと考えられた．一方，

NSMAは，RMMAとは する 一 効果を すこ

とから， 分 に対する 性が高い 能性が

された.

　

Ⅳ． 文献

1） Hasegawa Y, Lavigne G, Rompre P, et al. Is
there a first night effect on sleep bruxism? A
sleep laboratory study. J Clin Sleep Med 2013;9:
1139-1145.

2） Haraki S, Tsujisaka A, Nonoue S, et al. Sleep
quality, psychologic profiles, cardiac activity,
and salivary biomarkers in young subjects with
different degrees of rhythmic masticatory muscle
activity: a polysomnography study. J Oral Fac
Pain Headache, 2019;33:105-113.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 大学大学院歯学研究科・歯学部

歯学部 病院倫理審査委員会，委員会番号：

11000078，承認番号：H25-E9-8）
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2)大 大
学大学院歯学研究科顎口腔機能 学 有床義歯補綴学・高齢者歯科学分野，　

3)大 大
学大学院歯学研究科高 口腔機能学 口腔 理学教室
The role of sleep architecture and autonomic nervous activity in the first night effect of sleep bruxism
patients
Haraki S1), Tsujisaka A1), Toyota R2), Mizumori T1), Ishigaki S1), Yatani H1), Kato T3)

1)Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Fixed Prosthodontics, 2)Osaka University
Graduate School of Dentistry, Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, 3)

Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Oral Physiology

Ⅰ． 目的

　 時 ラ シ ム（Sleep Bruxism  SB）は，

中 に ム （ Rhythmic masticatory
muscle activity  RMMA）が頻発する 関

症である．SB患者では， 中の や

RMMAの発 に 間変 があることが の研究か

ら されている1)．しかし， 間変 をもたらす 理

学的要 については 明な点が い．

　本研究では，RMMAを頻発するSB患者に2
でPSG検査を実施し，RMMAの 一 効果に関 す

る 理学的な変化を明らかにすることを目的とした.

　

Ⅱ． 方法

1. 被験者：本研究科において2 で実施したPSG
検査の結果，2 目の 定結果から，1時間あたりの

RMMAの発 数（RMMA index）が4 hr以上を

し，SBと診 した15名（男性：8名, 女性：7名, 平均年

齢23.2 1.3歳）について解析を行った. 本研究計画

は大 大学大学院歯学研究科・歯学部 歯学部

病院倫理審査委員会に承認され，す ての被験

者から書 による同意を得た．

2. 咬 の解析： の解析

は 国 学会（AASM）の イ ラインに して

行った. の報 2)に従いRMMAとSBの診 要

にならない非特 的な （ nonspecific
masticatory muscle activity：NSMA）を，PSGと

デ 録をもとに 定した．RMMAとNSMAの

の発 頻度を2 間で比較した．

3. 自 の解析： Complex demodulation法

を用いて， 変 をス ラ 解析し，各

における高 分（HF）， 分（LF）のパ

ーと，その比（LF HF）を し，2 間で比較し

た．

4. 計解析： 2 のデー の比較にWilcoxon
signed-rank testを用いた．

　

Ⅲ． 結果と考察

1. の比較： 1 目と比較して2 目の 効

は有意に 加し（P  0.003）， 時，中

，レム 時，Awakening indexは有意に 少し

た（P  0.05 for all）．一方，RMMA indexは, 1 目

（中 ：4.8 1.1-11.1 hr）よりも2 目（5.7
4.6-12.0 hr）で有意に高く（P  0.001）, NSMA

indexは有意に かった（1 目：7.8 2.8-15.3
hr， 2 目：6.4 2.9-13.6 hr，P  0.04）．また，歯

しり を うRMMAの発 数は，1 目よりも2
目で有意に かった（P  0.004）.

2. RMMA indexを2 で比較すると，StageN1での発

が2 目の うが有意に高かった（P  0.01）．し

かし，NSMA indexは，StageN2やStageWにおいて，

1 目よりも2 目が有意に かった（P  0.05）．

3. 変 ：す ての において，LFおよ

LF HFは， 2 間で有意な差を認めなかった．一方，

HFはStageRでのみ，1 目よりも2 目で高かった（P
 0.05）．平均 数は，Stage2では，1 目よりも2

目が有意に かった（P  0.05）．

4. SB群では， が分 され 性が い検査1
目よりも， が少なく が 定した2 目で

RMMAの発 数が 加した．しかし，2 間で，自

に 明な差を認めなかった．したがって，2
目のRMMAの 加は， 分 や交感

の上 による 能性は いと考えられた．一方，

NSMAは，RMMAとは する 一 効果を すこ

とから， 分 に対する 性が高い 能性が

された.

　

Ⅳ． 文献

1） Hasegawa Y, Lavigne G, Rompre P, et al. Is
there a first night effect on sleep bruxism? A
sleep laboratory study. J Clin Sleep Med 2013;9:
1139-1145.

2） Haraki S, Tsujisaka A, Nonoue S, et al. Sleep
quality, psychologic profiles, cardiac activity,
and salivary biomarkers in young subjects with
different degrees of rhythmic masticatory muscle
activity: a polysomnography study. J Oral Fac
Pain Headache, 2019;33:105-113.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 大学大学院歯学研究科・歯学部

歯学部 病院倫理審査委員会，委員会番号：

11000078，承認番号：H25-E9-8）

P- 義歯の ーシ ン効果に関する研究
7報　装着6か月後のERP 分の変化

　○ 一郎　　

1,2)，　大沢 　　

1,2)，　 野 行　　

3)

　

1) 本大学松 歯学部歯科 合診療学 ，　

2) 本大学松 歯学部口腔科学研究所，　

3) 関
部

Study on rehabilitation effect of denture
Part 7: Changes in ERP components 6 months after wearing dentures
Aoki S1,2), Osawa S1,2), Nagano H3)

1)Department of Oral diagnoatics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo, 2)Research Instiute of
Oral Science, Nihon University School of Dentistry at Matsudo, 3)Higashikanto Branch

Ⅰ． 目的

　義歯を れてよく ことがで ると が 性化し，

中 や意 ， 感 といった 人間らしさ をつかさ

る前 前野の 量が えることが報 されて

いる．これは顎を かすと口のま りのたくさ の

が使 れることから も くなると考えられている．

このように が健康に については 目

されている.歯科では義歯やイン ラン な 部へ

の補綴 置が健康 ，健康 を すと 察さ

れており，特に義歯な の 機能の を う

歯部 の治療は， 機能が大 く変化するため

に，さま まな が 身に し身 機能 進に

も 立つと考えられている． たちは今まで義歯装着

直後と装着後1か月の 時的変化を認 の 標

と さ れ る 象 関 ERP Event-Related
Potentials)を 定し，ERP 分の につ

いてこれまでの研究の 見1）を用いて認 理学的

解 を試みた．今 ， 的に義歯を使用している

装着後6か月を 定し，装着後1か月から装着後6か

月における 時的変化について，ERP 分の

から認 理学的に検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は， 本大学松 歯学部付 病院に 院し

ている68 80歳の患者（平均年齢74歳）5名である．

療 により に 質的・機能的 患を有してい

ないことを 認し，義歯の 合による変化を防 す

るため，患者にGOHAIを装着後1か月，6か月に行

い，大 な変化がない患者とした．

　ERP 定は ー に て，標的 と非

標的 を2：8の割合とした． はス ー

とし，提 された と文 の が一 したと のみ

ン しを行うこととした． 行時の 上から

された を20 加 平均し，被験者 とに加

平均 を めた．認 機能の情報 理 を中

に検討するため，加 平均 の 時0 700ms
の 分を25ms とに平均し，28ポイン の

分で主 分分析を行った．主 分分析は 有 4.0
以上， 付加量0.7以上をERP 分として

した．ERP 分は 時を基 に なパ ーン

マ ン 理 を表す MMN ，高度なパ ーン

マ ン 理 を表す N2b ， 意の定

を表す P3a ，作 の 新 を表す P3b ，行

の 行 を表す SW と既 の認 理学的意

義を用いて解 を試みた．

　

Ⅲ． 結果と考察

　義歯装着後1か月では 一主 分 P3a ， 二主

分 P3b ， 主 分 SW ， 主 分 MMN が

で た．一方，装着後6か月では 一主 分

P3bとSWの 合 分 ， 二主 分 MMNとN2bの

合 分 主 分 P3a が で た 図)．

　義歯装着後6か月は，1か月と比較し作 の

新 を表す P3b や行 の 行 を表す SW
の 分の 合化や が大 い結果が得られた．

P3bとSWの 合 分 の が大 くなったから，義

歯に れることにより や行 行が 上したと

察され，間 的に の認 機能に があることが

された．

　

Ⅳ． 文献

1） 一郎， 藤 ， 野 行 か． 能

と認 情報 理 との関 性 なる咬合

ー における比較 ．補綴 2004 48：

583-591．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 本大学松 歯学部倫理審査委員会，委

員 会 番 号 ： 11000584 ， 承 認 番 号 ：

EC16-15-10-025-2）

　

図　義歯装着後1か月と6か月のERP 分
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性 時 吸を有する患者の 下の

　○ 芳美　　

1)，　 水 　　

1)，　 野 博　　

1)，　 田一 　　

2)，　井田　 　　

3)

　

1) 本歯科大学新 病院，　

2) 北・北海道 部，　

3)関 部

Influence of reduced tongue pressure in obstructive sleep apnea patients

Inoko Y1), Shimizu K1), Uno K1), Okada K2), Ida I3)

1)The Nippon Dental University Niigata Hospital, 2)Tohoku/Hokkaido Branch, 3)Kanetsu Branch

Ⅰ． 目的

　 以 前 よ り ， は 性 時 吸

（Obstructive Sleep Apnea  OSA）患者における

（ の ）と 吸との関 を検討し，その関 を

明らかにして た1)．

　本研究の目的は，OSAを有する患者の 下を

す 下群と 正 群との関 を明らかにす

ることである．

　

Ⅱ． 方法

　対象者は， OSAを い2017年10月 2019年9月に

本歯科大学新 病院 歯科セン ーを受診し，

ポ ラ 検査（PSG）にてOSAの 定診 を受

けた患者で，本研究について承 の得られた100名

（男性59名，女性41名）である．なお，本研究は 本

歯科大学新 病院倫理委員会の承認を得たのちに

行った.

方法：

 PSG検査： 院下でPSG検査を施行し， 数

ArI), 吸 吸 数 AHI), SpO290 比

CT90 ) を した．

 の計 ： 定
®
（JMS社，TPM-01, 広

島）を用いた． ー を口腔内に し，

ー の ーンを で硬口 へ し付けなが

ら 上 を5 定した．5 の計 のうち，

大 を とした．

 の計 ： 部 ス （セ

）を用いた． は，通法通りの 定とし，咬

合 で を にした で を行った．セ

の レースを行い， から口 までの計 は，

Ozbek2)らの方法を用いた．すな ち， 口 間

（TPD）は8ヵ所（TPD1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8）， か

ら下顎下 平 まで を下 した （MPH）を計

した．

分析方法：診療報 に された口腔機能 下症の

基 が， 大 30kPa である3)　ことから，対象

者を 30kPa以上の 正 群と30kPa の

下群に分け，各項目の平均 と標 差を

した．さらに，TPDについては， 前方部 TPD2と

TPD3の平均 )， 中間部（TPD4とTPD5の平均 ）

後方部（TPD6とTPD7の平均 ）の を した．

正 群と 下群の2群の関 を調 るため

に，年齢， 度 BMI)，ArI, AHI, CT90 , 前方

部， 中間部， 後方部，MPHについてMann-

WhitneyのU検定を用いた．

　

Ⅲ． 結果と考察

　表に結果を す．対象者100人中，2割に の

下がみられた． 計分析の結果，年齢，BMI, 前

方部で有意差がみられた．すな ち， 正 群に

比 て 下群は年齢が高く， 度は く，

と口 の間の は， 前方部において大 いこ

とが明らかになった．

　

Ⅳ． 文献

1） 芳美， 水 ，井田 か. 性

時 吸患者の 時 について． 補綴

会  2019; 11:277.
2） Ozbek MM, Memikoglu UT, Altug-Atac AT et

al: Stability of maxillary expansion and tongue
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性 時 吸を有する患者の 下の

　○ 芳美　　

1)，　 水 　　

1)，　 野 博　　

1)，　 田一 　　

2)，　井田　 　　

3)

　

1) 本歯科大学新 病院，　

2) 北・北海道 部，　

3)関 部

Influence of reduced tongue pressure in obstructive sleep apnea patients

Inoko Y1), Shimizu K1), Uno K1), Okada K2), Ida I3)

1)The Nippon Dental University Niigata Hospital, 2)Tohoku/Hokkaido Branch, 3)Kanetsu Branch

Ⅰ． 目的

　 以 前 よ り ， は 性 時 吸

（Obstructive Sleep Apnea  OSA）患者における

（ の ）と 吸との関 を検討し，その関 を

明らかにして た1)．

　本研究の目的は，OSAを有する患者の 下を

す 下群と 正 群との関 を明らかにす

ることである．

　

Ⅱ． 方法

　対象者は， OSAを い2017年10月 2019年9月に

本歯科大学新 病院 歯科セン ーを受診し，

ポ ラ 検査（PSG）にてOSAの 定診 を受

けた患者で，本研究について承 の得られた100名

（男性59名，女性41名）である．なお，本研究は 本

歯科大学新 病院倫理委員会の承認を得たのちに

行った.

方法：

 PSG検査： 院下でPSG検査を施行し， 数

ArI), 吸 吸 数 AHI), SpO290 比

CT90 ) を した．

 の計 ： 定
®
（JMS社，TPM-01, 広

島）を用いた． ー を口腔内に し，

ー の ーンを で硬口 へ し付けなが

ら 上 を5 定した．5 の計 のうち，

大 を とした．

 の計 ： 部 ス （セ

）を用いた． は，通法通りの 定とし，咬

合 で を にした で を行った．セ

の レースを行い， から口 までの計 は，

Ozbek2)らの方法を用いた．すな ち， 口 間

（TPD）は8ヵ所（TPD1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8）， か

ら下顎下 平 まで を下 した （MPH）を計

した．

分析方法：診療報 に された口腔機能 下症の

基 が， 大 30kPa である3)　ことから，対象

者を 30kPa以上の 正 群と30kPa の

下群に分け，各項目の平均 と標 差を

した．さらに，TPDについては， 前方部 TPD2と

TPD3の平均 )， 中間部（TPD4とTPD5の平均 ）

後方部（TPD6とTPD7の平均 ）の を した．

正 群と 下群の2群の関 を調 るため

に，年齢， 度 BMI)，ArI, AHI, CT90 , 前方

部， 中間部， 後方部，MPHについてMann-

WhitneyのU検定を用いた．

　

Ⅲ． 結果と考察

　表に結果を す．対象者100人中，2割に の

下がみられた． 計分析の結果，年齢，BMI, 前

方部で有意差がみられた．すな ち， 正 群に

比 て 下群は年齢が高く， 度は く，

と口 の間の は， 前方部において大 いこ

とが明らかになった．

　

Ⅳ． 文献

1） 芳美， 水 ，井田 か. 性

時 吸患者の 時 について． 補綴

会  2019; 11:277.
2） Ozbek MM, Memikoglu UT, Altug-Atac AT et

al: Stability of maxillary expansion and tongue
posture, Angle Orthod 2009; 79:214-220.

3） 水口 ， 一 ， 一 か．高齢期に

おける口腔機能 下 学会見解 文2016年度

． 年歯学 2016; 31:81-99.
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：倫理委員会，委員会番号：11000109，承

認番号：ECNG-H-254）

　

表　 正 群と 下群について

P- 下顎前方 装置の と咬 に対する 質 性の
性変化への

○松 1)， 井理 1)， 田　 2)，島田明 3)，田中 1)，田中 博1)

1)大 歯科大学有歯補綴咬合学 ，2) 本大学松 歯学部口腔健康科学 　顎口腔機
能治療学分野，3)大 歯科大学高齢者歯科学
Effect of mandibular advancement device on plasticity in corticomotor excitability of tongue and masseter
muscles
Matsuzaki S1), Fukui R1), Iida T2), Shimada A3), Tanaka J1), Tanaka M1)

1)Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 2)Division of Oral Function
and Rehabilitation, Department of Oral Health Science, Nihon University School of Dentistry at Matsudo, 3)

Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　 性 時 吸（obstructive sleep apnea
OSA）は 中に部分的または 全に上 道が り

し することにより る 吸 であり，

患， 性 患や 患を こし，

予後にも する 患として られている. 歯科

において広く用いられている治療法である下顎

前 方 装 置 （ mandibular advancement device
MAD）は，口腔内にス ン を装着し，下顎を前方

で することで， 道を し，OSAイベン を

少さ る がある．

　これまでに，口腔 における 調 を った

（例 ， レン ン ，下顎

）を行うことで， 発 が変化し， 部

の 性に を えたという

（transcranial magnetic stimulation  TMS）を用いた報

がある．TMSは大 質 野に を

え， にて 発 motor evoked
potentials  MEPs)を計 し， 質 性の

性変化を評価することがで る．

　そこで本研究の目的は，TMSを用いて と咬 の

発 を評価することで， MADの装着が

質 性に える を明らかにすることとす

る．

Ⅱ． 方法

18歳以上の健 者18名を対象とした．研究デザイン

はランダム化 ス ー ーデザインを 用し， 大

下顎 量の0 （MAD 0），50 （MAD 50）の2
で比較した．実験は Baseline session ， First
session， Washout periodおよ ， Second session
で され， は3 間， は2 間とした． と

では，ランダム化で められた でMAD 0およ

MAD 50を 時に使用するように した．

TMSの 度は （motor threshold  MT）

を基 に，90 MT，100 MT, 120 MTおよ 160 MT
とした．計 時期はBaseline BL), MAD 0装着後，

MAD 50装着後の計3 とし，計 部 は咬 ， ,

一 間 （コン ー ）とし，各 時におけ

るMEPsを分析項目とした． 計学的解析は，TMSの

計 時期と 度の2 とする，二元配置分散

分析を行い，Sidak補正法による 比較を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　分散分析の結果，咬 と のMEPsは計 時期（P
 0.01）， 度（P  0.01），およ 交互作用（P 

0.01）において 計学的な有意差を認めた．MAD 50
における咬 のMEPsは120 MTおよ 160 MTの時

に，BL（P  0.01）およ MAD 0（P  0.01）と比較し

有意に高い を した． MAD 50における のMEPs
は120 MTおよ 160 MTの時に，BL（P  0.01）およ

MAD 0（P  0.01）と比較し有意に高い を し

た． 一 間 のMEPsは 度（P  0.01）

についてのみ有意差を認めた．

　これらのことより， 時にMADを装着し，下顎を前

方 で することで， と咬 に対する 質

性に 性変化をもたらすことが明らかになっ

た．

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：デンマー ラン中部 研究倫理委員

会，委員会番号：なし，承認番号：1-10-72-417-17）

図　TMS 定結果
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光ラベ ン による ン ノマー 化 の開発

　○ 川 郎　　

1)，　 幸 　　

1)，　 幸　　

2)，　吉 美 　　

3)，　 　　

)，　 正郎　　

)，　 　　

)

　

1) 山大学病院 咬合・義歯補綴科，　

2) 山大学歯学部 研究セン ー，　

3)国立研究会
開発法人 合研究所，　

) 山大学大学院 歯 学 合研究科 咬合・有床義歯補
綴学分野，　

) 山大学大学院 歯 学 合研究科 材料学分野
Development of a visualization method of coupling monomer using fluorescence labeling

Nishigawa G1), Maruo Y1), Nagaoka N2), Yoshihara K3), Tokunaga E4), Irie M5), Minagi S4)

1)Occlusion and Removable Prosthodontics, Okayama University Hospital, 2)Advanced Research Center for
Oral and Craniofacial Sciences, Okayama University Dental School, 3)National Institute of Advanced
Industrial Science and Technology, 4)Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama
University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 5)Department of
Biomaterials, Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences

Ⅰ． 目的

　CAD CAM 用材料な に用いられる イ

レジンは，レジンセ ン との 着に際し ン

ノマーを することによって化学的結合 の 化が

図られる． ン ノマーと イ レジンと

の結合 を評価する方法としてXPSによる分析方

法があるが， イ レジンは材料中に レー

が 在するためにXPSによる評価は困難であ

る．また各 イ レジンの材料中には製 自

の ラーな が まれるため，同一材料内であって

も ン ノマーの結合が一様とは考えにくい．

本研究は イ レジン上のシラン ン さ

れた における ン ノマーの結合様

を， ン ノマーに 光 ンパ を標 さ る

方法を 用して 化することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 イ レジン は ARCTICA VITA
ENAMIC（ デン シス ム ）を用いた．機 加

工による の後， 度15µmのダイ ン ラ ン

ム（3M）で研 した．水 後，大 ラ マ

理（P500-SM， ）した表 を，シラン

ン である3- シシ ) ア ン（シ

マア ）で した．この表 に対し， R-

Phycoerythrin Labeling Kit–NH2（同 化学研究所）

を用いて 光 ンパ を標 し， 点レーザー

（FV1000， ンパス）にて観察した．

　また，ARCTICA VITA ENAMICを 観察で る

ように機 加工の後，ア ンイ ン研 装置

（SM-09020CP， 本 ）で 観察試料作製し，

査 （JSM-6701F， 本 ）

で観察した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 査 観察結果から，ARCTICA VITA
ENAMICの が2 のセラ スが用いられ，セ

ラ ス の 間に が 在することが明らかに

なった． 点レーザー 観察では，ENAMIC
は添加される 金 有 機材料部分に自発 光

があるものの， 3- シシ ) ア ンで

し， R-Phycoerythrin Labeling Kit–NHで 光標

した試料は，ENAMICの大部分を めるシ マ

スの 部におけるシラン ン された部

分を 光観察で た 図)（た し，ENAMICの自発

光についてはシラン ン の評価から く必要

がある)．

　本 法を用いることにより，シラン ン されて

いる部分を 化することがで ， ン の

定量評価も 能となるものと考えられる．また，光-

関 法（CLEM）を用いれ ， 光像とSEM
像を 合 ることが 能である．この評価法を用

いれ ，各 材料の表 な による ン

の様 ，あるいは材料間による ン

特性の評価も 能となり，これらの結果と 着試験

結果との 関を検討することも 能であることから，

くの研究に対して有用な方法になるものと考えられ

る．

　

図　ARCTICA VITA ENAMICのSEM像(A:
像)と 点レーザー 像(B: Control, 光標

なし，C: シラン 理なし， 光標 ，D: NH2シラ

ン 理 光標 )
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光ラベ ン による ン ノマー 化 の開発

　○ 川 郎　　

1)，　 幸 　　

1)，　 幸　　

2)，　吉 美 　　

3)，　 　　

)，　 正郎　　

)，　 　　

)

　

1) 山大学病院 咬合・義歯補綴科，　

2) 山大学歯学部 研究セン ー，　

3)国立研究会
開発法人 合研究所，　

) 山大学大学院 歯 学 合研究科 咬合・有床義歯補
綴学分野，　

) 山大学大学院 歯 学 合研究科 材料学分野
Development of a visualization method of coupling monomer using fluorescence labeling

Nishigawa G1), Maruo Y1), Nagaoka N2), Yoshihara K3), Tokunaga E4), Irie M5), Minagi S4)

1)Occlusion and Removable Prosthodontics, Okayama University Hospital, 2)Advanced Research Center for
Oral and Craniofacial Sciences, Okayama University Dental School, 3)National Institute of Advanced
Industrial Science and Technology, 4)Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama
University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 5)Department of
Biomaterials, Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences

Ⅰ． 目的

　CAD CAM 用材料な に用いられる イ

レジンは，レジンセ ン との 着に際し ン

ノマーを することによって化学的結合 の 化が

図られる． ン ノマーと イ レジンと

の結合 を評価する方法としてXPSによる分析方

法があるが， イ レジンは材料中に レー

が 在するためにXPSによる評価は困難であ

る．また各 イ レジンの材料中には製 自

の ラーな が まれるため，同一材料内であって

も ン ノマーの結合が一様とは考えにくい．

本研究は イ レジン上のシラン ン さ

れた における ン ノマーの結合様

を， ン ノマーに 光 ンパ を標 さ る

方法を 用して 化することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　 イ レジン は ARCTICA VITA
ENAMIC（ デン シス ム ）を用いた．機 加

工による の後， 度15µmのダイ ン ラ ン

ム（3M）で研 した．水 後，大 ラ マ

理（P500-SM， ）した表 を，シラン

ン である3- シシ ) ア ン（シ

マア ）で した．この表 に対し， R-

Phycoerythrin Labeling Kit–NH2（同 化学研究所）

を用いて 光 ンパ を標 し， 点レーザー

（FV1000， ンパス）にて観察した．

　また，ARCTICA VITA ENAMICを 観察で る

ように機 加工の後，ア ンイ ン研 装置

（SM-09020CP， 本 ）で 観察試料作製し，

査 （JSM-6701F， 本 ）

で観察した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 査 観察結果から，ARCTICA VITA
ENAMICの が2 のセラ スが用いられ，セ

ラ ス の 間に が 在することが明らかに

なった． 点レーザー 観察では，ENAMIC
は添加される 金 有 機材料部分に自発 光

があるものの， 3- シシ ) ア ンで

し， R-Phycoerythrin Labeling Kit–NHで 光標

した試料は，ENAMICの大部分を めるシ マ

スの 部におけるシラン ン された部

分を 光観察で た 図)（た し，ENAMICの自発

光についてはシラン ン の評価から く必要

がある)．

　本 法を用いることにより，シラン ン されて

いる部分を 化することがで ， ン の

定量評価も 能となるものと考えられる．また，光-

関 法（CLEM）を用いれ ， 光像とSEM
像を 合 ることが 能である．この評価法を用

いれ ，各 材料の表 な による ン

の様 ，あるいは材料間による ン

特性の評価も 能となり，これらの結果と 着試験

結果との 関を検討することも 能であることから，

くの研究に対して有用な方法になるものと考えられ

る．

　

図　ARCTICA VITA ENAMICのSEM像(A:
像)と 点レーザー 像(B: Control, 光標

なし，C: シラン 理なし， 光標 ，D: NH2シラ

ン 理 光標 )

P- 2 機能 ノ イ ンが歯 の 能・
分化能に える の解析
　○ 敦 ，　 　正 ，　松川 平，　今 ，　 島 ，　 ，　 部　

学院大学歯学部有床義歯学

Analysis of proliferation and differentiation capacity in dental pulp stem cells utilizing the physicochemical
properties of functionally graded nanohybrid titanium
Aoyagi A, Hata M, Matsukawa R, Imanishi Y, Kojima N, Ozawa S, Takebe J
Department of Removal Prosthodontics, School of Dentistry Aichi Gakuin University

Ⅰ． 目的

　　 ンは，優れた 合性， 定性， 結合能

およ 機 的特性を有していることから，歯科イン

ラン として広く用いられている． 期の セ イン

レーシ ンを 得する目的で ンイン ラン 表

を 質するために様 な方法が研究・臨床 用さ

れ て た ． 歯 （ Dental pulp stem
cells DPSCs）は， 分化能を有する であることか

ら， 療法のための 供 になると考え

られる．

　 は治 期間の 質の る部 への

大を目的とした新たな治療 として，

取時の が少なく， 調整能を有し 結 後

も特性を するDPSCs1)を 材料と する方法

が有効であると考えている．今 ， ン（c.p.Ti）表

に 化・水 理を施し（SA 理）2)， ノ

を有する 化被 上に 方 で結 性の

高い イ シアパ イ （ HA ）結 を析 さ た

機能 ノ イ ンがDPSCsの
能・ 分化能へ える について解析を行ったので

報 する．

　

Ⅱ． 方法

　実験試料は，c.p.Tiおよ セ ン

ム（0.01mol L）と シ ム 0.15mol L）からな

る 解質 中にてc.p.Tiに 化 理を施

した ン（AO 理c.p.Ti），その後，水 理を施し

た ン（SA 理c.p.Ti）を用いた．DPSCsは6 齢

性SDラ の下顎中 歯 歯後， シンコラ

ー を用いた 理によって分 し，

した． ー イ ーにより表 を同定し，

分化 を行い，FABP-4 ， ス

シン により分化能を 認後，実験

に供した．

　c.p.Ti，AO 理c.p.Ti，SA 理 c.p.Ti上でDPSCsを
し， 3，5，7 後に 査

（SEM）による の観察を行った． に，

性（MTT Assay）の 定を行い， ア イム

PCRによる 関 （ ス ポン ン，

ス シン， シア ンパ 質）の発現解析を

行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SA 理により，c.p.Ti表 上に 化被 が

され，HA結 の析 を 認した．試料表 上にお

けるDPSCsの は， 3，5，7 後においてSEM
の観察結果より，c.p.Tiおよ AO 理c.p.Tiの の

着 は していた．SA 理c.p.Ti上では，

c.p.Tiおよ AO 理c.p.Tiと比較して， の

が であり， 数の 加とともに 化被

の ノ 表 およ HA結 へ の

・ 着が く，広 に 認で た． 性

では，c.p.Tiと比較してSA 理c.p.Tiは有意な差は認

められなかった． ア イムPCRの結果よりSA 理
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Ⅳ． 文献

1） Hata M, Omi M, Kobayashi Y et al.
Transplantation of cultured dental pulp stem
cells into the skeletal muscles ameliorated
diabetic polyneuropathy: therapeutic plausibility
of freshly isolated and cryopreserved dental pulp
stem cells. Stem Cell Res Ther. 2015 Sep 7;6:
162.

2） Takebe J, Ito S, Miura S et al. Physicochemical
state of the nanotopographic surface of
commercially pure titanium following
anodization-hydrothermal treatment reveals
siginificiantly improved hydrophilicity and
surface energy profiles. Mater. Sci. Eng. C 2012;
32:55-60.

　

（倫理審査委員会名： 学院大学歯学部 実験

委員会，委員会番号：なし，承認番号：414）
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歯科材料研 時の の 散 定
口腔 ームの有効性の検討
　○水 　　

1,2)，　藤本けい 　　

2)，　後藤 　　

2)，　 　 　　

2)，　 川 　　

2)

　

1) 島大学大学院 歯 学研究部歯科 学分野，　

2) 島大学大学院 歯 学研究部口
腔顎 補綴学分野
Measurements of particle dispersion during grinding of dental materials
Effectiveness of extraoral vacuum
Suito H1,2), Fujimoto K2), Goto T2), Nagao K2), Ichikawa T2)

1)Department of Oral and Maxillofacial Radiology, Tokushima University Graduate School of Biomedical
Sciences, 2)Departoment of Prothodontics and Oral Rihabilitation, Tokushima University Graduate School
of Biomedical Sciences

Ⅰ． 目的

　歯科診療時には，歯科用 ー ンや ンジンに

する ・ ・ な の 散により歯科 療

従 者に健康被 を す 能性が報 されてい

る．歯科 の を調査した報 で， 吸

患が での が一 の より有意に高い

報 1）や，歯科 工 の の病理 診 で歯科材

料の が検 されたと報 2）があり，歯科 ・

歯科 工 は歯科治療・ 工を行う際に る

を吸 していることが予 される．

　歯科診療時の作 として口腔内で歯

質・補綴装置（レジン・金 ）を ったり，口腔 で補

綴装置や 工 を調整したりする場合に ・

な の 散を防 必要がある．歯科材料の 散

を防 歯科 ・ 者・患者が の吸 を防

方 として口腔 ームの使用が されてい

る．しかし，口腔 ームの有効性に関する報

は少なく，歯科治療により が歯科 や

内に の 度 散しているか，さらに口腔

ームの使用が の 度 の 散防 となっ

ているか明らかになっていない．　

　そこで本研究では，歯科 が診療室内で診療し

ア イ で補綴装置， 工 を調整する を

定して，その 研 （研 ）時に歯科材料由 の

が の 度 散しているか，また研 部 から口

腔 ームまでの ・ 度が の 度

の 散防 に有効であるか明らかにする．

　

Ⅱ． 方法

　診療室内の ア イ で補綴装置， 工 の調

整する を 定し，口腔 ーム（ ーアー

ム・ア T， 研， ）の使用により，

の 度研 により る が 少しているか 定

した．

　10 10 35 mmに した （金

パラジ ム合金： ス M.C，GC）の10
10 の を ー ランダムポイン （松風 ー

ランダムポイン ，松風）およ シ コンポイン （松風

シ コンポイン ，松風）を使用して1 で歯科

の自由意思に た で研 を した．

　研 と口腔 ームの （5，10，15，20
cm），およ 研 と口腔 ームとの 度（0，

45，90 ）の を 定した． 定開 から3分後

に，口腔 ームを した で2分間研 を

し，その後口腔 ームおよ 研 を行

ない で3分間 定を した．

　 定 は0.3，0.5，1.0，3.0，5.0 とし，

計（パー ン ー　MODEL 3888，

KANOMAX，大 ）を の上方20 cm，後方1
5cmに 置し，30 とに10 間 定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　シ コンポイン で研 した場合， 内に

能な 5.0 以下の 数は，口腔

ームを さ ない と比較して，研 と口

腔 ームの が5 cmで11.4 ，10 cmで9.

8 ，15 cmで8.3 ，20 cmで5.0 の 少となり，

に 比例し口腔 ームの効果は 少した．ま

た，ポイン の の 上に口腔 ームを

置した が も 散防 に有効であった．

　診療室内の 散防 には口腔 ーム

は有効であるが， 置 置により効果が大 く な

り，口腔 ームの くで の 上に

置すると有効であることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） 社 法人　 本歯科 会 ．歯科関 計

ン 　7 ． ：社 法人　 本歯科

会 1997，30．

2） 村 ， ，方 見基 か．歯科

工 にみられた 症の1例． 会

1995 43：609 612．

　

（倫理審査委員会名： 島大学病院 学 研究倫理

審査委員会，承認番号：3515）
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（倫理審査委員会名： 島大学病院 学 研究倫理

審査委員会，承認番号：3515）

　

図 シ コンポイン で研 時の 数

P- 合 シ コーン 質 ライン材の 的 性

　○ 　 康，　高 一 ，　村田比

大学大学院 歯 学 合研究科歯科補綴学分野

Dynamic viscoelasticity of commercial autopolymerized silicone soft denture liners

Mori T, Takase K, Murata H
Department of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　 本は 高齢社会を え，義歯装着者は 加する

と予 される．高齢患者は高度に吸 した顎堤や

化した を有することが く，咬合 に対する

能が いため義歯床下 に が やすい．

このような 時 を有する患者に対しては， 質

ライン材の使用が有効である． 質 ライン材が床下

の さや 性的性質を することで 効

果が期 で る．

　平 28年度の診療報 定では 質 ラインが新

たに された．そこで現在 されているシ

コーン 質 ライン材の 性を評価するため，硬化

およ 的 性を解析した．

　

Ⅱ． 方法

　本実験ではジーシー ラインⅡを し，同製 の

S)， ス ラ ES)， ス ラ ス ラ

EES)を使用した．硬化 の 定にはス レス

式レ ー ー（AR-G2，TAインス ン 社製）を

用いた． 定ジ ーは直 20 mmの ラ

レー とし， 1mm， 数1Hz， 定 度23
の で，30分間計 した n 3)．なお硬化時間は

開 後， 正 （tan 1）となるまでの時間とし

た1)．

　硬化後の 的 性の 定には 的 性自

定 （レ イ ンDDV-25FP-W， ー・アン ・

デイ社製）を用いた．各試料は ー を使用し2.0
 7.0  30 mm の に作製し n 3)，30分後，2

間後，1，2，3，6，9か月後，およ 1年後に計 した．

試料は37 の 水中に した． 定 度37
， 数0.01 100 における 性 （E ），

性 （E ）， 正 （tan ）を した．

計 理は一元配置分散分析およ Tukey法を用い

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 定結果の一例を図1, 2に す．材料間で硬化時

間に有意な差が認められた 図1)．硬化時間は ス

ラ が も く， ス ラ ス ラ が も

かった．

　硬化後の 的 性に関しても材料間で なる

を した（p 0.05） 図2)．す ての期間において，

， ス ラ ， ス ラ ス ラ の で

性 が大 かった．また， 性 は14 後

にす ての製 で大 く上 し，それ以 は 定して

いた．試料作製30分後はま 全に硬化しておら

，14 で 全に硬化したと考えられる．

　今 定したシ コーン 質 ライン材のジーシー

ラインⅡは イ とに なる 性を有しているが，

の イ も 期的に 定していることが かった．

　

Ⅳ． 文献

1） Murata H ， Chimori H ， Hamada T et al. 　
Viscoelasticity of dental tissue conditioners
during the sol-gel transition. J Dent Res 2005 ;
84 : 376-381.

　

　

図1 各製 の硬化時間

図2 各製 の1HzにおけるE の 時的変化
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HHV-6およ HHV-7 ス レスマー ー 検 法の開発

　○ 正 　　

1)，　藤田博 　　

1)，　 合 　　

2)，　 　 　　

2)，　中島一 　　

2)，　 田 　　

2)

　

1) 本大学大学院 合基 科学研究科，　

2) 歯科大学口腔健康科学 スポー 歯学研
究室
Development of simple detection method for stress markers such as HHV-6 and HHV-7

Kuwahara M1), Fujita H1), Togo S2), Suzuki G2), Nakajima K2), Takeda T2)

1)Graduate School of Integrated Basic Sciences, Nihon University, 2)Department of Oral Health and Clinical
Science, Division of Sports Dentistry, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

中に分 する ス イ ス6およ 7
（HHV-6, HHV-7）は，ス レスを検 する 標，

ち，ス レスマー ーとして 目されている． は，

これらのス レスマー ーを かつ高感度に検 す

る方法として，新たにSATIC（Signal Amplification
by Ternary Initiation Complexes）法1-3)を用いることを

検討した．

　

Ⅱ． 方法

SATIC 法 は ， ノ ム DNA や セ ン ジ ー RNA
（mRNA）なら にマイ RNA（miRNA） の

およ それらの変 ，さらには， ンパ 質や

といった の イ マー ーを に検 する方

法である．一 に，DNAやRNA の 標的の場

合，標的を ン と検査試 を て，

37 で数分間 置しておく けで， 光発光を観察

することがで る（図）．

本実験では，HHV-6およ HHV-7の ノムDNAの

一部の配 （40merの合 DNA二 ）を標的とし

て， 基配 に基 ，それらを特 的に検 で る

検査試 をそれぞれ 計した．さらに，作製した検査

試 を用いたSATIC法により，HV-6およ HHV-7由

の配 をもつ40mer二 DNA標的をそれぞれ特

的に検 することが 能か うか検 した．

　

Ⅲ． 結果と考察

HHV-6およ HHV-7の ノムDNAの 同性は8割

度であることが られている． り2割の の一部を

標的配 とすることで，それぞれの標的に対して作製

した試 によって，特 的にHHV-6およ HHV-7を

検 で ることが分かった．今後， から 製

した イ スDNA標的に対して， 試 を用いた

SATIC法により，特 検 が 能か うかを検討して

いく予定である．

　

Ⅳ． 文献

1） Fujita H, Kataoka Y, Tobita S et.al Novel One-
Tube-One-Step Real-Time Methodology for
Rapid Transcriptomic Biomarker Detection:
Signal Amplification by Ternary Initiation
Complexes. Anal Chem. 2016, 88(14):
7137-7144.

2） Fujita H, Kataoka Y, Nagano R, et.al Specific
Light-Up System for Protein and Metabolite
Targets Triggered by Initiation Complex
Formation. Sci Rep. 2017, 7(1): 15191.

3） 新 （ 本 新 社）1月14
行・ 6項 イ マー ー に検 　 大，

試 に れる け

　

図 SATIC法のしくみ
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Targets Triggered by Initiation Complex
Formation. Sci Rep. 2017, 7(1): 15191.

3） 新 （ 本 新 社）1月14
行・ 6項 イ マー ー に検 　 大，

試 に れる け

　

図 SATIC法のしくみ

P- 在・非 在下にてrhBMP-2，rhFGF-2が に

える の検討
○ 所 二1,2)，大野 2)， 佐 1)， 海 1,2)， 　 1,2)，大野　 1,3)， 男1)，
大 2)

1) 山大学大学院 歯 学 合研究科イン ラン 補綴学分野，2) 山大学大学院 歯
学 合研究科分 化学分野，3) 山大学病院新 療研究開発セン ー

Effects of rhBMP-2 and rhFGF-2 on the bone formation in presence and absence of the bone marrow.

Nosho S1,2), Ono M2), Tosa I1), Mikai A1,2), Ishibashi K1,2), Ono A1,3), Kuboki T1), Ohashi T2)

1)Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate School of
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Department of Molecular Biology and Biochemistry,
Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 3)Center for
Innovative Clinical Medicine, Okayama University Hospital

Ⅰ． 目的

　 年，歯 を目的に，recombinat human
Bone Morphogenetic Protein-2 rhBMP-2) や

recombinat human Fibroblast Growth Factor-2
rhFGF-2)が臨床 用され，その有効性が報 されて

た． も，これまで大 発現 を用いて 理

性を有したrhBMP-2を工 ス ー で製 することに

し， 上顎 上 デ において，

rhBMP-2の有効性を報 して た．その一方，

が な 下において，rhBMP-2は を有意

に することを報 して た1)．これらより，

に関 る は， 内・ において なる作

用を有していることが されるが，現在臨床 用さ

れているrhBMP-2やrhFGF-2が， 内・ において

・破 に のような を え，

を しているか 明である．本研究では，

変マ スを用い，これらの が ・

破 数およ に える を検討した．

Ⅱ． 方法

　野 マ スおよ およ 破 が

化 能なCol1a1-GFP Trap-Tomatoマ スの

およ 大 に を した後，10 の

rhBMP-2または1 のrhFGF-2を コラー ン

の 結 をそれぞれ 部およ 腔内

に した．対 群にはコラー ン のみを し

た． から14 後に を し，micro-CTにて

解析を行った．またそれぞれの が

・破 数に える を，Col1a1-GFP Trap-

Tomatoマ スに し， 5 と14 後に を

し， 光 を用いて観察した．

Ⅲ． 結果と考察

micro-CT解析の結果， 部において，

rhBMP-2は を有意に 進したが，rhFGF-2の

による は認めなかった．一方，大

内において，rhFGF-2は を有意に 進した

が，rhBMP-2は を した 図)． 変

マ スを用いて解析したとこ ，大 内におい

てはrhBMP-2の によりCOL1A1 性の

数が 明に 少し，TRAP 性の破 数の

な 加を認めた．一方，rhFGF-2の により大

中のCOL1A1 性の 数が 加してい

た．

以上より，大 の様な の な 下におい

て，rhBMP-2は を し，rhFGF-2は

を 進するが， に， の しい の様な

下 に お い て ， rhBMP-2 は を 進 し ，

rhFGF-2による は こされない が明らか

となった．

Ⅳ． 文献

1） Ngyuen H, Ono M, Oida Y, et al. Bone marrow
cells inhibit BMP-2-induced osteoblast activity
in the marrow environment. JBMR, 2018; 34(2),
327-332.

（倫理審査委員会名： 山大学 実験委員会，委

員会番号：OKU，承認番号：2019254）

図 rhBMP-2, rhFGF-2 14 後の大 と

のmicro-CT像
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高頻度発現 BRONJ様病変の ・ 病理学的所見と

期 イ 分析
　○ 一郎　　

1)，　佐 　　

1)，　中島 　　

1)，　 野博 　　

2)，　井上 　　

2)，　 　 　　

1)

　

1) 大学 科学 口腔イン ラン 学分野，　

2) 大学大学院 歯 学 合研究科口
腔イン ラン 学分野
Correlation of gene profiles with histopathology and immunopathology in high-prevalence BRONJ-like
lesions in mice
Kuroshima S1), Sasaki M1), Nakajima K1), Hayano H2), Inoue M2), Sawase T1)

1)Department of Applied Prosthodontics, Institute of Biomedical Sciences, Nagasaki University, 2)

Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagaski University

Ⅰ． 目的

　2003年に めて報 された ス ス ー

（BP）製 関 顎 （BRONJ）は主として 歯を

性歯科治療で され， 年ではイン ラ

ン 治療も発症 機となることが されている．

BRONJの発現頻度は高くないが，発症すると口腔関

QOLを 下さ 理 的な補綴歯科治療を る．

しかしながら現在でもその病 は 明であり，BRONJ
の病 については， 的・ 学的所見 度しか

明らかにされていないのが現 である．

　そこで本研究は，開発 みのマ ス高頻度発現

BRONJ様病変1)を実験 ー とし，BRONJ様病変の

期 における イ ン を行い，

BRONJ様病変における 病理学・ 病理学的

所見との関 性を明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

1．高頻度発現 マ スBRONJ様病変 デ の作

　8 齢 性C57BL 6Jマ スを用いた（n 44）．BP製

（ ：ZA Novartis, Switzerland）と （シ

ス ：CY Sigma-Aldrich, USA）を 用 し

て3 間後に上顎 1大 歯を 歯し，

は したままで，その2 と4 間後にマ スを

して上顎と を 取した（CY ZA，n 7 各 ）．

理 水 群を対 群とした（VC，n 7 各 ）．

一方， 歯後24時間と72時間後にも を行い，

の 歯 から2mmの で歯 を 取

した（各群n 7 72時間，n 1 24時間）．

2． の3 元的 解析

　 後に 取した に対してマイ CT 像

（Ratoc System Engineering, Japan）を行い，3 元的

を解析した．

3． 歯部 歯 の イ 解析

　 取歯 は通法に従って 理し，定量qPCRと

マイ アレイにより， 症， ， ， イ

イン，なら に な を

イ 解析を行った．

4． 歯部硬 治 の定量評価

　 取された上顎 に対しては，3 元的 解

析， 学的解析，なら に 病理学的解析

を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　CY ZA 用 群ではVC群と比較して有意に

の 量と 度が 大しており，使用したZAは

効果を すことが 認された．

　一方， 歯4 間後におけるCY ZA 用 群の

歯部硬 では と の 部が開 し，

ている と 数の有意な 少， と の

腔の有意な 大，なら に 症性 の 名な

を認めたことから，本研究では 歯4 後の 歯

治 全を BRONJ 様病変と定義した．さらに，

BRONJ様病変 定前における 歯2 間後の 部

治 を に解析した結果， 病理学的所見

は 歯4 間後のBRONJ様病変と全て同 で，CY
ZA 用 群では 歯 治 全 を してお

り，CD31 性 とLYVE1 性 ンパ に加え，

F4 80 性マ ージ数も有意に 少し，特に

F4 80とLYVE1 性マ ージ数が有意に

少していることが分かった．

　このような病 が の時点で発 するのかを解明す

るため， 歯部 を用いた イ 解

析を行った．その結果， 歯72時間後の定量qPCRで

は，CY ZA 用 群におけるIL-6やTNF- といっ

た 症性 イ インの 大， と ンパ 新 に

関 するVEGFA, B, Cの有意な 少， やマ

ージを 提 マー ーである

CCR7とCD86の 少とF4 80の有意な 大に加え，

と の マー ーが有意に 少していた．さら

に， 治 に 要なIGF-1の有意な 下が認めら

れた．マイ アレイからも， 治 や シス ム

に関する の大 な変 を認めた．

　以上から，BRONJ様病変へと 行するCY ZA群の

イ 分析により，治 の い

から 治 が大 く され， ・ 病理学的

所見と い関 性を すことが明らかとなった．

　

Ⅳ． 文献

1） Kuroshima S, Sasaki M, Nakajima K, et al. Non-
cultured Stromal Vascular Fraction Cells of
Adipose Tissue Ameliorates Osteonecrosis of
the Jaw-like Lesions in Mice. J Bone Miner Res
2018; 33:154-166.

　

（倫理審査委員会名： 大学 実験委員会，委

員会番号：170701-1-3，承認番号：1708241404-3）
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高頻度発現 BRONJ様病変の ・ 病理学的所見と

期 イ 分析
　○ 一郎　　

1)，　佐 　　

1)，　中島 　　

1)，　 野博 　　

2)，　井上 　　

2)，　 　 　　

1)

　

1) 大学 科学 口腔イン ラン 学分野，　

2) 大学大学院 歯 学 合研究科口
腔イン ラン 学分野
Correlation of gene profiles with histopathology and immunopathology in high-prevalence BRONJ-like
lesions in mice
Kuroshima S1), Sasaki M1), Nakajima K1), Hayano H2), Inoue M2), Sawase T1)

1)Department of Applied Prosthodontics, Institute of Biomedical Sciences, Nagasaki University, 2)

Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagaski University

Ⅰ． 目的

　2003年に めて報 された ス ス ー

（BP）製 関 顎 （BRONJ）は主として 歯を

性歯科治療で され， 年ではイン ラ

ン 治療も発症 機となることが されている．

BRONJの発現頻度は高くないが，発症すると口腔関

QOLを 下さ 理 的な補綴歯科治療を る．

しかしながら現在でもその病 は 明であり，BRONJ
の病 については， 的・ 学的所見 度しか

明らかにされていないのが現 である．

　そこで本研究は，開発 みのマ ス高頻度発現

BRONJ様病変1)を実験 ー とし，BRONJ様病変の

期 における イ ン を行い，

BRONJ様病変における 病理学・ 病理学的

所見との関 性を明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

1．高頻度発現 マ スBRONJ様病変 デ の作

　8 齢 性C57BL 6Jマ スを用いた（n 44）．BP製

（ ：ZA Novartis, Switzerland）と （シ

ス ：CY Sigma-Aldrich, USA）を 用 し

て3 間後に上顎 1大 歯を 歯し，

は したままで，その2 と4 間後にマ スを

して上顎と を 取した（CY ZA，n 7 各 ）．

理 水 群を対 群とした（VC，n 7 各 ）．

一方， 歯後24時間と72時間後にも を行い，

の 歯 から2mmの で歯 を 取

した（各群n 7 72時間，n 1 24時間）．

2． の3 元的 解析

　 後に 取した に対してマイ CT 像

（Ratoc System Engineering, Japan）を行い，3 元的

を解析した．

3． 歯部 歯 の イ 解析

　 取歯 は通法に従って 理し，定量qPCRと

マイ アレイにより， 症， ， ， イ

イン，なら に な を

イ 解析を行った．

4． 歯部硬 治 の定量評価

　 取された上顎 に対しては，3 元的 解

析， 学的解析，なら に 病理学的解析

を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　CY ZA 用 群ではVC群と比較して有意に

の 量と 度が 大しており，使用したZAは

効果を すことが 認された．

　一方， 歯4 間後におけるCY ZA 用 群の

歯部硬 では と の 部が開 し，

ている と 数の有意な 少， と の

腔の有意な 大，なら に 症性 の 名な

を認めたことから，本研究では 歯4 後の 歯

治 全を BRONJ 様病変と定義した．さらに，

BRONJ様病変 定前における 歯2 間後の 部

治 を に解析した結果， 病理学的所見

は 歯4 間後のBRONJ様病変と全て同 で，CY
ZA 用 群では 歯 治 全 を してお

り，CD31 性 とLYVE1 性 ンパ に加え，

F4 80 性マ ージ数も有意に 少し，特に

F4 80とLYVE1 性マ ージ数が有意に

少していることが分かった．

　このような病 が の時点で発 するのかを解明す

るため， 歯部 を用いた イ 解

析を行った．その結果， 歯72時間後の定量qPCRで

は，CY ZA 用 群におけるIL-6やTNF- といっ

た 症性 イ インの 大， と ンパ 新 に

関 するVEGFA, B, Cの有意な 少， やマ

ージを 提 マー ーである

CCR7とCD86の 少とF4 80の有意な 大に加え，

と の マー ーが有意に 少していた．さら

に， 治 に 要なIGF-1の有意な 下が認めら

れた．マイ アレイからも， 治 や シス ム

に関する の大 な変 を認めた．

　以上から，BRONJ様病変へと 行するCY ZA群の

イ 分析により，治 の い

から 治 が大 く され， ・ 病理学的

所見と い関 性を すことが明らかとなった．

　

Ⅳ． 文献

1） Kuroshima S, Sasaki M, Nakajima K, et al. Non-
cultured Stromal Vascular Fraction Cells of
Adipose Tissue Ameliorates Osteonecrosis of
the Jaw-like Lesions in Mice. J Bone Miner Res
2018; 33:154-166.

　

（倫理審査委員会名： 大学 実験委員会，委

員会番号：170701-1-3，承認番号：1708241404-3）

P- 歯 の 合 による 元
の開発
　○大島正 ，　レス ラジ ，　井上美 ，　 ，　松 芳

島大学大学院 歯 学研究部 顎機能咬合 学分野

Three-dimensional tissue regeneration using a bone-ligament complex cell sheet

Oshima M, Resmi R, Inoue M, Miyagi M, Matsuka Y
Department of Stomatognathic Function and Occlusal Reconstruction, Tokushima University Graduate
School

Ⅰ． 目的

　高齢化社会を えた が国において，歯の や

機能 に対する本質的解 は，国 の健康

を えるための 要な とされている．特に，高齢

化に関 した歯 の は，歯の に関 る

的な要 であるものの，効果的な歯 の

はいま 十分に 立されていない． 年，

シー 工学 を用いた 療法が開発さ

れ，歯科 においても歯 治療用 シー

が 療機 として検討されている1)．しかしなが

ら， 一 により された シー では， 数

の から される歯 の広 性 に対

する が困難であるとされている．そこで本研究で

は， 歯 の を 現する 合 シー

を し，歯 デ に対して 元的

な が 能であるかを検 した．

　

Ⅱ． 方法

　歯 は5 齢のSD 性ラ の 歯から

取・ し， はマ ス由 MC3T3-E1 を

用 い た ． こ れ ら の を 度 感 受 性

（UpCell®, CellSeed, Tokyo, Japan）に 的に

し， により歯 と による 合

シー を作製した． 合 シー の を

認するために， 歯 の特 的マー ーによ

る 化 学 ， お よ 特 的

Fluorescent in situ hybridization FISH)法にて解析し

た． に， 合 シー の 能を評価するた

めに， 全マ スの 被 下に 所性 を

実施し， 学的解析を行った．さらに，マ ス上顎

口 歯部に歯 デ を し， 合

シー の同所性 による 元的な歯

が 能であるかをマイ CTおよ 化

学 にて評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 度感受性 を用いた 法により，歯

と による 元的な 合 シー

が作製された． 化学 およ FISH解析

より， 合 シー は歯 と

が明 に 画化されており， 歯 の

立 が されていた． 合 シー の 所

性 により， 歯の に な歯

がなされていた．さらに，歯 デ への同

所性 を行ったとこ ， 一の歯 シー

群（対 群）と比較して有意な歯 が認めら

れ，天然歯と同 の歯 を有していることが

された（図）．以上より， 歯 の を

現する 合 シー による歯 が開

発されたとともに， 合 の立 による 工

学 の有用性が された．

　

Ⅳ． 文献

1） Iwata T, Yamato M, Washio K et al. Periodontal
regeneration with autologous periodontal
ligament- derived cell sheets- A safety and
efficacy study in ten patients. Regen Ther 2018;
9: 38-44.

　

（倫理審査委員会名： 島大学 実験委員会，委

員会番号：T29-50，承認番号：T29-50）

　

図 合 シー 作製と 効果
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法で製作したCCM合金への 理 が

と機 的性質へ える
　○ラ イ ー　　

1)，　加 　　

1,2)，　高 敦 　　

1)，　 イン ン 　　

1)，　 幸　　

1)

　

1) 科歯科大学部分床義歯補綴学分野，　

2) 本大学歯科理工学

Effect of cooling conditions on the microstructures and mechanical properties of Co-Cr-Mo alloy prepared
by SLM.
Hla htoot W1), Kajima Y1,2), Takaichi A1), Hein L1), Wakabayashi N1)

1)Removable Partial Prosthodontics Department, Tokyo medical and dental university, 2)Department of
Dental Materials, Nihon University

Ⅰ． 目的

　Selective laser melting SLM) has been widely used
for fabricating dental devices. The SLM technique
can provide very complex geometries with high
accuracy and good mechanical properties. However,
it can accumulate a large amount of residual stress
due to the rapid heating and cooling process.
Therefore, post heat treatment usually needs to
relieve residual stress 1). Heat treatments comprise
the heating and cooling process. Previous studies
that investigated the effect of changing heating
conditions showed the improvement in the
mechanical properties of alloys. However, there is
little information about the effect of different cooling
conditions on Co-Cr-Mo CCM) alloys fabricated
by SLM. Thus, the purpose of this study was to
investigate the effect of cooling conditions during
post-heat treatment on microstructures and
mechanical properties of CCM alloys prepared by
SLM.

　

Ⅱ． 方法

　The dumbbell specimens were fabricated by using
CCM powders MP1, EOS, Krailling Germany)

under the SLM machine equipped with a fiber laser
EOSINT M280, EOS, Krailling Germany). The

specimens were heated at 1150ºC for 1 hour in an
argon atmosphere, followed by cooling in the
furnace FC samples) and in the air AC samples).
To examine the microstructures of the prepared
specimens, some of them were cut perpendicularly
to the longitudinal direction to produce disc
specimens. Microstructures were observed by using
a confocal laser scanning microscope CLSM) and a
scanning electron microscope SEM). Crystal phases
were identified by X-ray diffraction XRD  D8
Advance, Brucker-AXS, Germany) using Cu K
radiation with a voltage of 40 kV and a current of 40
mA. Uniaxial tensile tests were performed on the
dumbbell specimens n 5 for each condition) at an
initial strain rate of 1.1x 10-3 s-1 using an Instron

universal testing machine AG-2000B, Shimadzu,

Kyoto, Japan). The fatigue tests were performed by
using the electrohydraulic fatigue-testing machine
EHF-FB10kN-10LA, Shimadzu, Japan).

　

Ⅲ． 結果と考察

　 The AC samples showed significantly higher
elongation compared to the FC samples, whereas the
ultimate tensile strength and 0.2  yield strength did
not differ significantly between the groups. The
result of the fatigue test showed the AC samples
were higher fatigue life than FC samples. The result
of XRD showed that the only gamma phase has been
detected in both AC and FC cooling conditions. The
microstructure of CLSM and SEM images Fig)

showed homogeneous equiaxed grains in both FC
and AC samples. However, the grain size of the AC
samples was smaller than that of FC samples. Fine-

grained microstructures with grain boundaries, which
were supposedly acting as obstacles to crack
propagation, could contribute to improving fatigue
strength The results suggest that the air cooling
ensures better ductility and higher fatigue life in the
SLM-manufactured CCM than the furnace cooling.

　

Ⅳ． 文献

1） Kajima Y, Takaichi A, Kittikundecha N et al.
Effect of heat-treatment temperature on
microstructures and mechanical properties of Co–
Cr–Mo alloys fabricated by selective laser
melting. Mater. Sci. Eng. A Microstruct. Process
2018; 726: 21–31.

　

Fig. CLSM images of FC sample and AC sample

P-

─ 218 ─

日補綴会誌　12・129 回特別号，2020eポスター
ポスター発表



法で製作したCCM合金への 理 が

と機 的性質へ える
　○ラ イ ー　　

1)，　加 　　

1,2)，　高 敦 　　

1)，　 イン ン 　　

1)，　 幸　　

1)

　

1) 科歯科大学部分床義歯補綴学分野，　

2) 本大学歯科理工学

Effect of cooling conditions on the microstructures and mechanical properties of Co-Cr-Mo alloy prepared
by SLM.
Hla htoot W1), Kajima Y1,2), Takaichi A1), Hein L1), Wakabayashi N1)

1)Removable Partial Prosthodontics Department, Tokyo medical and dental university, 2)Department of
Dental Materials, Nihon University

Ⅰ． 目的

　Selective laser melting SLM) has been widely used
for fabricating dental devices. The SLM technique
can provide very complex geometries with high
accuracy and good mechanical properties. However,
it can accumulate a large amount of residual stress
due to the rapid heating and cooling process.
Therefore, post heat treatment usually needs to
relieve residual stress 1). Heat treatments comprise
the heating and cooling process. Previous studies
that investigated the effect of changing heating
conditions showed the improvement in the
mechanical properties of alloys. However, there is
little information about the effect of different cooling
conditions on Co-Cr-Mo CCM) alloys fabricated
by SLM. Thus, the purpose of this study was to
investigate the effect of cooling conditions during
post-heat treatment on microstructures and
mechanical properties of CCM alloys prepared by
SLM.

　

Ⅱ． 方法

　The dumbbell specimens were fabricated by using
CCM powders MP1, EOS, Krailling Germany)

under the SLM machine equipped with a fiber laser
EOSINT M280, EOS, Krailling Germany). The

specimens were heated at 1150ºC for 1 hour in an
argon atmosphere, followed by cooling in the
furnace FC samples) and in the air AC samples).
To examine the microstructures of the prepared
specimens, some of them were cut perpendicularly
to the longitudinal direction to produce disc
specimens. Microstructures were observed by using
a confocal laser scanning microscope CLSM) and a
scanning electron microscope SEM). Crystal phases
were identified by X-ray diffraction XRD  D8
Advance, Brucker-AXS, Germany) using Cu K
radiation with a voltage of 40 kV and a current of 40
mA. Uniaxial tensile tests were performed on the
dumbbell specimens n 5 for each condition) at an
initial strain rate of 1.1x 10-3 s-1 using an Instron

universal testing machine AG-2000B, Shimadzu,

Kyoto, Japan). The fatigue tests were performed by
using the electrohydraulic fatigue-testing machine
EHF-FB10kN-10LA, Shimadzu, Japan).

　

Ⅲ． 結果と考察

　 The AC samples showed significantly higher
elongation compared to the FC samples, whereas the
ultimate tensile strength and 0.2  yield strength did
not differ significantly between the groups. The
result of the fatigue test showed the AC samples
were higher fatigue life than FC samples. The result
of XRD showed that the only gamma phase has been
detected in both AC and FC cooling conditions. The
microstructure of CLSM and SEM images Fig)

showed homogeneous equiaxed grains in both FC
and AC samples. However, the grain size of the AC
samples was smaller than that of FC samples. Fine-

grained microstructures with grain boundaries, which
were supposedly acting as obstacles to crack
propagation, could contribute to improving fatigue
strength The results suggest that the air cooling
ensures better ductility and higher fatigue life in the
SLM-manufactured CCM than the furnace cooling.

　

Ⅳ． 文献

1） Kajima Y, Takaichi A, Kittikundecha N et al.
Effect of heat-treatment temperature on
microstructures and mechanical properties of Co–
Cr–Mo alloys fabricated by selective laser
melting. Mater. Sci. Eng. A Microstruct. Process
2018; 726: 21–31.

　

Fig. CLSM images of FC sample and AC sample

P- 実験的 咬合における ス ス ー マ スの
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2)広島大学大学院 科学研究科，　

3)

広島大学大学院 科学研究科口腔 工学
Evaluation of BRONJ-like region in bisphosphonate-medicated mice with hyperocclusive state

Mine Y1), Minoda M1), Yoshioka R1), Makihira S2), Nikawa H3), Murayama T1)

1)Department of Medical System Engineering, Hiroshima University Graduate School of Biomedical and
Health Sciences, 2)Hiroshima University Graduate School of Biomedical and Health Sciences, 3)Department
of Oral Biology & Engineering, Hiroshima University Graduate School of Biomedical and Health Sciences

Ⅰ． 目的

　 ス ス ー 関 顎 （MRONJ
BRONJ）は，発症頻度は であるものの，一度発症す

れ な症 を たす 吸 の 作用

である．2017年にthe Japanese Allied Committee on
Osteonecrosis of the Jawはポジシ ン ーパー内にお

いて， 吸 の ， 所的要 ，全身的要

， 天的要 ， ， 用 を ス

ーとして ている1)．特に 所要 として， な

咬合 や な義歯の使用が されている．一

方，このポジシ ン ーパーにおける ス は，明

な デンスのない 説も まれていると られ

ており，実際にMRONJ BRONJの発症 ムは

全には明らかにされていない．

　 はこれまでに，実験的 咬合と ス ス

ー による顎 への を検討し， 元年

度中国・ 国 部学 大会で報 した2)．本 で

は， ス ス ー マ スにおいて実験的

咬合によって こされたBRONJ様病 の解

析を目的とする．

　

Ⅱ． 方法

　6 齢 のC57BL 6Jマ スに対し 2 ， ス ス

ー として レ ン （ZOMETA  ノ ス

ーマ株式会社， ）を から，デ

ン（ ム 光 株式会社，大 ）を 腔か

ら3 間 した． 理 水およ デ ン

群をコン ー とした．実験開 1 間後に実

験的 咬合 の を目的として，マ ス上顎

一大 歯咬合 に レー レジン（スー

パー ン  ン デ 株式会社， ）を使用し

正用 （デン ライシ 株式会社， ）を

着した． レ ン デ ン およ 理

水 デ ン マ スに対し， 正用

の 着の有 により計4群（各群n 5）を作製し，実験

とした．解析にはマイ CT（Skyscan 1176
BRUKER, MA, US）およ マ シレン・ ジン

（HE） を用い歯 の を評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　実験的 咬合 を評価を目的として，マ ス下

顎対合歯の 歯 を計 した．マイ CTによ

る解析の結果，上顎 一大 歯咬合 に 正用

を 着した実験的 咬合 マ スの下顎対合

歯の咬 は， 正用 を 着していない正 咬合マ

スと比較して，明らかな摩耗が認められた．また，歯

部の 量（bone volume fraction  BV TV）は，正

咬合の 理 水 マ スと比較して，実験的

咬合 の 理 水 マ スでは有意に

い を した．一方，実験的 咬合 の レ

ン マ スではBV TVの 下は認められ

，正 咬合の 理 水 マ スと同 の を

した．HE の結果，実験的 咬合 の レ

ン マ スでは の が 数認めら

れたのに対し，実験的 咬合 の 理 水

マ スおよ 正 咬合の レ ン マ スで

は， の は 認で なかった．

　本研究における実験的 咬合 は 正用

により したものであり，実際に の 度の咬合

が付 されたかは定量で ていない．そのため られ

た ではあるものの， な咬合 は，MRONJ
BRONJの発症の ス となり得る 能性が さ

れた．

　

Ⅳ． 文献

1） Japanese Allied Committee on Osteonecrosis of
the Jaw Antiresorptive agent-related
osteonecrosis of the jaw: Position Paper 2017 of
the Japanese Allied Committee on Osteonecrosis
of the Jaw. J Bone Miner Metab 2017; 35: 6-19.

2） 田 , 一, 田 理 か．実験的

咬合における ス ス ー マ ス

の顎 解析． 元年度 本補綴歯科学会中

国・ 国 部学 大会 録  2019: 31.
　

（倫理審査委員会名：広島大学 実験委員会，委

員会番号： なし，承認番号：A18-106-2）
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義歯 定 ーザーに けた新 義歯 の 効果
の検討
　○ 田 ，　 内 ，　山下 ，　下田平直大，　村上　 ，　 　恭 ，　 村正

島大学大学院 歯学 合研究科　口腔顎 補綴学分野

The cleaning effects of a new denture cleaner for the denture-adhesive users

Harada K, Horinouchi R, Yamashita Y, Shimotabira N, Murakami M, Nishi Y, Nishimura M
Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences,
Kagoshina University

Ⅰ． 目的

　 が国では 高齢社会を え，義歯装着者の 加

とともに義歯 定 ・義歯 の義歯 ア製

の使用 は 大して ている．しかし，義歯 定

ーザーに けた ーラ ア法の開発はま 十

分であり，関 製 の開発は まった かりである．

は以前，ア レジン上の義歯 定 の

法について検討を た結果， 義歯 によ

る 能 は 十分であり，特に ーム イ につ

いては セ ンや パラ ン の 性 分

が しやすいことを報 した1), 2). 今 ， は

性 の HLB （ hydrophilic-lipophilic balance
value： 性 の水と との 性の 度を す

）に着目し， なHLB を つ 性 を用

いることで 義歯 の 点が で ること

を見 した．さらに，この発見を基にして製作した試作

を用いて実験を行い，新たな 見を得たので報

する．

　

Ⅱ． 方法

　義歯 定 には ーム イ の を2 用

いた．義歯 については試作 と6 の

イ 義歯 を用いた．

1. 義歯 定 に した 性 の 定：12
の様 なHLB を つ 性 を用いた．ア

レジン 上に義歯 定 を均一に し試料と

した．一定時間 性 に試料を 後，試

料を 上 した義歯 定 の を 録し比

較した．

2. 試作 の製作と義歯 定 効果の検討：1.

の結果を まえて なHLB を つ 性 を

有する試作 を製作した．1.と同様に試料作製

後，試作 と の イ 義歯 に試料を

し，義歯 定 の 効果を検討した．

3. ンジダ 義歯 定 を用いた 効果の検

討：義歯 定 を したア レジン試料を ン

ジダ 有 に して さ た後，義歯

を行い， 後の試料に した ンジダが

少しているか調 た．

4. 人工 効果の検討：人工 を用いて，義

歯 定 以 のア レジン上の れが 能

か検討した．

5. 義歯材料への の検討：試作 の義歯材料に

対 す る を 検 討 す る た め ， 義 歯 床 用 レ ジ ン

（ProBase, Ivoclar）と硬質 ライン材（ ラ ベース， ラ

レ）に対し 時間の による表 性

の変化を比較した．

　

Ⅲ． 結果と考察

1. 性 による義歯 定 実験

では，一定 のHLB を す 性 で義歯

定 の 効果を認めた．

2. イ 義歯 による義歯 定 の

実験では，HLB が一定 内の 性

を 有する試作 が も に ーム イ 義歯

定 を で た．

3. ンジダで した義歯 定 を用いた実験で

は，試作 を めて使用した義歯 全てに

おいてコン ー （ 製水）よりも試料に した

ンジダが 少した．

4. 試作 により，ア レジン上の人工

の 効果が得られた．

5. 試作 の 時間 による義歯材料の表

性 への は認められなかった．

　以上より，一定 内のHLB を つ 性

を 試作義歯 は義歯 定 効果にお

いて有効性が高く，義歯 定 ーザーにおいて義

歯 時の使用に していることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Harada-Hada K, Hong G, Abekura H, et al.
Evaluation of the efficiency of denture cleaners
for removing denture adhesives. Gerodontology
2016; 33: 453-460.

2） Harada-Hada K, Mimura S, Hong K, et al.
Accelerating effects of cellulase in the removal
of denture adhesives from acrylic denture bases.
J Prosthet Dent 2017; 61: 185-192.
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の検討
　○ 田 ，　 内 ，　山下 ，　下田平直大，　村上　 ，　 　恭 ，　 村正

島大学大学院 歯学 合研究科　口腔顎 補綴学分野

The cleaning effects of a new denture cleaner for the denture-adhesive users

Harada K, Horinouchi R, Yamashita Y, Shimotabira N, Murakami M, Nishi Y, Nishimura M
Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences,
Kagoshina University

Ⅰ． 目的

　 が国では 高齢社会を え，義歯装着者の 加

とともに義歯 定 ・義歯 の義歯 ア製

の使用 は 大して ている．しかし，義歯 定

ーザーに けた ーラ ア法の開発はま 十

分であり，関 製 の開発は まった かりである．

は以前，ア レジン上の義歯 定 の

法について検討を た結果， 義歯 によ

る 能 は 十分であり，特に ーム イ につ

いては セ ンや パラ ン の 性 分

が しやすいことを報 した1), 2). 今 ， は

性 の HLB （ hydrophilic-lipophilic balance
value： 性 の水と との 性の 度を す

）に着目し， なHLB を つ 性 を用

いることで 義歯 の 点が で ること

を見 した．さらに，この発見を基にして製作した試作

を用いて実験を行い，新たな 見を得たので報

する．

　

Ⅱ． 方法

　義歯 定 には ーム イ の を2 用

いた．義歯 については試作 と6 の

イ 義歯 を用いた．

1. 義歯 定 に した 性 の 定：12
の様 なHLB を つ 性 を用いた．ア

レジン 上に義歯 定 を均一に し試料と

した．一定時間 性 に試料を 後，試

料を 上 した義歯 定 の を 録し比

較した．

2. 試作 の製作と義歯 定 効果の検討：1.

の結果を まえて なHLB を つ 性 を

有する試作 を製作した．1.と同様に試料作製

後，試作 と の イ 義歯 に試料を

し，義歯 定 の 効果を検討した．

3. ンジダ 義歯 定 を用いた 効果の検

討：義歯 定 を したア レジン試料を ン

ジダ 有 に して さ た後，義歯

を行い， 後の試料に した ンジダが

少しているか調 た．

4. 人工 効果の検討：人工 を用いて，義

歯 定 以 のア レジン上の れが 能

か検討した．

5. 義歯材料への の検討：試作 の義歯材料に

対 す る を 検 討 す る た め ， 義 歯 床 用 レ ジ ン

（ProBase, Ivoclar）と硬質 ライン材（ ラ ベース， ラ

レ）に対し 時間の による表 性

の変化を比較した．

　

Ⅲ． 結果と考察

1. 性 による義歯 定 実験

では，一定 のHLB を す 性 で義歯

定 の 効果を認めた．

2. イ 義歯 による義歯 定 の

実験では，HLB が一定 内の 性

を 有する試作 が も に ーム イ 義歯

定 を で た．

3. ンジダで した義歯 定 を用いた実験で

は，試作 を めて使用した義歯 全てに

おいてコン ー （ 製水）よりも試料に した

ンジダが 少した．

4. 試作 により，ア レジン上の人工

の 効果が得られた．

5. 試作 の 時間 による義歯材料の表

性 への は認められなかった．

　以上より，一定 内のHLB を つ 性

を 試作義歯 は義歯 定 効果にお

いて有効性が高く，義歯 定 ーザーにおいて義

歯 時の使用に していることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Harada-Hada K, Hong G, Abekura H, et al.
Evaluation of the efficiency of denture cleaners
for removing denture adhesives. Gerodontology
2016; 33: 453-460.

2） Harada-Hada K, Mimura S, Hong K, et al.
Accelerating effects of cellulase in the removal
of denture adhesives from acrylic denture bases.
J Prosthet Dent 2017; 61: 185-192.
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Ozeki H1), Yokoyama T2), Tsuchiya A1), Kato D2), Nakagawa M1), Adachi M1), Araki A1), Honjo Y1),
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1)Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University, 2)Department of
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Ⅰ． 目的

　 年， 性 の 化が進 でおり， かり

を 取することにより， や に が

ていることが報 されている．

　これまで は，実験 として 化 進 デ マ

スP8（以下SAMP8）を用いて， 料と 料

の の違いが顎関 部の下顎 に のような

を すか検討して た．

　その結果， 料を用いた により正 な

で したSAMP8と比較し， 料を用いて

を 少さ したSAMP8は，下顎 の

が さく， 時期にあたる3 齢の下顎 と同

度の大 さを し， が下顎 の に関

することが考えられることを報 した1)．

　しかし，下顎 の大 さの検討のみでは，

の違いによる が，変 によるものか による

ものかの が困難であった．

　そこで は， 料性 による の違いが

下顎 の に える についての検討を行うた

め，下顎 の 内コラー ン の について

査 （以下SEM）を用いて観察を行うこと

とした．

　本研究では，下顎 の 内コラー ン の

について，通 に用いられる 料を用い

て加齢による変化の観察を行った．

　

Ⅱ． 方法

1）実験 は，平均 が通 マ スの 分である

11ヵ月と く，正 な 後，4 6 月 から

に 化 を し，加齢 的に変 性顎関

症（DJD）を自然発症する，SAMP8の ス40 を使用

した．

2）実験群は， 時期である3 齢と，3 齢より3，5
およ 7ヵ月齢まで 料を用いて した各群10

つとした．

3） 料は，CE-2 料（ 本 レア社製）を，水道

水とともに自由に 取さ た．

4）実験の れは，各月齢まで したSAMP8を，中

性 マ ンを用いて 定を行い，下顎

を した．

　 した下顎 は，2N水 化 ムを用いて

理を行い，その後通法に従って 定 理，

を行った後，コラー ン の観察をS-4700
SEMにて5kVの加 にて行った．

5) 今 得られたデー に関してはImageJ（NIH）を用

いて，コラー ン の 行方 ， の さな を

検討した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEMによる観察の結果，コラー ン が 的に

配 された の上に， に配 する の

が認められた．

　下顎 は 後期に 大の を有した後，

による の 加に いその みは し

ていくとされている．

　今 の結果でも，月齢が進 につれコラー ン

の は平 化していったが，その 行は になっ

ていくことが 認された．

　本研究により，機 的 が下顎 へ 内コラー

ン の や 行に を えていることが観

察された．

　今後は， 料を 料へと変 し，機 的

を することによる 内コラー ン の

を検討してい たい．

　

Ⅳ． 文献

1） ， 関　 ，横山　 ． の

が 化 進 デ マ スP8(SAMP8)の下顎

に える ． 顎 2016 28・29 特別

号：125．

　

（倫理審査委員会名： 学院大学 倫理委員

会，委員会番号：------，承認番号：AGUD-249）
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ー ス ースマ ス ー 用光 合レジンの
ラス イ ーの 用

　○ 上 ，　松田 明，　中島一 ，　 合 ，　 　 ，　 井　新，　 藤 ，　 野 ，
　 野 明，　 美，　高山 比 ，　 田

歯科大学口腔健康科学 スポー 歯学研究室

Improvement of Light Cured Resin for Hard & Space Mouthguard
Application of Glass Fiber
Sakaue T, Matsuda Y, Nakajima K, Togo S, Suzuki G, Tsutsui A, Saito M, Nishino M, Kawano Y,
Shibusawa M, Takayama K, Takeda T
Division of Sports Dentistry, Department Oral Health and Clinical Science, Tokyo Dental Collage

Ⅰ． 目的

　マ ス ー の 予防・ 効果は， くの実験

的・臨床的研究により報 されている． 研究室で

は，歯とマ ス ー の間に ス ースを けかつ

中間材料として硬性材料を使用する ー ス ー

スマ ス ー （H SMG）の効果が高い を 明し1)，

さらに中間材料として光 合レジンとeverStickNETの

用が 能であることを した2)．ア 材（AC）を使

用する現行の作製法に比 より な作製が 能と

なったが，使用する光 合レジンに の があ

ると考えられる．そこで今 ，中間材料として ラス

イ ー 有光 合レジン（GR）を使用した場合におけ

る 吸 能について比較検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　 り の 試験機（加 として を使用）

およ み ージと ー セ を付 したレジン

レー による 実験を行った． 定 としては加

を10cmとし，試料とレジン レー 間のス ー

スなし，0.5mmのス ースあり，1mmのス ースありの

3 とし，試料（30 10 3mm）は1mmのGR，AC，

ポ レン レ レー （PET），イン ー レーム

LC everStickNET（LC NET）を，1mmのEVA材の

間に したもの4 を3 つ作製し，各試料に5
つの加 を行った．またコン ー として，試料を

さ ない でレジン レー に対し加 を行っ

た．デー 解析には， セ 計を使用し一元配置

分散分析 Bonferroni 比較検定を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　ス ースの有 ，量にかか ら コン ー に対

し，全ての試料において有意な の 少がみら

れ，また 定 にかか ら GRは の試料と同

あるいは な 吸 能を した（図）．このことか

らH SMGの作製において中間材料としてのGRの有

用性が された．今 は平 での 定であった

が，より臨床に い として顎歯 を用い，加

についてもより い からの加 を行うことで，試料

の破 の有 も め様 な 度から中間材料として

の ラス イ ーを 用した光 合材料の検討が必

要であると考えられる．今後， な光 合材料を用

いたH SMGを提供することで， の予防， に

て行 たい．

　

Ⅳ． 文献

1） Takeda T, Ishigami K, Handa J, et al. Dose hard
insertion and space improve shock absorption
ability of mouthguard? Dental Traumatology
2006; 22: 77-82

2） 松田 明, 野 , 中島 一 か ー

ス ースマ ス ー への光 合 レジンの

用 - 3報 高 に対する効果と補 材使用法

の - 本スポー 歯科 学会 22 2
号 p71

　

図　加 時の み
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P- う 作用のある ーの製作における検討

　○ 　　

1)，　 正　 　　

2)，　松本 　　

2)，　田 一郎　　

2)，　吉 　　

2)，　 一 　　

3)，　 定 　　

2)，
　 正　 　　

1)

　

1)大 歯科大学 療 健学部，　

2)大 歯科大学歯学部　 歯 補綴咬合学 ，　

3)大 歯
科大学歯学部　高齢者歯科学
Examination in the production of soft cookie with anti-caries action

Miyake A1), Komasa S2), Mtsumoto T2), Tashiro Y2), Yoshimine S2), Takahashi K3), Okazaki J2),
Komasa Y1)

1)Department of Oral Health Engineering Faculty of health Sciences, Osaka Dental University, 2)

Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 3)Department of
Geriatric Dentistry, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　 齢と に，口腔内を かく に することが

難しく， が口腔内に 時間 し，う に 患す

る人が くなる がある．また，高齢者は 症

や 硬化な の 病を 患しやすく， レイ

を こす 能性が高い． はこれまで高齢

者のQOLの 上に特化した として非う 性の

用 料であるマ ー を使用した ーの開

発を行って た1)．その報 では， ーの主要な材

料である の使用により のpHの 下およ

脱 を する 能性が されていた．そこで，

の 用材料として， 症や 硬化に予防作

用のあるおからを ーに 用することとした．本研

究では， がこれまで報 して たマ ー

有 ーのデー に加え，口腔内 中のpHおよ

質表 の 化 度におからの 有が

のような を えるのか比較・検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　試料には， 正的理由により された 歯の健

全な咬合 質を用い 質表 のみを

さ た実験試料を作製した． 意の被験者に

ムベースの を し75 mlの を 取し，3本

の スシ ンダーに分け， 5 ス ース（

井製 社製）添加 （ 製 製） 有 ー

の ， おから（ 製） 添加5 マ

ー （H Bライ イ ンス社製） 有 ー

の ， おから添加5 マ ー

有 ーの を作製した．それらに前 した実

験試料を れ，37 の 内で1 間 し，

査 （SEM）およ X 発 装置

（CMR）を 用した各 表 観察なら に各

への 前後の 中pHを 定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEM画像およ CMR画像解析では，ス ース添

加群では 質表 に い表 下脱 を認める

のに対し， およ おから添加群では表 下脱

を認めなかった．しかし，SEM画像から を256
調で した解析 ラ においては， 添

加群はおから添加群と比較して の脱 が 在す

ることが明らかとなった． 前後のpH解析において

もス ース添加群でpHの しい 下を したのに対

し， およ おから添加群ではpHに 変化は

なく，画像解析と 同 の結果が された．

　以上のことから，おからを 用した ーにおいて

も う 性を有することが明らかとなった． 症や

硬化に予防性をもつおからと 用 料を 用

することで高齢者に優しい の開発の 能性が期

で る．

　

Ⅳ． 文献

1） Nakazawa Y, Komasa S, Takahashi K et al. The
Value of Maltitol-containing Cookies as a Food
for the Elderly. 歯 2016 59(2)，151-
160．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 歯科大学　 の倫理委員会，委員会

番号：特になし，承認番号： 29-9-506）
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XVⅢ コラー ン が に える

○ 　 1,2)，大野 1)， 佐 2)， 所 二1,2)， 男2)，大 1)

1) 山大学大学院 歯 学 合研究科分 化学分野，2) 山大学大学院 歯 学 合研
究科イン ラン 補綴学分野
Effect of type XVⅢ collagen deficiency on bone marrow hematopoietic stem cell

Ishibashi K1,2), Ono M1), Tosa I2), Nosho S1,2), Kuboki T2), Oohashi T1)

1)Department of Molecular Biology and Biochemistry, Okayama University Graduate School of Medicine,
Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine,
Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences

Ⅰ． 目的

　加齢変化に い を受ける の一つに基

がある．例え ， の表 は，基 を

にしており，加齢に う基 の質的・ 的変化

が表 の性質およ 化に を え

ている が報 されて た．

　一方，基 分の一つであるXVⅢ コラー

ンは，上 や ， の基 に 在し，

においてCOL18A1の変 により の加齢性変

性 患（ノ 症 群）を発症することが られて

いる1)． 内に 在する くの にもXVⅢ

コラー ンを 基 が 在し，その に

CXCL12-abundant reticular cells CAR )が

を し， や 機能を し

ていることが られている．そのため，加齢な による

基 の 分の変化が や ・ 機

能に らかの を えている 能性が される

が，その は 明である．

　そこで，加齢に う基 の変化が 量 およ

・ 機能に える を明らかにすることを

終目的に，本研究では，XVⅢ コラー ンが 量

およ 機能に える を，Col18a1 マ

スを用いin vivoにて解析した．

Ⅱ． 方法

　は めに， におけるXVⅢ コラー ンの

在を明らかにするため，CXCL12 性 をGFPで標

したCxcl12-GFPマ スの大 を8 齢の時点で

し，COL18A1 およ 平 マー ーで

ある -SMA を用い， 学的解析を行っ

た．

　 に，COL18 が へ える を明らか

にするため，Col18a1 マ スを用いた解析を行っ

た．ま ，8 齢の野 マ スおよ Col18a1
マ スから大 を し，micro CT解析により，海

の各 パラ ー を計 することで， 量に え

る を検討した．さらに，大 より を

し， の 在 を ー イ ー法

を用いて解析した．

Ⅲ． 結果と考察

Cxcl12-GFPマ ス大 の 学的解析の

結果， -SMA 性の 内 に し，

COL18A1の発現が認められた．さらに，その一部は

Cxcl12-GFPと 在していた．

micro CT解析の結果，Col18a1 マ スでは野

マ スと比較して，海 の 量， ，

数， 間 に有意な変化は認められなかった．一

方， ー イ ー解析の結果，Col18a1 マ

スでは野 マ スと比較して，  図)，

B ンパ ，T ンパ の 在 が有意に 下してい

た．

　以上より，XVⅢ コラー ン により， にお

ける が ることが明らかになった．このこと

から， の基 に 在するXVⅢ コラー

ンは， においてCAR による

の提供に 要な 割を果たしている 能性が

された．

Ⅳ． 文献

1） Lotta S, Raija S, Ylermi S, et al. Lack of
collagen XVIII accelerates cutaneous wound
healing, while overexpression of its endostatin
domain leads to delayed healing. Matrix Biology
2008; 27: 535–546.

（倫理審査委員会名： 山大学 実験委員会，委

員会番号：OKU，承認番号：2017051）

図　Col18a1 マ スの の

ー イ ー解析結果
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2) 山大学大学院 歯
合研究科分 化学分野，　

3) 山大学病院新 療研究開発セン ー，　

)中国・ 国 部
Relationship between intestinal microbiota and body mass index (BMI) in older people requiring care.
-a cross sectional study in a geriatric health services facility-
Omori K1), Ono M2), Ono A1,3), Minakuchi M1), Koyama E1), Tokumoto K1), Yamamoto M4), Ohashi T2),
Kuboki T1)

1)Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate School of
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Department of Molecular Biology and Biochemistry,
Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 3)Center for
Innovative Clinical Medicine, Okayama University Hospital, 4)Chugoku/Shikoku Branch

Ⅰ． 目的

　要 高齢者では ・ が 予後と

に関 することが られているため，身 機能・認

機能の 下に加えて， ・ への対 が

必要 である．そこで，要 高齢者の

・ を防 ために からなるNutritional
Supprt Team NST) が 人 健施 や在

現場で試みられている．その様な中， や

取 ーが同 であっても， が難しい要

高齢者が 在することが られる様になり，対

が されているが， が明らかでないため，十分

な 果が上がっていない．

　一方， の 内では， 内 と 主の

な 間 互作用によって される な

内 コシス ムが されており， 年，この 内

コシス ムの変調が 患の発症と大 く関 っている

ことが報 される様になった1)． は，要 高齢

者の 予後に直結する が各 の 内 コシス

ムの特 と関 があるのではないかと考えた．本研

究では，要 高齢者の デ マス 数 BMI)と 内

なら に の関 を横 的に検討した

ので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　解析対象者は，研究 を得た 人 健施

 山 )に 所している要 高齢者の中で，臨

床研究への に同意が得られた26名（平均年齢：

85.7歳 男 女：2 24名 要 度2 3 4 5：4
6 9 7名）とした．基 患，BMI， の基本情

報を するとともに，対象者より同時期の を

した．そして通法に従い， からDNAを し，

がもつ16S rRNA のV4 に対するアダ

ー付 特 的 ライマーを用いPCR法にて

後，ライ ラ ーを作製し，MiSeq illumina)にてシー

ンスを行った．得られたシー ンスデー から

Operational Taxonomic Unit OTU)を し，16S

rRNA配 デー ベースを参 にtaxonomy情報を付

し，これらのデー を基に，各検 の を

した．そして， レベ ， レベ での 比

較，およ ラス ー解析を行った．また， ラス ー

解析の結果を参考に，一部の ン を し，

CE-TOFMASによる ーム解析を実施した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 レベ における 比較解析の結果，

者 BMI  25以上)においてFirmicutesの比 が有

意に 加し（p‹0.05）， 者 BMI  18.5 )にお

いてActinobacteriaの比 が有意に 加していた

（p‹0.01）． レベ の デー を用いて ラス

ー解析を行った結果，一部の 者の検 が同

ラス ーに分 した．そこで に， 者と，

者から ラス ーが れた正 ・ 者の 内

の違いを ーム解析した．その結

果， 者で 加する ， 下する

が 数 された．

　以上より，特定の 内 が要 高齢者のBMI
と関 がある 能性が された．しかし，この横

的な研究 果から された関 は，必 しも要

高齢者の の に特定の 内 が関 す

ることを しているのではなく， の結果として

内 が 変化したことを している 能性もあ

る．今後は， 取量やBMIを 期に観察をする

ような前 コ ー 研究を実施する必要がある．

　

Ⅳ． 文献

1） Fukuda S, Ohno H. Gut microbiome and
metabolic diseases. Semin Immunopathol 2014;
36: 103-114.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 山大学臨床研究審査 委員会，委員

会番号：14000046，承認番号：研1606-034）
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Lactobacillus spp.による歯 上 様 発現の

的解析
○ 1)， 　 一2)，田 　 1)， 藤 3)，二川浩 1)

1)広島大学大学院 科学研究科口腔 工学，2)広島大学大学院 科学研究科 療シ
ス ム工学，3)大 歯科大学 療 健学部口腔工学科
Comprehensive analysis of gene expression profiling in oral epithelial-like cells stimulated with oral
probiotic Lactobacillus spp.
Yumisashi Y1), Mine Y2), Taji T1), Shuto T3), Nikawa H1)

1)Department of Oral Biology & Engineering, Hiroshima University Graduate School of Biomedical and
Health Sciences, 2)Department of Medical System Engineering, Hiroshima University Graduate School of
Biomedical and Health Sciences, 3)Department of Oral Health Engineering, Osaka Dental University
Faculty of Health Sciences

Ⅰ． 目的

　 の平 28年歯科 患実 調査では，

8020 者の割合が51.2 となり，80歳以上の 数

に20本以上の歯が していることが報 された．一

方で，う 患 およ 4mm以上の い歯 ポ を

つ高齢者の 加が見られるな ，口腔内の コ

ン ー の 要性は今後も 要な であると考え

られる1)．

　 はこれまでに，口腔内 ーラのコン ー を

目 し イ スの 用を報 して た．特

に，う 患歴のない被験者の 時 より分

した Lactobacillus rhamnosus L8020 （ L8020 ）が，

Streptcoccus mutans，Porphyromonas gingivalis, およ

Candida albicansに対して高い 性を すことを

報 した．また，90 間のL8020を ー

取により， 的能 者の歯 病 の 有

が 下することを明らかにしている2)．

　本 では，口腔病 に対して高い 効

果を す口腔由 に関して，それらの歯 上

様 に対する 着性について検討するとと

もに， 発現に える を 的に解析する

こ と で ， 研 究 室 で 分 し た 口 腔 由

Lactobacillus spp.の イ スとしての有用

性について検討した．

Ⅱ． 方法

　 口腔由 株として，L8020，L. casei YU3
（ YU3 ）を使用し，参考 株としてL. delbrueckii
subsp. bulgaricus OLL1073R-1（OLL1073R-1），L.

gasseri OLL2716（OLL2716）を使用した．これらの

株はLactobacillus Man Rogosa Sharpe（MRS
，Difco）を用いて した．また，歯 上 様

としてマ ス 株であるGE-1 を使用し

た．1 108 CFU mlに調整した各 株をGE-1
上に し， 平 法によりその 着数を定量

化した． に，GE-1 のみ，もしくは各 と

し た GE-1 か ら total RNA を し ，

Clariom™ S Assay, Mouse （ Thermo Fisher
Scientific）によりDNAマイ アレイを行った．デー

の解析には，一元配置分散分析の後， Tukeyの

比較を行った． 1 にて有意差検定を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　 平 法による 株 着試験の結果，参考

株と比較して 口腔由 株であるL8020お

よ YU3は，GE-1 に対して有意に高い 着性を

した（ANOVA  p 0.01）．DNAマイ アレイによる

的 解析の結果，L8020群では102の

が，YU3群では293の に変 が認められ，内

83の が 群で 通して発現の上 または 下

が認められた．またこれらに 通して上 が認められ

た 群のなかで， イ スに対する 防 に

く関 する分 であるInterferon-induced Proteins
with Tetratricopeptide Repeats（IFIT） ーを同定

した（図）．

　本研究により 口腔由 株は，歯 上

様 の シス ムの ，口腔病 や

イ ス の ，感 からの に関 する

発現を変 さ ることが明らかとなった．今後は

これらの発現変 ムを に明らかにし，

イ スとしての有用性に関する デンスの

を目 す．

Ⅳ． 文献

1） ．平 28年歯科 患実 調査．

2017
2） Oda Y, Furutani C, Mizota Y, et al. Effect of

bovine milk fermented with Lactobacillus
rhamnosus L8020 on periodontal disease in
individuals with intellectual disability: a
randomized clinical trial. J Appl Oral Sci. 2019;
27:e20180564.

図．コン ー 群と 群のScatter plot．
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Lactobacillus spp.による歯 上 様 発現の

的解析
○ 1)， 　 一2)，田 　 1)， 藤 3)，二川浩 1)

1)広島大学大学院 科学研究科口腔 工学，2)広島大学大学院 科学研究科 療シ
ス ム工学，3)大 歯科大学 療 健学部口腔工学科
Comprehensive analysis of gene expression profiling in oral epithelial-like cells stimulated with oral
probiotic Lactobacillus spp.
Yumisashi Y1), Mine Y2), Taji T1), Shuto T3), Nikawa H1)

1)Department of Oral Biology & Engineering, Hiroshima University Graduate School of Biomedical and
Health Sciences, 2)Department of Medical System Engineering, Hiroshima University Graduate School of
Biomedical and Health Sciences, 3)Department of Oral Health Engineering, Osaka Dental University
Faculty of Health Sciences

Ⅰ． 目的

　 の平 28年歯科 患実 調査では，

8020 者の割合が51.2 となり，80歳以上の 数

に20本以上の歯が していることが報 された．一

方で，う 患 およ 4mm以上の い歯 ポ を

つ高齢者の 加が見られるな ，口腔内の コ

ン ー の 要性は今後も 要な であると考え

られる1)．

　 はこれまでに，口腔内 ーラのコン ー を

目 し イ スの 用を報 して た．特

に，う 患歴のない被験者の 時 より分

した Lactobacillus rhamnosus L8020 （ L8020 ）が，

Streptcoccus mutans，Porphyromonas gingivalis, およ

Candida albicansに対して高い 性を すことを

報 した．また，90 間のL8020を ー

取により， 的能 者の歯 病 の 有

が 下することを明らかにしている2)．

　本 では，口腔病 に対して高い 効

果を す口腔由 に関して，それらの歯 上

様 に対する 着性について検討するとと

もに， 発現に える を 的に解析する

こ と で ， 研 究 室 で 分 し た 口 腔 由

Lactobacillus spp.の イ スとしての有用

性について検討した．

Ⅱ． 方法

　 口腔由 株として，L8020，L. casei YU3
（ YU3 ）を使用し，参考 株としてL. delbrueckii
subsp. bulgaricus OLL1073R-1（OLL1073R-1），L.

gasseri OLL2716（OLL2716）を使用した．これらの

株はLactobacillus Man Rogosa Sharpe（MRS
，Difco）を用いて した．また，歯 上 様

としてマ ス 株であるGE-1 を使用し

た．1 108 CFU mlに調整した各 株をGE-1
上に し， 平 法によりその 着数を定量

化した． に，GE-1 のみ，もしくは各 と

し た GE-1 か ら total RNA を し ，

Clariom™ S Assay, Mouse （ Thermo Fisher
Scientific）によりDNAマイ アレイを行った．デー

の解析には，一元配置分散分析の後， Tukeyの

比較を行った． 1 にて有意差検定を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　 平 法による 株 着試験の結果，参考

株と比較して 口腔由 株であるL8020お

よ YU3は，GE-1 に対して有意に高い 着性を

した（ANOVA  p 0.01）．DNAマイ アレイによる

的 解析の結果，L8020群では102の

が，YU3群では293の に変 が認められ，内

83の が 群で 通して発現の上 または 下

が認められた．またこれらに 通して上 が認められ

た 群のなかで， イ スに対する 防 に

く関 する分 であるInterferon-induced Proteins
with Tetratricopeptide Repeats（IFIT） ーを同定

した（図）．

　本研究により 口腔由 株は，歯 上

様 の シス ムの ，口腔病 や

イ ス の ，感 からの に関 する

発現を変 さ ることが明らかとなった．今後は

これらの発現変 ムを に明らかにし，

イ スとしての有用性に関する デンスの

を目 す．

Ⅳ． 文献

1） ．平 28年歯科 患実 調査．

2017
2） Oda Y, Furutani C, Mizota Y, et al. Effect of

bovine milk fermented with Lactobacillus
rhamnosus L8020 on periodontal disease in
individuals with intellectual disability: a
randomized clinical trial. J Appl Oral Sci. 2019;
27:e20180564.

図．コン ー 群と 群のScatter plot．

P- 直的歯 破折歯 置後の 学的検

　○ ，　 ，　山本　 ，　 島 美

新 大学大学院 歯学 合研究科 歯科補綴学分野

Histological observation of repaired and reimplanted vertical fractured teeth roots

Hamaya K, Nagasawa M, Yamamoto Y, Uoshima K
Division of Bio-Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences

Ⅰ． 目的

　 年, 本においても予防の が 透し, う や

歯 病で 歯される歯が 少する一方, 歯 破折に

より れる歯は 対的に 加 にある1). 歯 が

破折すると破折 に って が し, 歯

の 症およ 吸 が る2). 一 的にその治療

法は いと考えられ, 臨床的には 観察するか

歯することが い. 本学 病院では倫理委員会承

認の下, 10年以上に って 着材料を用いた

直歯 破折歯に対する ・ 治療を行ってお

り, それら患歯の は3 5年後で77 81 であ

る. しかしながら ・ 後に破折 に って

する 着材料が, 同部 の いポ の と

なる. 本研究の目的は, 後のポ を

するために, ラ 実験 デ を用いて, 数の歯科

材料による破折 歯 治 の違いを

学的に検 することである.

　

Ⅱ． 方法

　4.5 齢の スSDラ の上顎 一 歯 n 76)を, 対

群 n 16)およ 実験群 n 60 各群n 12)として4-

META MMA-TBBレジン SB)群, イ セラ

シーラー BG)群, 光 合 レジン 化 イ

シ ム 材 LC)群, Mineral Trioxide Aggregateセ
ン MTA)群, Resin-modified MTA RmMTA)群の5
群, 計6群に 作 に分けた. 実験群は上顎 一

歯を 歯後, ダイ ン デ ス にて に

破折 を した を付 し, それぞれの材料を

後, 歯 に した. 対 群は 歯後, を

付 に一定時間 後に した. 全ての群で

後, 歯歯 と 二 歯歯 をレジンで 結

定し, 咬合 による を けるために対合歯

である 一 歯と 二 歯を 歯した. 後1, 3,

7, 14 後に さ , 通法に従って 定・脱 後

パラ ン し, 脱 標本を作 した. H-E
, シ スレ , 化学 学的

ス ポン ン)を施し, 光学およ 光 下

にて 学的検 を行った.

　

Ⅲ． 結果と考察

　対 群を めたい れの群においても 1 後

では 歯に う歯 の と 症性 の

が認められ, 3 後では歯 部 に 症

性 の と の新 が認められた. 対

群の7 後では 症所見が し 様 や

破 様 が かに見られ, 14 後には歯

の 性の が見られた. SB群の7 後で

は 症所見は と 見られ , 14 後には材料表

が 性の高い により被 された 図). 一

方, その 実験群の7 後では 症性 の は

然として認められるが, BG群では材料 に の

群よりも くの の , 様

が見られ, これは14 後にも認められた. 実験群はい

れも14 後には 様 や新 様

が認められた. 対 群ではコラー ン が歯 表

から歯 方 に 的に 認で るのに対し,

実験群ではコラー ン が 材料表 と平行に

い 行を していた. 以上より, 歯 破折歯 材

料の によっては, 後のポ を で

る 能性があり, 直歯 破折歯の には有用

である 能性が された. 今後, 表 での 化が

期 で る材料の開発によって, 本治療法の 度

を高めたい.

　

Ⅳ． 文献

1） . 直歯 破折の実 と 着治療の理

的 . 補綴会  2014;6:14-19.
2） 村 芳, , 加藤 . 直歯 破折に

う歯 破 の病理 学的研究. 歯

 2000;42(4):255 266.
　

（倫理審査委員会名：新 大学 実験倫理審査委

員会，委員会番号：なし，承認番号：SA00289）

　

図 ラ 歯 の水平 像
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による 新 は， と口腔 で効果が
大 く なる
○藤本 ，山下

歯科大学大学院歯学研究科

Chemotherapeutics have differential antiangiogenic effects on cancerous tumors and oral tissues

Fujimoto H, Yamashita J
Fukuoka Dental College Graduate School

Ⅰ． 目的

　 治療を受けている患者に補綴治療を施すと

， 的に予後 歯の 歯を行うことがある．

の くは 新 作用や 作

用を つが， は けでなく健 にも

少なから する．しかし， が口腔

治 に える はよく かっていない．本研究で

は， い 新 作用をもつ が，健 口

腔 の治 に える を検討した．

Ⅱ． 方法

　本研究では，マ ス （E0771） デ ，上

治 デ ， 歯 治 デ を使った．

は 新 作用をもつ マイ ・

合 TV)を し ，コン ー には 理 水

を用いた．ま ， が 内 前

CD31 CD309  cells)に える を ー イ

ーで解析した．また 発 の と を

計 法で定量し の効果を 認した．さらに

をvon willebrand factor vWF)で

し 数を定量した． に， が 歯 の

治 に える を検討した． 開 から

3 間後に上顎 一大 歯の 歯をおこない， 歯

の 量をin vivoマイ CTで 解析した．また，

歯後4 で上顎を 定し，脱 ， を作製

し，vWFとLy6G で 新 と 症 をそ

れぞれ評価した． 後に， が健 な

治 に える を調 た． 2 間後に

部 に の全 を作り，治 を

録， の を作製，vWF をおこない

新 を評価した．また，口 部の口腔 に

をつくり， が健 な口腔 の に え

る も，vWF による 新 評価法で調

た． 計解析はT検定を用いた．

Ⅲ． 結果と考察

　 発 の と への は TVを

することで有意に 少した（図 ）． 群

では全身の 内 前 数と 内 数の

有意な 少が認められたので（図 上）， の

・ の は の 新 効果による

ものと 察された．このように 新 作用の

い TVであるが， 歯 の治 に は認めら

れなかった． 歯 の 量に ー 間で差は認め

られ ， 歯 の新 数と 症 度に

も ー 間で差はなかった（図 下）． 後に，

のみの治 を評価したが， と口腔

部の 治 に は を えなかった．

と口 の 部 において，新

数は 群とコン ー で差を認めなかっ

た．これらの結果より， の 新 は，

のような い を す には効果がある

が，健 である ，口腔 ， 歯 の

治 には とならないことが明らかとなった．

Ⅳ． 文献

1） D’Amato RJ, Louqhnan MS, Flynn E, et al.
Thalidomide is an inhibitor of angiogenesis.
Proc Natl Acad Sci USA 1994; 91:4082-5.

（倫理審査委員会名： 歯科大学 実験委員

会，委員会番号：11000292，承認番号：17015）
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による 新 は， と口腔 で効果が
大 く なる
○藤本 ，山下

歯科大学大学院歯学研究科

Chemotherapeutics have differential antiangiogenic effects on cancerous tumors and oral tissues

Fujimoto H, Yamashita J
Fukuoka Dental College Graduate School

Ⅰ． 目的

　 治療を受けている患者に補綴治療を施すと

， 的に予後 歯の 歯を行うことがある．

の くは 新 作用や 作

用を つが， は けでなく健 にも

少なから する．しかし， が口腔

治 に える はよく かっていない．本研究で

は， い 新 作用をもつ が，健 口

腔 の治 に える を検討した．

Ⅱ． 方法

　本研究では，マ ス （E0771） デ ，上

治 デ ， 歯 治 デ を使った．

は 新 作用をもつ マイ ・

合 TV)を し ，コン ー には 理 水

を用いた．ま ， が 内 前

CD31 CD309  cells)に える を ー イ

ーで解析した．また 発 の と を

計 法で定量し の効果を 認した．さらに

をvon willebrand factor vWF)で

し 数を定量した． に， が 歯 の

治 に える を検討した． 開 から

3 間後に上顎 一大 歯の 歯をおこない， 歯

の 量をin vivoマイ CTで 解析した．また，

歯後4 で上顎を 定し，脱 ， を作製

し，vWFとLy6G で 新 と 症 をそ

れぞれ評価した． 後に， が健 な

治 に える を調 た． 2 間後に

部 に の全 を作り，治 を

録， の を作製，vWF をおこない

新 を評価した．また，口 部の口腔 に

をつくり， が健 な口腔 の に え

る も，vWF による 新 評価法で調

た． 計解析はT検定を用いた．

Ⅲ． 結果と考察

　 発 の と への は TVを

することで有意に 少した（図 ）． 群

では全身の 内 前 数と 内 数の

有意な 少が認められたので（図 上）， の

・ の は の 新 効果による

ものと 察された．このように 新 作用の

い TVであるが， 歯 の治 に は認めら

れなかった． 歯 の 量に ー 間で差は認め

られ ， 歯 の新 数と 症 度に

も ー 間で差はなかった（図 下）． 後に，

のみの治 を評価したが， と口腔

部の 治 に は を えなかった．

と口 の 部 において，新

数は 群とコン ー で差を認めなかっ

た．これらの結果より， の 新 は，

のような い を す には効果がある

が，健 である ，口腔 ， 歯 の

治 には とならないことが明らかとなった．

Ⅳ． 文献

1） D’Amato RJ, Louqhnan MS, Flynn E, et al.
Thalidomide is an inhibitor of angiogenesis.
Proc Natl Acad Sci USA 1994; 91:4082-5.

（倫理審査委員会名： 歯科大学 実験委員

会，委員会番号：11000292，承認番号：17015）

図： の と， ・ 歯 での 数

P- 歯時の 症は， 所の 量を 下さ る けでなく
と にも大 な となる

○平野 ，山下

歯科大学大学院歯学研究科

Transient bacteremia during tooth extractions has negative impact on not only bone formation in the
sockets but also long bones and liver
Hirano M, Yamashita J
Fukuoka Dental college Graduate School

Ⅰ． 目的

　高齢者の補綴治療では， 能な歯の 歯を

行うことがある． 歯は一 性の 症を い1)， 歯

の感 は 所の を 下さ る．しかし， 歯

時 症が全身に える についてはよく かっ

ていない．全身 患を う高齢者では，し し

が 下しており， や に をもつ患者も

少なくないので， 歯時 症が全身に える

を ることは 全な補綴治療を提供するうえで 要で

あ る ． 本 研 究 で は ， 歯 時 の Porphyromonas
gingivalis P. gingivalis)による一 性 症が全身

に える を検討した．

Ⅱ． 方法

　マ ス 歯 治 デ を使い， 症が全身に

える を 学的， 学的に検 した．

ま ，全身 下で上顎 一大 歯を 歯し， 歯

にP. gingivalis 1x106 CFU)を した（実験群）．

歯 は開 とし，2 間後のマ スを評価した．コ

ン ー には 理 水を用いた．

　 所への は，マイ CTによる 歯 の

解析，口腔内 ， ，Ly6G
による 学的解析で評価した．

　全身への は， ， ， ， の

を 学的に解析した．また，各 で

TdT-mediated dUTP nick end labeling TUNEL)

を行い， のアポ ーシスを解析した．さらに， 歯

後，1, 4, 7 のP. gingivalis全身感 を，各

と上顎 から 取した を して評価した．

計解析はT検定を用いた．

Ⅲ． 結果と考察

　口腔内 解析による 歯 の治 では，実験群

とコン ー で大 な差は認められ ， 群ともに上

化が進 でいた．しかし，マイ CT解析では，実

験群の 歯 で有意に い 量 BV TV)が認めら

れ， HE でも 認で た．また，実験群

の 歯 では， が有意に く認められ，

Ly6G ) 中 の が であった．

　 歯2 間後の 部の 量は，実験群の海

で有意に 下していた（図 ）．このことより，

歯時の一 性 症は全身の に を え

ることが明らかとなった．さらに， ， では，

の が レベ で 認された（図 ）．実験群

の と のTUNEL 性 数はコン ー に

比 て有意に く，一 性 症が にも

を え，アポ ーシスを していることが かっ

た．しかし，実験群の では レベ での変化

は認められなかった．

　 歯 でのP. gingivalisの感 は1 後に

く，7 後は 度であったが， ， ， からの

では，P. gingivalisの感 は認められな

かった．このことより 症への進行は 定された．　

　本研究の結果から， 歯時の一 性 症は，全

身の に 質的な変化を える の となる

ことが明らかとなった． をもつ高齢患者の

歯では， 症予防の 要性が された．

Ⅳ． 文献

1） Anders H, Gunnar H, Maria H et al. Detection
and Quantitation by Lysis-Filtration of
Bacteremia after Different Oral Surgical
Procedures. J Clin Microbiol 1990; 28: 2205-9

（倫理審査委員会名： 歯科大学 実験委員

会，委員会番号：11000292，承認番号：19004）
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認 症 ス のある高齢者の口腔機能に関する調査

　○ 下 史　　

1)，　 　 　　

1)，　 田 　　

1)，　佐 み 　　

1)，　川 　　

1)，　 由 　　

2)，
　高 　　

2)，　 　 　　

3)，　 野　 　　

1)

　

1)北海道 療大学歯学部咬合 補綴学分野，　

2) 北・北海道 部，　

3) 部

Oral Function in Elderly People with Risk of Dementia

Toyoshita Y1), Kan Y1), Takeda Y1), Sasaki M1), Kawanishi K1), Ito Y2), Takasaki H2), Anzai T3),
Koshino H1)

1)Division of Occlusion and Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Health Sciences University of
Hokkaido, 2)Tohoku/Hokkaido Branch, 3)Tokyo Branch

Ⅰ． 目的

　2012年の調査によると認 症患者の 定割合は

15 とい れ， 的には20 まで上 するという予

もある．このような の中， は本年6月

に認 症施 進大 を発表し，これまでの に

加え，新たな取り みを開 した．この中には予防に

関する デンスの の 進が り まれ，予防

が されている．

　 機能と口腔機能には な関 りがあり， 期

においては 機能の発 に，高齢期においては 機

能の に口腔機能が していることが 数報

されている．さらに認 症の発症や予防には

病が関 していることが報 されており，

病の発症には口腔機能が関 している．現在これら

の関 を明らかにす く 学調査や基 研究がなさ

れている．本研究では 在 の自立高齢者を対象

として，認 症と口腔機能の関 について調査を行っ

たので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　北海道の人口 7000人の に 65歳以上の自

立高齢者に を し，2015 2018年の間に同意

を得られた計309名を調査対象とした．

　 めにMini Mental State Examination（MMSE）を用

いて認 症のス ー ン 検査を行った．検査は30
点 点で，26点以上を正 群，25点以下を認 症

ス 群とした． に対象者の口腔内の診察， 大咬合

定， ーによる 機能検査，25 目の

取 能 アン ー による主観的 機能評価，

ーラ デ ア コ シスを行った． 大咬合 の

定にはデン レス ー （ジーシー）を使用し

た． ーによる 機能検査には試験 とし

て コ ラム ジーシー）を， 定 には コセン

ー（ジーシー）を使用した．25 目の 取 能

アン ー は 野らの方法を用いた．また， ーラ

デ ア コ シスは，ICレコーダーによる録 を行っ

た後，パ コンで に 開し，1 たりの発

数を した．

　 計分析はSPSSを用いてStudent t test，Mann
WhitneyのUおよ 2 検定を行い，p 0.05を有意

水 とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　健 群と認 症 ス 群の間に，年齢， 歯数，

ーによる 機能検査， 取 能 アン

ー ， 大咬合 およ ーラ デ ア コ シ

スの pa ， ka ， pataka に有意な差を認めた．年齢

を65-74歳，75-84歳およ 85-94歳の3 間に分割し

て同様の分析を行ったとこ ，65-74歳で 歯数，

ーによる 機能検査およ 大咬合 に

有意な差を認めた（表）．これらの 定項目とMMSE
の検査結果との 関について分析をしたとこ ，

ーによる 機能検査が も高い 関を した．

認 症の ス を有する高齢者は 歯が少なく，口

腔機能が 下していることが明らかとなった．また，年

齢 によって認 機能と口腔機能の関 には 違が

認められた．こうした口腔機能 下は ーラ レイ

への まりであることも され，認 症の予防に

口腔機能 ， 上の対 が 要であると考える．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：北海道 療大学歯学部・大学院歯学部歯

学研究科倫理審査委員会，委員会番号：11000779，

承認番号：123）

　

表　65歳以上75歳 における 定項目の結果
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認 症 ス のある高齢者の口腔機能に関する調査

　○ 下 史　　

1)，　 　 　　

1)，　 田 　　

1)，　佐 み 　　

1)，　川 　　

1)，　 由 　　

2)，
　高 　　

2)，　 　 　　

3)，　 野　 　　

1)

　

1)北海道 療大学歯学部咬合 補綴学分野，　

2) 北・北海道 部，　

3) 部

Oral Function in Elderly People with Risk of Dementia

Toyoshita Y1), Kan Y1), Takeda Y1), Sasaki M1), Kawanishi K1), Ito Y2), Takasaki H2), Anzai T3),
Koshino H1)

1)Division of Occlusion and Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Health Sciences University of
Hokkaido, 2)Tohoku/Hokkaido Branch, 3)Tokyo Branch

Ⅰ． 目的

　2012年の調査によると認 症患者の 定割合は

15 とい れ， 的には20 まで上 するという予

もある．このような の中， は本年6月

に認 症施 進大 を発表し，これまでの に

加え，新たな取り みを開 した．この中には予防に

関する デンスの の 進が り まれ，予防

が されている．

　 機能と口腔機能には な関 りがあり， 期

においては 機能の発 に，高齢期においては 機

能の に口腔機能が していることが 数報

されている．さらに認 症の発症や予防には

病が関 していることが報 されており，

病の発症には口腔機能が関 している．現在これら

の関 を明らかにす く 学調査や基 研究がなさ

れている．本研究では 在 の自立高齢者を対象

として，認 症と口腔機能の関 について調査を行っ

たので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　北海道の人口 7000人の に 65歳以上の自

立高齢者に を し，2015 2018年の間に同意

を得られた計309名を調査対象とした．

　 めにMini Mental State Examination（MMSE）を用

いて認 症のス ー ン 検査を行った．検査は30
点 点で，26点以上を正 群，25点以下を認 症

ス 群とした． に対象者の口腔内の診察， 大咬合

定， ーによる 機能検査，25 目の

取 能 アン ー による主観的 機能評価，

ーラ デ ア コ シスを行った． 大咬合 の

定にはデン レス ー （ジーシー）を使用し

た． ーによる 機能検査には試験 とし

て コ ラム ジーシー）を， 定 には コセン

ー（ジーシー）を使用した．25 目の 取 能

アン ー は 野らの方法を用いた．また， ーラ

デ ア コ シスは，ICレコーダーによる録 を行っ

た後，パ コンで に 開し，1 たりの発

数を した．

　 計分析はSPSSを用いてStudent t test，Mann
WhitneyのUおよ 2 検定を行い，p 0.05を有意

水 とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　健 群と認 症 ス 群の間に，年齢， 歯数，

ーによる 機能検査， 取 能 アン

ー ， 大咬合 およ ーラ デ ア コ シ

スの pa ， ka ， pataka に有意な差を認めた．年齢

を65-74歳，75-84歳およ 85-94歳の3 間に分割し

て同様の分析を行ったとこ ，65-74歳で 歯数，

ーによる 機能検査およ 大咬合 に

有意な差を認めた（表）．これらの 定項目とMMSE
の検査結果との 関について分析をしたとこ ，

ーによる 機能検査が も高い 関を した．

認 症の ス を有する高齢者は 歯が少なく，口

腔機能が 下していることが明らかとなった．また，年

齢 によって認 機能と口腔機能の関 には 違が

認められた．こうした口腔機能 下は ーラ レイ

への まりであることも され，認 症の予防に

口腔機能 ， 上の対 が 要であると考える．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：北海道 療大学歯学部・大学院歯学部歯

学研究科倫理審査委員会，委員会番号：11000779，

承認番号：123）

　

表　65歳以上75歳 における 定項目の結果

P- 2 に対するマ ス ー の効果

　○齋藤 ，　 井　新，　 合 ，　 　 ，　 上 ，　松田 明，　 野 ，　 野 明，
　島田　 ，　佐藤 ，　中島一 ，　 田

歯科大学口腔健康科学 スポー 歯学研究室

Effects of mouthguards on skin damage

Saito M, Tsutsui A, Togo S, Suzuki G, Sakaue T, Matsuda Y, Nishino M, Kawano Y, Shimada A, Sato T,
Nakajima K, Takeda T
Division of Sports Dentistry, Department of Oral Health & Clinical Science, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　 立行 法人 本スポー セン ーよりの学

理下で発 した についての 部 のデー

を分析した結果として，2012年度の 部 は全国

で7 6495 の報 があり，そのうち の歯に

より こされた 部 は741 で 1 は歯が

となり こされたと報 されている1) ．これま

での研究においてマ ス ー の顎口腔 の 予

防・ 効果は，実験的およ 臨床的研究により明ら

かである2,3）．しかし人同 の 時に こりうる歯

による の とそれに対するマ ス ー の効果

については明らかになっていない部分が い．これら

を検討することよりマ ス ー によって，人同 の

時に こりうる歯 による を防 ことがで

るのではないかと考え，今 検討することとした．

　

Ⅱ． 方法

　 定は， 研究室の一 の研究で用いている り

の 試験機と み ージを使用した．

み ージを 置した平 上に を 置し， 直に

歯が たるように り 装置を調整， 定した．

このと 歯の 歯 部にも み ージを

置した．加 は15 とした．実験 はマ ス

ー ，1.5 マ ス ー と3 マ ス ー （EVA
材）の3 とし，加 はそれぞれ10 行った． 計

解析には一元配置分散分析およ Tukey s Testを使

用し，有意水 は0.05とした．実験後の の の

には を用いて が分 されているかを

認した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　実験後のマ ス ー の と装着した とを

比較すると，マ ス ー では が分 されてい

るのを 認で たのに対し，1.5 のマ ス ー では

表 の にと まり，3mmマ ス ー では の

分 ， は認められなかった．また平 の み

およ 加 歯の みの結果，マ ス ー と1.5
マ ス ー では優 な差は認められなかったが，

3 マ ス ー は 2 に比 優 に さな を

した．これは，3 マ ス ー ではその高い 吸

能により が ，さらに みが さく

なったものと思 れる．また，1.5 のマ ス ー でも

の吸 は こったものの，マ ス ー の

場合には， の （ ）により，

ーが破 ーとなったため，1.5 のマ ス

ー と同 の みとなったもの考えられる．これら

の結果よりマ ス ー は への の予防に有

効であり，その みが い への が少な

くなることが された．

今 の結果によりマ ス ー は装着者の顎口腔

の の予防 けでなく， 時に こりうる歯 に

よる の の を予防する 能性があ

るものと考えられる．

　

Ⅳ． 文献

1） 金光 ．学 理下における歯による 部

について( 1報)． 本スポー 歯科 学会
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2） Fernandes L et al. The use of mouthguards and

prevalence of dento-alveolar trauma among
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Dent Traumatol 2018;54-72
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有床義歯装着者の 機能に関する調査
機能ス ー ン 検査法の 用

○松本大 ， 山 実，松川高明，内田 ， 川正 ，高 　 ， 美 ， 吉 ，
本大 ， 一， 海史 ， 美 ， ， 本 ，大川 治

明海大学歯学部機能 学 歯科補綴学分野

Investigation on the taste function of the denture wearer
~Application of gustatory function screening test~
Matsumoto D, Koyama N, Matsukawa T, Uchida S, Somekawa S, Takahashi K, Suzuki M, Miyoshi Y,
Sakamoto D, Tobe T, Narumi F, Numazawa M, Sone M, Okamoto K, Ohkawa S
Dvision of Removable Prosthodontics Departmentive and Biomaterials Sciences, Meikai University School
of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 機能の的 な評価は， が健康を する上

で 要である．従 から実施されている デ ス

法や全口腔法な の 機能検査は， で 時

間を要するといった難点を有している．これに対して，

本分野の 田ら ， 川ら は，1 のみの検査 と

VAS法を 用した 機能ス ー ン 検査法（以

下， ス ー ン 法）を し，臨床において有

用となる 能性を した．一方，有床義歯の装着は

機能を 下さ ると考えられているが，この点に関

する報 は少なく，科学的 が されているとはい

えない．本研究の目的は，この ス ー ン 法

を 用し，有床義歯を装着した高齢者の 機能に

ついて検討することである．

Ⅱ． 方法

　被験者は明海大学歯学部付 明海大学病院補綴

科を受診し，義歯による治療を した48名（男性22
名，女性26名，平均年齢75.4 6.4）を対象に行っ

た．なお，現在使用している義歯の調整は終了してお

り， 科で製作，装着した現義歯に を感 ていな

い患者のみを対象とした．検査 の 度は，本分野

の 田ら が開発した ス ー ン 法に て

定した．検査の は，ま 脱イ ン水でよく さ

， であることを 認したのち，10mlの検査 の

った を提 し，10 間口腔内に みよく

ったあと全て さ た． の 質の検査を行う

際は，脱イ ン水で 後に がないことを 認す

るとともに，1分間の間 を けた．なお，検査時にお

ける 質 は の 質への を考 して を

後とし， ， ， の はランダムとした．

質の評価には，感 た に いものを い ，

からい ， すっ い ， い ， 上 以 の ，

の6 の 質から1つを さ 録した．また

感 た の さに関してはVAS法によりスコア化し，

の感受性として評価した．前 した を義歯の

装着時と非装着時でそれぞれ行った． 計解析に

は，義歯装着時，非装着時の VAS と男女差に

ついて， 定 二元配置分散分析法，およ

比較にBonferroni Dunn法を用い， 5 以下

の場合に有意差ありとした．また，義歯装着時，非装

着時における 者の 現 について検討を行っ

た．

Ⅲ． 結果と考察

　 における義歯装着時の 者 現 を図1
に す． 者の 現 は，義歯装着により

と ， で大 くなる を したが， では

大 い変化は認められなかった． VAS は，男

性では義歯非装着時の が装着時と比較して 下す

る を し，女性では義歯非装着時の が装着時

と比較して上 する を したが，有意差は認めら

れなかった 図2)．以上より，有床義歯の装着は，

の 機能に を さない 能性が され

た．

Ⅳ． 文献

1） 田有美 ， 史 ，松川高明 か．4基本

における 機能のス ー ン 検査法の

．顎機能 　2014 20：115-129
2） 川正 ， 海史 ，松川高明 か．4基本

のス ー ン 検査法を 用した 機能評

価の有用性．明海歯学　2019 48（2）：27-34

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：明海大学歯学部倫理審査委員会，委員会

番号：11000689，承認番号：A1504）

図1　義歯装着者の における 現

図2　 VAS における義歯装着の有 およ

男女差の比較
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有床義歯装着者の 機能に関する調査
機能ス ー ン 検査法の 用
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本大 ， 一， 海史 ， 美 ， ， 本 ，大川 治

明海大学歯学部機能 学 歯科補綴学分野

Investigation on the taste function of the denture wearer
~Application of gustatory function screening test~
Matsumoto D, Koyama N, Matsukawa T, Uchida S, Somekawa S, Takahashi K, Suzuki M, Miyoshi Y,
Sakamoto D, Tobe T, Narumi F, Numazawa M, Sone M, Okamoto K, Ohkawa S
Dvision of Removable Prosthodontics Departmentive and Biomaterials Sciences, Meikai University School
of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 機能の的 な評価は， が健康を する上

で 要である．従 から実施されている デ ス

法や全口腔法な の 機能検査は， で 時

間を要するといった難点を有している．これに対して，

本分野の 田ら ， 川ら は，1 のみの検査 と

VAS法を 用した 機能ス ー ン 検査法（以

下， ス ー ン 法）を し，臨床において有

用となる 能性を した．一方，有床義歯の装着は

機能を 下さ ると考えられているが，この点に関

する報 は少なく，科学的 が されているとはい

えない．本研究の目的は，この ス ー ン 法

を 用し，有床義歯を装着した高齢者の 機能に

ついて検討することである．

Ⅱ． 方法

　被験者は明海大学歯学部付 明海大学病院補綴

科を受診し，義歯による治療を した48名（男性22
名，女性26名，平均年齢75.4 6.4）を対象に行っ

た．なお，現在使用している義歯の調整は終了してお

り， 科で製作，装着した現義歯に を感 ていな

い患者のみを対象とした．検査 の 度は，本分野

の 田ら が開発した ス ー ン 法に て

定した．検査の は，ま 脱イ ン水でよく さ

， であることを 認したのち，10mlの検査 の

った を提 し，10 間口腔内に みよく

ったあと全て さ た． の 質の検査を行う

際は，脱イ ン水で 後に がないことを 認す

るとともに，1分間の間 を けた．なお，検査時にお

ける 質 は の 質への を考 して を

後とし， ， ， の はランダムとした．

質の評価には，感 た に いものを い ，

からい ， すっ い ， い ， 上 以 の ，

の6 の 質から1つを さ 録した．また

感 た の さに関してはVAS法によりスコア化し，

の感受性として評価した．前 した を義歯の

装着時と非装着時でそれぞれ行った． 計解析に

は，義歯装着時，非装着時の VAS と男女差に

ついて， 定 二元配置分散分析法，およ

比較にBonferroni Dunn法を用い， 5 以下

の場合に有意差ありとした．また，義歯装着時，非装

着時における 者の 現 について検討を行っ

た．

Ⅲ． 結果と考察

　 における義歯装着時の 者 現 を図1
に す． 者の 現 は，義歯装着により

と ， で大 くなる を したが， では

大 い変化は認められなかった． VAS は，男

性では義歯非装着時の が装着時と比較して 下す

る を し，女性では義歯非装着時の が装着時

と比較して上 する を したが，有意差は認めら

れなかった 図2)．以上より，有床義歯の装着は，

の 機能に を さない 能性が され

た．
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における 機能のス ー ン 検査法の

．顎機能 　2014 20：115-129
2） 川正 ， 海史 ，松川高明 か．4基本

のス ー ン 検査法を 用した 機能評

価の有用性．明海歯学　2019 48（2）：27-34
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番号：11000689，承認番号：A1504）

図1　義歯装着者の における 現

図2　 VAS における義歯装着の有 およ

男女差の比較

P- 要 高齢者の う 発 およ 症化の ス に
関する前 コ ー 研究
○ 本 1)，大野　 1,2)， 野 1)， 　 1)， 本　 1)， 山 理1)， 1,2)，
中川 1)，天野 1)， 口 1)， 美 1)，大野 3)，山本道 1, )，前川 治1)，

男1)

1) 山大学大学院 歯 学 合研究科イン ラン 補綴学分野，2) 山大学病院新 療
研究開発セン ー，3) 山大学大学院 歯 学 合研究科分 化学分野， )中国・ 国
部
Risk factors for root surface caries incidence and progression among older people requiring nursing care: a
prospective cohort study
Tokumoto K1), Kimura-ono A1,2), Mino T1), Osaka S1), Numoto K1), Koyama E1), Kurosaki Y1,2),
Nakagawa S1), Amano Y1), Higuchi T1), Nawachi K1), Ono M3), Yamamoto M1,4), Maekawa K1), Kuboki T1)

1)Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate School of
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Center for Innovative Clinical Medicine, Okayama
University Hospital, 3)Department of Molecular Biology and Biochemistry, Okayama University Graduate
School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 4)Chugoku/Shikoku Branch

Ⅰ． 目的

　本 では現在歯を く有する高齢者が 加し，高

齢者の う が な となりつつある．口腔

が行 にくく，全身機能が 下した要 高齢

者においては， う の 患 はさらに に

なると予 されるが，その発 や ス に関する

報 は と ない．そこで，本研究では，施 所

およ 在 療 中の要 ・要 高齢者における

1年間の う 新 発 数， う の 症化数，

う の発 およ 症化に関する ス を明

らかにすることを目的に前 コ ー 研究を行った．

Ⅱ． 方法

　目的対象は，2015年から2017年までに 山 の8つ

の高齢者施 に通所または 所している全要 ・

要 高齢者のうち，口腔内に歯 を有する歯（歯

歯）が1歯でも 在する者とした．そして，1年後の

調査デー が った者を解析対象とした．ア ム

は う の新 発 およ う の 症化とし

た． う の 症化は，ベースライン時に う

に 患している歯 歯に，1年後， または が

発 した場合，あるいは う 患歯 数の 加

または進行度の 加1)が認められた場合とした．

　さらに， う 新 発 およ 症化の ス

を，一 化 定方 式（GEE）を用いて検討した．

説明変数は，ベースライン時の年齢，性別，臨床的認

症 度，Barthel Index， 評価表，

Body Mass Index， ，歯科定期受診の有

，口腔 の有 ， ラー 付着の有 ，口腔

の自立の有 ， 歯か か，補綴歯か かを

した．

Ⅲ． 結果と考察

　解析対象は104名（平均年齢：83.7歳，男 女：29
75名，在 施 ：45 59名）で，ベースライン時の

歯 歯数は1415本であった．ベースライン時に

う がない歯 歯1188本から1年間に新 発 し

た う は173本で， う 発 は歯 ：

14.6 ，人 ：59.6 であった．また， 14本，

26本が新たに発 していた． う 発 の ス

を検討した結果，在 療 中（ 比 OR
2.14），男性（OR 1.84），義歯の 歯（OR 1.82），高

年齢（OR 1.05）が同定された．

　ベースライン時に う に 患していた歯 歯

227本から1年間に 症化していたのは55本（22.5 ）

で，内 は 16本， 19本， 患 数や 大進

行度の 加が20本であった．

　 う に 患していた歯 歯と う がない歯

歯からの，1年後の およ の発 頻度を，

イ二 検定を用いて比較した結果，ベースライン時

に う に 患していた歯 歯に，有意に く

およ が発 していた（p 0.01）．

　 う 症化の ス を検討した結果，男性

（OR 5.20），定期歯科受診あり（OR 2.74），Barthel
Indexが高いこと（OR 1.02）が同定された．

　義歯の 歯が1年間の う 新 発 の ス

と同定されたことから，歯科 は，部分床義歯を

装着する高齢者において， 歯の う 発 に

意を う必要性が された．

Ⅳ． 文献

1） Fejerskov O, Luan WM, Nyvad B et al. Active
and inactive root surface caries lesions in a
selected group of 60- to 80-year-old Danes.
Caries Research, 1991; 25(5): 385-391.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 山大学研究倫理審査 委員会，委員

会番号：14000046，承認番号： 980）
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コー ン とスポー 関 歯既往の関
スポー 少年 員の横 調査

　○ 広　　

1)，　 部芳 　　

2)，　 　 　　

3)

　

1) 北 大学 健 学科，　

2) 北 大学 合マ ジ ン 学部，　

3) 学院女 大学
科学研究所

Coaching factors associated with sports-related dental injuries among young athletes
A cross-sectional study in Miyagi prefecture
Tsuchiya M1), Watanabe Y2), Watanabe M3)

1)Department of Nursing, Tohoku Fukushi University, 2)Faculty of Genral Maneagement, Tohoku Fukushi
University, 3)the Institute of Living and Environmental Sciences, Miyagi Gakuin Women's University

Ⅰ． 目的

　 もが身 を かす機会の 少が となるな

か，少年 や ラ でのスポー は， もの身

量を し， や 能 の発 を す一

つの となっている．一方，スポー 中の

の中でも歯に関するものは 然 いことが認 されて

いる1, 2)．歯の は直 的に口腔機能の 下，もし

くは審美 に がり，間 的にはスポー パ ー

マンスにも する れが高い．く えて，一 のア

ス ー では口腔 が では いという報 から

も， 期の予防に めることが 要であることは 実

である．

　 行研究によりスポー 全 の要 として，身

的 （性別や ）や 的 けでなく，

理社会的要 の も受けることが報 されている．

この点において，スポー 法（ ー ー ー や

行 た ）が の 理的 に える

は大 いと考えられている．そこで，本研究では,ス

ポー 少年 に所 する ・中学 の歯の 既往

（破折や脱 ）と 法との関 を明らかにすることを

目的として行った.

　

Ⅱ． 方法

　平 25年度 スポー 少年 に登録されてい

る 学1年から中学3年までの 員（26,069名）を対象

に, 法による 名アン ー 調査を行った. ア

ン ー の内 は, 年 ，性別，BMIに加え，スポー

関 （ イ ， ームレベ ， 験年数，

数 , 度， の量，歯の 既往の有 ），

関 （ 時間） の項目で した． 計解

析は，アン ー の が得られた7,333名（

28.1 ）中の, ースを した5,735名に対し，

歯の 既往の有 を従 変数とした．説明変数と

して上 に加えて， ーム内の における

や の有 を加え，SPSSを用いて ジス

分析を行った.調整 比（OR）とその

95 間（95 CI）を ，有意水 は P 0.05と

して解析を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　歯の の既往は13.3 （5,735名中763名） で，男

で有意に高い が認められ（14.3 ， 4,132名中

592名，女 ：10.7 ，1,603名中171名）， ジス

において有意な 関が認められた（OR  1.

48，95 CI  1.22-1.79, p  0.001）．性別による 別

化後に行った ジス 解析の結果，男 に

おいては歯の の既往と が少ない ，

がある ， がある の間に 関が認められた

ORs 95  CI  1.35 1.03–1.77 , p  0.032  1.31 1.

05–1.62 , p  0.015  and 1.36 1.06–1.75 , p  0.

016)．その一方で，女 においてはそのような は

認められなかった ORs 95  CI  0.88 0.53–1.47 ,

p  0.623  1.29 0.87–1.91 , p  0.206  and 0.97 0.

57–1.63 , p  0.894).

　今 のアン ー 結果はあくまでも主観的な を

元にしたものであるが， 十分な ， の

在 ，そして の 在 について，特に男 のみで

歯の との間に有意な 関が認められた． 年，

スポー におけるス レスな の 理社会的要

の 要性が認 されつつある．今 の結果からも，身

的，およ 的ス レスを した歯の との関

が 察される．

　一 的に， 期の歯の ス が男 で高いこ

とは明らかであったが，スポー が基 となった

場合もその は一 であった． 能 の性差に

加え，男女間のコー ン に対する 性の差が基

となっている 能性を考 する必要がある．

今 用いた質 では，マ ス ー の装着の有

については まれていないため，その補正により結果

が なる 能性も考えられる．その一方で， 合歯

期のジ アアス ー 全てに， 時のマ ス ー

装着は現実的とは え ， の により歯

の ス を下 ることは，スポー マ ージ ン と

して み があるものと考える．

　

Ⅳ． 文献
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Ⅰ． 目的

　 もが身 を かす機会の 少が となるな

か，少年 や ラ でのスポー は， もの身

量を し， や 能 の発 を す一

つの となっている．一方，スポー 中の

の中でも歯に関するものは 然 いことが認 されて

いる1, 2)．歯の は直 的に口腔機能の 下，もし

くは審美 に がり，間 的にはスポー パ ー

マンスにも する れが高い．く えて，一 のア

ス ー では口腔 が では いという報 から

も， 期の予防に めることが 要であることは 実

である．

　 行研究によりスポー 全 の要 として，身

的 （性別や ）や 的 けでなく，

理社会的要 の も受けることが報 されている．

この点において，スポー 法（ ー ー ー や

行 た ）が の 理的 に える

は大 いと考えられている．そこで，本研究では,ス

ポー 少年 に所 する ・中学 の歯の 既往

（破折や脱 ）と 法との関 を明らかにすることを

目的として行った.

　

Ⅱ． 方法

　平 25年度 スポー 少年 に登録されてい

る 学1年から中学3年までの 員（26,069名）を対象

に, 法による 名アン ー 調査を行った. ア

ン ー の内 は, 年 ，性別，BMIに加え，スポー

関 （ イ ， ームレベ ， 験年数，

数 , 度， の量，歯の 既往の有 ），

関 （ 時間） の項目で した． 計解

析は，アン ー の が得られた7,333名（

28.1 ）中の, ースを した5,735名に対し，

歯の 既往の有 を従 変数とした．説明変数と

して上 に加えて， ーム内の における

や の有 を加え，SPSSを用いて ジス

分析を行った.調整 比（OR）とその

95 間（95 CI）を ，有意水 は P 0.05と

して解析を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　歯の の既往は13.3 （5,735名中763名） で，男

で有意に高い が認められ（14.3 ， 4,132名中

592名，女 ：10.7 ，1,603名中171名）， ジス

において有意な 関が認められた（OR  1.

48，95 CI  1.22-1.79, p  0.001）．性別による 別

化後に行った ジス 解析の結果，男 に

おいては歯の の既往と が少ない ，

がある ， がある の間に 関が認められた

ORs 95  CI  1.35 1.03–1.77 , p  0.032  1.31 1.

05–1.62 , p  0.015  and 1.36 1.06–1.75 , p  0.

016)．その一方で，女 においてはそのような は

認められなかった ORs 95  CI  0.88 0.53–1.47 ,

p  0.623  1.29 0.87–1.91 , p  0.206  and 0.97 0.

57–1.63 , p  0.894).

　今 のアン ー 結果はあくまでも主観的な を

元にしたものであるが， 十分な ， の

在 ，そして の 在 について，特に男 のみで

歯の との間に有意な 関が認められた． 年，

スポー におけるス レスな の 理社会的要

の 要性が認 されつつある．今 の結果からも，身

的，およ 的ス レスを した歯の との関

が 察される．

　一 的に， 期の歯の ス が男 で高いこ

とは明らかであったが，スポー が基 となった

場合もその は一 であった． 能 の性差に

加え，男女間のコー ン に対する 性の差が基

となっている 能性を考 する必要がある．

今 用いた質 では，マ ス ー の装着の有

については まれていないため，その補正により結果

が なる 能性も考えられる．その一方で， 合歯

期のジ アアス ー 全てに， 時のマ ス ー

装着は現実的とは え ， の により歯

の ス を下 ることは，スポー マ ージ ン と

して み があるものと考える．
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Ⅰ． 目的

　認 症は要 となる の 一 とされて

おり，認 症患者は今後も 加していく にあると

考えられている．認 機能 下には口腔 の

下1)や 歯数の 少2)な 様 な口腔 が関

していることが報 されており，義歯装着有 も認

症発症に を している 能性が報 3)され

ている．認 症が進行した において， 的な

歯科 を行うことは困難を う場合が いことか

ら，認 症の前 として， 年着目されている

Mild cognitive impairment MCI)の において，口

腔 理のみなら ，義歯を めた歯科 を行

い，口腔 ・機能を整 することは，認 症発症予

防や認 症発症後の口腔 理にも有効であると考え

られる．しかしながらMCI患者の義歯装着 を め

た口腔 や機能や歯科受診行 の実 はいま

明 にはなっていない．そこで は，MCI患者の義

歯装着 を めた口腔 や機能，歯科受診行

の実 を明らかにすることを目的として横 調査を

行った．

　

Ⅱ． 方法

　本研究対象者は，研究参加に同意が得られた健

者およ MCI患者とした．なお，本研究におけるMCI
の診 は認 症 が参加者の認 機能を 合

的に し行った．口腔 ・機能に関するア

ムとして の付着 ， ラー の付着 ，歯

の およ ，現在歯数， （Eichner分 ），

機能歯数，義歯使用の有 について評価を行い，感

シー デン レス ー ，GC)およ 分析装置

ーザー，GC)を用いた 大咬合 およ 咬合

の評価と， 変 り ム シ ー

ム，GC)を用いた 能 の評価を行っ

た．さらに，歯科受診行 に関するア ムとして，

歯科受診の必要性およ 定期的な歯科受診の有

についての評価を行った． 計解析は健 者群と

MCI群との2群間の差を 2検定とマン イ ーの

U検定を用いて比較した．なお，本研究は 科

歯科大学倫理審査委員会の承認を得て行った

M2017-112)．

　

Ⅲ． 結果と考察

　2017年12月から2019年10月までに研究参加に同意

の得られた88名のア ム評価を行った．本研究参

加者の内 は健 者45名（平均年齢68.9 10.5歳），

MCI患者43名（平均年齢76.6 6.9歳）であった．本

研究参加者においては健 者群と比較してMCI群の

方が，有意に現在歯数が少なく， 歯部の咬合

を している者の割合が有意に いものの，義歯

装着者も かったため機能歯数には有意な差が認め

られなかった．また， 能 には2群間に有意な差

は認められなかったものの， 大咬合 およ 咬合

においては，MCI群の方が健 者群と比較

して有意に かった．さらに，MCI群の方が歯科受診

の必要な者の割合が有意に高いものの，定期的に歯

科を受診している者の割合はMCI群の方が健 者群

と比較して有意に かった．これらの結果は，MCIの
から口腔 理や義歯の 理な の歯科

を行い， な口腔 ・機能を整 しておく

ことの 要性を していると考えられ，認 症発症

前から，口腔の変化を見 さ ， な歯科 を

行うとともに，必要に て認 症 をは めと

する 科との 的な をはかることの 要性が

された．

　

Ⅳ． 文献

1） Paganini-Hill A White SC, Atchison KA.
Dentition, dental health habits, and dementia: the
Leisure World Cohort Study. J Am Geriatr Soc.
2012;60:1556-63.

2） Watanabe Y, Arai H, Hirano H, et al. Oral
function as an indexing parameter for mild
cognitive impairment in older adults. Geriatr
Gerontol Int. 2018;18:790-798.

3） Yamamoto T, Kondo K, Hirai H, et al.
Association between self-reported dental health
status and onset of dementia: a 4-year
prospective cohort study of older Japanese adults
from the Aichi Gerontological Evaluation Study
(AGES) Project. Psychosom Med. 2012;74:
241-8.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 科歯科大学 学部倫理審査委員

会，委員会番号：15000212，承認番号：M2017-112）
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要 高齢者と健 高齢者における口腔機能と全身 の
関
　○ 口 一 ，　 島 ，　藤 ，　吉 　文，　 　 ，　 山 ，　 部　

学院大学歯学部有床義歯学

Relationship between oral function and general condition in dependent elderly and healthy elderly person

Nishiguchi K, Kojima N, Fujinami W, Yoshioka F, Fukuzawa R, Aoyama R, Takebe J
Department of Removable Prosthodontics,School of Dentistry,Aichi Gakuin University

Ⅰ． 目的

　健 高齢者から要 高齢者に る で，要

に る一 として口腔機能が関 していると考

えられるが，健 高齢者と要 高齢者を対象として

検討した報 は認められない．そこで本研究では，

が なる要 高齢者と通院 能な健 高

齢者を対象として，口腔機能 と全身 の関

性を明らかにすることを目的とし検討した．

　

Ⅱ． 方法

　対象者として， 人 健施 に 所している要

高齢者27名 男性2名，女性25名，平均年齢89.7
5.8歳）と 学院大学歯学部 病院補綴科（部

分 ）診療部にて 補綴治療が終了し

コー にて通院 能な健 高齢者10名 男性4名，女

性6名，平均年齢80.4 6.1歳)とした．対象者

者に対して，研究の目的，方法について文書によ

り同意を得た． ，本研究は 学院大学歯学部倫

理委員会の承認を得て行った．

　対象者の基 デー として，年齢，性別，アイ ー

分 ，補綴歯科治療の を調査した．口腔機能に

ついては，口腔機能 下症の診 項目として， 下

機能 下， ，口腔 ，口腔 ，咬合

下を評価した．全身 については， ，BMIを評

価した．要 高齢者のみ， 度も調査した．

　 計学的解析は要 高齢と健 高齢者の調査

項目の平均 の比較にはt検定を用いた．要 高

齢者と健 高齢者の各 の ー において，調査

項目の 関に関しては，Mann-WhitneyのU検定，

Spearmanの 関 数を用いた．P 0.05を 計

学的に有意と した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　要 高齢者で意思 通が困難なため，各項目の

デー 取が なかった19名を し，全項目を

調査で た対象者で検討を行い，要 高齢者と健

高齢者ともに，男性2名，女性6名で検討を行った．

要 高齢者の平均年齢は，男性 83 4歳，女性

83.8 6.4歳であった．健 高齢者の平均年齢は，男

性 84.5 0.5歳，女性 79.8 5.3歳であった．

　要 高齢者群と健 高齢者群の平均 の比較

において，要 高齢者群は健 高齢者群より口腔

機能の 標となる ，咬合 が有意に 下してお

り，さらに全身の の 標となる が有意に 下

していることが認められた．

　要 高齢者群と健 高齢者群に 通の項目にお

いて， 下 ス と ・咬合 については

有意な正の 関が認められた．

　加齢に う 理的変化が要 となって 下機能

下や 下が こり，口腔機能 下が ると

（BMI）やADLの 下を くという報 があり1)，

本研究においても同様の結果となり， 下

ス ， ，咬合 は要 に る 要な

であると考えられた．

　また，本研究からは，意思 通が困難な者に対する

法が必要であることや，75歳以上に対する口腔

機能や の各調査項目の基 がないため，高

齢者に対する新たな基 の 定が必要であること

が考えられた．

　

Ⅳ． 文献

1） 　 美， 野田 ， 　et al．在 高

齢患者の ，ADLとQOLの 時的変化．

評治．2004 21:549-553.
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 学院大学歯学部倫理委員会，委員会

番号：平 28年度　 3 ，承認番号：466）

P-

─ 236 ─

日補綴会誌　12・129 回特別号，2020eポスター
ポスター発表



要 高齢者と健 高齢者における口腔機能と全身 の
関
　○ 口 一 ，　 島 ，　藤 ，　吉 　文，　 　 ，　 山 ，　 部　

学院大学歯学部有床義歯学

Relationship between oral function and general condition in dependent elderly and healthy elderly person

Nishiguchi K, Kojima N, Fujinami W, Yoshioka F, Fukuzawa R, Aoyama R, Takebe J
Department of Removable Prosthodontics,School of Dentistry,Aichi Gakuin University
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に る一 として口腔機能が関 していると考

えられるが，健 高齢者と要 高齢者を対象として

検討した報 は認められない．そこで本研究では，

が なる要 高齢者と通院 能な健 高

齢者を対象として，口腔機能 と全身 の関

性を明らかにすることを目的とし検討した．

　

Ⅱ． 方法

　対象者として， 人 健施 に 所している要

高齢者27名 男性2名，女性25名，平均年齢89.7
5.8歳）と 学院大学歯学部 病院補綴科（部

分 ）診療部にて 補綴治療が終了し

コー にて通院 能な健 高齢者10名 男性4名，女

性6名，平均年齢80.4 6.1歳)とした．対象者

者に対して，研究の目的，方法について文書によ

り同意を得た． ，本研究は 学院大学歯学部倫

理委員会の承認を得て行った．

　対象者の基 デー として，年齢，性別，アイ ー

分 ，補綴歯科治療の を調査した．口腔機能に

ついては，口腔機能 下症の診 項目として， 下

機能 下， ，口腔 ，口腔 ，咬合

下を評価した．全身 については， ，BMIを評

価した．要 高齢者のみ， 度も調査した．

　 計学的解析は要 高齢と健 高齢者の調査

項目の平均 の比較にはt検定を用いた．要 高

齢者と健 高齢者の各 の ー において，調査

項目の 関に関しては，Mann-WhitneyのU検定，

Spearmanの 関 数を用いた．P 0.05を 計

学的に有意と した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　要 高齢者で意思 通が困難なため，各項目の

デー 取が なかった19名を し，全項目を

調査で た対象者で検討を行い，要 高齢者と健

高齢者ともに，男性2名，女性6名で検討を行った．

要 高齢者の平均年齢は，男性 83 4歳，女性

83.8 6.4歳であった．健 高齢者の平均年齢は，男

性 84.5 0.5歳，女性 79.8 5.3歳であった．

　要 高齢者群と健 高齢者群の平均 の比較

において，要 高齢者群は健 高齢者群より口腔

機能の 標となる ，咬合 が有意に 下してお

り，さらに全身の の 標となる が有意に 下

していることが認められた．

　要 高齢者群と健 高齢者群に 通の項目にお

いて， 下 ス と ・咬合 については

有意な正の 関が認められた．

　加齢に う 理的変化が要 となって 下機能

下や 下が こり，口腔機能 下が ると

（BMI）やADLの 下を くという報 があり1)，

本研究においても同様の結果となり， 下

ス ， ，咬合 は要 に る 要な

であると考えられた．

　また，本研究からは，意思 通が困難な者に対する

法が必要であることや，75歳以上に対する口腔

機能や の各調査項目の基 がないため，高

齢者に対する新たな基 の 定が必要であること

が考えられた．

　

Ⅳ． 文献

1） 　 美， 野田 ， 　et al．在 高

齢患者の ，ADLとQOLの 時的変化．

評治．2004 21:549-553.
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 学院大学歯学部倫理委員会，委員会

番号：平 28年度　 3 ，承認番号：466）

P- 性 時 吸患者における顎下部 群の硬度に関
する検討
○大 通， 理， 文， 見進一

歯科大学顎口腔 学分野

Examination of submandibular muscle stiffness in patients with obstructive sleep apnea

Ogusu H, Makihara E, Watanabe T, Masumi S
Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction Department of Oral Function, Kyushu Dental
University

Ⅰ． 目的

　 性 時 吸（obstructive sleep apnea  以下

OSA）は や 群な の による上 道

の に する 患である．上 道 群の中

で 要な 割を有する イ は， 理的防 と

して吸 期に上 道が しないように ， 道

開 性の に しているが1），上 道 群

の 機 の破 が解 学的上 道 の 化と

まってOSAが発症すると考えられる2).

　そこで，OSAに関 が いと考えられる顎下部

の の特性を に評価する方法として， し み

硬度計を用いて顎下部 群の硬度について検

討することとした．

Ⅱ． 方法

　対象は顎口腔機能に を認めない有歯顎者で，

療機関における終 PSG検査によりOSAと診 さ

れた14名 平均年齢57.3 13.54歳，男性7名，女性7
名)とした． 定時の下顎 については下顎前方

や により上 道が開大することから， 性

口 （habitual occlusal position 以下HOP），下顎

前方 （maximum mandibular protrusive position  以

下MPP）， 前 （tongue protrusive position  以下

TPP ）の 3 顎 について， し み 硬度計

（TDM-NA1，佐藤 ，川 ）を用いて 定した．な

お，本機 の 定 には がないため， ー ー

が 定した N  0.0238 定 0.532の式に基

， を ー ン（N）に し表 した．

3顎 における顎下部 硬度の比較検討には，一

元配置分散分析後，post hoc testとしてBonferroni法
を用い，有意水 はp 0.05とした．

　本研究は， 歯科大学研究倫理委員会の承認を

得て行った（承認番号：18−28）．

Ⅲ． 結果と考察

　全対象者14名について，HOPとMPPおよ HOPと

TPP間に有意差が認められた（それぞれp 0.001，

p 0.05）．男性対象者についてはHOPとTPP間に有意

差が認められた（p 0.05）．女性対象者については

HOPとMPP間に有意差が認められた（p 0.05）．

HOPでは，い れの も の を っ

ていると思 れるが，MPPでは顎二 前 ，顎

， イ が した ，またTPPでは

それに加えて の前方 上 である イ が

している と考えられる．

　今 の結果よりOSA患者において，男性の方が女

性よりTPPにおいて顎二 前 ，顎 ，

イ の が いこと，MPPにおいて イ

の が いことが かった．

Ⅳ． 文献

1） ， 人， 松 か．

： 性 時 吸 吸 症 群

（OSAHS）における上 道 発症の

ム, 大 ．2010; 69(1): 17−22.
2） White DP. Pathogenesis of obstructive and

central sleep apnea. Am J Respir Crit Care Med.
2005; 172: 1363–70.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 歯科大学研究倫理委員会，委員会番

号：18，承認番号：28）

図　顎下部 群の 定結果
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顎堤 への に対する加齢の

　○島田明 ，　 一

大 歯科大学高齢者歯科学

Effect of aging on sensitivity to mechanical stimulation on alveolar mucosa

Shimada A, Takahashi K
Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　 高齢社会に した 本において，義歯装着患

者に効 の い を し，QOLを ・ 上す

ることは 要である．これまで，義歯にかかる に

ついての研究は く行 れているが，義歯を す

る顎堤 の 感 についてはま 明な点が

い．本研究の目的は， 義歯装着患者の 感 の特

を理解するために， 歯顎患者の顎堤の 感 に

ついて，有歯顎者と比較することである．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は 歯顎患者12名（ED群，男性4名，女性8
名 平均年齢80 8歳）で， 基 は 病，

， 性 ，開口 ，認 症とした．

コン ー は健 人12名（YC群，男性4名，女性

8名 平均年齢30 4歳）およ 歯顎患者と年齢の

マ した高齢有歯顎者6名（EC群，男性1名，女性5
名 平均年齢76 2歳）とし，全ての被験者において

実験に 立ちイン ーム コンセン を行った． 感

あるいは の評価には，0-50-100 Numeric
rating scale（NRS）を使用し，0 感 なし，50 みの

開 点，100 像で る 大の みとした1)．国際的

に 標 化 さ れ た 顎 関 症 の 診 基 で あ る

Diagnostic Criteria for Temporomandibular Disorders
（DC TMD）で定められた の有 の診査方法に

基 2)， 定装置（Palpeter®
）を用い，

者が にて レーシ ンを行った後，1 kgの

を2 間の で 定を行った． 定点は，ED群

では上顎15点，下顎9点，YC群およ EC群では下顎

12点，下顎6点とした． 感 あるいは のNRSに

ついて ー 間の差をKruskal–Wallis testにて比

較した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　各群の上下顎の 定点における 感 あるいは

の分 を図（ ）に す．上顎およ 下顎におい

て， 感 のNRSは ー 間で有意差を認めた

（上顎およ 下顎：P 0.001）．さらに， 比較検定

（Dunn s test）においてED群はYCおよ EC 群と比

較して有意に高い 感 のNRS を した（上顎　

ED vs YC：P 0.001，ED vs EC：P 0.002，下顎　ED
vs YC：P 0.005，ED vs EC：P 0.033）. YC群とEC群

間において，上下顎ともに 感 のNRSに有意差は

認めなかった（上顎：P 0.913，下顎：P 0.999）．本実

験から， 歯顎者の顎堤 の 感 は，年齢にか

か ら 有歯顎者よりも敏感であることが明らかになっ

た．

　

Ⅳ． 文献

1） Masuda M, Iida T, Exposto FG, et al. Referred
Pain and Sensations Evoked by Standardized
Palpation of the Masseter Muscle in Healthy
Participants. J Oral Facial Pain Headache. 2018;
32:159–166.

2） Schiffman E, Ohrbach R, Truelove E, et al.
Diagnostic Criteria for Temporomandibular
Disorders (DC/TMD) for Clinical and Research
Applications: recommendations of the
International RDC/TMD Consortium Network
and Orofacial Pain Special Interest Group. J Oral
Facial Pain Headache. 2014;28:6-27.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 歯科大学 の倫理委員会，委員会番

号：11001113，承認番号：110968）

　

図　 定点（ ）およ 感 のNRS（ ）
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顎堤 への に対する加齢の

　○島田明 ，　 一

大 歯科大学高齢者歯科学

Effect of aging on sensitivity to mechanical stimulation on alveolar mucosa

Shimada A, Takahashi K
Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University

Ⅰ． 目的

　 高齢社会に した 本において，義歯装着患

者に効 の い を し，QOLを ・ 上す

ることは 要である．これまで，義歯にかかる に

ついての研究は く行 れているが，義歯を す

る顎堤 の 感 についてはま 明な点が

い．本研究の目的は， 義歯装着患者の 感 の特

を理解するために， 歯顎患者の顎堤の 感 に

ついて，有歯顎者と比較することである．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は 歯顎患者12名（ED群，男性4名，女性8
名 平均年齢80 8歳）で， 基 は 病，

， 性 ，開口 ，認 症とした．

コン ー は健 人12名（YC群，男性4名，女性

8名 平均年齢30 4歳）およ 歯顎患者と年齢の

マ した高齢有歯顎者6名（EC群，男性1名，女性5
名 平均年齢76 2歳）とし，全ての被験者において

実験に 立ちイン ーム コンセン を行った． 感

あるいは の評価には，0-50-100 Numeric
rating scale（NRS）を使用し，0 感 なし，50 みの

開 点，100 像で る 大の みとした1)．国際的

に 標 化 さ れ た 顎 関 症 の 診 基 で あ る

Diagnostic Criteria for Temporomandibular Disorders
（DC TMD）で定められた の有 の診査方法に

基 2)， 定装置（Palpeter®
）を用い，

者が にて レーシ ンを行った後，1 kgの

を2 間の で 定を行った． 定点は，ED群

では上顎15点，下顎9点，YC群およ EC群では下顎

12点，下顎6点とした． 感 あるいは のNRSに

ついて ー 間の差をKruskal–Wallis testにて比

較した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　各群の上下顎の 定点における 感 あるいは

の分 を図（ ）に す．上顎およ 下顎におい

て， 感 のNRSは ー 間で有意差を認めた

（上顎およ 下顎：P 0.001）．さらに， 比較検定

（Dunn s test）においてED群はYCおよ EC 群と比

較して有意に高い 感 のNRS を した（上顎　

ED vs YC：P 0.001，ED vs EC：P 0.002，下顎　ED
vs YC：P 0.005，ED vs EC：P 0.033）. YC群とEC群

間において，上下顎ともに 感 のNRSに有意差は

認めなかった（上顎：P 0.913，下顎：P 0.999）．本実

験から， 歯顎者の顎堤 の 感 は，年齢にか

か ら 有歯顎者よりも敏感であることが明らかになっ

た．

　

Ⅳ． 文献

1） Masuda M, Iida T, Exposto FG, et al. Referred
Pain and Sensations Evoked by Standardized
Palpation of the Masseter Muscle in Healthy
Participants. J Oral Facial Pain Headache. 2018;
32:159–166.

2） Schiffman E, Ohrbach R, Truelove E, et al.
Diagnostic Criteria for Temporomandibular
Disorders (DC/TMD) for Clinical and Research
Applications: recommendations of the
International RDC/TMD Consortium Network
and Orofacial Pain Special Interest Group. J Oral
Facial Pain Headache. 2014;28:6-27.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 歯科大学 の倫理委員会，委員会番

号：11001113，承認番号：110968）

　

図　 定点（ ）およ 感 のNRS（ ）

P-1 在 者における口腔機能 下症と口腔関 QoLの関

についての検討
○野川敏史1)， 明 2)，岩田　航2)，山田　怜2)，齋藤正恭2)，高山芳幸2)，横山敦郎2)

1)北海道大学大学院歯学研究院口腔健康科学分野予防歯科学教室，2)北海道大学大学院歯
学研究院口腔機能学分野口腔機能補綴学教室
Association between oral health related quality of life and oral hypofunction in community-dwelling people

Nogawa T1), Kodama A2), Iwata K2), Yamada R2), Saito M2), Takayama Y2), Yokoyama A2)

1)Preventive Dentistry, Division of Oral Health Science, Faculty of Dental Medicine, Hokkaido University, 
2)Oral Functional Prothodontics, Division of Oral Functional Science, Faculty of Dental Medicine,
Hokkaido University

Ⅰ． 目的

　 や口腔機能における 期の の4つ

の ー とQoLには関 があると報 されている

が，口腔機能 下症の検査項目と口腔関 QoLの関

については には検討されていない．本研究で

は， における口腔機能 下症の 患 を

調査し，各口腔機能検査と口腔関 QoLの関 につ

いて検討した．

Ⅱ． 方法

2019年10月に北海道 別 所が主 し

た健康 に参加し，歯科検診およ 口腔機能

検査を受け，本研究の実施に同意した20歳以上の者

を対象とした．

　検査項目は，口腔機能 下症の診 に用いられる

検査として， の付着 ， 歯数，口腔水分

量， ーラ デ ア コ シス， 検査， 能

検査，EAT-10を調査した1)．また，口腔関 QoLの

評価にはOHIP-14を用いた．さらに，認 機能評価と

して， 上式認 症 ス ー ン 検査2)を行っ

た．

　各検査の機能 下の 項目数の人数を め，項

目数とOHIP-14スコアの 関関 を検討するため

Spearmanの 関 数を めた．

　口腔機能検査の各変数は，機能 下の有 による

OHIP-14スコアをWilcoxonの検定を用いて比較し

た．また，認 機能 下の有 によるOHIP-14スコア

をWilcoxonの検定を用いて比較した．

　なお，本研究は，北海道大学病院自主臨床研究審

査委員会の承認を得ている（No.019-0125）．

Ⅲ． 結果と考察

　本研究に同意して参加した被験者は42名（男性10
名，女性32名）で，平均年齢（SD）は70.8（9.1）歳で

あった．各検査の項目 数は，0項目が9名，1項目

が13名，2項目が11名，3項目以上を す口腔機能

下症であるものが9名（21.5 ）であった．

　口腔機能 下項目数とOHIP-14スコアのSpearman
関 数は  0.2482 （p  0.1276）（図）であっ

た．各口腔機能検査およ 認 機能検査において，

口 腔 機 能 下 お よ 認 機 能 下 の 有 で

OHIP-14スコアに有意な差を認めたのは，EAT-10の

下機能のみであった（p 0.0028）．

　本研究の結果から，機能 下を した口腔機能検

査の項目数とOHIP-14スコアに有意な 関を すこ

とはで なかったが，項目数が えるに従って口腔関

QoLが 下する が認められた．また， 下

機能が， の口腔機能よりも口腔関 QoLに対して

がある 能性が された．

　今後は，より症例数を やし， 的に検討を行う

予定である．

Ⅳ． 文献

1） 本歯科 学会．口腔機能 下症に関する基

本 的 な 考 え 方 ． http://www.jads.jp/basic/pdf/
document_02.pdf

2） 上 ， 口美 ，佐 間研 か．ア

イマー の と ス ー

ン 法． 年 学 　2002 13：5-10．

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：北海道大学病院自主臨床研究審査委員

会，委員会番号：11000917，承認番号：019-0125）

図　口腔機能 下項目数とOHIP-14の 関
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認 機能 下患者における口腔機能と との関 性

○本間優 1)，井上　 1)， 島 1)， 　 1,2)， 本 1)

1) 川歯科大学大学院歯学研究科口腔 合 療学  補綴・イン ラン 学，2) 関
部
Relationship between oral function and brain activity in cognitive decline patients

Honma Y1), Inoue M1), Nagashima S1), Hori N1,2), Kimoto K1)

1)Department of Oral Interdisciplinary Medicine ( Prosthodontics & Oral Implantology ), Graduate School
of Dentistry, Kanagawa Dental University, 2)Higashi-Kanto Branch

Ⅰ． 目的

　 本では， 年人口に対する高齢者の割合が 加

している．それに い 学的なら に社会的に

されている の一つとして認 症患者の 加が

られる．2012 年の で 462 人いるとされ，

2020 年には 631 人まで え，今後も 加 を

すとされている．本学 病院では，2018 年度か

ら 本認 症学会 による認 症の治療を行

う 認 症・高齢者 合内科 を新 し，認 症患者

に対して MRI による の と シン ラ

を用いて の を観察している．認 症発

ス 要 としてさま まなものがあるが，歯科との関

性においては， 歯数が い 認 機能 下

ス が いと報 されている1)．しかしながら，口腔機

能との関 性を報 しているものは少ない．

　そこで，本研究では認 症・高齢者 合内科を受診

した患者に対し，口腔機能検査を実施することで，口

腔機能と の機能・ との関 を分析し，口腔

による認 症予防の 能性を する を目的とす

る．

Ⅱ． 方法

　本研究の対象者は，2018 年 8 月  2019 年 7 月

に 川歯科大学 病院 認 症・高齢者 合内

科 に受診した患者のうち，口腔機能検査を受診し

た 12 名  男 3 名，女 9 名，平均年齢 78.7 歳 8.

08 )を対象とした．

　対象者に対しては，認 症診 検査として認 機

能検査，身 機能検査， 評価  MRI )，
  SPECT ) に加え，歯 検査，口腔機能検

査  口腔機能 下症検査 7 項目 ) を行い，口腔機

能と身 機能， との関 性を Spearman 

関 数を用いて検定した． 計学的有意水 は

5  とした．

Ⅲ． 結果と考察

　 関分析の結果，前方 の機能 下と

部 （ p  0.00040, r  -0.876 ）， （ p  0.

036, r  -0.635 ）， ーラ デ ア コ シス（ p 

0.032, r  -0.619 ）との間に の 関が， 下機能

（ p  0.026, r  0.663 ）との間に正の 関を認めた

 表 ) ．前方 は行 の開 や，やる な を

る であり，機能 下するとアパシー   ) ，

下， の な が 現し，その結果 コ

アを発症する が高くなるとい れている2)．今

の 計解析で 関性が見られた 機能として

部 が し， ， ーラ デ ア コ

シス， 下機能も同様に 機能と考えると，今 の結

果と合 する．

　今後は，さらに被験者数を やし，認 症診 結果

や全身的既往歴も加えて検討していく予定である．

Ⅳ． 文献

1） Yamamoto T, Kondo K, Hirai H, et al.
Association between self-reported dental health
status and onset of dementia: a 4-year
prospective cohort study of older Japanese adults
from the Aichi Gerontological Evaluation Study
(AGES) Project. Psychosom Med 2012; 74(3):
241-248.

2） Hu X, Okamura N, Arai H, et al.
Neuroanatomical correlates of low body weight
in Alzheimer's disease: a PET study. Progress in
Neuro-Psychopharmacology and Biological
Psychiatry 2002; 26: 1285-1289.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 川歯科大学研究倫理審査員会，委員

会番号：なし，承認番号：535）

表　各検査項目と Spearman 関 数
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認 機能 下患者における口腔機能と との関 性

○本間優 1)，井上　 1)， 島 1)， 　 1,2)， 本 1)

1) 川歯科大学大学院歯学研究科口腔 合 療学  補綴・イン ラン 学，2) 関
部
Relationship between oral function and brain activity in cognitive decline patients

Honma Y1), Inoue M1), Nagashima S1), Hori N1,2), Kimoto K1)

1)Department of Oral Interdisciplinary Medicine ( Prosthodontics & Oral Implantology ), Graduate School
of Dentistry, Kanagawa Dental University, 2)Higashi-Kanto Branch

Ⅰ． 目的

　 本では， 年人口に対する高齢者の割合が 加

している．それに い 学的なら に社会的に

されている の一つとして認 症患者の 加が

られる．2012 年の で 462 人いるとされ，

2020 年には 631 人まで え，今後も 加 を

すとされている．本学 病院では，2018 年度か

ら 本認 症学会 による認 症の治療を行

う 認 症・高齢者 合内科 を新 し，認 症患者

に対して MRI による の と シン ラ

を用いて の を観察している．認 症発

ス 要 としてさま まなものがあるが，歯科との関

性においては， 歯数が い 認 機能 下

ス が いと報 されている1)．しかしながら，口腔機

能との関 性を報 しているものは少ない．

　そこで，本研究では認 症・高齢者 合内科を受診

した患者に対し，口腔機能検査を実施することで，口

腔機能と の機能・ との関 を分析し，口腔

による認 症予防の 能性を する を目的とす

る．

Ⅱ． 方法

　本研究の対象者は，2018 年 8 月  2019 年 7 月

に 川歯科大学 病院 認 症・高齢者 合内

科 に受診した患者のうち，口腔機能検査を受診し

た 12 名  男 3 名，女 9 名，平均年齢 78.7 歳 8.

08 )を対象とした．

　対象者に対しては，認 症診 検査として認 機

能検査，身 機能検査， 評価  MRI )，
  SPECT ) に加え，歯 検査，口腔機能検

査  口腔機能 下症検査 7 項目 ) を行い，口腔機

能と身 機能， との関 性を Spearman 

関 数を用いて検定した． 計学的有意水 は

5  とした．

Ⅲ． 結果と考察

　 関分析の結果，前方 の機能 下と

部 （ p  0.00040, r  -0.876 ）， （ p  0.

036, r  -0.635 ）， ーラ デ ア コ シス（ p 

0.032, r  -0.619 ）との間に の 関が， 下機能

（ p  0.026, r  0.663 ）との間に正の 関を認めた

 表 ) ．前方 は行 の開 や，やる な を

る であり，機能 下するとアパシー   ) ，

下， の な が 現し，その結果 コ

アを発症する が高くなるとい れている2)．今

の 計解析で 関性が見られた 機能として

部 が し， ， ーラ デ ア コ

シス， 下機能も同様に 機能と考えると，今 の結

果と合 する．

　今後は，さらに被験者数を やし，認 症診 結果

や全身的既往歴も加えて検討していく予定である．

Ⅳ． 文献

1） Yamamoto T, Kondo K, Hirai H, et al.
Association between self-reported dental health
status and onset of dementia: a 4-year
prospective cohort study of older Japanese adults
from the Aichi Gerontological Evaluation Study
(AGES) Project. Psychosom Med 2012; 74(3):
241-248.

2） Hu X, Okamura N, Arai H, et al.
Neuroanatomical correlates of low body weight
in Alzheimer's disease: a PET study. Progress in
Neuro-Psychopharmacology and Biological
Psychiatry 2002; 26: 1285-1289.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 川歯科大学研究倫理審査員会，委員

会番号：なし，承認番号：535）

表　各検査項目と Spearman 関 数

P-1 2 イン ラン 用 歯顎患者の 間の機能的差

　○佐野 　　

1)，　 　博　　

1)，　 　 　　

2)，　横山正 　　

1)，　 見野 　　

1)，　上 　　

1)，　藤井 　　

1)，
　内藤　 　　

1)

　

1) 本歯科大学歯科補綴学 1 ，　

2) 本歯科大学 病院口腔イン ラン 診療科

Functional differences between chewing sides in edentulous patients with implant-supported prostheses

Sano M1), Shiga H1), Ogura S2), Yokoyama M1), Komino M1), Uesugi H1), Fujii S1), Naito J1)

1)Department of Partial and Complete Denture, The Nippon Dental University, School of Life Dentistry at
Tokyo, 2)Division of Oral Implant, The Nippon Dental University Hospital

Ⅰ． 目的

　 には，主 と非主 とがあること，健

者では， 間に機能的差 が認められる1)ことか

ら， が配 されるようになり，一 に主

が分析の対象にされている2,3)．しかしながら，イン ラ

ン 用患者の 間の機能的差 については，

十分に明らかにされていない．そこで，本研究は，イ

ン ラン 用 歯顎患者における 間の機能

的差 を明らかにする目的で，イン ラン 用 歯

顎患者の と 能 について，主 と

非主 との間で定量的に比較し，分析した．

　

Ⅱ． 方法

　本研究は， 本歯科大学 歯学部の倫理委員

会の承認のもとに行った．被験者は， 歯顎者にイン

ラン 義歯を 用した患者20名（67 86歳，平均

73.1歳）を した．被験 は，直 14 ，高さ10
の で， 量 2.3gの ー GC, Tokyo,

Japan)を用いた．実験は，被験者に ーを主

で20 間 さ たと の下顎 歯点の を

Myotronics社製 Mandibular kinesiograph K6-I を

用いて 録後， コースの 量を 定した．

開 後の 5 イ からの10 イ について，開

口量， ， イ イム，開口時 大 度，

口時 大 度を し， を表す 標とし

た．また， ーを 後，水10 mlで 口し，

付コ に さ て を 取し，この の

コース 度を コースの 量とし， 能

を表す 標とした．分析は，Shapiro-Wilk testでデー

の正 性を 認後，これらの 標について，

時と 時との間，主 時と非主

時との間で比較した．比較は，paired t-test
で行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 時と 時との比較では， コース

の 量，開口量， ， イ イム，開口時

大 度， 口時 大 度は，い れも一定の

がなく， 間に有意差が認められなかった．主

時と非主 時の比較では，

コースの 量は，主 時の うが非主

時よりも く， 間に有意差が認められ

た．開口量と は， ちらも主 時の

うが非主 時よりも大 く， 間に有意差

が認められた． イ イムは，主 時の

うが非主 時よりも く， 間に有意差

が認められた．開口時 大 度と 口時 大 度

は， ちらも主 時の うが非主

時よりも大 く， 間に有意差が認められた．これ

らのことから，イン ラン 用患者の と

能 は，主 と非主 との間に機能的差

があることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） Shiga H, Kobayashi Y, Arakawa I, Shonai Y.
Selection of food and chewing side for
evaluating masticatory path stability.
Odontology 2003; 91: 26-30.

2） Yoshida E, Fueki K, Igarashi Y. Association
between food mixing ability and mandibular
movements during chewing of a wax cube. J
Oral Rehabil 2007; 34:791-799.

3） Shiga H, Kobayashi Y Katsuyama H, Yokoyama
M, Arakawa I. Gender Difference in Masticatory
Performance in Dentate Adults. J Prosthodont
Res 2012; 56: 166-169.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 本歯科大学 歯学部倫理審査委員

会 ， 委 員 会 番 号 ： 11000374 ， 承 認 番 号 ： NDU-

T2012-29）
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スポー マ ス ー 装着による身
ー を対象として

　○ 川　 ，　 有 ，　 　 ，　 立ことの，　 　 ，　山本 明，　岩 正 ，
　 元

大学歯学部口腔機能 学 歯科補綴学分野

Research of body sway by wearing sports mouth guards
Research for Olympic candidate hokey players
Hasegawa K, Sugiura Y, Sakakibara K, Adati K, Watanabe R, Yamamoto H, Iwahori M, Miyao M
Department of Prosthodontics Division of Oral Function Sciences and Rehabilitation, Asahi University
School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 ーはス や硬い特 な ー を用いて

行うスポー であり， ー ーパー以 は

ーを使用 ， ー の 度は時 160 以上と

なるため非 にスポー が い である1)．そ

のため， 予防を目的に ーはスポー マ ス

ー MG)を使用する と考えられ，2020年度から

の義 化が 定している．MGに 能 への

が有れ 装着 の 上が図れると考えられるが，MG
の 能 上についての報 はあるが デンス

は 立されておら ， ー を対象とした

と咬合に関する報 も見られない．そこで，本研究で

は 本 表 補 を被験者とし，MG装着時にお

ける 行時の を解析したので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は，咬合な に は認められない男

表 16名 平均年齢23.6歳)に対して， 行時の

と咬合 を計 した．計 方法は， に

て従 より用いられる方法2)を参考とし， 画を デ

アEDIUS NEO ver3.5 Grass Valley)に

て した． 行 試 の解析には2 元 3 元

デ 作解析シス ムFrame-DIAS デ イ イ

社)を用い，被験者に 付した 20mm マー

ーの を した． 行時の として

レー ン Easy Change® ー ー , 

本 イ ー )に水を れ10 としたもの 有

り)と対 用として レー ン に を れ

たもの コン ー )を用いた． 有りとコン ー

それぞれをMGを装着した 装着)とMGを 装着

装着)にして を行った．咬合 定に

は，咬合 定シス ムデン レス ー ジー

シー)を用い咬合 と咬合 表 の 定およ

平均 を 定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 行時の は 直 と水平 において装着

有りの は 装着 有りの より 少す

る を した．コン ー では装着と 装着およ

直 ・水平 ちらにおいても差は認められな

かった．咬合 定シス ムの結果と の 関を

みたとこ ，咬合 表 が 加すると が

少するという 関があった．咬合 定と 行 に

よる 度の 関を見た結果，咬合 表 が大

くなることで身 の が さくなることが され

た．佐藤3)はス ン による10mmの咬合 上は身

を大 くすると報 している．本研究で作製した

MGによる 上量は下顎 以内であり咬合 表

が大 くなることで下顎 が に対し 定

し， 口 の は 部 の ・ が し

て非 性に を 進さ 関 を 定するとの

報 からも が 少したものと考えられる．

　

Ⅳ． 文献

1） Hendrick K，Ferrelly P and Jagger R．Orofacial
injuries and mouthguard use in elite female field
hockey players Dent Traumatol 2008 24 ：

189-192．

2） ，山本 明，山本 ， か．義歯装着

が 行に す スポー 歯 2019 23：

8-13．

3） 佐藤 ．顎口腔 の と全身 との関

に関する研究- 直顎間関 の 上が ，特

に およ に す - 補

綴  1991 35：574-587．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 大学歯学部倫理審査委員会，委員会

番号：11000341，承認番号：30026）
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スポー マ ス ー 装着による身
ー を対象として

　○ 川　 ，　 有 ，　 　 ，　 立ことの，　 　 ，　山本 明，　岩 正 ，
　 元

大学歯学部口腔機能 学 歯科補綴学分野

Research of body sway by wearing sports mouth guards
Research for Olympic candidate hokey players
Hasegawa K, Sugiura Y, Sakakibara K, Adati K, Watanabe R, Yamamoto H, Iwahori M, Miyao M
Department of Prosthodontics Division of Oral Function Sciences and Rehabilitation, Asahi University
School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　 ーはス や硬い特 な ー を用いて

行うスポー であり， ー ーパー以 は

ーを使用 ， ー の 度は時 160 以上と

なるため非 にスポー が い である1)．そ

のため， 予防を目的に ーはスポー マ ス

ー MG)を使用する と考えられ，2020年度から

の義 化が 定している．MGに 能 への

が有れ 装着 の 上が図れると考えられるが，MG
の 能 上についての報 はあるが デンス

は 立されておら ， ー を対象とした

と咬合に関する報 も見られない．そこで，本研究で

は 本 表 補 を被験者とし，MG装着時にお

ける 行時の を解析したので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は，咬合な に は認められない男

表 16名 平均年齢23.6歳)に対して， 行時の

と咬合 を計 した．計 方法は， に

て従 より用いられる方法2)を参考とし， 画を デ

アEDIUS NEO ver3.5 Grass Valley)に

て した． 行 試 の解析には2 元 3 元

デ 作解析シス ムFrame-DIAS デ イ イ

社)を用い，被験者に 付した 20mm マー

ーの を した． 行時の として

レー ン Easy Change® ー ー , 

本 イ ー )に水を れ10 としたもの 有

り)と対 用として レー ン に を れ

たもの コン ー )を用いた． 有りとコン ー

それぞれをMGを装着した 装着)とMGを 装着

装着)にして を行った．咬合 定に

は，咬合 定シス ムデン レス ー ジー

シー)を用い咬合 と咬合 表 の 定およ

平均 を 定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 行時の は 直 と水平 において装着

有りの は 装着 有りの より 少す

る を した．コン ー では装着と 装着およ

直 ・水平 ちらにおいても差は認められな

かった．咬合 定シス ムの結果と の 関を

みたとこ ，咬合 表 が 加すると が

少するという 関があった．咬合 定と 行 に

よる 度の 関を見た結果，咬合 表 が大

くなることで身 の が さくなることが され

た．佐藤3)はス ン による10mmの咬合 上は身

を大 くすると報 している．本研究で作製した

MGによる 上量は下顎 以内であり咬合 表

が大 くなることで下顎 が に対し 定

し， 口 の は 部 の ・ が し

て非 性に を 進さ 関 を 定するとの

報 からも が 少したものと考えられる．

　

Ⅳ． 文献

1） Hendrick K，Ferrelly P and Jagger R．Orofacial
injuries and mouthguard use in elite female field
hockey players Dent Traumatol 2008 24 ：

189-192．

2） ，山本 明，山本 ， か．義歯装着

が 行に す スポー 歯 2019 23：

8-13．

3） 佐藤 ．顎口腔 の と全身 との関

に関する研究- 直顎間関 の 上が ，特

に およ に す - 補

綴  1991 35：574-587．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 大学歯学部倫理審査委員会，委員会

番号：11000341，承認番号：30026）

P-1 口腔 を う義歯装着患者の ンパ 質の変化

　○水 　史　　

1)，　 　 　　

1)，　 田 　　

2)，　 二　　

3)，　 藤敦 　　

)，　 直 　　

1)，　佐藤 　　

)，
　 　　

)，　 田　 　　

)，　 　博　　

1)，　内田 　　

1)

　

1) 本歯科大学新 歯学部歯科補綴学 1 ，　

2) 本歯科大学新 歯学部 化

学 ，　

3) 本歯科大学新 病院口腔 科・口のか 治療 ，　

) 本歯科大学新 病院
合診療科，　

) 本歯科大学 の博
Change of protein ingredient in saliva of oral dryness patients wearing denture

Mizuhashi F1), Koide K1), Morita T2), Toya S3), Kondo A4), Asanuma N1), Sato T5), Watarai Y4), Kurita T4),
Kobayashi H1), Uchida T1)

1)Removable Prosthodontics, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata, 2)

Department of Biochemistry, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata, 3)Oral and
Maxillofacial Surgery, Dry Mouth Clinic, The Nippon Dental University Niigata Hospital, 4)

Comprehensive Dental Care, The Nippon Dental University Niigata Hospital, 5)Museum of Medicine and
Dentistry, The Nippon Dental University School of Life Dentistry

Ⅰ． 目的

　義歯装着者では，口腔 を ていることが

く，義歯の や の となっている．口腔

症の には， 性のもの， 病やシ ー

レン症 群な があるが， 性の口腔 症が

加している．Ca は，高 症患者の7割が

用し， 作用として口 がある．

　本研究では，口腔 を う義歯装着患者のうち，

Ca による口腔 症患者において ンパ

質 分の変化を検討した．

　

Ⅱ． 方法

　被験者は， 本歯科大学新 病院口のか 治療

に 院した義歯を装着しているCa による

口腔 症患者およ 本歯科大学新 病院に

院した健 高齢者である．本研究は 本歯科大学新

歯学部倫理審査委員会の承認を得て行った

（承認番号ECNG-H-155）．

　は めに， アー イン ーを れたス

に， 法による10分間の 時 を 取し

た． 取した は，14,000g で15分間，4 で

分 を行い，上 を用いて ンパ 定量を行う（Bio-

Rad Laboratories）とともに，iTRAQ法1) による ンパ

質の 的な比較定量解析に用いた．iTRAQ
ーム解析は，Ca のみを 用している口腔

症患者と健 高齢者各1名の を用いて，（株）

Oncomics に委 して行った．解析方法は，Buffer置
， ンパ 質 度 定，In solution Digestionの後，

iTRAQ標 （AB SCIEX iTRAQ Reagent-4Plex Kit）
を行った． イ ン交 ラムによる 製， マ

ラ による分 およ 質量分析装置にて解析の

後，ProteinPilot v4.5 にて解析を行った．

　iTRAQ ーム解析により，Ca による口

腔 症患者において健 高齢者と比較して特 的

に 加する ンパ 質を した．その後，Ca 

を 用している口腔 症患者7名と健 高齢者

各8名の を用いて，Western blottingを行い， ン

パ 分の検 を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　iTRAQ ーム解析の結果，968 の

ンパ 質を同定した．同定した各 ンパ 質につい

て，健 高齢者を基 としたCa による口腔

症患者の 対定量比を めた結果， 対定量比

が有意に 加およ 少する ンパ 質が認められ

た．Ca による口腔 症患者で 明に 加し

て い た ン パ 質 で あ る  Calmodulin-like
protein 3 およ Glutathione S-transferase Pを対象に

Western blottingを行った結果， のCa を

用している口腔 症患者においても，健 高齢者

と 比 較 し て Calmodulin-like protein 3 お よ

Glutathione S-transferase Pの 加が 認で た．

　本研究において義歯装着患者を対象に検討を行っ

た結果，Ca による口腔 症患者では，Caに
よって調整される ンパ 質であるCalmodulin-like
protein 3な が特 的に 加している が認めら

れた．このことから，Ca の 用は にな

らかの変化をもたらし，分 される ンパ 質

分に変化が たことが考えられる．口腔 を う

義歯装着患者の の は，健 高齢者と なる

ことが された．

　今後は，被験者数を やし，口腔 を う義歯装

着患者の の特 をさらに明らかにする所 であ

る．

　本研究は， 本学 会科学研究 補 金

（18K09669）の交付を得て行った．

　

Ⅳ． 文献

1） Hall SC, Hassis ME, Williams KE et al.
Alterations in the salivary proteome and N-
glycome of Sjögren's syndrome patients. J
Proteome Res. 2017;16:1693–1705.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 本歯科大学新 歯学部倫理審査

委員会，委員会番号：11000109，承認番号：ECNG-

H-155）
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ーを用いた 能 検査の比較性の検討

　○SuwanarpaKetsupha　　

1)，　 田博行　　

1)，　SalazarSimonne　　

1)，　 　一浩　　

1)，　野 　　

2)，　 野高 　　

1)

　

1)新 大学大学院 歯学 合研究科 歯科補綴学分野，　

2)大 大学

Comparability between masticatory performance tests using gummy jellies

Ketsupha S1), Yoneda H1), Simonne S1), Hori K1), Nokubi T2), Ono T1)

1)Division of Comprehensive Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental
Sciences, 2)Osaka University

Ⅰ． 目的

　Since oral functions including masticatory ability
are found to be closely related with the general
health in old age, the objective evaluation of
masticatory performance is recognized as the one of
important index in clinical dentistry. Although there
are two types of assessment system for measuring
masticatory performance MP) by using different
gummy jellies as a test food, which can be used in
the diagnosis of oral hypo-function syndrome1),

there are no reports on the comparability between
those systems. In this study, we examined the
relationship between the parameters of masticatory
performance in denture wearers who were assessed
by different systems for investigating their
compatibility.

　

Ⅱ． 方法

　The subjects were 22 patients who underwent the
prosthodontic treatment Niigata University Medical
and Dental Hospital 9 males and 13 females, aged
40 to 90 years) without history of
temporomandibular disorders. Two types of MP
assessment were performed on each subject using a
test gummy jelly UHA gummy, UHA Mikakuto)

and Glucolumn GC). UHA gummy was chewed 30
times, and the state of comminution was determined
by two ways  the visual score method using a 10
steps MP score sheet and the image analysis method
using a smartphone with application which could
calculate the increased surface area MP value)2). As
for Glucolumn, after chewing for 20 seconds,
glucose density GD) which was dissolved from
expectorated pieces was measured using an original
device Glucosensor GSⅡ, GC). The analysis was
performed using Spearman s rank correlation
coefficient to examine the relationship between MP
score and GD, and between MP value and GD.

　

Ⅲ． 結果と考察

　A significant strong positive correlation was found
between MP score and GD Figure, r 0.84, p 0.01)

and between MP value and GD r 0.78, p 0.01),

suggesting that the relationship could be represented
by a linear equation. In addition, the reference
values, which are diagnostic criteria for declined
masticatory function MP score 3 and GD 100mg
dL), were also relevant each other. Our results
suggest that the compatibility can be established
between two types of assessment system for
masticatory performance.
　

Ⅳ． 文献

1） Minakuchi S, Tsuga K, Ikebe K et al. Oral
hypofunction in the older population: Position
paper of the Japanese Society of Gerodontology
in 2016. Gerodontology. 2018;35:317–324.

2） Salazar S, Hori K, Uehara F et al. Masticatory
performance analysis using photographic image
of gummy jelly. J Prosthodont Res. 2019 May 28;
Epub ahead of print.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：新 大学における人を対象とする研究

倫理審査委員会，委員会番号：15000140，承認番

号：2015-3038）

　

Figure. Correlation between MP score by UHA
gummy and GD by Glucolumn

P-1

─ 244 ─

日補綴会誌　12・129 回特別号，2020eポスター
ポスター発表



ーを用いた 能 検査の比較性の検討

　○SuwanarpaKetsupha　　

1)，　 田博行　　

1)，　SalazarSimonne　　

1)，　 　一浩　　

1)，　野 　　

2)，　 野高 　　

1)

　

1)新 大学大学院 歯学 合研究科 歯科補綴学分野，　

2)大 大学

Comparability between masticatory performance tests using gummy jellies

Ketsupha S1), Yoneda H1), Simonne S1), Hori K1), Nokubi T2), Ono T1)

1)Division of Comprehensive Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental
Sciences, 2)Osaka University

Ⅰ． 目的

　Since oral functions including masticatory ability
are found to be closely related with the general
health in old age, the objective evaluation of
masticatory performance is recognized as the one of
important index in clinical dentistry. Although there
are two types of assessment system for measuring
masticatory performance MP) by using different
gummy jellies as a test food, which can be used in
the diagnosis of oral hypo-function syndrome1),

there are no reports on the comparability between
those systems. In this study, we examined the
relationship between the parameters of masticatory
performance in denture wearers who were assessed
by different systems for investigating their
compatibility.

　

Ⅱ． 方法

　The subjects were 22 patients who underwent the
prosthodontic treatment Niigata University Medical
and Dental Hospital 9 males and 13 females, aged
40 to 90 years) without history of
temporomandibular disorders. Two types of MP
assessment were performed on each subject using a
test gummy jelly UHA gummy, UHA Mikakuto)

and Glucolumn GC). UHA gummy was chewed 30
times, and the state of comminution was determined
by two ways  the visual score method using a 10
steps MP score sheet and the image analysis method
using a smartphone with application which could
calculate the increased surface area MP value)2). As
for Glucolumn, after chewing for 20 seconds,
glucose density GD) which was dissolved from
expectorated pieces was measured using an original
device Glucosensor GSⅡ, GC). The analysis was
performed using Spearman s rank correlation
coefficient to examine the relationship between MP
score and GD, and between MP value and GD.

　

Ⅲ． 結果と考察

　A significant strong positive correlation was found
between MP score and GD Figure, r 0.84, p 0.01)

and between MP value and GD r 0.78, p 0.01),

suggesting that the relationship could be represented
by a linear equation. In addition, the reference
values, which are diagnostic criteria for declined
masticatory function MP score 3 and GD 100mg
dL), were also relevant each other. Our results
suggest that the compatibility can be established
between two types of assessment system for
masticatory performance.
　

Ⅳ． 文献

1） Minakuchi S, Tsuga K, Ikebe K et al. Oral
hypofunction in the older population: Position
paper of the Japanese Society of Gerodontology
in 2016. Gerodontology. 2018;35:317–324.

2） Salazar S, Hori K, Uehara F et al. Masticatory
performance analysis using photographic image
of gummy jelly. J Prosthodont Res. 2019 May 28;
Epub ahead of print.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：新 大学における人を対象とする研究

倫理審査委員会，委員会番号：15000140，承認番

号：2015-3038）

　

Figure. Correlation between MP score by UHA
gummy and GD by Glucolumn

P-1 上 の が 機能へ す

○関 ， 田　 ，本 ， 田 ， 　実加， 田　学， 山 名， ，
見山　道
本大学松 歯学部口腔健康科学 顎口腔機能治療学分野

Repeated tongue lift training effects on tongue function

Sekihata S, Iida T, Honki H, Ikuta M, Sakaki M, Masuda M, Kamiyama H, Nishimori H, Komiyama O
Division of Oral Function and Rehabilitation, Department of Oral Health Science, Nihon University School
of Dentistry at Matsudo

Ⅰ． 目的

　 高齢社会を え， ・ 下 の口腔機能 下

への対 は 的に必 な であり，口腔機能

下に対する な ーシ ンの 立は非 に

要となる．これまでに くの ーシ ン

ラムが提 され，顎口腔機能の を認める報 が

されているが，その が る ムの は

明である． では 下機能の を目的とし

た 上 を とした レー ン における

中 およ 機能への を検討し， 野におけ

る 性変化およ 学 の発現を5 以内

の レー ン にて認めたが 大 の 上は認め

なかった．本研究では 上 を とした

レー ン が 大 に す を検討した．

Ⅱ． 方法

　被験者は顎口腔 に を認めない 人8名

（男性4名，女性4名，平均年齢：28．2 2．1歳）とし

た．被験者は 上 を とした各 58分

間の レー ン を5 の参加，2 の

のス ジ ー にて3 間参加した．各 の に

上 時の 大 を 定 （JMS 定
®
， GC ， ） に て 定 し た ． そ の を 100

maximum voluntary contraction （MVC） と定義した．

10 MVC，20 MVC，40 MVCでの 度による

上 を とし，被験者は ジ ア ー

（VF）なし（ first series），VFあり（ second
series），VFなし（third series）の3 を して に

定した．各 度の 定は30 のON OFF期

間を6 行い，30 のON期間では5 のON OFF
を り した．

　 1 ， 2 ， 3 ， 3 5 目に

表 を用いた 計 EMG)で 上 群の

を 定し， 定したEMG より実効 を

した．EMGにて 定した 上 群の ， 大

を 1 ， 2 ， 3 ， 3 5
目にて比較検討した． レー ン における 学

の評価として，各 の各 における目標とした

度（10 MVC，20 MVC，40 MVC）と およ

実効 の 定 数を した．

Ⅲ． 結果と考察

　 3 と 3 5 目における 大 は 1
と比較して有意な 加を認めた（P  0．05）．

2 ， 3 ， 3 5 目のfirst series，
third seriesにおける より した 定 数は，

1 目 のfirst seriesと比較して有意な 加を認め

た（P  0．05）．しかしながら， 上 における

EMG の実効 より した 定 数は有意差を

認めなかった．Iida1)らは41分間の 上 を

とした レー ン にて に関 する 野

に 性変化を認めること，Honki2)らは5 間

による58分間の 上 を とした レー

ン で 学 を認めることを した．本結果よ

り， 上 を とした レー ン で中

の ， 学 ， 大 の に変化が

ていることが された．

Ⅳ． 文献

1） Iida T, Komoda Y, Kothari M, et al.
Combination of jaw and tongue movement
training influences neuroplasticity of
corticomotor pathways in humans. Exp Brain
Res.2019,237,2559-2571.

2） Honki H, Iida T, Komiyama O, et al. Effect of a
repeated tongue-lift motor task for tongue
function. Eur J Oral Sci. 2016,124,540-545.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 本大学松 歯学部倫理審査委員会，委

員会番号：11000584，承認番号：EC14-019）
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の変化が 能 に す

　○ 口　究　　

1)，　 山 　　

2)，　横山敦郎　　

1)

　

1)北海道大学大学院歯学研究院口腔機能学分野口腔機能補綴学教室，　

2) 工 高
学 シス ム工学科
Effect of Changing Posture on Masticatory Performance

Sakaguchi K1), Maruyama T2), Yokoyama A1)

1)Department of Oral Functional Prosthodontics, Division of Oral Functional Science, Hokkaido University
Faculty of Dental Medicine, 2)Department of Electrical and Electronic Systems Engineering, National
Institute of Technology, Ibaraki College

Ⅰ． 目的

　 は， が を行う一 的な である

において， が に を し， の

定性を高める 能性があることを報 して た1)．一

方で， の変化が 能 に す に

ついての報 は少なく，十分には解明されていない．

顎口腔機能と の 互 関性を解明するうえ

で， 顎口腔機能が に す のみなら ，

の変化が顎口腔機能に す について

も検討することは めて有意義である．

　本研究では， の変化が 能 に す

について明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　被験者には，顎口腔 や平 機能に機能 を認

めない健 有歯顎者10名を した． の

（ が床 に全 した ）と

非 の （ が床 から いた

）の2つの の 下において， 時にお

ける 部 ， ， 分 ，

の と ム， 能 の 定を行った．

1． 評価

　 部と の は，画像解析シス ム（ ま り

GE60 W4H®，（株）ライ ラ ー）を用いて， 部と

それぞれに 定した4 定点の 作解析を行っ

た． 分 の 定は， 分 定シス

ム（CONFORMat®， （株））を用いた． 部と

の の 定性評価には， 部と それぞれ

に 定した4 定点の の平均 標を 中 と

して， 中 と各 標の平均 をそれぞれ

部 ， と定義して用いた．

分 の 定性評価には， 中 の平均

標を 中 として， 中 と

各 中 標の平均 を平均中 変 と

定義して用いた．

2.　 評価

　 の と ムは，下顎 定 （ ー

シ ン ジ レー ーV-1®，（株）ジーシー）を用い

て， 時における下顎 歯点の3 元 の 定

を行った． 能 は， 能 検査装置（ コセ

ン ーGS-II®，（株）ジーシー）を用いて， 時

の コース 量の 定を行った． の

の 定性評価には，開口時 方 分， 口時 方

分， 直 分の各SD OD（標 差 開口量）を用

いた． の ムの 定性評価には，開口

時間， 口 時間，咬合 時間， 期の各変

数を用いた． 能 を評価するための定量的

標には， コース 量を用いた．

　 計 理は， と 非 の に

おける各定量的 標の比較を行うために， コ

ン 号 検定（有意水 0.05）を用いた．

　

Ⅲ． 結果と考察

1． 評価

　 の における 部 ，

，なら に平均中 変 は， 非 の

時と比較してそれぞれ さかった．

2． 評価

　1) の における 直 分のSD
ODは， 非 の 時と比較して さかっ

た．2) と 非 の 間で，

の ムの各定量的 標に有意差は認められな

かった．3) の における コース

量は， 非 の 時と比較して

かった．

　これらの結果から， 時の は， が

している うが非 に比較して 定していること

が された．また， の における

の の 定性と 能 は， 非 の

時と比較してそれぞれ高いことが かった．

　以上のことから， の における

時には， 非 の 時と比較して，

の 定化が図られるとともに， が 定した 現性

のある下顎 が まれ，かつ高い 能 を発

することが明らかとなった．すな ち， の変

化は， 能 に を すことが された．

　

Ⅳ． 文献

1） 口 究， 山 ，横山敦郎． 時における

下顎， 部， ，下 の の関 性． 補

綴会  2019 11・128 特別号：308．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：北海道大学大学院歯学研究院臨床・ 学

研究倫理審査委員会，委員会番号：11000503，承認

番号：2019 2号）
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　 部と の は，画像解析シス ム（ ま り

GE60 W4H®，（株）ライ ラ ー）を用いて， 部と

それぞれに 定した4 定点の 作解析を行っ

た． 分 の 定は， 分 定シス

ム（CONFORMat®， （株））を用いた． 部と

の の 定性評価には， 部と それぞれ

に 定した4 定点の の平均 標を 中 と

して， 中 と各 標の平均 をそれぞれ

部 ， と定義して用いた．

分 の 定性評価には， 中 の平均

標を 中 として， 中 と

各 中 標の平均 を平均中 変 と

定義して用いた．

2.　 評価
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　以上のことから， の における
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（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：北海道大学大学院歯学研究院臨床・ 学

研究倫理審査委員会，委員会番号：11000503，承認

番号：2019 2号）

P-1 性部分床義歯装着患者の に対する 度に
する
　○ 本　 ，　 川 ，　 さつ ，　SimonneSalazar，　 田博行，　 　一浩，　 野高

新 大学大学院 歯学 合研究科 歯科補綴学分野

Factors Affecting Patient's Chewing Satisfaction with Removable Partial Denture.

Yoshimoto T, Hasegawa Y, Kikuchi S, Salazar S, Yoneda H, Hori K, Ono T
Division of Comprehensive Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental
Sciences

Ⅰ． 目的

　 高齢社会とい れる 年では， 性部分床義

歯（RPD）装着者が年 加しており，高齢者が か

な を ためにも，義歯治療の患者 度に関

する要 を明らかにすることは 要である．しかし

ながら，主観的評価である患者 度と客観的評価

である 機能との関 性については 明らかと

はいえない．

　そこで本研究は，RPDを使用している患者におい

て， 度に対する を える要 を明らか

にすることにより，義歯治療によるQOL 上と治療計

画立 の一 となることを目標に実施した．

　

Ⅱ． 方法

　対象者は，2015年5月から2018年7月までに新 大

学 歯学 合病院義歯診療科または歯科 合診療

室に通院し，上下顎もしくは上顎・下顎 ちらかにRPD
を装着している患者132 名 男性55 名，女性77 名，

平均年齢71.0 9.0)とした．主観的な 度に

対する評価は 現在の れ歯の み はいかがで

すか との質 に対するVisual analog scale VAS，

0： -100： )の とした．

　客観的な 能 評価は 能 定用

ー UHA )と 能 自 解析装置 ア

ン)を用いて 能 MP)を 定し， 取

は佐藤らのアン ー 1)を用いた 取 スコア

FAS)，口腔関 QOLの評価には，OHIP-14を用い

てそれぞれ評価した．

　対象者は，性別，年齢 65 歳 65-75 歳 75 歳)，

義歯装着期間 6 月 6 月-3 年 3 年)，義歯装

着部 上下顎 上顎のみ 下顎のみ)，

Kennedy分 ：Ⅰ Ⅱ Ⅲ ・Ⅳ )，咬合

Eichner分 ：A群 B群 C群)によって，それぞれ分

した．

　 度とこれに を えると考えられる

歯数，咬合 ，咬合 ，咬合

点，MP，FAS，OHIP-14)との関 性について， t-
test Spearmanの 関 数 Kruskal-Wallis testと
比較を用いて検討を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 度は平均75.3 24.2 mean SD)で，

17 の対象者はVASスコアが50 であった．対象

者の性別 年齢 義歯の によって

度に有意差を認めなかったが， 度とMP
r 0.201)，FAS 0.406)との間に有意な正 関を，

OHIP-14スコア -0.513)との間に有意な 関を認め

た． 別に解析した場合（表），上 の 関関 が全

て っていたのは， 男性 75 歳以上 義歯装着期

間6 月 上下顎義歯装着 義

歯 においてであり，それ以 の では有意な 関

関 が認められ い場合もあった．

　以上より，RPD装着者の 度は，基本的には

能 取 の質と比例関 にあ

るものの，その関 性の さは性別，年齢，義歯の装

着期間 装着部 な の によって な

ることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） 佐藤 二， 田 作， か． 義歯装

着者の 取 . 補綴 32：774-779，

1988．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：新 大学における人を対象とする研究

倫理審査委員会，委員会番号：15000140，承認番

号：2015-3038）

　

表　 度と 能 / 取 / の

質との 関関 （ / は有意な正/ 関を表す）
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歯科大学におけるデジ デン ス ー教 への取
り み
　○加 行　　

1)，　 　 　　

1)，　一 　　

2)，　 口 　　

3)，　山口 一郎　　

1)，　 　 　　

)，　松 　　

1)

　

1) 歯科大学咬合 学 義歯学分野，　

2) 歯科大学 科歯科 合病院中
工室，　

3) 歯科大学咬合 学 口腔イン ラン 学分野，　

) 歯科大学咬合 学
有床義歯学分野

Digital Dentistry Education Initiatives at Fukuoka Dental College

Kaga N1), Seo A1), Isshi K2), Taniguchi Y3), Yamaguchi Y1), Tsuzuki T4), Matsuura T1)

1)Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College, 2)Central
Dental Laboratory, Fukuoka Dental College Hospital, 3)Section of Oral Implantology, Department of Oral
Rehabilitation, Fukuoka Dental College, 4)Division of Removable Prosthodontics, Department of Oral
Rehabilitation, Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　CAD CAM はその発 とともに が国におい

ても し，2016年から 治療にも されてい

る．それに い，CAD CAMに関する研究も 加して

いる．学 教 においても，平 30年度 歯科

国 試験 基 の 歯科 学各 Ⅳ・ ラ ン

ジによる治療 において 口腔内ス ー

CAD CAMによる製作 項目が加 った．しかしなが

ら，3・4年 の ン ム実 においては，従 通りの

歯 ， 象 得，作 作製， ス

ア ， ， と一 的な 法の実 内 であ

り， 口腔内ス ー , CAD CAMによる製作 に

関しては 義にと まっている．デジ ノ ジー

の発 に いジ コ アな CAD CAMでのみ加工

能な材料も一 臨床では れているが，学 が

デジ デン ス ーを臨床実 の中 けで 全

に理解することは難しい．

　 歯科大学では，デジ デン ス ー教

の ー として， 定による顎口腔機能デジ

録解析装置 ARCUS®Digma II を し，平

 26 年度より学 教 に 立てている1)．さらに平

 30 年度より口腔内ス ーの 験 実 を

した．本研究では，本学におけるこの 験 実

の内 を する．

　

Ⅱ． 方法

1．対象：平  30 年度の臨床実 （本学部5学年

95人）

2．実 内

　口腔内ス ー，CAD CAM 製作 ー ー

の理解を めることを目的に，後期臨床実 の補綴・

イン ラン 臨床実 の中で行なった．

実 は10 12人の少人数を1 ー とし，8 ー

で行った．

デ ：INVICTUS ス ンダー デ （ シン，

本）， 下 一大 歯　全部金 既 歯

（ シン， 本）

ス ー：CEREC Omnicam（Dentsply Sirona, イ

）

　CERECシス ムの口腔内ス ーからデザイン

計までの ー ーを説明後，実際に学 自身が

を用いて口腔内ス ーによる 象 得およ

咬合 得を行なった．ス ンされた から

歯の ン ，マージンの 認後， ラ ンの 計を

行った（CEREC SW ver.4.5）．

　以上の工 を全ての学 が行った．

3．実 終了後， 名によるアン ー を行なった．

　

Ⅲ． 結果と考察

　アン ー 結果は95名中92名から有効 が得ら

れ，有効 は96.8 であった．

CAD CAMシス ムの理解は困難と した学 は

15名 16 ) であったが実 により，理解が まったと

した学 は92名 100 )と高い数 を した．

，デジ が歯科 学に 献すると思 ない

と した学 は26名 29 ) であった．その中の意見

として， デジ を うのが難しそう という意見

があった．

　 義や自 で理解していたつもりでも実際に れて

験することで，CAD CAMシス ムをより理解するこ

とに がったと考えられる．国 試験対 けの

に加えて，今後はデジ 教 の実 を歯学教 の

中に取り れていくことがデジ デン ス ーの

理解をより めることに がると考えられる．

　

Ⅳ． 文献

1） , 口 , 山本 か. 顎口腔機能

デジ 録解析装置が歯学部学 の顎

の理解に える ． 本歯科 学教 学会

.2018; 34(2) 43-48
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Ⅰ． 目的

　CAD CAM はその発 とともに が国におい

ても し，2016年から 治療にも されてい

る．それに い，CAD CAMに関する研究も 加して

いる．学 教 においても，平 30年度 歯科

国 試験 基 の 歯科 学各 Ⅳ・ ラ ン

ジによる治療 において 口腔内ス ー

CAD CAMによる製作 項目が加 った．しかしなが

ら，3・4年 の ン ム実 においては，従 通りの

歯 ， 象 得，作 作製， ス

ア ， ， と一 的な 法の実 内 であ

り， 口腔内ス ー , CAD CAMによる製作 に

関しては 義にと まっている．デジ ノ ジー

の発 に いジ コ アな CAD CAMでのみ加工

能な材料も一 臨床では れているが，学 が

デジ デン ス ーを臨床実 の中 けで 全

に理解することは難しい．

　 歯科大学では，デジ デン ス ー教

の ー として， 定による顎口腔機能デジ

録解析装置 ARCUS®Digma II を し，平

 26 年度より学 教 に 立てている1)．さらに平

 30 年度より口腔内ス ーの 験 実 を

した．本研究では，本学におけるこの 験 実

の内 を する．

　

Ⅱ． 方法

1．対象：平  30 年度の臨床実 （本学部5学年

95人）

2．実 内

　口腔内ス ー，CAD CAM 製作 ー ー

の理解を めることを目的に，後期臨床実 の補綴・

イン ラン 臨床実 の中で行なった．

実 は10 12人の少人数を1 ー とし，8 ー

で行った．

デ ：INVICTUS ス ンダー デ （ シン，

本）， 下 一大 歯　全部金 既 歯

（ シン， 本）

ス ー：CEREC Omnicam（Dentsply Sirona, イ

）

　CERECシス ムの口腔内ス ーからデザイン

計までの ー ーを説明後，実際に学 自身が

を用いて口腔内ス ーによる 象 得およ

咬合 得を行なった．ス ンされた から

歯の ン ，マージンの 認後， ラ ンの 計を

行った（CEREC SW ver.4.5）．

　以上の工 を全ての学 が行った．

3．実 終了後， 名によるアン ー を行なった．

　

Ⅲ． 結果と考察

　アン ー 結果は95名中92名から有効 が得ら

れ，有効 は96.8 であった．

CAD CAMシス ムの理解は困難と した学 は

15名 16 ) であったが実 により，理解が まったと

した学 は92名 100 )と高い数 を した．

，デジ が歯科 学に 献すると思 ない

と した学 は26名 29 ) であった．その中の意見

として， デジ を うのが難しそう という意見

があった．

　 義や自 で理解していたつもりでも実際に れて

験することで，CAD CAMシス ムをより理解するこ

とに がったと考えられる．国 試験対 けの

に加えて，今後はデジ 教 の実 を歯学教 の

中に取り れていくことがデジ デン ス ーの

理解をより めることに がると考えられる．

　

Ⅳ． 文献
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デジ 録解析装置が歯学部学 の顎

の理解に える ． 本歯科 学教 学会

.2018; 34(2) 43-48
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Ⅰ． 目的

　 年，全部床義歯製作シス ムのデジ 化は

に進行しており， 的にも様 なシス ムが開発

され臨床 されている．しかし，全部床義歯補綴の

前教 においては 工 作の教 に くの時間を

やしており，材料 や 者の は非 に大

い．そのため，全部床義歯学の本質的な 学的学

を 分に行えない場合がある．

　 では ラ ン ジの教 でデジ シス ム

を用いた教 を行ったという報 もあり，その有効性

についても検 が進 でいる1．そこで， 分野では

2019年度全部床義歯学実 の人工歯 実 にデ

ジ 実 を した．本研究の目的はデジ

実 の教 効果について従 実 と

比較検 を行うことである．

Ⅱ． 方法

　実 は，2019年度 科歯科大学歯学部歯学

科4年 学 （n 43）に行った．従 実 は咬

合 に装着された上下咬合床に対して前歯人工歯

（ ア ラ ン,松風）， 歯人工歯（Bioace，松風）を

さ た．従 実 を行った後に，デジ

実 を行った．デジ 実 はWebベース

教 シス ム（DENTCA Academy, DENTCA）を用い

た．本シス ムは 定されたURLにア セスすること

で， ラ ザ上でデジ 咬合床に人工歯を す

ることが 能である．学 は各自のPCを 参し，イン

ー 能な実 室で行った．デジ

実 では顎間関 があらか め付 された上下デジ

咬合床上に前 歯人工歯を さ た．実 終

了後に各学 に対する自 式質 にて評価を行っ

た．実 終了後，従 実 とデジ 実

それぞれの製作 に対して実 （5名）が同

様の 点基 を用いて 点を行った（15点 点）．

点結果は前歯部 ， 歯部 それぞれの 点

結果について従 法とデジ 法を 計解析用

ア（SPSSver6.0, IBM ）を用いてt検定を行った．

有意水 は5 とした．

Ⅲ． 結果と考察

　自 式質 の 計の結果， 90パーセン の学

が デジ 実 に対して しています

か ， デジ 実 に対して意 的に取り め

ましたか という質 に対して とてもそう思う ， そう思

う と した．しかし， 歯部 に対して理解で

ましたか という質 に関しては 15パーセン の学

が そう思 ない と した．これは本シス ムが

歯人工歯の咬合様式や歯 の変 がで ないた

めであると考えられる．

　 点の結果を表1，表2に す． 計解析の結果，

歯ではデジ 実 が従 実 と比較

して有意に平均点が高かった．前歯では 群間に有

意差は認められなかった．

　平均点が した要 として， な 工 作がな

いデジ 実 の方がより の学 に時

間を や たことが考えられる．

また， デジ 実 は従 実 と比較し

て点数 の変 数が さく，教 効果の らつ が

少ない有効な実 であると考えられる．

Ⅳ． 文献

1） Park CF, Sheinbaum JM, Tamada Y, Dental
Students' Perceptions of Digital Assessment
Software for Preclinical Tooth Preparation
Exercises. J Dent Educ. 2017 May;81(5):
597-603.

表1．前歯 実 評価点（15点 点）

表2． 歯 実 評価点（15点 点）
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Ⅰ． 目的

　全部床義歯による補綴歯科治療の方法 について

は， デンスを めることが難しい部分があるとされ

ており1)，し し の対象となって た． 年，特

に大学での全部床義歯補綴学教 において，臨床

実 ース数の 少な によって， 前に十分な臨

床教 を受けることがで に する 歯科

が 加することが されている．さらに， りある

前 後教 の 下において， 的に

のような方法を教 し， 得さ ることが効果的であ

るのか， や教 者の間での十分な合意は得ら

れていない． 前 後の全部床義歯補綴学教 を

度検 し，ある一定の教 基 を しうる教

ラムを検討することは，今後の歯科補綴学教 にお

いて 要な と考えられる．

　そこで，本研究の目的は，全部床義歯補綴学にお

ける 前 後の臨床教 の現 を し， 違点や

点を することとした．

　

Ⅱ． 方法

　2019年1月，自 式質 を全国29歯科大学（歯学

部）の全部床義歯補綴学 主 教 に ー

にて 付し， の を した．1 月間に29
全ての大学から を得ることがで ， は

100 であった．質 は，海 の参考文献より

用・ ・ を行い作 し， は ラム

の教科書2)を参考に， な を用意した．質

は Part 1：臨床 コー について25 ， Part
2：教 について9 の計34 から され，教

対象が学部学 である場合と臨床研 歯科 であ

る場合の2つの を用意した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 Part 1：臨床 コ においては特に， 象

得，顎間関 録，咬合 と人工歯について大学間

に 違が認められた． 終 象では100 の大学が

合 レジンによる 人 レーを使用する と

したが， ー 量や レーに付 する につ

いては大学間で なっていた．また，100 の大学が

コンパ ン を用いた を行い，シ コーン

象材を使用する と したが，教 している 象の

は， 象（10 ），加 象（10 ）， 的

加 象（69 ）に が分かれ， 象の方法とし

て，21 の大学が 口 象，55 の大学が開口 象

を用いるとの であった． 直的・水平的顎間関

録の方法については， と 全ての大学が 数

の方法を し， が大 く分かれた．人工歯につ

いては 全ての大学がレジン歯または硬質レジン

歯を使用していたが， 歯部人工歯 や使用する

咬合 に 違が認められた．

　 Part 2：教 においては，学 教 で マ

ム イア ン を けている大学は34 であった．自

験数については 0 と した大学が17 ， 1 と

した大学が34 った．10年前と比較した学 または

臨床研 歯科 について，55 の大学が 10年前より

も が りない と した．また， するインス

ラ ーにも大学間で差が見られた．教 の

点として 歯顎症例数の 少 や 教員数の 少 な

が考えられたが，このことは，自由コ ン に く見ら

れた ー ー とも一 していた．

　本調査結果は，教 の質を し得る教 コ

作 の一 となる 能性が された．

：本研究は会員からの提 を教 検討委員

会が取り上 ，その承認をもとに行った調査研究で，

以下の 方に感 いたします．（ ）

平 29-30年度教 検討委員会： 　 ，

山能大， 野文 ， 一，山下 一郎， 田

， 一郎，平 29-30年度理 ： 川
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ており1)，し し の対象となって た． 年，特

に大学での全部床義歯補綴学教 において，臨床

実 ース数の 少な によって， 前に十分な臨

床教 を受けることがで に する 歯科

が 加することが されている．さらに， りある

前 後教 の 下において， 的に

のような方法を教 し， 得さ ることが効果的であ

るのか， や教 者の間での十分な合意は得ら

れていない． 前 後の全部床義歯補綴学教 を

度検 し，ある一定の教 基 を しうる教

ラムを検討することは，今後の歯科補綴学教 にお

いて 要な と考えられる．

　そこで，本研究の目的は，全部床義歯補綴学にお

ける 前 後の臨床教 の現 を し， 違点や

点を することとした．

　

Ⅱ． 方法

　2019年1月，自 式質 を全国29歯科大学（歯学

部）の全部床義歯補綴学 主 教 に ー

にて 付し， の を した．1 月間に29
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得，顎間関 録，咬合 と人工歯について大学間

に 違が認められた． 終 象では100 の大学が

合 レジンによる 人 レーを使用する と

したが， ー 量や レーに付 する につ

いては大学間で なっていた．また，100 の大学が

コンパ ン を用いた を行い，シ コーン

象材を使用する と したが，教 している 象の

は， 象（10 ），加 象（10 ）， 的

加 象（69 ）に が分かれ， 象の方法とし

て，21 の大学が 口 象，55 の大学が開口 象

を用いるとの であった． 直的・水平的顎間関

録の方法については， と 全ての大学が 数

の方法を し， が大 く分かれた．人工歯につ

いては 全ての大学がレジン歯または硬質レジン

歯を使用していたが， 歯部人工歯 や使用する

咬合 に 違が認められた．

　 Part 2：教 においては，学 教 で マ

ム イア ン を けている大学は34 であった．自

験数については 0 と した大学が17 ， 1 と

した大学が34 った．10年前と比較した学 または

臨床研 歯科 について，55 の大学が 10年前より

も が りない と した．また， するインス

ラ ーにも大学間で差が見られた．教 の

点として 歯顎症例数の 少 や 教員数の 少 な

が考えられたが，このことは，自由コ ン に く見ら

れた ー ー とも一 していた．

　本調査結果は，教 の質を し得る教 コ

作 の一 となる 能性が された．

：本研究は会員からの提 を教 検討委員

会が取り上 ，その承認をもとに行った調査研究で，

以下の 方に感 いたします．（ ）

平 29-30年度教 検討委員会： 　 ，
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Pharmaceutical Sciences, 4)Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka
University Graduate School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　全部床義歯による補綴歯科治療の方法 について

は， デンスを めることが難しい部分があるとされ

ており1)，し し の対象となって た． 年，特

に大学での全部床義歯補綴学教 において，臨床

実 ース数の 少な によって， 前に十分な臨

床教 を受けることがで に する 歯科

が 加することが されている．さらに， りある

前 後教 の 下において， 的に

のような方法を教 し， 得さ ることが効果的であ

るのか， や教 者の間での十分な合意は得ら

れていない． 前 後の全部床義歯補綴学教 を

度検 し，ある一定の教 基 を しうる教

ラムを検討することは，今後の歯科補綴学教 にお

いて 要な と考えられる．

　そこで，本研究の目的は，全部床義歯補綴学にお

ける 前 後の臨床教 の現 を し， 違点や

点を することとした．

　

Ⅱ． 方法

　2019年1月，自 式質 を全国29歯科大学（歯学

部）の全部床義歯補綴学 主 教 に ー

にて 付し， の を した．1 月間に29
全ての大学から を得ることがで ， は

100 であった．質 は，海 の参考文献より

用・ ・ を行い作 し， は ラム

の教科書2)を参考に， な を用意した．質

は Part 1：臨床 コー について25 ， Part
2：教 について9 の計34 から され，教

対象が学部学 である場合と臨床研 歯科 であ

る場合の2つの を用意した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 Part 1：臨床 コ においては特に， 象

得，顎間関 録，咬合 と人工歯について大学間

に 違が認められた． 終 象では100 の大学が

合 レジンによる 人 レーを使用する と

したが， ー 量や レーに付 する につ

いては大学間で なっていた．また，100 の大学が

コンパ ン を用いた を行い，シ コーン

象材を使用する と したが，教 している 象の

は， 象（10 ），加 象（10 ）， 的

加 象（69 ）に が分かれ， 象の方法とし

て，21 の大学が 口 象，55 の大学が開口 象

を用いるとの であった． 直的・水平的顎間関

録の方法については， と 全ての大学が 数

の方法を し， が大 く分かれた．人工歯につ

いては 全ての大学がレジン歯または硬質レジン

歯を使用していたが， 歯部人工歯 や使用する

咬合 に 違が認められた．

　 Part 2：教 においては，学 教 で マ

ム イア ン を けている大学は34 であった．自

験数については 0 と した大学が17 ， 1 と

した大学が34 った．10年前と比較した学 または

臨床研 歯科 について，55 の大学が 10年前より

も が りない と した．また， するインス

ラ ーにも大学間で差が見られた．教 の

点として 歯顎症例数の 少 や 教員数の 少 な

が考えられたが，このことは，自由コ ン に く見ら

れた ー ー とも一 していた．

　本調査結果は，教 の質を し得る教 コ

作 の一 となる 能性が された．

：本研究は会員からの提 を教 検討委員

会が取り上 ，その承認をもとに行った調査研究で，

以下の 方に感 いたします．（ ）

平 29-30年度教 検討委員会： 　 ，

山能大， 野文 ， 一，山下 一郎， 田

， 一郎，平 29-30年度理 ： 川
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Ⅰ． 目的

　 年デジ の発 に い，補綴歯科治療の

全行 がデジ 化となりつつある．歯科 学教 に

おいても，口腔内ス ーを用いた光学 象 得

によって 歯 した歯 を 化すること

により， に 的評価が 能となり高い教 効果

が期 されている1)．

　本研究では，歯学部5年 におけるCAD CAM ラ

ンの 歯 実 において，口腔内ス ー

を 用した光学 象 得の 用が 歯 能

に える について検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　明海大学歯学部5年 の臨床実 において，2019
年6月から12月までの間に 歯 およ 口腔内

ス ー実 を行った80名を対象とした．下顎

二 歯の人工歯（A5AN-500， シン）を用い

てCAD CAM ラ ンの 歯 を行 た．

には， ア ー ンおよ ダイ ン ポイン

（106RD, 102R, 104R，松風）を用いた．各学 が

歯 を行った顎 を使用し，高 3D光学ス

ー（ ー3DI Pro ， シダ）を用いて，下

顎 一 歯から 一大 歯までの光学 象

得を行った．画像 理シス ム（Trophy Imagimg
7.0.20， シダ）を使用し， 得した画像デー およ

歯を装着した顎 を用いて，インス ラ ー

による 歯 の ー を行った． ー

を基に各学 が1本以上の 歯 を

行った後， 度 歯 を行い，光学 象 得お

よ ー を行った．各学 につ 計2 の光

学 象 得を行った． 得した画像デー をSTLデー

に変 し，3D 定デー 評価 ア （GOM
Inspect, GOM GmbH）を用いて， 前の歯

と 後の 歯 （1およ 2 目）を 合

， 咬 部，中 部， 咬 部の3か

所の差分計 を行い，咬合 量とした．1 目お

よ 2 目の 量の計 について，対 のあるt
検定およ Wilcoxonの 号付 検定にて 計解

析を行った．有意水 を5 とした．また， 歯

およ 口腔内ス ー実 終了後に，9項目の質

について5 評価でアン ー 調査を実施した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　差分計 の結果， 咬 部における 量

（ ， 大 ，中 ）は，1 目（0.51, 3.95, 1.

93），2 目（1.02, 3.08, 1.99）であった．中 部で

は，1 目（0.60, 3.18, 1.63），2 目（0.53, 2.57, 1.

64）であった． 咬 部では，1 目（0.53, 3.

15, 1.61），2 目（0.59, 2.65, 1.68）であった．3か所

の計 部 全てにおいて，2 目の 量の 大

は1 目よりも さくなる を した． 計解析の結

果，全ての 定部 において有意差は認められな

かった．

　アン ー 調査の結果， 歯 およ 口腔内ス

ー実 について，理解，関 ，意 な 全 的

に高い 度を した（図）．

　口腔内ス ーを 用した 歯 実 は，

歯 や機 の理解を めるとともに，実 へ

の意 を 上さ ， な教 効果をもたらすことが

期 される．

　

Ⅳ． 文献
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図　 歯 およ 口腔内ス ー実 に関

するアン ー の 計結果
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歯学部 を対象とした歯科用CAD CAMシス ム実 の有
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Ⅰ． 目的

　CAD CAM が 用されて5年が した．

年，歯科 国 試験 基 にも CAD CAMに

よる製作 という項目が されており，歯科用CAD
CAMシス ムに関する が認められていることか

ら，各大学において歯科用CAD CAMシス ムにつ

いての教 が されている1)．しかし， では

義や実 において教 は と されてこなかっ

たのが現 である．

　このような現 を み， においても歯科用

CAD CAMシス ムについての 義およ 実

が行 れた．また，臨床実 において，歯科用CAD
CAMシス ムの を 実さ ることを目的に光学

象装置を用いた実 も行っており，その有意性に

ついて検討したので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　調査は本学歯学部5年 38名を対象とし，臨床実

の実 時間中に行った．

　ま ， に された歯科 国 試験から歯

科用CAD CAMシス ムについての を10
したものを調査用試験とし，実 開 時に学 に解

さ た．その後，歯科用CAD CAMシス ムに関す

る 説を の教員1名により行い，それと並行

し，実際に装置を用いたス ン を学 の前で実

施した．装置は光学 象装置（口腔内ス ー）を

使用した． 説終了後，理解度を評価するために

説前に行ったものと同様の調査用試験を解 さ

た．

　その後，歯科用CAD CAMシス ムを用いた実

についてのアン ー を 名で実施した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　調査用試験の正 は，実 前に行ったものが

84.2 ，実 後に行ったものが98.2 の を した．

実 前後で14.0 の 上が認められた．

　アン ー では，CAD CAMとは のようなシス ム

か理解していますか という いに対し，実 前では

いたい理解している：47.4 ，あまり理解していな

い：52.6 となり，実 後では， 全に理解で た：

18.4 ， いたい理解で た：81.6 という結果に

なった．

　歯科 療でCAD CAMが のように使用されている

か理解していますか という いでは，実 前では，

全に理解している：2.6 ， いたい理解してい

る：52.6 ，あまり理解していない：36.8 ，全く理解し

ていない：7.9 という結果 ったのに対し，実 後

では， 全に理解で た：23.7 ， いたい理解で

た：76.3 という結果となり，実 前後で学 の主観

による歯科用CAD CAMシス ムに対する理解度の

上が認められた．

　歯科用CAD CAMシス ムを使用した診療を行い

たいと思いますか という いでは， そう思う：73.

7 ， ちらかといえ そう思う：26.3 という結果とな

り，今後学 教 においてCAD CAM実 は必要と

感 ますか とい いに対して， 必要と感 る：89.

5 ， ちらかといえ 必要と感 る：10.5 を合

100 という結果となった．

　本調査により，歯科用CAD CAMシス ムに関する

説およ 作を行うことで，国 試験 から

した調査用試験の正 の 上，およ 学 の理解

度の 上が認められた．また，歯科用CAD CAMシ

ス ム実 の意見・感 について， ン している様

を見てみたいという意見や， した補綴装置を装

着する実 を行っていないことから， なる実 の

が必要と思 れる．
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使用した． 説終了後，理解度を評価するために

説前に行ったものと同様の調査用試験を解 さ

た．

　その後，歯科用CAD CAMシス ムを用いた実

についてのアン ー を 名で実施した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　調査用試験の正 は，実 前に行ったものが

84.2 ，実 後に行ったものが98.2 の を した．

実 前後で14.0 の 上が認められた．

　アン ー では，CAD CAMとは のようなシス ム

か理解していますか という いに対し，実 前では

いたい理解している：47.4 ，あまり理解していな

い：52.6 となり，実 後では， 全に理解で た：

18.4 ， いたい理解で た：81.6 という結果に

なった．

　歯科 療でCAD CAMが のように使用されている

か理解していますか という いでは，実 前では，

全に理解している：2.6 ， いたい理解してい

る：52.6 ，あまり理解していない：36.8 ，全く理解し

ていない：7.9 という結果 ったのに対し，実 後

では， 全に理解で た：23.7 ， いたい理解で

た：76.3 という結果となり，実 前後で学 の主観

による歯科用CAD CAMシス ムに対する理解度の

上が認められた．

　歯科用CAD CAMシス ムを使用した診療を行い

たいと思いますか という いでは， そう思う：73.

7 ， ちらかといえ そう思う：26.3 という結果とな

り，今後学 教 においてCAD CAM実 は必要と

感 ますか とい いに対して， 必要と感 る：89.

5 ， ちらかといえ 必要と感 る：10.5 を合

100 という結果となった．

　本調査により，歯科用CAD CAMシス ムに関する

説およ 作を行うことで，国 試験 から

した調査用試験の正 の 上，およ 学 の理解

度の 上が認められた．また，歯科用CAD CAMシ

ス ム実 の意見・感 について， ン している様

を見てみたいという意見や， した補綴装置を装

着する実 を行っていないことから， なる実 の

が必要と思 れる．

　

Ⅳ． 文献

1） 田 ， 山 ， 実 か． 北大学歯

学部におけるCAD/CAM 実 シス ムの

．補綴  2018;10(4):335-344．

P-11 補綴前 正で た 期 の検
セン ラ ベア ン レーシン デ イスにて
　○ 井 行　　

1)，　 本 　　

1)，　中村健 郎　　

2)，　山本 　　

2)

　

1)関 部，　

2) 海 部

Detection of permature contacts caused by preprosthodontic orthodontic treatment
With the central bearing tracing device
Asai H1), Okamoto T1), Nakamura K2), Yamamoto M2)

1)Kansai Branch, 2)Tokai Branch

Ⅰ． 目的

　咬合 の一つである 期 は， 口によって

上下顎の歯が する際，1歯ないし数歯のみが

する であり，その は咬合 の ，

咬合平 の ，下顎 の であるとされ

ている1) ．しかし，人 的な歯の を う 正歯科

治療においては，その治療特性から審美的， 的

な 標が 後の基 とされ， 後に た 期

の発現を調査した報 は と みられない．

　山本らは 期 の検査法として，セン ラ ベア

ン レーシン デ イス（以下CBTDと す）を 用

した方法を報 している2)．今 この方法を参考に，

補綴前 置として行った 正歯科治療で た 期

を，CBTDを用いて検 ，解 したので報 す

る．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時32歳の女性．主 はもの による

である．同部 が であることから，

歯後イン ラン による補綴治療を計画したが，

在歯との 的ス ースが しており，補綴前

正を行う治療計画を立 した．

　 正歯科治療に 立ち， 前の口腔内における

期 の有 を 認するために，CBTDによる 期

の検査を行った．Camper平 を基 平 とする

調 性咬合 （PROTAR evo7， デン シス

ム ジ パン， ， 本）に イス ランス

ーを行い，ス デ デ を咬合 装着した．下

顎 を咬 合 で装着し，この 上で上顎に

セン ラ ベア ン ス ーを，下顎にはCamper平
に対して平行にセン ラ ベア ン レー を 置

したCBTDを作製した．

　口腔内にCBTDを装着し，咬合 上と口腔内での咬

合 の 置の一 を実 下で 認した．

セン ラ ベア ン ス ーを さ ，歯 の全

部 に対し 試験用試験 （ ーザ レジ

ス レーシ ンス ス，Artus，USA）を用いた

試験検査法を行い，上下歯 間に咬合 がな

い の咬合 上を行った．この咬合 上 で

数 の ン を行 ， 性 口終 を

認したとこ ， 性 口終 は1点に し，咬

合 とも一 しており， 前に 期 は認めら

れないと した．

　補綴前 正では下顎にマ ラ 装置を装着

し， ー ンコイ ス ン を用いて補綴部 の

在歯間を 大した．計画したス ースを した後，

イン ラン を し， ジ レス レーシ

ンを装着した．

　 度，CBTDによる 期 の検査を行ったとこ

，上下歯 間に咬合 がない の咬合 上

を行った での ン において， 性 口終

は1点に していたが，咬 合 とは か

に 一 であったため， 正後に 期 が発現し

ていると診 した．この からス ーを さ

，咬合 上を してい ，す ての歯が す

る直前で，一部の歯にのみ咬合 が認められた部

を咬合 で し， 期 部 を 認した．咬

合調整は，咬 合 が 定にならないように

量を 合した．CBTDによる検査を り し， 性

口終 と咬 合 が一 するまで咬合調整を

行った．特定で た 期 部 は，た 咬

内 ，およ 咬 内 部であった．

　

Ⅲ． 結果と考察

　補綴前 正を行った患者に対し，CBTDを用いて

期 を検査した結果， 期 の発現とその部

を検 し，解 することがで た．

　以上のことから， 正歯科治療により 期 が発

現し，またその部 の特定にCBTDを用いる検査が有

用であることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） 本補綴歯科学会 イ ライン作 委員会．Ⅰ．

咬合 の イ ライン．補綴 2002 46：

585-593．

2） 山本 ，中村健 郎． 期 の検査法 セ

ン ラ ベア ン レーシン デ イスの 用．

補綴会  2019 11・128 特別号：60.
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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補 床と機能 で 患者の口腔機能を
した症例
　○ 　 ，　 川

島大学大学院 歯 学研究部口腔顎 補綴学分野

A case of using a palatal augmentation prosthesis and rehabilitation to restore oral function in a stroke
patient.
Nagao K, Ichikawa T
Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Institute of Biomedical Sciences, Tokushima
University Graduate School

Ⅰ． 目的

　健康そうに見える高齢者でも，加齢や様 な全身的

患， な によって口腔の機能が 合的に 下

している口腔機能 下症に 患していることが少なく

ない．今 は， により口腔機能が 下した高齢

患者に対して， 補 床と本学口腔 健学科が

考 した健口 の効果を認めた症例を提 する．

また， 補 床の口 時における 調整

材の な量と 比についての考えを る．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時89歳の上下 歯顎の男性で，義歯の

は であったが み と にの に

が まるような感 がするとのことで 院した．使用中

の全部床義歯は数年前に製作され， 機能に

はなかったが1年 前から 下時に違 感があり，

は のつかえ が頻 に こるようになったとのこ

とであった． 下時のムセはなく， いで たと

や水を一 に と に のつかえやムセが

こっていた．既往歴として，高 症， 症，高

症， 性 全， 性 道 があった．

　全身の健康と ，口腔内の と機能の評

価を行った結果， レイ と 度の なら に咬

合 ， 機能， ，口 ， 下機能が

下しており，口腔機能 下症と診 された．

下， 下機能 下に対しては 補 床で，咬合

下， 機能 下に対しては咬合様式を ン

ライ ージ ンに することで対 した．

また， 下している口腔 の ーシ ンに

は，患者が高齢であることを考 して， で に

行える本学口腔 健学科が考 した くっ ち の

健口 を 用した．

　義歯の調整1 月後， 機能は主観的にも客観的

にも し， は であったが，その直後に

を発症し， 院後に 院したと には 度の

と 下 があり， はと み で

あった． 下 があるので 機能検査は行 な

かったが，咬合 ， ，口 ，EAT-10にお

いて 化が認められたため，口腔機能を 発症

前の まで さ ることを目標として，義歯口

の 正なら に を めた 機付けと健口

，開口 を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 発症50 後には， ，口 の 機能と開

口 の明らかな は見られなかったが，咬合 ，

機能，口 ， 下機能は発症前の まで

し， 補 床と咬合様式 の効果が認

められた． 発症から9 月 した現在，定期

的に検査と開口 ， な 口腔 の

ーシ ン を行い， 下を予防してい

る． 発症前までの機能 はないものの，

な機能 に ることもなく，と み による調整を

必要と と同 をするまでに してい

る．患者の は機能 に対する ベーシ ン

が高く，今後は コ や ム な の新たな機

能 も取り れようと考えている．

　しかしながら， ， 下機能はやや したもの

の， の が れている．全身 患による

に が加 り は 下している

が， 理 による を受けており，今後は

理 とも情報交 を にして， に

かしたいと考えている．

　本患者は 発症後， で による

下 ーシ ンを行っていたが， につい

て行け することがで なかった．現在90歳と高

齢であるため ベーシ ンを することが難し

い．今 用した くっ ち の健口 は数分

で行える上に，口腔 に対するス レスが比較的

少ないため後期高齢者でも 能であり，効果的

な 法であることが された．

　 補 床の口 部の において， に添

加する 調整材の量と 比は， 者の 験によ

るとこ が大 い．今 ， の口 時には，口

研 に分 を し， 量を ー ー 定の

比で ・ した．その後， 下・ 機能を

認して口 の みが していると されたの

で，す ての 調整材を し， 比は変え

に 調整材を10 量して口 を行ったとこ

比較的 に理 的な口 が で た．

補 床の口 部 は， 比よりその量を調

整することを優 することが 要で，今 行った

は有効であることが された．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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補 床と機能 で 患者の口腔機能を
した症例
　○ 　 ，　 川

島大学大学院 歯 学研究部口腔顎 補綴学分野

A case of using a palatal augmentation prosthesis and rehabilitation to restore oral function in a stroke
patient.
Nagao K, Ichikawa T
Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Institute of Biomedical Sciences, Tokushima
University Graduate School

Ⅰ． 目的

　健康そうに見える高齢者でも，加齢や様 な全身的

患， な によって口腔の機能が 合的に 下

している口腔機能 下症に 患していることが少なく

ない．今 は， により口腔機能が 下した高齢

患者に対して， 補 床と本学口腔 健学科が

考 した健口 の効果を認めた症例を提 する．

また， 補 床の口 時における 調整

材の な量と 比についての考えを る．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時89歳の上下 歯顎の男性で，義歯の

は であったが み と にの に

が まるような感 がするとのことで 院した．使用中

の全部床義歯は数年前に製作され， 機能に

はなかったが1年 前から 下時に違 感があり，

は のつかえ が頻 に こるようになったとのこ

とであった． 下時のムセはなく， いで たと

や水を一 に と に のつかえやムセが

こっていた．既往歴として，高 症， 症，高

症， 性 全， 性 道 があった．

　全身の健康と ，口腔内の と機能の評

価を行った結果， レイ と 度の なら に咬

合 ， 機能， ，口 ， 下機能が

下しており，口腔機能 下症と診 された．

下， 下機能 下に対しては 補 床で，咬合

下， 機能 下に対しては咬合様式を ン

ライ ージ ンに することで対 した．

また， 下している口腔 の ーシ ンに

は，患者が高齢であることを考 して， で に

行える本学口腔 健学科が考 した くっ ち の

健口 を 用した．

　義歯の調整1 月後， 機能は主観的にも客観的

にも し， は であったが，その直後に

を発症し， 院後に 院したと には 度の

と 下 があり， はと み で

あった． 下 があるので 機能検査は行 な

かったが，咬合 ， ，口 ，EAT-10にお

いて 化が認められたため，口腔機能を 発症

前の まで さ ることを目標として，義歯口

の 正なら に を めた 機付けと健口

，開口 を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 発症50 後には， ，口 の 機能と開

口 の明らかな は見られなかったが，咬合 ，

機能，口 ， 下機能は発症前の まで

し， 補 床と咬合様式 の効果が認

められた． 発症から9 月 した現在，定期

的に検査と開口 ， な 口腔 の

ーシ ン を行い， 下を予防してい

る． 発症前までの機能 はないものの，

な機能 に ることもなく，と み による調整を

必要と と同 をするまでに してい

る．患者の は機能 に対する ベーシ ン

が高く，今後は コ や ム な の新たな機

能 も取り れようと考えている．

　しかしながら， ， 下機能はやや したもの

の， の が れている．全身 患による

に が加 り は 下している

が， 理 による を受けており，今後は

理 とも情報交 を にして， に

かしたいと考えている．

　本患者は 発症後， で による

下 ーシ ンを行っていたが， につい

て行け することがで なかった．現在90歳と高

齢であるため ベーシ ンを することが難し

い．今 用した くっ ち の健口 は数分

で行える上に，口腔 に対するス レスが比較的

少ないため後期高齢者でも 能であり，効果的

な 法であることが された．

　 補 床の口 部の において， に添

加する 調整材の量と 比は， 者の 験によ

るとこ が大 い．今 ， の口 時には，口

研 に分 を し， 量を ー ー 定の

比で ・ した．その後， 下・ 機能を

認して口 の みが していると されたの

で，す ての 調整材を し， 比は変え

に 調整材を10 量して口 を行ったとこ

比較的 に理 的な口 が で た．

補 床の口 部 は， 比よりその量を調

整することを優 することが 要で，今 行った

は有効であることが された．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

P-11 治療用義歯で 得した 終 を顎間 録した全部
床義歯作製法の2年7 月
○ 　 1)， 田 平2)，中村 1)，中村健 郎3)，山本 3)

1)中国・ 国 部，2)関 部，3) 海 部

Two years seven months progress of the complete denture manufacture method that maxillomandibular
relationship recorded the terminal position of mastication tthat obtained with the treatment denture
Nishihara H1), Nishida S2), Nakamura Y1), Nakamura K3), Yamamoto M3)

1)Chugoku/Shikoku Branch, 2)Kansai Branch, 3)Tokai Branch

Ⅰ． 目的

　補綴歯科治療の治療目的の一つは 機能の

であり，その された機能を することも め

られている． 高齢社会が進 なか，補綴歯科治療

により された機能を することは健康

に大 く 献するものと考えられる． 機能の評価

は 機能検査に基 いて行 れるが， ーラ

レイ や口腔機能 下症の予防が 目を めるな

か，その必然性は かなとこ である．

　 れ れは 126 学 大会において咬 合

が した 歯顎患者に対し，治療用義歯を用いて

口腔内で 終 を 定し，その顎間 録を

用いて全部床義歯を作製することで 機能を

した症例1)について報 した．今 ，2年7 月 し

た同症例の 機能が されているかについて

機能評価法2)を用いて評価したので報 する．

Ⅱ． 方法

　 機能評価法の直 的検査法として ー

（ コラム，ジーシー， ， 本）を用いて自由

， をそれぞれ15 行 た

度およ 能 定を行った．また ー

（ 3g）を15 行い， 的に の 度を観察

した．間 的検査法は咬合 検査材（ ーシ

コーン ー ー，ジーシー， ， 本）を用いて歯

分析装置（ イ アイBE-I，ジーシー， ，

本）で咬合 の解析，評価を行った．また主観

的評価にはVisual Analogue Scale （以下VAS）を

用した主観的 評価ス ー を用い， のくらい

が めますか という要項について評価した．さらに

OHIP-EDENT-Jを用いて口腔関 QOLについて評

価を行った．各検査は 終義歯装着直後，装着後2
月 ，1年5 月 ，2年1 月 ，装着2年7
月 に行った．

Ⅲ． 結果と考察

　治療用義歯で 得した 終 を顎間 録

とした全部床義歯について， 機能評価法を用い

て 機能の を観察した結果，

1.　 ーを用いた 能 定において，

コース 量は装着直後から 時的に し，その

後， されている（図）．

2.　 度の 的観察では，義歯装着後か

ら 時的に均 度は 上し， で を

で るようになった．

3.　咬合 は装着後から 時的に咬合

が 加した．

4.　主観的 評価ス ー の結果は装着直後86
から装着後2年1 月で99 と上 した．

5.　 OHIP-EDENT-Jを用いた口腔関 QOLについ

ての評価は，装着直後は46点， 1年5 月 時は

40点，装着2年1 月 時では22点と 時的にスコ

アは 上した．

　以上より，本症例は 終義歯作製により した

機能を2年7 月 した後も で ていた．治

療用義歯で 得した 終 を顎間 録とす

る全部床義歯作製法は 機能の と を目

的とした全部床義歯作製に有用であることが され

た．

Ⅳ． 文献

1） ， 田 平，中村 か．治療用義歯

の 終 を顎間 録として機能 を

行った 歯顎症例．補綴 　2017 9・126 特別

号：304．

2） 川 ．全部床義歯装着者の 機能評

価． 補綴会 　2017 9：218-223．

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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92歳有病者の 機能 上に治療用義歯を 用した全部

床義歯補綴症例
　○ 一　　

1)，　 田 平　　

2)，　中村健 郎　　

1)，　山本 　　

1)

　

1) 海 部，　

2)関 部

The complete dentures prosthesis case that applied the treatment denture for the masticatory function
improvement of the existence disease 92 years old patient
Terao Y1), Nishida S2), Nakamura K1), Yamamoto M1)

1)Tokai Branch, 2)Kansai Branch

Ⅰ． 目的

　 歯顎になったことによって れた咬合や機能を

するために全部床義歯が用いられる．全部床義

歯を口腔内に 合さ るためには正 な が必要

であるが,　同時に咬合の も目的とするため,　口

腔内における咬合 を正 に 現する必要があ

る．しかし 歯顎者では基 となる咬合関 は れ

ており， 直的・水平的顎間関 を咬合床 けで

定することは難度が高い．さらに高齢者では の

えにより，顎間 録は困難である．

　そこで本報 は，高齢で 数の 病を有する 歯

顎者の 能 の 上と を目的として，セン ラ

ベア ン レーシン デ イス機 を付 した治

療用義歯を 用して 終 を見 し，その

的な 置関 である顎間 録を 標とする全部床

義歯を作製し装着することとした．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時92歳の女性．主 は現義歯の 合

による である． 歯顎の症 分 はLevelⅡ
である．全身的既往歴は 病（HbA1c8.0， 時

170mg dL）， 整 であり，要 1の認定を受

けている．身 的社会的 の症 分 はLevel3
4である．

　治療方 は，治療用義歯を用いて 終

を特定し，その顎間 録をもとに全部床義歯を作製

し， 機能を することである．

　治療用義歯の作製には，Camper平 を基 平 と

する 調 性咬合 （PROTAR evo7， デン

シス ム ， ， 本）を用いた．顎間 録にはセ

ン ラ ベア ン レーシン デ イスを用いたが，

ン を行 たとこ ， ン ポイン が

一点に していなかった．そこで下顎 歯部には

ラ な ーザ ー を，上顎 歯には

ン ライ 歯（デ ラデン 歯 ン ライ ，ジー

シー， ， 本）を し 各5点の咬合 を

えた1)．これによって上顎 歯 咬 をセン

ラ ベア ン ス ー，下顎 歯部の ーザ

ー をセン ラ ベア ン レー に 定したセ

ン ラ ベア ン レーシン デ イス機 を付 し

た治療用義歯とした．この治療用義歯を装着し，

の によって される 終 が各

1点に するまで 観察を行った．

　 終義歯の製作においては，治療用義歯を 人

レーおよ 顎間関 の 録として使用し，付加 シ

コーン 象材（ジ デ シ イ ，松風，

， 本）を用いて咬合 象と，咬合 得を同時

に行った． 終義歯の主観的評価にはVAS，OHIP-

Jを実施し，客観的評価には咬合 の検査，主

機能部 の検査， 機能検査2)を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　高齢有病 歯顎者に対して，治療用義歯から得ら

れた 終 で， 象 得と同時に咬合 得

を行い，全部床義歯を製作した結果，

1. 咬合 上における う義歯の咬合 と，口

腔内での 終義歯の咬合 が合 し， 終義

歯装着時に咬合調整を必要としなかった．

2. 装着した 終義歯は主機能部 が 一大 歯の

機能咬 に 置した． 機能検査からは現義歯よ

り 機能の 上が 認で た．

3. VAS，OHIP-Jから口腔関 QOLの 上が認めら

れた．

　以上より，高齢有病 歯顎者の補綴治療におい

て，セン ラ ベア ン レーシン デ イス機 を

付 した治療用義歯から得られた 終 を

顎間関 とし，咬合 得を行うことは 機能を

する 式として有効であった．

　

Ⅳ． 文献

1） 藤 ．治療用義歯にて水平的下顎 を

定した 義歯症例．補綴 　2003 47：681-682．

2） 川 ．全部床義歯装着者の 機能評

価． 補綴会 　2017 9：218-223．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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92歳有病者の 機能 上に治療用義歯を 用した全部

床義歯補綴症例
　○ 一　　

1)，　 田 平　　

2)，　中村健 郎　　

1)，　山本 　　

1)

　

1) 海 部，　

2)関 部

The complete dentures prosthesis case that applied the treatment denture for the masticatory function
improvement of the existence disease 92 years old patient
Terao Y1), Nishida S2), Nakamura K1), Yamamoto M1)

1)Tokai Branch, 2)Kansai Branch

Ⅰ． 目的

　 歯顎になったことによって れた咬合や機能を

するために全部床義歯が用いられる．全部床義

歯を口腔内に 合さ るためには正 な が必要

であるが,　同時に咬合の も目的とするため,　口

腔内における咬合 を正 に 現する必要があ

る．しかし 歯顎者では基 となる咬合関 は れ

ており， 直的・水平的顎間関 を咬合床 けで

定することは難度が高い．さらに高齢者では の

えにより，顎間 録は困難である．

　そこで本報 は，高齢で 数の 病を有する 歯

顎者の 能 の 上と を目的として，セン ラ

ベア ン レーシン デ イス機 を付 した治

療用義歯を 用して 終 を見 し，その

的な 置関 である顎間 録を 標とする全部床

義歯を作製し装着することとした．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時92歳の女性．主 は現義歯の 合

による である． 歯顎の症 分 はLevelⅡ
である．全身的既往歴は 病（HbA1c8.0， 時

170mg dL）， 整 であり，要 1の認定を受

けている．身 的社会的 の症 分 はLevel3
4である．

　治療方 は，治療用義歯を用いて 終

を特定し，その顎間 録をもとに全部床義歯を作製

し， 機能を することである．

　治療用義歯の作製には，Camper平 を基 平 と

する 調 性咬合 （PROTAR evo7， デン

シス ム ， ， 本）を用いた．顎間 録にはセ

ン ラ ベア ン レーシン デ イスを用いたが，

ン を行 たとこ ， ン ポイン が

一点に していなかった．そこで下顎 歯部には

ラ な ーザ ー を，上顎 歯には

ン ライ 歯（デ ラデン 歯 ン ライ ，ジー

シー， ， 本）を し 各5点の咬合 を

えた1)．これによって上顎 歯 咬 をセン

ラ ベア ン ス ー，下顎 歯部の ーザ

ー をセン ラ ベア ン レー に 定したセ

ン ラ ベア ン レーシン デ イス機 を付 し

た治療用義歯とした．この治療用義歯を装着し，

の によって される 終 が各

1点に するまで 観察を行った．

　 終義歯の製作においては，治療用義歯を 人

レーおよ 顎間関 の 録として使用し，付加 シ

コーン 象材（ジ デ シ イ ，松風，

， 本）を用いて咬合 象と，咬合 得を同時

に行った． 終義歯の主観的評価にはVAS，OHIP-

Jを実施し，客観的評価には咬合 の検査，主

機能部 の検査， 機能検査2)を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　高齢有病 歯顎者に対して，治療用義歯から得ら

れた 終 で， 象 得と同時に咬合 得

を行い，全部床義歯を製作した結果，

1. 咬合 上における う義歯の咬合 と，口

腔内での 終義歯の咬合 が合 し， 終義

歯装着時に咬合調整を必要としなかった．

2. 装着した 終義歯は主機能部 が 一大 歯の

機能咬 に 置した． 機能検査からは現義歯よ

り 機能の 上が 認で た．

3. VAS，OHIP-Jから口腔関 QOLの 上が認めら

れた．

　以上より，高齢有病 歯顎者の補綴治療におい

て，セン ラ ベア ン レーシン デ イス機 を

付 した治療用義歯から得られた 終 を

顎間関 とし，咬合 得を行うことは 機能を

する 式として有効であった．

　

Ⅳ． 文献

1） 藤 ．治療用義歯にて水平的下顎 を

定した 義歯症例．補綴 　2003 47：681-682．

2） 川 ．全部床義歯装着者の 機能評

価． 補綴会 　2017 9：218-223．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

P-11 終 を 標に咬合 得を行い の
を行った全部床義歯症例
　○ 史　　

1)，　 田 平　　

2)，　中村健 郎　　

3)，　山本 　　

3)

　

1)中国・ 国 部，　

2)関 部，　

3) 海 部

A case of complete denture in which masticatory disturbance was improved through the use of the terminal
position of masticatory movement as an index of maxillomandibular registration
Gaijo E1), Nishida S2), Nakamura K3), Yamamoto M3)

1)Chugoku/Shikoku Branch, 2)Kansai Branch, 3)Tokai Branch

Ⅰ． 目的

　 歯顎者の補綴治療は， れた口腔と関

の と機能 観を さ るために全部床義

歯を用いた 補綴装置が されることが い．し

かし， が 期間 た結果，補綴治療にあ

たり， の の 調 な により咬合 得が困

難となる症例が い．さらに全部床義歯補綴における

咬合 得の方法は 様で， の方法も 者の

験や の を受けやすい．

　そこで今 は 歯顎者に対し，治療用義歯を用い

て患者の口腔内で の終 を 認し，こ

の 現性の高い顎 で咬合 得を行い，全部床義

歯を作製することで の を行った症例に

ついて報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時80歳の男性．全身的既往歴に高

があり，コン ー 下にはあるが 用をしてい

る．身 社会的 （症 分 Ⅰ-2）はLevel3（要

意）であった．主 は現義歯の 合による

である．口腔内の 的分 （症 分 Ⅰ-1）では

LevelⅡであった．

　治療方 は， の終 を 認し，その

顎間 録をもとに 終義歯として全部床義歯を作製

し， を する治療を立 した．

　補綴的前 置としてCamper平 を基 平 とする

調 性咬合 （PROTAR evo7， デン シス

ム ジ パン， ， 本）を用いて，下顎 歯部

には ラ な ーザ ー を，上顎 歯に

は ン ライ 歯を した治療用義歯を作製し

た．この治療用義歯には上顎 歯 咬 をセン

ラ ベア ン ス ーとし，下顎 歯部の

ーザ ー をセン ラ ベア ン レー と

定したセン ラ ベア ン レーシン デ イス1)機

を付 した．この治療用義歯を装着し，

の終 と 性開 口 の終 が一 す

るまで 観察を行った．

　 終義歯の製作においては，治療用義歯を レーと

して付加 シ コーン 象材（ジ デ シ

イ ，松風， ， 本）を用いて咬合 象を行

い，同時に治療用義歯における 性開 口

の終 で顎間関 を 録し，治療用義歯を して

調 性咬合 に イス ランス ーを行っ

た．

　 終義歯の咬合 は，咬合 検査材（

ーシ コーン ー ー，ジーシー， ， 本）を

用いて歯 分析装置（ジーシー イ アイ，ジー

シー， ， 本）で咬合 の解析，評価を

行った．主機能部 の検査にはス ン （ ンポラ

ース ン ，ジーシー， ， 本）を用いた．

能 定には ー（ コラム，ジーシー，

， 本）を用いて自由 を30 行 た

度の評価と， を15 つ行 ，

定を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 を有する 歯顎者に対して，セン ラ ベ

ア ン レーシン デ イス機 を付 した治療用

義歯で の終 を 認し，この顎 で咬

合 得を行った全部床義歯を作製した結果，

1.　咬合 上における補綴装置と，口腔内における補

綴装置装着時の咬合 が合 し， 終義歯

装着時に咬合調整を必要としなかった．

2.　装着した補綴装置は主機能部 が 一大 歯の

機能咬 間に 置し， 能 定で 機能の

が認められた．

　以上のことから の終 を 標とした咬

合 得が，全部床義歯による の に有用

であることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） 井 ，平井敏博，大川 治 か． 歯顎補

綴治療学． ： 歯 2009，161-166．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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有床義歯装着者のための美 しい レシ の提

　○ 本　 　　

1)，　井上 　　

1)，　 部　 　　

1)，　 元 　　

1)，　 本 　　

1)，　藤井 　　

2)，　村上あすか　　

2)，
　 　 　　

1)，　 藤由 　　

1)，　 　　

3)，　北川 　　

3)，　前田直人　　

3)，　 　 広　　

3)，　 川 郎　　

)，
　 　　

3)

　

1)中国・ 国 部，　

2)広島 ，　

3) 山大学大学院 歯 学 合研究科 咬合・有床義歯補綴学
分野，　

) 山大学病院 咬合・義歯補綴科
An attempt of development of recipe for denture wearers with reduced ability of mastication

Okamoto M1), Inoue M1), Abe M1), Kumagai M1), Sakamoto H1), Fujii S2), Murakami A2), Mori S1), Ito Y1),
Tokunaga E3), Kitagawa K3), Maeda N3), Oki K3), Nishigawa G4), Minagi S3)

1)Chugoku/Shikoku Branch, 2)Hiroshima Prefecture, 3)Department of Occlusal and Oral Functional
Rehabilitation, Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 
4)Occlusion and Removable Prosthodontics, Okayama University Hospital

Ⅰ． 目的

　有床義歯治療による口腔機能の は， 上

による健康 に する 要な 法の とつ

である．しかしながら，社会の高齢化の 進に い，

顎堤の高度な吸 や口腔 といった難症例が 加

し，思ったように 能 の 上が めない に

会うこともある． 能 下をそのまま 置すると，

いて 下能 下が進行し， 下から全身の

レイ に る れがある．そのため， 能

下の 期 において対 を行い，患者の を

することは，かかりつけ歯科 院として 要な使

と考えられる．

　有床義歯難症例における 能 下に対して，

調理方法の工 により対 することが 能である．一

的には 材を らかく加工する にあるが， 下

機能に を認めない者にとっては， の美 し

さと しみの で ましいとは い難い．

　そこで，歯科補綴学的な観点から有床義歯の特性

を考 し，美 しく， み たえがあり， に配

した レシ を考 した．全部床義歯患者に

実際に を提供し， 的 を行った結果，

い 見が得られたので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　有床義歯装着者の の特性として，ある 度の

硬さの の破 は 能 が かく み くことが難し

い，大 めの が にくい， 質の が

にくい，前歯で み ることが難しいな が られ

る．そこで， 理 と し，美 しいこと，ある

度の み たえがあること，破 したのち かくなり

やすいこと，調理が であること， ンパ 質を く

ことの を たす4 のレシ を考 した（

ン ー ， さ ， しし も

の け， ラダ ン ）．

　5名の全部床義歯装着患者（平均年齢78.6歳，女性

2 名 ， 男 性 3 名 ） に 料 理 を て も ら い ， Visual
Analogue Scale VAS) により，それぞれのレシ につ

いて，美 しさ，硬さ， やすさ， み みやすさ，

見た目の さ，作ってみたいか，について評価をして

もらった． 後に 理 からレシ の説明と

を， から と健康 についての解

説を行った．

　5名は， 本歯科 院（ 山 ）にて全部床義歯を

作製し1)，その後定期検診を行なっている患者であ

り， 下機能に はなく， アレ ーを有さな

いことを 前に 認した．義歯の と 能 の評

価として，症 分 による難 度 定なら に

ーを用いた 能 検査（ コセン ー GS-II,
GC）を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　5名の症例難 度は平均60.6 19.4であった．

能 については コセン ーGS-IIの が， が

平均114.4 34.9 mg dl， が平均139.4 38.3
mg dlであった．

　レシ を評価したVASを 高 10.0となるよう数

化した． ン ー ， さ ，

しし もの け， ラダ ン の各評

価項目の平均 は，それぞれ 美 しさ 8.0 7.

2 8.7 8.6 硬さ 4.5 4.4 5.3 5.0 

やすさ 8.7 9.7 9.3 7.7 み みやすさ

8.5 9.5 8.1 7.8 見た目の さ 7.3 8.

9 9.1 8.9 作ってみたいか 9.2 7.2 9.0
9.3 であった．硬さ以 の評価項目は 高 で

あった．

　今 考 した4 の レシ は，5名の全部

床義歯患者に 評であり， み たえがあるのに

やすく，美 しいとの感 であった．また， 的

により と健康 についての理解が まっ

たとの意見が く得られた．

　以上のことから，歯科補綴治療とともに，今 のよう

な を補 的に用いることは，有床義歯患者

の 期的な の 理に効果的である 能性

が された．

　

Ⅳ． 文献

1） 本 ，前田直人，山本美 か．新しい顎堤

対 関 の検査法（ ーザ マ ）を用い

た全部床義歯の症例． 補綴会 　2013 5：

300-308．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

P-12

─ 258 ─

日補綴会誌　12・129 回特別号，2020eポスター
ポスター発表



有床義歯装着者のための美 しい レシ の提

　○ 本　 　　

1)，　井上 　　

1)，　 部　 　　

1)，　 元 　　

1)，　 本 　　

1)，　藤井 　　

2)，　村上あすか　　

2)，
　 　 　　

1)，　 藤由 　　

1)，　 　　

3)，　北川 　　

3)，　前田直人　　

3)，　 　 広　　

3)，　 川 郎　　

)，
　 　　

3)

　

1)中国・ 国 部，　

2)広島 ，　

3) 山大学大学院 歯 学 合研究科 咬合・有床義歯補綴学
分野，　

) 山大学病院 咬合・義歯補綴科
An attempt of development of recipe for denture wearers with reduced ability of mastication

Okamoto M1), Inoue M1), Abe M1), Kumagai M1), Sakamoto H1), Fujii S2), Murakami A2), Mori S1), Ito Y1),
Tokunaga E3), Kitagawa K3), Maeda N3), Oki K3), Nishigawa G4), Minagi S3)

1)Chugoku/Shikoku Branch, 2)Hiroshima Prefecture, 3)Department of Occlusal and Oral Functional
Rehabilitation, Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 
4)Occlusion and Removable Prosthodontics, Okayama University Hospital

Ⅰ． 目的

　有床義歯治療による口腔機能の は， 上

による健康 に する 要な 法の とつ

である．しかしながら，社会の高齢化の 進に い，

顎堤の高度な吸 や口腔 といった難症例が 加

し，思ったように 能 の 上が めない に

会うこともある． 能 下をそのまま 置すると，

いて 下能 下が進行し， 下から全身の

レイ に る れがある．そのため， 能

下の 期 において対 を行い，患者の を

することは，かかりつけ歯科 院として 要な使

と考えられる．

　有床義歯難症例における 能 下に対して，

調理方法の工 により対 することが 能である．一

的には 材を らかく加工する にあるが， 下

機能に を認めない者にとっては， の美 し

さと しみの で ましいとは い難い．

　そこで，歯科補綴学的な観点から有床義歯の特性

を考 し，美 しく， み たえがあり， に配

した レシ を考 した．全部床義歯患者に

実際に を提供し， 的 を行った結果，

い 見が得られたので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　有床義歯装着者の の特性として，ある 度の

硬さの の破 は 能 が かく み くことが難し

い，大 めの が にくい， 質の が

にくい，前歯で み ることが難しいな が られ

る．そこで， 理 と し，美 しいこと，ある

度の み たえがあること，破 したのち かくなり

やすいこと，調理が であること， ンパ 質を く

ことの を たす4 のレシ を考 した（

ン ー ， さ ， しし も

の け， ラダ ン ）．

　5名の全部床義歯装着患者（平均年齢78.6歳，女性

2 名 ， 男 性 3 名 ） に 料 理 を て も ら い ， Visual
Analogue Scale VAS) により，それぞれのレシ につ

いて，美 しさ，硬さ， やすさ， み みやすさ，

見た目の さ，作ってみたいか，について評価をして

もらった． 後に 理 からレシ の説明と

を， から と健康 についての解

説を行った．

　5名は， 本歯科 院（ 山 ）にて全部床義歯を

作製し1)，その後定期検診を行なっている患者であ

り， 下機能に はなく， アレ ーを有さな

いことを 前に 認した．義歯の と 能 の評

価として，症 分 による難 度 定なら に

ーを用いた 能 検査（ コセン ー GS-II,
GC）を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　5名の症例難 度は平均60.6 19.4であった．

能 については コセン ーGS-IIの が， が

平均114.4 34.9 mg dl， が平均139.4 38.3
mg dlであった．

　レシ を評価したVASを 高 10.0となるよう数

化した． ン ー ， さ ，

しし もの け， ラダ ン の各評

価項目の平均 は，それぞれ 美 しさ 8.0 7.

2 8.7 8.6 硬さ 4.5 4.4 5.3 5.0 

やすさ 8.7 9.7 9.3 7.7 み みやすさ

8.5 9.5 8.1 7.8 見た目の さ 7.3 8.

9 9.1 8.9 作ってみたいか 9.2 7.2 9.0
9.3 であった．硬さ以 の評価項目は 高 で

あった．

　今 考 した4 の レシ は，5名の全部

床義歯患者に 評であり， み たえがあるのに

やすく，美 しいとの感 であった．また， 的

により と健康 についての理解が まっ

たとの意見が く得られた．

　以上のことから，歯科補綴治療とともに，今 のよう

な を補 的に用いることは，有床義歯患者

の 期的な の 理に効果的である 能性

が された．

　

Ⅳ． 文献

1） 本 ，前田直人，山本美 か．新しい顎堤

対 関 の検査法（ ーザ マ ）を用い

た全部床義歯の症例． 補綴会 　2013 5：

300-308．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

P-12 験の少ない 者による全部床義歯症例
終 を 標として行った咬合 得

　○前野博 　　

1)，　上口 　　

1)，　中村健 郎　　

2)，　山本 　　

2)

　

1) 部，　

2) 海 部

A case of complete denture treated by a less-experienced dentist
Maxillomandibular registration guided by the terminal position of masticatory movement
Maeno H1), Ueguchi K1), Nakamura K2), Yamamoto M2)

1)Kyushu Branch, 2)Tokai Branch

Ⅰ． 目的

　 歯顎者に全部床義歯で補綴治療を行うことは難

しい．それは全部床義歯が であり， 象

得が困難なことがあ られる．また 歯顎者は咬

合 が し，咬合 得の 標となる情報が有歯顎

者に対して めて少ないこともある．さらに全部床義

歯の 式には の方法があり，それを する能

と使いこなす は な 験と高い 量が め

られる．

　そこで本報 の目的は， 者の 験や 量に

され に，全部床義歯による 機能の を行うこ

とである．咬 合 が 終 と して

いる1)ことを 用し， 終 を 標として咬合

得を行えるように，治療用義歯で 終

を見つける．その治療用義歯を用いて 象 得と

現性の高い咬合 得を行い，全部床義歯を作製する

ことで 機能の を図った症例について報 す

る．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時75歳男性．主 は れ歯が合 な

くて み らいので作り直したい である． 下の れ

歯が と に い． と く， 度か調整をし

てもらったが症 が ， に れてく さ

い と れたが症 が く との えであった．診査

の結果，現義歯 合による と診 した．

歯顎の症 分 LevelⅡである．内田らの 調

査 では 取 能 が0 であった．

　 者は全部床義歯の 験症例数が少なく，臨床

験の少ない．そのため治療方 は，治療用義歯を用

いて 性開 口 の終 と 終

の一 を治療用義歯で 認する． 終

が見つかったら，その顎 で咬合 得を行い， 終

義歯を作製して 機能を することとした．

　治療用義歯はCamper平 を基 平 とする 調

性咬合 を用いて，下顎 歯部には ラ な

ーザ ー を，上顎 歯には ン ライ

歯（デ ラデン 歯 ン ライ ，ジーシー， ，

本）を した治療用義歯を作製した．この治療用

義歯には上顎 歯 咬 をセン ラ ベア ン

ス ーとし，下顎 歯部の ーザ ー

をセン ラ ベア ン レー と 定したセン ラ ベ

ア ン レーシン デ イス機 を付 した．この治

療用義歯を装着し， 終 と 性開 口

の終 が一 するまで 観察を行った．

　 終 と 性開 口 の終 と

の一 が 認で た時点で， 終義歯の作製を行っ

た．治療用義歯を 人 レーとして付加 シ コーン

象材（ジ デ シ イ ，松風， ，

本）を用いて咬合 象を行い，同時に治療用義

歯における 性開 口 の終 を顎間

録した．

　 終義歯の 能 を客観的に評価する検査とし

て，咬合 の検査，主機能部 の検査，

機能検査を行った．主観的評価にはVAS，OHIP-

EDENT-Jを実施した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 を有する 歯顎者に対して治療用義歯で

終 を見つけ，この顎 で咬合 得を

行った全部床義歯を作製した結果，

1.　 咬合 上における補綴装置と，口腔内における

補綴装置装着時の咬合 が一 し， 終義

歯装着時に咬合調整を必要としなかった．

2.　 機能検査において， 機能の が認め

られた．

3.　VASおよ OHIP-EDENT-Jから，現義歯と比較し

て口腔関 QOLの 上が認められた．

　以上のことから， 者の 験や 量が少なくても，全

部床義歯症例において治療用義歯で 終

を見つけ，それを 標として咬合 得を行うことで

機能の が 能であった．

　

Ⅳ． 文献

1） 中村健 郎, 山本 , 山口 一郎 か．

終 の咬 合 に対する3 元的 置

関 の分析． 補綴会 　2017 9:：53-61．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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度歯 病患者に対し ー ーデン ーを用いて 機
能の を行った症例
　 藤浩二

北・北海道 部

A case report of oral rehabilitation using an overdenture in a patient with severe periodontal disease

Ando K
Tohoku/Hokkaido Branch

Ⅰ． 目的

　全顎的に 度の歯 病に 患した患者では，歯

に した，歯の病的な や に い，

が 定となった結果， 機能の 下を く

ことがある．また， 数歯に を 期的に 置

した場合，下顎 の が こり，補綴装置を作製す

る際に，下顎 の 定に することも少なくない．

　今 ，歯 に した 数歯 を う患者に

対し，治療用義歯により下顎 の 定を図った後，

性ア ン を 用した ー ーデン ーを用

いて 機能の を行い， な結果を得た症例

を 験したので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時65歳の女性で，既往歴は特に い．

　2017年2月に の 時 を主 に

院を受診．

　現症としては，以下の通りであった．

　口腔内所見として， ，

が （EichinerB1）． の ジが装

着されているが，その の 部は補綴されていな

かった．全顎的に 量の歯 着があり，歯

に 症が認められた．また， 歯の

による咬合平 の れ，上顎前歯部の レアーア

から，咬合高 の 下 下顎 の が れ

た．

　パノラマX 上では， に 部に 歯

吸 が見られ，その の歯に関しても歯 の1 2
部付 に 歯 吸 が認められた．

　歯 検査の結果，主 である には全 10
以上の歯 ポ が 在し， 度は3であった．

の歯に関しても全 的に10 前後の歯 ポ

，1 2度の 度が認められたが， と には

が見られなかった．

　診 は 度広 性歯 に した歯の

， に う 上顎前歯部 レアーア

による審美 とした．

　治療 は のようになった．

　ま ， は 能と し 歯を行った．その

の歯に関しては，歯 期治療を行い，歯

の を見て， を することにした． 行

して ， を 歯とした， ラス を 装

置に用いた 行義歯を作 した．

　歯 期治療を進めた結果，

が 能と し，それ以 の歯は 歯を行っ

た． 行義歯の で，患者は ラス による審美

を えていたため，歯 の も考 し，

能な歯については 治療後に 被 を行

い， 終補綴装置は上下 ー ーデン ーにする

ことを提 し，同意が得られた．また， が比較的

った と には， 性ア ン を 用す

ることにした．

　 能であった歯の 被 が終了後，す に

終補綴装置を作 する予定 ったが， シ アー

法を用いて水平的顎間関 を 認したとこ

， ン ポイン （TP）が1点に しなかったた

め，下顎 歯部に ラ ー を 用した治療用

義歯を作 し，下顎 の 定を図った．治療用義歯

上で下顎 の 定化が見られてから， 度 シ

アー 法を行ったとこ ，TPが1点に するの

を 認で たため，その 置で咬合 装着を行い，

上下顎 終補綴装置を作 した．

　治療の各 で， ーを用いた 能 定

を行い， 能 が 上しているかの 認を 時行っ

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 終補綴装置装着後， の調整は数 で

み， い や顎堤 の は認められなかった．

　歯 吸 が進 歯に対し 被 を行い，

性ア ン を 用した ー ーデン ーを

終補綴装置に したが，現在までの所，審美性や

時の義歯の 定性に関して，患者からは を

得られている．また，治療を進めていく で，

ーを用いて 能 の 定を行い， 能 の

上を 認することがで た． ー ーデン ーの

点としては，義歯床による 歯 の歯

への が られている1)．今後，自 性 下によ

る歯 の進行や二 う の 患に十分な配 を行

い， て顎堤の吸 や，それに う下顎 の変化

に が必要であると考えている．

　

Ⅳ． 文献

1） 健一郎， 吉 ， 井 か. ー ー

デン ーの 歯の臨床評価 . 年歯学

2003;17(3):300-306.
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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度歯 病患者に対し ー ーデン ーを用いて 機
能の を行った症例
　 藤浩二

北・北海道 部

A case report of oral rehabilitation using an overdenture in a patient with severe periodontal disease

Ando K
Tohoku/Hokkaido Branch

Ⅰ． 目的

　全顎的に 度の歯 病に 患した患者では，歯

に した，歯の病的な や に い，

が 定となった結果， 機能の 下を く

ことがある．また， 数歯に を 期的に 置

した場合，下顎 の が こり，補綴装置を作製す

る際に，下顎 の 定に することも少なくない．

　今 ，歯 に した 数歯 を う患者に

対し，治療用義歯により下顎 の 定を図った後，

性ア ン を 用した ー ーデン ーを用

いて 機能の を行い， な結果を得た症例

を 験したので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時65歳の女性で，既往歴は特に い．

　2017年2月に の 時 を主 に

院を受診．

　現症としては，以下の通りであった．

　口腔内所見として， ，

が （EichinerB1）． の ジが装

着されているが，その の 部は補綴されていな

かった．全顎的に 量の歯 着があり，歯

に 症が認められた．また， 歯の

による咬合平 の れ，上顎前歯部の レアーア

から，咬合高 の 下 下顎 の が れ

た．

　パノラマX 上では， に 部に 歯

吸 が見られ，その の歯に関しても歯 の1 2
部付 に 歯 吸 が認められた．

　歯 検査の結果，主 である には全 10
以上の歯 ポ が 在し， 度は3であった．

の歯に関しても全 的に10 前後の歯 ポ

，1 2度の 度が認められたが， と には

が見られなかった．

　診 は 度広 性歯 に した歯の

， に う 上顎前歯部 レアーア

による審美 とした．

　治療 は のようになった．

　ま ， は 能と し 歯を行った．その

の歯に関しては，歯 期治療を行い，歯

の を見て， を することにした． 行

して ， を 歯とした， ラス を 装

置に用いた 行義歯を作 した．

　歯 期治療を進めた結果，

が 能と し，それ以 の歯は 歯を行っ

た． 行義歯の で，患者は ラス による審美

を えていたため，歯 の も考 し，

能な歯については 治療後に 被 を行

い， 終補綴装置は上下 ー ーデン ーにする

ことを提 し，同意が得られた．また， が比較的

った と には， 性ア ン を 用す

ることにした．

　 能であった歯の 被 が終了後，す に

終補綴装置を作 する予定 ったが， シ アー

法を用いて水平的顎間関 を 認したとこ

， ン ポイン （TP）が1点に しなかったた

め，下顎 歯部に ラ ー を 用した治療用

義歯を作 し，下顎 の 定を図った．治療用義歯

上で下顎 の 定化が見られてから， 度 シ

アー 法を行ったとこ ，TPが1点に するの

を 認で たため，その 置で咬合 装着を行い，

上下顎 終補綴装置を作 した．

　治療の各 で， ーを用いた 能 定

を行い， 能 が 上しているかの 認を 時行っ

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 終補綴装置装着後， の調整は数 で

み， い や顎堤 の は認められなかった．

　歯 吸 が進 歯に対し 被 を行い，

性ア ン を 用した ー ーデン ーを

終補綴装置に したが，現在までの所，審美性や

時の義歯の 定性に関して，患者からは を

得られている．また，治療を進めていく で，

ーを用いて 能 の 定を行い， 能 の

上を 認することがで た． ー ーデン ーの

点としては，義歯床による 歯 の歯

への が られている1)．今後，自 性 下によ

る歯 の進行や二 う の 患に十分な配 を行

い， て顎堤の吸 や，それに う下顎 の変化

に が必要であると考えている．

　

Ⅳ． 文献

1） 健一郎， 吉 ， 井 か. ー ー

デン ーの 歯の臨床評価 . 年歯学

2003;17(3):300-306.
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P-122 を 化し咬 合 と 終 の一
を客観的に評価で た症例

　○高 ，　高藤　 ，　中村健 郎，　山本

海 部

A case in which visualization of the masticatory movement path allowed for objective evaluation of the
agreement between the intercuspal and terminal positions of masticatory movement
Takashima T, Takafuji M, Nakamura K, Yamamoto M
Tokai Branch

Ⅰ． 目的

　補綴治療では 正な下顎 に咬 合 を 定し

て，咬合 を することは，顎口腔 の と機

能の およ のために 要である．また，

機能において を直 する の終

は めて 要であり，正 有歯顎者における

終 と咬 合 は めて している1)

ことが かっている．

　そこで本発表の目的は， 後方 歯を 歯部

補綴症例に対して顎 検査を行い， の

分析と 終 を 標とした咬 合 の

定およ 咬合 得に用いることで，顎口腔 の調

を すことのない 度で補綴装置を作製し， 機

能を することである．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時64歳の女性，主 は 歯部補綴

装置の脱 と である．診察の結果，たの補

綴装置脱落による と診 した．

　治療方 は機能的咬合 の付 し 機能

を するため， と に部分被

を装着する治療計画を立 した．また 前の 咬

合検査から， な咬合 を付 するためには

咬合平 の 正が必要であると診 した．

　咬 合 における 終 の分析には下

顎 録装置（ARCUSdigma II， デン シス

ム ジ パン， ， 本）を使用した． ジ

レス レーシ ン装着時において， 終

の 元的 置が 性 口終 と一 して

いることを 認した．

　咬合 得にも咬合 得 ジ ー （Adduction
Field）を 用し， 終 と一 する 性

口終 を顎間 録する下顎 として ー

アに 定し，咬合 得前に 者と患者が ー上

の ー アを 認した．咬合 得法は咬合

による咬合 法とし，咬合 得材の口腔内 時

間中は 者と患者で ー アに下顎 が

されていることを 認し けた2)．

　 終補綴装置およ 歯部の咬合 の

は， さ8µmの ーザ レジス レーシ ンス

スによる 試験を行い，咬合 に

する咬合 点における咬合 さを検査した．

さらに咬合 検査材（ ーシ コーン ー

ー，ジーシー， ， 本）を用いて，歯 分析

装置（ジーシー イ アイ，ジーシー， ， 本）で

解析，評価を行った． 能 の主観的評価として

主観的 評価ス ー （VAS）を用いた．主機能部

の 置の検査にはス ン （ ンポラ ース

ン ，ジーシー， ， 本）を用いた． 機能検

査には ー（ コラム，ジーシー， ，

本）と 能 検査シス ム（ コセン ーGS-II，
ジーシー， ， 本）を用いた コース 量に

ついて， 5・10・15 ，自由 15・30
の 定を行った．さらに ー を用いた

度について，15・30 の自由 ，およ 下で る

までの 数を評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 を有する 歯部補綴治療症例に対して，

終 を 標として咬合 得を行い， 終

補綴装置を作製した結果，

1． 試験から咬合 に 部に咬合

を得られた．咬合 上で付 した補綴装置の咬合

と，補綴装置装着時の咬合 が合

した．そのため補綴装置装着時に，咬合調整を必

要としなかった．

2．装着した補綴装置は主機能部 が 一大 歯の

機能咬 間に 置した．

3．VASから 能 の 上が認められ， 機能検

査から 機能の が認められた．

　以上のことから，顎 検査を用いて，咬 合

と一 した 終 を 標にした咬合 得を

行う 式は，意図した咬合 を口腔内に 現

で る 度があり， 機能の に有用であること

が された．

　

Ⅳ． 文献

1） 中村健 郎．咬合の を解く ． ： イン

センス 2017，114-137.
2） ，中村健 郎，山本 か． 後

方 歯 を 歯 補 綴 の 咬 合 得 に

ARCUSdigma IIを 用した症例． 補綴会 　

2016 8・125 特別号：341．
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期 による咬合違 感にセン ラ ベア ン レーシン
デ イスを 用した症例

　○今井 一　　

1)，　松前　 　　

2)，　中村健 郎　　

3)，　山本 　　

3)

　

1) 関 部，　

2)関 部，　

3) 海 部

A case of occlusal discomfort due to premature contact for which a central bearing tracing device was
applied
Imai M1), Matsumae M2), Nakamura K3), Yamamoto M3)

1)Higashi-Kanto Branch, 2)Kansai Branch, 3)Tokai Branch

Ⅰ． 目的

　 性開 口 上における である 期

は，咬合性 を こし，顎口腔 にさま ま

な を え，かつ さ る 1,2)であると

されている．しかし臨床所見では が発見で ，

定 や咬合違 感症 群，あるいは なしと

される場合も い．これは咬合 に対する検査法

が 立されておら 1)，正 な診 が行 れていない

ことに していると思 れる．

　そこで，咬合違 感を える患者の 期 による

症 を い， 期 の有 と 期 部 の特定

について，検査法としてセン ラ ベア ン レーシ

ン デ イス（以下CBTDと す）を 用して 定診

した症例について報 する．本報 の目的は， 期

部 を 化することで特定し，的 な咬合調

整を行うことで，咬合違 感を解 することである．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時56歳の男性．主 はたの咬合違 感

である． 部 は 診およ 口腔内X 検査では

を認め ，咬耗は中 度で病的な象 質 も

認められなかった．歯 検査で歯 ポ を認

めなかったが， 度は2度であった．

　 期 による症 であると れたため，CBTD
による 期 の検査を行った．

　Camper平 を基 平 とする 調 性咬合

（PROTAR evo7， デン シス ム ジ パン，

， 本）に イス ランス ーを行い，ス

デ デ を咬合 装着した．下顎 は咬 合

で装着した．この 上で上顎にセン ラ ベア

ン ス ーを，下顎にはCamper平 に対して平行

にセン ラ ベア ン レー を 置したCBTDを作

製した．

　口腔内にCBTDを装着しセン ラ ベア ン レー

に されたセン ラ ベア ン ポイン から，咬合

上と口腔内での咬 合 の 置の一 が実

下で 認で た．セン ラ ベア ン ス

ーを さ ，す ての上下歯 間に対し

試験用試験 （ ーザ レジス レーシ ンス

ス，Artus，USA）を用いた 試験を行い，上下

歯 間に咬合 がない の咬合 上を行っ

た．この咬合 上 で数 の ン を行 ，

性 口終 の 認を行った． 性 口終

は1点に しており，また咬 合 と一 して

いた．この からス ーを さ ，咬合 上

を してい ，す ての歯が する直前で，一部

の歯にのみ咬合 が認められた部 を咬合 で

し， 期 と 定診 した．特定で た 期

部 は，す て天然歯の 質であり， の咬

部とた 咬 内 部であった． 期

部 の咬合調整は，咬 合 が 定にならない

ように 量を 合した．CBTDによる 期 の検査

を り し， 性 口終 と咬 合 の高さ

が一 するまで咬合調整を行った． 前 後の咬合

の観察には，咬合 検査材（ ーシ

コーン ー ー，ジーシー， ， 本）と歯 分

析装置（ジーシー　 イ アイ，ジーシー， ，

本）で咬合 の解析，評価を行った． 前

後の主観的評価は主観的評価ス ー を用いた．

　

Ⅲ． 結果と考察

　咬合違 感を える患者に対し，CBTDを用いて

期 部 を 定診 し咬合調整を行った結果，主

観的評価ス ー から自 症 は が認められ

た．咬 合 は 性 口終 と一 してい

た． 前 後の咬合 は 期 部 以

に変化が認められなかった．

　以上の結果より，CBTDを用いる検査によって 期

の有 およ 期 部 を 化で ，その

部 の咬合調整を行うことで咬合違 感を解 する

ことがで た．

　

Ⅳ． 文献

1） 本補綴歯科学会 イ ライン作 委員会．Ⅰ．

咬合 の診療 イ ライン．補綴 　2002 46：

585-593．

2） 川 男， 一 ．臨床咬合学 ．

： 歯 2008，362．
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期 による咬合違 感にセン ラ ベア ン レーシン
デ イスを 用した症例

　○今井 一　　

1)，　松前　 　　

2)，　中村健 郎　　

3)，　山本 　　

3)

　

1) 関 部，　

2)関 部，　

3) 海 部

A case of occlusal discomfort due to premature contact for which a central bearing tracing device was
applied
Imai M1), Matsumae M2), Nakamura K3), Yamamoto M3)

1)Higashi-Kanto Branch, 2)Kansai Branch, 3)Tokai Branch

Ⅰ． 目的

　 性開 口 上における である 期

は，咬合性 を こし，顎口腔 にさま ま

な を え，かつ さ る 1,2)であると

されている．しかし臨床所見では が発見で ，

定 や咬合違 感症 群，あるいは なしと

される場合も い．これは咬合 に対する検査法

が 立されておら 1)，正 な診 が行 れていない

ことに していると思 れる．

　そこで，咬合違 感を える患者の 期 による

症 を い， 期 の有 と 期 部 の特定

について，検査法としてセン ラ ベア ン レーシ

ン デ イス（以下CBTDと す）を 用して 定診

した症例について報 する．本報 の目的は， 期

部 を 化することで特定し，的 な咬合調

整を行うことで，咬合違 感を解 することである．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時56歳の男性．主 はたの咬合違 感

である． 部 は 診およ 口腔内X 検査では

を認め ，咬耗は中 度で病的な象 質 も

認められなかった．歯 検査で歯 ポ を認

めなかったが， 度は2度であった．

　 期 による症 であると れたため，CBTD
による 期 の検査を行った．

　Camper平 を基 平 とする 調 性咬合

（PROTAR evo7， デン シス ム ジ パン，

， 本）に イス ランス ーを行い，ス

デ デ を咬合 装着した．下顎 は咬 合

で装着した．この 上で上顎にセン ラ ベア

ン ス ーを，下顎にはCamper平 に対して平行

にセン ラ ベア ン レー を 置したCBTDを作

製した．

　口腔内にCBTDを装着しセン ラ ベア ン レー

に されたセン ラ ベア ン ポイン から，咬合

上と口腔内での咬 合 の 置の一 が実

下で 認で た．セン ラ ベア ン ス

ーを さ ，す ての上下歯 間に対し

試験用試験 （ ーザ レジス レーシ ンス

ス，Artus，USA）を用いた 試験を行い，上下

歯 間に咬合 がない の咬合 上を行っ

た．この咬合 上 で数 の ン を行 ，

性 口終 の 認を行った． 性 口終

は1点に しており，また咬 合 と一 して

いた．この からス ーを さ ，咬合 上

を してい ，す ての歯が する直前で，一部

の歯にのみ咬合 が認められた部 を咬合 で

し， 期 と 定診 した．特定で た 期

部 は，す て天然歯の 質であり， の咬

部とた 咬 内 部であった． 期

部 の咬合調整は，咬 合 が 定にならない

ように 量を 合した．CBTDによる 期 の検査

を り し， 性 口終 と咬 合 の高さ

が一 するまで咬合調整を行った． 前 後の咬合

の観察には，咬合 検査材（ ーシ

コーン ー ー，ジーシー， ， 本）と歯 分

析装置（ジーシー　 イ アイ，ジーシー， ，

本）で咬合 の解析，評価を行った． 前

後の主観的評価は主観的評価ス ー を用いた．

　

Ⅲ． 結果と考察

　咬合違 感を える患者に対し，CBTDを用いて

期 部 を 定診 し咬合調整を行った結果，主

観的評価ス ー から自 症 は が認められ

た．咬 合 は 性 口終 と一 してい

た． 前 後の咬合 は 期 部 以

に変化が認められなかった．

　以上の結果より，CBTDを用いる検査によって 期

の有 およ 期 部 を 化で ，その

部 の咬合調整を行うことで咬合違 感を解 する

ことがで た．

　

Ⅳ． 文献

1） 本補綴歯科学会 イ ライン作 委員会．Ⅰ．

咬合 の診療 イ ライン．補綴 　2002 46：

585-593．

2） 川 男， 一 ．臨床咬合学 ．

： 歯 2008，362．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

P-12 ン レ ージ コ ア 着 ジにおけるポジシ ン
ス ン の有用性
　○大川 　　

1)，　MatthiasKern　　

2)，　田上 　　

2,3)，　中村健 郎　　

)，　山本 　　

)，　松前　 　　

)

　

1) ン ，　

2)Klinik für Zahnärztliche Prothetik.P.W., Christian-Albrechts-Universität zu
Kiel，　

3) 科歯科大学う 学分野，　

) 海 部
Usefulness of positioning sprints at the bondingin for cantilever zirconia resin-bonded fixed dental
prostheses
Okawa T1), Kern M2), Tagami A2,3), Nakamura K4), Yamamoto M4), Matsimae M4)

1)Hamburg, 2)Klinik für Zahnärztliche Prothetik.P.W., Christian-Albrechts-Universität zu Kiel, 3)Cariology
and Operativ Dentistry, Tokyo Medical and Dental University, 4)Tokai Branch

Ⅰ． 目的

　 年の 着歯学は歯質への 着のみに まら ，

さま まな歯科材料に対する 着 をも めた広

での歯科 療に進 している．その 着 は

マ イン ーベンシ ンの理 に大 く 献してお

り， 着 ジにおいては従 の2歯 よりも，1歯

の ン レ ー の方が優れた臨床 である

ことが報 されている1)．

　 本補綴歯科学会では2017年に 着 ジの

イ ライン2017 を発行している．この中で，

着性レジンセ ン の使用や 着前の表 理につ

いては されているものの， 意点を 着

式における見解は されていない．

　Kernらは，Resin-Bonded Fixed Dental Prostheses
（以下RBFDPs）は 期の臨床 が優れている2)た

め，その有効性を提 している．RBFDPsの 着 式

のなかで，ポジシ ン ス ン を 用することで，

着時の ラーを大 に防 ことがで る

と ている3)．ポジシ ン ス ン とは，1歯を

歯とするRBFDPsのセ ン 後の 着時に，

試 時と同 置に すための補 装置である．

れ れは，このポジシ ン ス ン がRBFDPsの
臨床 に を しているのではないかと考え

ている．

　そこで今 は，RBFDPs装着の臨床 験が少ない歯

科 が，ポジシ ン ス ン を 用した

RBFDPsの症例を報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者は48歳女性．主 は の 天性 による

審美 である．治療計画は， を 歯とするジ

コ アを用いたRBFDPsを立 した．

　本症例で使用したRBFDPs装着用のポジシ ン

ス ン の作製方法を以下に す．

1. 作 用 上で，RBDFPsのポン 基 と

に がないよう の を し

た．

2. RBFDPsが作 用 上の正 な 置に す

ることを 認した後， 着 定用 スを用いて，ポ

ン 基 のみを 定し， 歯の シ

ライン を 点の い スで ー を行った．

3. 作 用 にレジン分 を 後， 分を

アーで した．光 合 人 レー用 レー レジ

ンを用い，ポジシ ン ス ン の基 を

した．光 合を行いレジン硬化後， 正を行っ

た．ポン およ ， をパ ーン用

合レジンで 合さ ，ポジシ ン ス ン を

さ た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　RBFDPs装着 験の少ない歯科 においても，ポ

ジシ ン ス ン を 用することで 実に 着す

ることがで た．

　RBFDPsは 1歯を 歯とするため，試 時の

置 定が定まりにくい 点を有する．セ ン の

において， 装置と歯質との間に 在するセ ン

量によって変 しやすい．またセ ン 分の

においても， 装置が変 しやすい．したがって，

前にポジシ ン ス ン を作製し， による

装着 定ではなく，ポジシ ン ス ン による装

着 定が有用であると された．

　

Ⅳ． 文献

1） 博文． レームを用いた ン レ ー

ジの と合 症：文献レ ー． 補

綴会 　2019 11：193-205．

2） Kern M, Passia N, Sasse M et al. Ten-year
outcom of zirconia ceramic cantilever resin-
bonded fixed dental prostheses and the influence
of the reasons for missing incisors. J Dent 2017
65：51-55．

3） Kern M. RBFDPs: Resin-Bonded Fixed Dental
Prostheses. Minimally invasive-esthetic-reliable:
Quintessence Publishing Co.Ltd; 2018,166-170,
238-240.
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ジ コ ア ン レ ー 着 ジで咬 を 現した一症
例
　○山本 　　

1)，　大川 　　

2)，　松前　 　　

3)，　中村健 郎　　

1)

　

1) 海 部，　

2) ン ，　

3)関 部

One case reproduced functional chopping with the zirconia cantilever resin-bonded prosthesis

Yamamoto M1), Okawa T2), Matsumae M3), Nakamura K1)

1)Tokai Branch, 2)Hamburg, 3)Kansai Branch

Ⅰ． 目的

　 歯の 天性 に対する補綴を行う場合に

は，審美性と咬 1)を考 する必要がある． 年，審

美性の には ン レ ー 着 ジが用いら

れるようになって たが，咬 に着目した報 はな

い．

　そこで本報 の目的は， の 天性 に対し

ジ コ ア ン レ ー 着 ジで審美性の

と咬 機能を 現することである．

　

Ⅱ． 方法

　患者は48歳の女性． の 天性 に対し，6年

間化学 合コンポジ レジンで作 した 間補綴装

置を装着して た．その後，天然歯の変 が になっ

て たため， ーム ー ン を行い，天然歯の

調 が認められた．しかし 間補綴装置と され

た歯との 調の 調 に ， 間補綴装置の

調 を えた．そこで 調 の方法として，

部に 終補綴装置を装着することを提 した．患者

は歯の を にしたいと されたため，イン

ラン による方法と ン レ ー 着 ジによる

方法を説明したとこ ，患者は後者を した．

　そのため治療方 は を 歯とするジ コ

ア ン レ ー 着 ジによる上顎 歯 補

綴とした．

　治療に 立ち， 咬合検査法で の

アランスを検査し，ジ コ ア レーム ー に必要な

さである0.7mm2)が で ることを 認した．また

部の 的 は，平均的な上顎 歯の

であり，補綴前 正は 要であると診 した．

　 間補綴装置 と同時に ジ レス

レ ー シ ン を デ ア ア 着 用 セ ン

（Tempolink Clear, DETAX, Ettlingen, Germany）で

着し，ポン の歯 と咬 の評価を行っ

た． 間補綴装置装着時と同様に咬 に対して

を えなかったため，咬 の イ を 得し

た．

　ポン の基 は審美性を考 し， ベ

イ ポン を した． 部顎堤に顎堤

を行い， ジ レス レーシ ンの基

を 正した後，顎堤 を した．

　 にジ コ ア ン レ ー 着 ジのため

の 歯 2)を行い， 象 得を行った． 調 性

咬合 に イス ランス ーし，咬 を 現

するよう 歯 に 合レジンで ス ムイン

イザ ー を作製した．この咬 で咬合

が得られるようにジ コ ア 着 ジを作製し

た．

　ジ コ ア 着 ジを口腔内に試 し， と

調について合意が得られた．ポジシ ン ス

ン 2)を用いてデ ア ア 着用セ ン で 着

し，咬 の検査を行った．咬 の検査には さ3mm，

5mm，8mm，13mmのかま こを咬 1)さ ，その

を 的に評価した．試 時には咬 に はな

かった．

　ジ コ ア 着 ジの 着はラ ーダム防 下

で行った． 着 質表 を 式歯

で し， ン ，セ ン ライマーで

歯 理を行った． 装置 着 はア ン

ラス 理を行い， ノー 中で

後， ン ス ノマーで 理した．ポジシ

ン ス ン を用いて咬 が変化しないように 意

し， 着性レジンセ ン （パ アV5， ラレノ

デン ，新 ， 本）で 着した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 の 天性 に，ジ コ ア ン レ ー 着

ジを装着した結果，審美性を で た．さらに

装着後の咬 の検査では 前の咬 と同様の咬

機能が 現されたことが 認で た．

　

Ⅳ． 文献

1） 本補綴歯科学会 イ ライン作 委員会．Ⅲ．

評価法の イ ライン 主として 能

検査法 ．補綴 　2002 46：622．

2） Kern M．RBFDs Resin-Bonded Fixed Dental
Prostheses ． United Kingdom: Quintessense
Publishing Co. Ltd; 2018, 140-173．
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い．

　そこで本報 の目的は， の 天性 に対し

ジ コ ア ン レ ー 着 ジで審美性の

と咬 機能を 現することである．

　

Ⅱ． 方法

　患者は48歳の女性． の 天性 に対し，6年

間化学 合コンポジ レジンで作 した 間補綴装

置を装着して た．その後，天然歯の変 が になっ

て たため， ーム ー ン を行い，天然歯の

調 が認められた．しかし 間補綴装置と され

た歯との 調の 調 に ， 間補綴装置の

調 を えた．そこで 調 の方法として，

部に 終補綴装置を装着することを提 した．患者

は歯の を にしたいと されたため，イン

ラン による方法と ン レ ー 着 ジによる

方法を説明したとこ ，患者は後者を した．

　そのため治療方 は を 歯とするジ コ

ア ン レ ー 着 ジによる上顎 歯 補

綴とした．

　治療に 立ち， 咬合検査法で の

アランスを検査し，ジ コ ア レーム ー に必要な

さである0.7mm2)が で ることを 認した．また

部の 的 は，平均的な上顎 歯の

であり，補綴前 正は 要であると診 した．

　 間補綴装置 と同時に ジ レス

レ ー シ ン を デ ア ア 着 用 セ ン

（Tempolink Clear, DETAX, Ettlingen, Germany）で

着し，ポン の歯 と咬 の評価を行っ

た． 間補綴装置装着時と同様に咬 に対して

を えなかったため，咬 の イ を 得し

た．

　ポン の基 は審美性を考 し， ベ

イ ポン を した． 部顎堤に顎堤

を行い， ジ レス レーシ ンの基

を 正した後，顎堤 を した．

　 にジ コ ア ン レ ー 着 ジのため

の 歯 2)を行い， 象 得を行った． 調 性

咬合 に イス ランス ーし，咬 を 現

するよう 歯 に 合レジンで ス ムイン

イザ ー を作製した．この咬 で咬合

が得られるようにジ コ ア 着 ジを作製し

た．

　ジ コ ア 着 ジを口腔内に試 し， と

調について合意が得られた．ポジシ ン ス

ン 2)を用いてデ ア ア 着用セ ン で 着

し，咬 の検査を行った．咬 の検査には さ3mm，

5mm，8mm，13mmのかま こを咬 1)さ ，その

を 的に評価した．試 時には咬 に はな

かった．

　ジ コ ア 着 ジの 着はラ ーダム防 下

で行った． 着 質表 を 式歯

で し， ン ，セ ン ライマーで

歯 理を行った． 装置 着 はア ン

ラス 理を行い， ノー 中で

後， ン ス ノマーで 理した．ポジシ

ン ス ン を用いて咬 が変化しないように 意

し， 着性レジンセ ン （パ アV5， ラレノ

デン ，新 ， 本）で 着した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 の 天性 に，ジ コ ア ン レ ー 着

ジを装着した結果，審美性を で た．さらに

装着後の咬 の検査では 前の咬 と同様の咬

機能が 現されたことが 認で た．

　

Ⅳ． 文献

1） 本補綴歯科学会 イ ライン作 委員会．Ⅲ．

評価法の イ ライン 主として 能

検査法 ．補綴 　2002 46：622．

2） Kern M．RBFDs Resin-Bonded Fixed Dental
Prostheses ． United Kingdom: Quintessense
Publishing Co. Ltd; 2018, 140-173．
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P-12 咬合 下を いス ン を用い咬合 上量を検討した症例

　○ 　　

1)，　 　　

1)，　風 川　 　　

1)，　 田 　　

2)，　 一 　　

1)，　 藤 康　　

1)，
　大 　　

1)，　 本　 　　

1)，　 島 　　

1)，　 　　

1)

　

1) 本大学松 歯学部有床義歯補綴学 ，　

2) 本大学大学院松 歯学研究科有床義歯補
綴学
The decision of vertical occlusal hight by using an occlusal splint to case with a low vertical dimension

Suzuki A1), Furuse N1), Furokawa S1), Nagata S2), Abe S1), Ito M1), Okubo M1), Kimoto S1), Iijima M1),
Kawai Y1)

1)Department of Removable Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo, 2)Removable
Prosthodontics, Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo

Ⅰ． 目的

　 歯部の咬耗と補綴 置の り しにより上下顎前

歯の咬耗・ 開が されるのみなら ，下 高の

から まる 人性 を し，審美 を う二

的 咬合が こされる．今 ，前歯部の審

美 を えて 院した患者に， 咬合と診

し，咬合 上用ス ン を装着し 正な咬合高 を

検討して 定に った症例について報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者は68歳の男性．上顎前歯部の咬耗による審美

を主 に 院した．上下顎前歯部は しい咬耗

による 変化と 咬合を し， 歯部は 数歯

に 中 度の咬耗を補綴装置の咬合 と天然歯

の 方に認めた．補綴学会症 分 I-1ではLevel Ⅲ
を し，また， 機能検査， 大咬合 検査，平井

の 検査では機能 は認められ ，OHIPにお

いても，機能に関 した 点は されなかった．

部にイン ラン による補綴 置が行 れ

ており，その上部 の前装部脱 が ており，

ラ シ ムが れた．一 検査より前歯部審美

の として二 的 咬合の いと診 し，正

， およ セ ラムによる二 検査を行

い，咬合高 の 下と診 した．治療にあたり下

高の と補綴 の を認めたため，審美

の には咬合 上が必要と考えられ，その 上量

を めた顎 と咬合高 の 定は咬合 上用ス

ン を用い行うこととした．ス ン 製作にあたり 間

的な 上量を 定するため，研究用 を イス

ランス ーにて咬合 に装着し，診 用の

スア を行った． スア 時の顎 は下顎

から の2mmを いた咬合高 とし，前

歯部で6mm， 歯部で4.5mm，咬合 上ではイン

イザ ンの7mmの 上量となった． スア

後， 終的な補綴ス ース量・咬合 ・ イ な

を 認し，この7mmの 上を 間的 上量と 定

した．ス ン はイン イザ ンで 間的 上量の

7mmに調整のための2mmを した9mmを 上した

で製作した1)．装着後に咬合 上でス ン 調整

を行うために， マ ン を製作し イス ラ

ンス ーを行った． 間的 上量の7mmに 2mmを

上したス ン を装着し， 中の 時以 と

間に使用した．その後 院の度に0.5mm つス

ン を 合してい ， ・ や顎関 の症 を

観察し， 終 上量の 定を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　ス ン を装着し，3 後，1 間後，2 間後，3
間後の計4 に り，0.5mm つ咬合 上で 合を

行った．ス ン は なく使用で ，歯・ ・顎

関 の症 は認めなかった． は，装着前は

-口 間 が70.0mmに対し， 下点- イ

が55.5mmと明らかな下 下が認められた

が，ス ン 装着時は63.2mmまでに し，4 の

合後も61.5mm 度には した．また，装着時は

イ部の も見受けられたが，4 の 合後は

しており，患者本人の の審美性 の自

が得られた． 大咬合 は， 診時 ともに500N
以上を していたが，ス ン 装着直後は700
800N前後にまで上 した．この咬合 は，現在の口

腔内の咬耗，補綴装置の破 ， ラ シ ムの

を考 すると， 終補綴装置の破 や新たな歯 破

折，果ては ・顎関 症 を する 能性が

された．しかしながら，ス ン を調整するに

い咬合 は下 してい ，4 の調整終了時には

500N前後に落ち着いた．調整終了後も， 間的 上

量に した のス ン をさらに1 間使用し，

症 を 認した．歯・ ・顎関 の みは発現し

ておら ， の も見られ， 大咬合 が 診

に したため， 間的 上量は と

し， 終 上量として 定した．

　今 定した 上量により，前歯部の補綴ス ース

は され，主 である前歯部の審美 は す

ることが見 まれる．今後， 定した咬合高 の

で ジ レス レーシ ンを装着し， ・ 下

な の機能時の症 の 認と口腔機能評価を に

行い， 終補綴へと 行する予定である．

　

Ⅳ． 文献

1） Zhang W, Kobayashi M, Moritani M, et al. An
involvement of trigeminal mesencephalic
neurons in regulation of occlusal vertical
dimension in the guinea pig. J dent res 2003; 82:
565-569.
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歯CAD CAM 用レジン で作製した大 歯 ラ

ンの40症例
　○ 　 史　　

1)，　大野　 　　

2)，　 　　

2)，　 野 　　

2)，　 　 　　

1)，　 　　

3)，　 　　

)，
　 田 　　

)，　 　 　　

)，　松 芳 　　

)，　佐藤　 　　

3)，　 男　　

2)，　 博文　　

1)

　

1)大 大学大学院歯学研究科　 ラ ン ジ補綴学分野，　

2) 山大学大学院 歯 学 合
研究科　イン ラン 補綴学分野，　

3) 歯科大学　 ラ ン ジ補綴学 ，　

) 島大
学大学院 歯 学研究部　顎機能咬合 学分野，　

) 北大学大学院歯学研究科　分 ・
歯科補綴学分野

One-year prospective study on 40 molar crowns fabricated from premolar CAD/CAM resin block.

Mine A1), Kimura-ono A2), Kurosaki Y2), Mino T2), Ban S1), Koshihara T3), Hosoki M4), Harada A5),
Egusa H5), Matsuka Y4), Sato T3), Kuboki T2), Yatani H1)

1)Osaka University Graduate School of Dentistry, 2)Okayama University Graduate School of Medicine,
Dentistry, and Pharmaceutical Sciences, 3)Tokyo Dental College, 4)Tokushima University Graduate School
of Biomedical Sciences, 5)Tohoku University Graduate School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　2014年にCAD CAMレジン が 歯に り

された．CAD CAMレジン 作製用 は従

のコンポジ レジンと比較して 性が優れているこ

とから，大 歯にも使用 能と考えられており，2016
年には金 アレ ー患者に対する大 歯への 用

も認められた．そこで大 歯CAD CAMレジン の臨

床的 性を検討するために 期前 研究を行っ

た．なお，本研究開 時には大 歯用レジン

が開発されていなかったため， ラ ン作製には

歯CAD CAM 作製用のレジン （ アベ

ンシア， ラレノ デン ）を使用している．

　

Ⅱ． 方法

　大 大学歯学部 病院およ 山大学病院，

歯科大学水道 病院， 北大学病院， 島大学

病院において，2015年10月5 以 に大 歯 ラ ン

による補綴 置が必要と診 された患者のうち，研究

への が得られた40名（各施 8名）を対象とした．

必要に て を行ったのち，通法に従い

歯 ， 象 得した． ラ ンは同一 工所にお

いて 加工で作製した． ラ ンを口腔内で試 ・

調整し，内 はア ラス 後に ライマー（ ア

 セラ  ライマー ラス， ラレノ デン

） 理し， 着性レジンセ ン （パ アV5， ラ

レノ デン ）で装着した． 観察は，装着後

1か月，3か月，6か月およ 1年時に行い，評価シー

に結果を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　治療後1年までに脱 1症例，破折3症例が認めら

れ， は90.0 であった． 歯CAD CAM
レジン の1年予後は88 であったことから1），大 歯

に 用した場合も 歯と同 の臨床 となること

が明らかとなった．一方， 歯に 歯用

を用いた場合1）およ 大 歯に大 歯用 を用

いた場合2）は脱 が ラ の大 であったのに対

し，本研究では破折の方が く認められたことから，

歯用 の 性では大 歯部の咬合 に耐

えられない ースがあることが された．

　 ラ 発 の要 を解析した結果， 咬合 の

み（0.8 mm 以上） （図1）と 方 時の

（あり なし） （図2）とにおいて有意差が認められ

た．咬合 アランスは十分に されていたことか

ら，CAD CAMレジン は が くならないよ

うにすること，咬 開 を大 くすることが 後の

ラ 防 に 要である 能性が された．

　

Ⅳ． 文献

1） ， 　 史， 博文 か．3 元デー

を したCAD/CAMレジン の 要 の

進的臨床 計解析． 補綴会 　2018 10・

127 特別号：123．

2） 　 ， 　 史， 博文 か．大 歯

CAD/CAMレジン に こる 期 ラ は脱

である． 着歯学　2019 37：113.
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 大学大学院歯学研究科・歯学部

歯学部 病院倫理審査委員会，委員会番号：

11000078，承認番号： 27- 8-4）
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パイ 由 セラ の 口 取は口腔 を する
二 盲検 作 化交差試験
　○村上　 　　

1)，　 　恭 　　

2)，　 田 　　

2)，　 　　

2)，　 元 光　　

1)，　 大　　

1)，　 村正 　　

2)

　

1) 島大学病院義歯補綴科，　

2) 島大学大学院 歯学 合研究科口腔顎 補綴学分
野
Oral Intake of Ceramide Extracted from Pineapple Improve on Xerstomia
A Double-Blind Randomized Cross-Over Trial
Murakami M1), Nishi Y2), Harada K2), Masuzaki T2), Minemoto Y1), Yanagisawa T1), Nishimura M2)

1)Denture Prosthodontic Restoration, Kagoshima University Hospital, 2)Department of Oral and
Maxillofacial Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental Sciences

Ⅰ． 目的

　 間中の主要 分であるセラ は， の

ア機能や 機能な における 要な 割を

つが，加齢やス レスな の要 で 少し， 質

におけるセラ の 少が の病 であることが

く されている1）．

　 由 のセラ は，パイ ，コ ，コン

な から 取され，セラ の 口 取によりセラ

合 の 進や ーン ー ー 進効果により の

ア機能や 水効果が される2）．しかしながら，

と同様に 化 平上 で される に

対するセラ 取の効果は 明である．

　本研究の目的は，二 盲検 作 化交差試験によ

りパイ 由 コシ セラ （GCP）の 口

取が 水分量およ 口腔 症 に す

を検討するものである．

　

Ⅱ． 方法

　参加者は， 科にて ン ンス中の患者のうち口

腔 の自 症 を有するもので， 療法，化

学療法の既往なら にパイ を アレ

ーの既往があるものは した．

　GCP50mg 有のGCP とGCPを まない ラセ

が， ，大 さ， 装，風 な で 別で ないよう

ン として された．参加者は， にGCP
を 用し， に ラセ を 用するSequence 1とこ

れとは の で 用を行うSequence 2に 作 に

割り付けられた（図）．参加者は， ン を1 1 1
， 後に2 間 で 用し，4 間の シ

ア 期間後に の ライン 化された ン を2
間 用した．

　各 ン の 用前（G1なら にP1）と2 間

用後（G2なら にP2）における 水分量, VAS
による口腔 の自 症 なら にマイ スコ

による 数を計 し評価した．

　 し効果は，Sequence 1のG1とP1の なら に

Sequence 2のP1とG1の を，治療効果は，GCP な

ら に ラセ の 用前後の をそれぞれ比較し

た．研究 コ は， 島大学病院臨床研究倫

理委員会の承認を受け行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　GCP なら に ラセ 用による 作用は認

められなかった．また，全ての評価項目において

し効果も認められなかった．

　GCP の 用後のみ 水分量と口の 合

に関するVAS が有意に上 した． 数は，

GCP なら に ラセ の 用前後で有意な変化

は認められなかった．

口腔 症には対症療法として口腔 が使用さ

れているが，治療効果やその 性の点で が必

要である．GCPの 口 取により におけるセラ

合 や の な が 進された結果，

水分量や口腔 が したと考えら

れ，GCPの 口 取が新たな口腔 症の治療法と

なりうる 能性が された．

　

Ⅳ． 文献

1） Imokawa G, Abe A, Jin K, et al. A. Decreased
level of ceramides in stratum corneum of atopic
dermatitis: an etiologic factor in atopic dry skin?
J Invest Dermatol 1991; 96: 523-526.

2） Duan J, Sugawara T, Hirose M, et al. Dietary
sphingolipids improve skin barrier functions via
the upregulation of ceramide synthases in the
epidermis. Exp Dermatol 2012; 21: 448-452.

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名： 島大学病院臨床研究倫理委員会，委

員会番号：11000456，承認番号：150297（27-239）倫-

）

　

図． 作 化交差試験のCONSORT ー

P-13歯CAD CAM 用レジン で作製した大 歯 ラ

ンの40症例
　○ 　 史　　

1)，　大野　 　　

2)，　 　　

2)，　 野 　　

2)，　 　 　　

1)，　 　　

3)，　 　　

)，
　 田 　　

)，　 　 　　

)，　松 芳 　　

)，　佐藤　 　　

3)，　 男　　

2)，　 博文　　

1)

　

1)大 大学大学院歯学研究科　 ラ ン ジ補綴学分野，　

2) 山大学大学院 歯 学 合
研究科　イン ラン 補綴学分野，　

3) 歯科大学　 ラ ン ジ補綴学 ，　

) 島大
学大学院 歯 学研究部　顎機能咬合 学分野，　

) 北大学大学院歯学研究科　分 ・
歯科補綴学分野

One-year prospective study on 40 molar crowns fabricated from premolar CAD/CAM resin block.

Mine A1), Kimura-ono A2), Kurosaki Y2), Mino T2), Ban S1), Koshihara T3), Hosoki M4), Harada A5),
Egusa H5), Matsuka Y4), Sato T3), Kuboki T2), Yatani H1)

1)Osaka University Graduate School of Dentistry, 2)Okayama University Graduate School of Medicine,
Dentistry, and Pharmaceutical Sciences, 3)Tokyo Dental College, 4)Tokushima University Graduate School
of Biomedical Sciences, 5)Tohoku University Graduate School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　2014年にCAD CAMレジン が 歯に り

された．CAD CAMレジン 作製用 は従

のコンポジ レジンと比較して 性が優れているこ

とから，大 歯にも使用 能と考えられており，2016
年には金 アレ ー患者に対する大 歯への 用

も認められた．そこで大 歯CAD CAMレジン の臨

床的 性を検討するために 期前 研究を行っ

た．なお，本研究開 時には大 歯用レジン

が開発されていなかったため， ラ ン作製には

歯CAD CAM 作製用のレジン （ アベ

ンシア， ラレノ デン ）を使用している．

　

Ⅱ． 方法

　大 大学歯学部 病院およ 山大学病院，

歯科大学水道 病院， 北大学病院， 島大学

病院において，2015年10月5 以 に大 歯 ラ ン

による補綴 置が必要と診 された患者のうち，研究

への が得られた40名（各施 8名）を対象とした．

必要に て を行ったのち，通法に従い

歯 ， 象 得した． ラ ンは同一 工所にお

いて 加工で作製した． ラ ンを口腔内で試 ・

調整し，内 はア ラス 後に ライマー（ ア

 セラ  ライマー ラス， ラレノ デン

） 理し， 着性レジンセ ン （パ アV5， ラ

レノ デン ）で装着した． 観察は，装着後

1か月，3か月，6か月およ 1年時に行い，評価シー

に結果を した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　治療後1年までに脱 1症例，破折3症例が認めら

れ， は90.0 であった． 歯CAD CAM
レジン の1年予後は88 であったことから1），大 歯

に 用した場合も 歯と同 の臨床 となること

が明らかとなった．一方， 歯に 歯用

を用いた場合1）およ 大 歯に大 歯用 を用

いた場合2）は脱 が ラ の大 であったのに対

し，本研究では破折の方が く認められたことから，

歯用 の 性では大 歯部の咬合 に耐

えられない ースがあることが された．

　 ラ 発 の要 を解析した結果， 咬合 の

み（0.8 mm 以上） （図1）と 方 時の

（あり なし） （図2）とにおいて有意差が認められ

た．咬合 アランスは十分に されていたことか

ら，CAD CAMレジン は が くならないよ

うにすること，咬 開 を大 くすることが 後の

ラ 防 に 要である 能性が された．

　

Ⅳ． 文献

1） ， 　 史， 博文 か．3 元デー

を したCAD/CAMレジン の 要 の

進的臨床 計解析． 補綴会 　2018 10・

127 特別号：123．

2） 　 ， 　 史， 博文 か．大 歯

CAD/CAMレジン に こる 期 ラ は脱

である． 着歯学　2019 37：113.
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：大 大学大学院歯学研究科・歯学部

歯学部 病院倫理審査委員会，委員会番号：

11000078，承認番号： 27- 8-4）
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イン ラン の審美性に関する定量的評価 −評

価者による について−
　○ 山 実　　

1)，　 　　

1)，　松本大 　　

1)，　 美 　　

1)，　 海史 　　

1)，　松川高明　　

1)，　 　　

2)，
　 川正 　　

1)，　高 　 　　

1)，　 　　

1)，　 美 　　

1)，　 吉 　　

1)，　 本大 　　

1)，　 本 　　

1)，
　大川 治　　

1)

　

1)明海大学歯学部機能 学 歯科補綴顎分野，　

2)中国・ 国 部

Effects of clinical experience on quantitative aesthetics evaluation of soft tissue around implants

Koyama N1), Sone M1), Matsumoto D1), Numazawa M1), Narumi F1), Matsukawa T1), Maki S2),
Somekawa S1), Takahashi K1), Fukuzawa S1), Suzuki M1), Miyoshi Y1), Sakamoto D1), Okamoto K1),
Ohkawa S1)

1)Division of Removable Prosthodontics,Meikai Universitiy School of Dentistry, 2)Chugoku/Shikoku Branch

Ⅰ． 目的

　前歯部におけるイン ラン の審美性に

関する評価は，イン ラン 義歯による補綴歯科治療

の予 性を高める上で 要である． は， 本補

綴歯科学会 127 学 大会において，Furhauser¹
らの提 するPink Esthetic Scores（以下，PES）は，イ

ン ラン の審美性を定量的に評価する

方法として有用となる 能性があることを報 した ．

　今 は， 本学付 明海大学病院歯科補綴科

に上顎 歯部の 補綴を して 院した患者

3名に対してイン ラン 治療を行い，その

の審美性について，PESによる定量的評価を行っ

たのち，評価者の 違が評価結果に す につ

いて検討した． て，Visual Analog Scale（以下，

VAS）による患者の主観的評価も行い，PESとの 関

についても検討した．

　

Ⅱ． 方法

　対象は， 本学付 明海大学病院歯科補綴科に上

顎 歯部の に対するイン ラン 治療を

して 院した患者3名（女性3名, 平均年齢 39.0
11.0歳）で， 在歯はい れも天然歯とした. 評

価者は，補綴歯科 5名（以下， ）と臨床

研 歯科 15名（以下，研 ）の2 ー とした．

イン ラン には， ラ ームシ ン 機

能を有する，イン ー ・コ ・コ シ ン イ

を し， 科用 イ レー を用いて

を行った. 象 得に際しては ス ムイン レ シ

ンコー ン を用い，製作した作 用 上の マー

ジ ンス イ を正 に 現するためにジ

コ ア製 ス ムア ン を製作， 装着した.

終補綴装置には， ー セラ ラ ンを し

た.

　実験方法は， 作 な 番に された，被験者

の口腔内 9 を評価者が供 し，1 につ 定め

られた7項目（ 歯間 ， 歯間 ，

歯 の 置， 歯 の ， 歯

， 歯 の 調， 歯 の質感）について各

0， 1， 2点の3 で評価（ 大スコア14点）し，その

平均 を各 ー のPES とした．VASによる患者

の主観的評価は，100 の直 の を 耐えがたい

になる ， を これ以上なく美しい と 定

し，患者に評価結果をこの直 上に するよう

することで行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 得したPES は， が10.1，研 は10.5で

あり， ー の間に 計学的有意差は認められ

なかった（図1）．また，PES とVAS の間には正の

関が認められた（図2）．

　これらの結果から，PESを用いることで臨床 験に

され ，イン ラン の審美性を定量的

に評価で る 能性が された.

　

Ⅳ． 文献

1） Furhauser R, Florescu D, Benesch T et al.
Evaluation of soft tissue around single- tooth
implant crowns: the pink esthetic score. Clin
Oral Implants Res 2005; 16: 639-644.

2） ， ， 海史 か．イン ラ

ン に関する審美性の定量的評価．

補綴会 2018 10特別号：58．

　

図1. PESの比較　　　　　図2. PESとVASの 関
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およ 審美 を える患者に対して 的歯科治療
で咬合 した症例
　○ 　　

1,2)，　 田 　　

2)，　山田 博　　

2)，　 　 　　

2)

　

1) 部，　

2) 北大学大学院歯学研究科分 ・ 補綴学分野

A case of occlusal reconstruction by comprehensive dentistry for a patient with masticatory and ethetic
disturbances
Toki T1,2), Harada A2), Yamada M2), Egusa H2)

1)Tokyo Branch, 2)Division of Molecular and Regenerative Prosthodontics, Tohoku University Graduate
School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　上顎のシン デン ーでは，上顎前歯部への

下顎前歯部の 上 が義歯の 定性や を

，咬合高 が 下している場合には，その治療

はさらに困難となる1）．この度，上下顎の 数歯

により およ 審美 を える上顎部分床義歯

患者に対し，下顎にイン ラン およ 正歯科治療

を う 定性補綴治療を，上顎にシン デン ー

を用いた咬合 を行い， な治療結果を得た

ので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時56歳女性． ， （ ）

による 困難なら に下顎前歯部の による審

美 を主 に 院した．上顎に 性部分床義歯

（ ）を使用しているが 歯部の咬合

は と のみで咬合高 の 下が

であった．口腔 は で 的に歯 が

進行し，歯 検査より には7 mmの歯 ポ

およ 度2を認めた． は 度3で に

歯 ポ を認めた． ス 検査では

に歯 腔 ， に を認めた

（図）．下顎 歯部 ， ， の およ 義歯

合による なら に下顎前歯部 による

審美 と診 した．（本学会の部分 歯 の症

分 ：難 度Ⅳ）．

　治療方 として，上顎に全部床義歯，下顎に

ジ， イン ラン ジ治療に加

えて 正治療を行う を提 し，イン ーム コンセ

ン を得た．前 置として， 歯， 治療（

，  ）およ 全顎的な歯 治療を行った． に

ム インを用いた歯 用法を施した結

果，歯 ポ は3 mmまで した．前 置後，上

顎に治療用義歯を装着し， に ジ レ

ス レーシ ンを用いて咬合を 上し， 部

に補綴治療ス ースを 得した．同部 に3本のイン

ラン （ス ーマン シ レベ イン ラン ，

Straumann社，ベ ン，スイス）を 後， ジ

レス レーシ ンを装着し， 計 法およ 下顎

用法を用いて咬合高 を 定した．水平的

顎間関 はDawson法による下顎 と ン ポイン

を考 して 定した．咬合が 定した で，下顎

前歯部の を 正治療により 正した． を 歯

して上顎に全部床義歯を新たに作製し， て

， およ に陶材 付 による補綴装

置を装着した． 終補綴装置の 機能検査は，

ー（ コラム，ジーシー， ， 本）を用いて

コース 量の 定を行った．主観的評価には

OHIP-Jによるアン ー を実施した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　治療終了後は3か月 の コー を行い，現在 5
年6か月が した．歯の ，補綴装置の脱 ・破

折や二 の は認めなかった．OHIP-Jの
結果より治療終了後には口腔関 QOLの を認

め， 機能検査結果も であったことから，患者

は治療に しており，治療後の は であ

る． 下 歯 部のイン ラン ジによる 定

した 歯部咬合 の 立と 正治療による下顎前

歯部の の 正が， に したと考えられる，

歯 正のある咬合 症例に対するシン デン

ーの治療は ではないが，本症例では 的

な補綴治療ア ー によって歯 正の およ

咬合 を行うことで補綴装置に対する 学的

な 定が得られ， な治療結果に った 能性が

された．

　

Ⅳ． 文献

1） 川 一 ．金 義歯により咬合 を図っ

たすれ違い咬合の一症例． 補綴会 　2019
11：399-402．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

　

図　 診時のパノラマ ス
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咬合違 感患者に対してセ アと 療法を行い
な結果が得られた1症例
　○島田 ，　島田　

部

A Case of Successful Self-Care and Exercise Therapy for a Patient with Occlusion Discomfort

Shimada M, Shimada A
Tokyo Branch

Ⅰ． 目的

　一 臨床において，様 な咬み合 の違 感を

える症例を える症例を 験することがある． 本

補綴歯科学会では，このような症例に対して 咬合違

感症 群 と 名し，その として 患に

，あるいは から中 における情報

・情報 理機 に することが考えられるとして

いる．しかし，その病 はさま まであり対 法は 立

されていない．そこで臨床現場において， の症例

について検 して行くことが咬合違 感症 群を明

らかにしていく上で 要であると思 れる1）．今 ，下

顎 後より咬み合 の違 感を える

症例に対して主にセ アと 療法で対 し

な を した症例について報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者：52歳　男性　 咬み合 ， 時の感

がおかしい という主 で整 科 より で

院．11か月前に顎 し，治 したと れ

たが，その後より咬み合 や 時の感 に違

感が る．下顎が め後 に レた感 があ

り， 時に主治 に えるも特に は認められな

いと れ，その後 の大学病院口腔 科へ行くも

同様に なしと れる．かかりつけの歯科 に

したとこ ス ン を製作し様 を見るよう

される．2年前より 症のため， イ ラ

を行っている整 科 にて治療しており，咬合の違

感について したとこ 者を された．既往

歴は30年前，10年前に ー 病，7年前より

性 道 にて 中，3年前 いうつ となり ン

にて治療，現在は治 している． は

デス ー 中 であり1 8時間 ってPCで作 し

ている．開口量55 ， 口時 レ スあり，開口時

咬 に みあり． 診による みはないが，咬 ，

な かなり硬い．かみ合 の違 感

（VAS 39 100）顎の み VAS 33 100)， 性 口

での咬合 では は いが， 期 な は

認められない．画像診 では下顎 の変化な は認

められない．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 療 ，診 ・検査の結果より顎関 症（

，顎関 ）およ 咬合違 感症 群

と診 した．治療方 としては，咬合の はある

が，顎関 症な の が考えられるため，

・ の 正， マ ージ， ス

レ ，顎関 自 な のセ アを

するとともに， 院時にはセ アの 認と，コー

レーザー ，顎関 マ レーシ ンととも

に，所 していたス ン の調整を行った．治療をは

め， 院時レーザー，顎関 マ レーシ ン施

行後は，かみ合 が ったというも 院時に

は，また違 感が 現，患者は くなっているというも

ののVAS は 診時に比 高くなるため，セ

ア，特に自分で行う 療法についての を 化

したとこ ，治療をは め 年 らい したこ より

VAS は大 に 少し，その後，咬み合 ，顎関

症 とも にならない （VAS 1 100）とな

る．

　今 ，咬合違 感を える症例に対して，セ

アと 療法で対 し な を得た．咬合違

感を る要 には咬合 けでなく， や顎関

の ，あるいは 療者と患者との 関 な

くの要 が考えられる．すな ち咬合違 感を え

ても咬合 けでなく様 な要 を考え対 することが

必要と思 れた．

　

Ⅳ． 文献

1） 島田 ，島田 ．咬合違 感を える患者に

対して 性義歯で15年間対 し けた一症

例．補綴  2019;11・128 特別号：349
　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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審美 に口腔内ス ーを用いてイン ラン 治療を
行った1症例
　○折 研 ，　横田　 ，　田 ，　 ，　 藤 美 ，　 藤

岩 科大学歯学部　補綴 イン ラン 学

A case of implant treatment using an intraoral scanner in the esthetic field

Oriso K, Yokota J, Tanabe N, Tsukatani K, Saito Y, Kondo H
Department of Prosthodontics & Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University

Ⅰ． 目的

　歯科 療へのデジ の 用は以前から行

れて たがその の発 は 年目を見 るものが

ある．CAD CAM は歯科 にデジ を

広く さ る っかけとなり，補綴 分野を中

に大 な変 をもたらして た．また，口腔内ス

ーは，その 度の 上によって臨床の現場にも

しつつある．それに い3D ン ーの 要も

え，今後歯科 療 で様 な発 を ていくことが

予 される．

　イン ラン 治療においては，補綴主 イン ラン

治療が提 されるようになり，CBCTのデー 解析か

ら発 したイン ラン のシ レーシ ンシ

ス ムをは めとした イデ ージ ーは10年

以上前からデジ が 用されて た． 年は

イデ ージ ーの が広がって て

いる．今 ，口腔内ス ーをイン ラン 治療に

用し， な結果が得られたので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者は47歳女性．交通 による で，上顎

中 歯の歯 破折を認め， 能と診 し

た．一方，CBCTの結果から 歯 時イン ラン

が 能な 量であると診 した．口腔内ス

ー TORIOS3，3shape，Copenhagen)で 象 得し

たSTLデー とCBCTのDICOMデー をシ レーシ

ン （NobelClinician，Nobel Biocare，Switzerland）

でマ ン さ ，イン ラン 計画を立 し，

ージ イ を製作した．

　 は 内 下で 歯後， ージ イ

を装着し， ン ，イン ラン の を行った．

イン ラン が から した部分にBio-Ossを
し， ジ レス レーシ ンで し を

終了した． は で6か月後に ジ の

マージン ， ン アの 正を行い， 終上部

を した を 現した． 後7か月後に口腔内ス

ーで 象 得し， 性の高いジ コ

ア製の ス ムア ン ， ー セラ ラ ン

を装着した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 は で現在も の 置に変化は認めな

い． 終上部 はマージンラインや歯 の高

さは 歯と調 しており， 前と 変化はなかっ

た． ラ レス を 用したことで の 歯

と歯 の を することがで ，かつイ

ン ラン の 歯 時 ， 時 による

によって な の が されたものと考

えられる． 度やコス の もあるが口腔内ス

ーを使用したデジ は審美 のイン ラ

ン 治療においても な結果が得られることが

された． TORIOS，Bio-Ossについては本学歯学部倫

理委員会の承認のもと，患者の同意を得て使用し

た．倫理審査委員会番号 12000018 承認　承認番

号 01278号，01315号)

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．倫理審査

委員会名：岩 科大学歯学部倫理委員会，委員会

番号：12000018，承認番号：01278，01315）

　

上部 装着後の口腔内
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29年 した 度歯 病患者に対する スアー ・

ジによる補綴例
○ 一1,2)， 2)， 野　 2)， 内 平2)， 川 3, )

1) の 病院歯科，2) 部，3)自 横 病院歯科， ) 関 部

A 29-year Follow-up of the Patient with Advanced Periodontal Disease Treated by Cross-arch Fixed Bridge

Kobayashi K1,2), Kobayashi K2), Hoshino T2), Takeuchi S2), Harakawa R3,4)

1)Clinic of Dentistry, Toranomon Hospital, 2)Tokyo Branch, 3)Clinic of Dentistry, Japan Self Defense Forces
Hospital Yokosuka, 4)Nishi-Kanto Branch

Ⅰ． 目的

　高度な歯 患に 患した歯 は，歯 の吸

，付着の 少により，歯 を する．そ

の結果，歯 治療によって，歯 が健康を

しても が り，通 の咬合 が 的に作用す

る場合もある．Nyman, Lindheは高度に進行した歯

患治療後の補綴 置として， スアー イ の

ジによる補綴 置を行い，これを評価している
1) ．

　今 ， 度歯 病患者に1990年に スアー ・

ジによる補綴 置を施し，29年 した症例につ

いて報 する．

Ⅱ． 方法

　患者は1985年より 科歯科大学歯学部 病

院歯 病科に通院し，1988年補綴科に治療を さ

れた75歳（現在）女性患者である．患者のX （図

1）は，歯 病による高度の 吸 像を していた．

Ⅲ． 結果と考察

　補綴科に される前に，歯 病科にて ，

は 置が施されており， ， は 歯さ

れていた． に を 置し，

を 歯し， ， を 分割し， は

およ は上下顎とも を 歯した．なお，

歯 分割した  およ は ジ レ

ス レーシ ン 中に脱 し， 歯となっている．

ジ レス レーシ により，咬合を 上した

で 1年 観察し，顎口腔 に のないことを

認した後，TypeIII金合金によるレジン前装 による

補綴 置を施した．下顎 ジは1ヵ月，上顎は

3ヵ月 着した後， ン セ ン で合着した．

　このように高度に進行した歯 患患者の場合，補

綴治療に際し，歯の が非 に大 いことが

となる．実際，2本の 歯が治療 中で脱 し，

歯となっている． 歯部 歯に に内 を合着す

るダ ラ ンによる方法を 用していたなら ，こ

の予 の 歯は けられたものと考えられる．ま

た， 象 得時においても， 象 そのもので歯の

置が 元的に変 する．これに対して ランス

ーコー ン 法2)により対 した．

　本症例が29年を える 期予後（図2）を得ることが

で たのは，一つには イン ンスとしての咬合調

整による咬合の 定がある．このように歯 が少

ない症例では，咬合の 調 が直ちに咬合性 と

なってしまう．また，す ての 歯を 化することに

より， 分 部病変から解 されていることが大 な

要 と考えられる．

Ⅳ． 文献

1） Nyman S, Lindhe J. Prosthetic rehabilitation of
patients with advanced periodontal disease. J
Clin Periodontol 1976; 33:135-147.

2） 一， 　 . デ 歯 による ラ

ンス ー・コー ン 法． イン センス・デン

・ ノ ジー 1990;15:40-45.

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）

図1． 診時デン ス (1985/02/04)

図2．29年 デン ス (2019/12/11)
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治療用義歯により水平的顎 を 正した全部床義歯の一症
例
　○ 　　

1)，　松本 　　

1)，　 田敏 　　

1)，　金 平　　

1)，　内山 　　

1)，　 　　

1)，　 　　

2)，
　山 　　

1)

　

1) 大学歯学部歯科補綴学 ，　

2) 北・北海道 部

A Case Report on Correction of Horizontal Mandibular Position Using Treatment Complete Dentures

Nanba H1), Matsumoto C1), Ikeda T1), Kaneko R1), Uchiyama R1), Anraku E1), Chiba T2), Yamamori T1)

1)Department of Prosthetic Dentistry, Ohu University School of Dentistry, 2)Tohoku/Hokkaido Branch

Ⅰ． 目的

：全部床義歯装着者が高齢化していることが

療 計により されており，顎堤吸 や 定な下顎

を有する患者の 加が見 まれる．よってこれらの

症例への対 法を十分に検討しておく必要がある．

今 ，上下顎 歯顎で高度顎堤吸 による難症例と

して 院した患者において， しい 性

咬合の 得を認めたため，治療用義歯により対 し

たとこ な を得たので報 する．

　

Ⅱ． 方法

症例 要：患者は70歳の男性．下の れ歯が合

中に いて いことを主 に，2018年8月に本学

病院を受診した．2008年 に上下顎 歯顎とな

り装着した全部床義歯が 合により使用で なく

なったため，2018年2月に 歯科 院Aにて上下義歯

を新製した．しかし， 時の が し使用で

，義歯 定 を 用して旧義歯を使用していた．

料歯科治療 所にて された歯科 院Bで顎

堤吸 が 明なことによる難症例と され，本学

病院を された．既往歴として， 天性 性

患，高 症， 病， 風があり，通院中であ

る．また大 ポ ー を受けている．

全身所見，口腔 所見に特 項はなかった．また

口腔内所見では顎堤吸 が中 度から高度に進行

しており，上顎前歯部顎堤に 的な ラ ー ムを

認めた．使用中の全部床義歯は，上顎義歯は標 的

な義歯床 であったが，下顎義歯は義歯床 が

しく さく， 合性が であった．人工歯による咬

合 は 定であった．

診 ：義歯 合による

治療方 ：治療用義歯を新製して 間的機能 を

行った後に 終義歯を装着，その後， 観察する

こととした．

　

Ⅲ． 結果と考察

治療 ：ま 診察・検査後に 象 得して

人 レーを製作し，上下顎の と付加 シ

コーン 象材による 象を行った． に上顎咬

合床にて ポー と 咬合平 を 定し，咬

合高 を下顎 用法で，水平的顎 を

ン 法で 定し咬合 得した．また同時に イス

ランス ーも行った． 調 性咬合 上で シ

アー 装置を み立て， シ アー と

イ により水平的顎 を 録した． ，患

者は の がうまくで ， 30分間の

と により が 能となった． ン は患

者の 性 咬合 より 4mm後方であった．

ン にて人工歯 したとこ ， 義歯試 の時

点では，人工歯による 咬合 で 口し， した

場合のみ人工歯による咬 合 での 口が 能

であった．2019年1月に 義歯を装着し， 期の義

歯調整の後，1か月 とに 院してもらい，義歯調整

と下顎 の を行った． コセン ーGS-Ⅱ（ジー

シー）を用いた 機能検査を2019年8月と12月に実

施した．旧義歯での結果に比較して 時的に 機

能は 上した．

考察：本症例は，前方 での 性 咬合を 得

しており， 者による がないと ン での

口が困難であった．これは 合な上下顎全部床義

歯を 期間使用していたことによるものと考えられた．

したがって 終義歯の製作に 立ち，治療用義歯に

よる下顎 の 定を要すると した．一 的にこの

ような症例に対しては，平 的な ーザ ー

を付 した治療用義歯を用いる1)が，本症例では患

者自身による ン の 現が困難であったこと

から， ン での人工歯による咬 合を有す

る咬合 とし，患者が ン を 得する目

として 用で るよう配 した．したがって は治

療用義歯として本義歯を装着したが，今後も 的

に使用してもらう予定である． シ アー 法に

より患者の 性 咬合を認 して治療方 を

定したことと， 機能検査の結果が患者の

ベーシ ン 上につながったことが本症例におけるポ

イン と考える．

　

Ⅳ． 文献

1） 松 芳 ．全部床義歯による の ．

補綴  2005 49：326-329．

　

（発表に際して患者・被験者の同意を得た．）
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下機能を 標として咬合高 を 定した下顎全部床義歯
の1症例
　○ 内一 　　

1)，　 本 　　

1)，　 佐美博 　　

1)，　山口大 　　

1)，　 前　 　　

1)，　 田 　　

1)，　上野 　　

1)，
　加藤大 　　

1)，　水野 　　

1)，　 井 美　　

1)，　高 　 　　

1)，　松村 　　

1)，　村上　 　　

1)，　 部　 　　

1,2)

　

1) 学院大学歯学部 高齢者歯科学 ，　

2) 学院大学歯学部 有床義歯学

A case of Establishment of Occlusal Vertical Dimension for a Lower Complete Denture based on the
Swallowing Function
Takeuchi K1), Miyamoto Y1), Usami H1), Yamaguchi D1), Miyamae S1), Furuta H1), Ueno A1), Kato D1),
Mizuno T1), Takii I1), Takahama Y1), Matsumura S1), Murakami H1), Takebe J1,2)

1)Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi Gakuin University, 2)Department of Removable
Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

Ⅰ． 目的

　全部床義歯の顎間関 の 録には様 な方法が

用いられて た．このうち， 下 を 用した 録

法は，正 有歯顎者における 下時の下顎 が咬

合 付 あるいは下顎後 にある1）ことを 用

し， 歯顎患者に 口 下を行 て 正な中 咬

合 が 立で るように咬合 得を行う方法である．

　また，正 有歯顎者の 下の口腔期から 期に

おいては， 下時の咬合 により下顎は上顎に対

して 定され， や 下に関 する の 調

や 腔 と に正 な 下を行うことがで

る．さらに，全部床義歯装着者においても義歯の咬合

により下顎が 定されて 下が 正に行える 能性

が されている2）．すな ち，咬合と 下には

な関 があることが される．

　今 ，上 の 後で 下 を認める下顎

歯顎患者に， 下内 検査を 用して全部床義

歯の下顎 を 定して治療用義歯とし，一定の

ーシ ン期間を た後に 終義歯を製作したとこ

な結果を得たので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者： 診時76歳の女性．既往歴として上

の治療歴があり，上顎の歯は部分 ，下顎は 歯

顎であった．主 は下顎全部床義歯による が

の 困難で， 内の歯科 院から義歯製作

の を受けた．通法により上顎部分床義歯と下顎

全部床義歯を製作し，義歯装着後の調整により

なく使用していた．2年後の 受診時に義歯装着時の

下顎顎堤 の と 下困難を えた．下顎の全

部床義歯を すと 下が 能であったため，下顎の

義歯を して していた．

　上下顎の 象 得後，咬合床を製作して咬合

得を行った． 下 ス の所見から旧義

歯の咬合高 が 下を行うためには高いことが 察

されたため，咬合 得にあたり 下内 検査を

用して行った．すな ち， 下内 による観察下で

下 と による が正 に

る下顎 で咬合床の咬合高 を 定し，同 咬

合高 となるように旧義歯を 変して 調整を行い

ながら治療用義歯とし， 下 と およ

観察を行った． において と 下が

能なことを 認し， 的に治療用義歯と同様の

下顎 となるように 終義歯を製作した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　治療用義歯と 終義歯の咬合高 は下顎

法による 定 と比較すると く 定された．その結

果， 有口腔 が 化して 患や加齢により

下した や 下 が補 されて 下が 能になっ

たと 察された．義歯の装着により らかい の

が 能となった．義歯装着時の は認めな

かった． 下 を認める全部床義歯装着者におい

ては咬合高 を 下さ ることにより を補 し，

下 に対 で る症例があることが された．

　

Ⅳ． 文献

1） 川口 ． 的 定装置による 的 口

およ 下 時の歯 に関する研

究．補綴  1968 12：398-423．

2） Yoshikawa M, Yoshida M, Nagasaki T et al.
Influence of aging and denture use on liquid
swallowing in healthy dentulous and edentulous
older people. J Am Geriatr Soc. 2006; 54:
444-449.
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下顎 に する下顎 の みに対して 装
置に 性を付 した顎義歯症例
　○ 　恭 　　

1)，　村上　 　　

2)，　山下 　　

1)，　 村正 　　

1)

　

1) 島大学大学院 歯学 合研究科口腔顎 補綴分野，　

2) 島大学病院義歯補綴科

A Case of Dent-Mandibular Prosthesis Using Flexible Retainer for Mandibular Deformation Caused by
Marginal Mandibulectomy
Nishi Y1), Murakami M2), Yamashita Y1), Nishimura M1)

1)Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School, 2)Denture
Prosthodontic Restoration, Kagoshima University Hospital

Ⅰ． 目的

　下顎 は開 口 時に みを ， 時

にも変 していることが報 されている1,2）．下顎 が

部分的に吸 したり されたりする場合や部分的

に な 度部が 在する場合には，下顎 時

の下顎 の みも されると考えられる．

　今 ， により下顎 前歯部が され

開 口時における下顎 の みが 加した症例に対

して， の 装置の 結に 性を有する

義歯をセ シ デン ーとして製作し，審美

的，機能的 を図るともに ン ンスにも配 し

た症例について報 する．

　

Ⅱ． 方法

　患者は 診時51歳男性．2003年10月に 院口腔

科にて の診 のもと 前歯部から 歯

部にかけて下顎 を受けたが，同年12月

に同 部に 折を認めたため， ン レー によ

る 定が行 れていた．同 部の補綴 置のた

めに，2004年3月に口腔 科から 科に された．

現症として，下顎 二 歯から 歯の

，同部下顎 2 3 度の があり， 時の

，発 のしにくさ，審美性の を えてい

た．

　下顎 に する審美・ ・発 と診

し，治療方 は 歯部の 装置によっ

て，前方下顎 に対するレジン 実 補 部の

定を図る顎義歯を製作し，機能 を図る治療

計画とした．

　通法によりレス シー 後に した 人

レーによる 象 得から 装置を製作した

が， 装置試 時に 口すると所定 置に 合し

ていた 装置が 脱したため，この 装置は使

用で ないことが 明した．これは本症例において開

口時の下顎 の みが大 いことによって てい

ることが 察された．そこで， 開口量を変えて 象

得する，あるいは 歯歯 の 装置に

性を えて対 することが考えられたが， 時的な

下顎 の 性変化を期 して の方 を取り，

的に 口した においての 象から

装置を 結した顎義歯を製作した．しかし， 年以

上 しても 部のX 画像に変化は認めら

れ ，開口量が大 いと 装置の め付け感があ

り， さいと に 脱しやすい であった．この

ため，前 の の対 方 で，新たに 装置に

性を有する顎義歯を製作することとした．顎義歯の

は 装置が義歯床内の によっ

て され 性を つように 計し， 装

置の 部は床内 定とした． 装置が す

るためには 装置 部と義歯床レジン間にス ー

スを する必要が るため，このス ースを

で るように義歯床一部を 性ア ン によって

着脱 能なセ シ デン ーとした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　 性を有する 装置によって，顎義歯の

定は し，患者の が得られた．患者の年齢

や性 を みて ン ンスがやや なセ シ

デン ーとしたが， 義歯用 の

使用を することによって，セ アは十分 能

となりその後の定期的 観察においてもデン

ー ラー の付着は認められなかった．新義歯装

着の6年後には， 装置を 結した顎義歯

が装着 能となり，下顎 の みは大 く 少したと

考えられた．

　

Ⅳ． 文献

1） , 郎, 井 か．

ス・ スを用いた 時の下顎 に

関する研究． 顎変  1999; 9:1-11
2） Wolf L, Bergauer B, Adler W, et al. Three-

dimensional evaluation of mandibular
deformation during mouth opening. Int J
Comput Dent 2019; 22: 21-27.
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上顎 に対して ン ン ーと ー ーア
ン を 用した症例

　○野 ，　島 ，　 田 史，　 山　航，　高藤恭 ，　 ，　 藤

岩 科大学歯学部補綴・イン ラン 学

A case report of implant-supported overdenture using titanium milling bar with locator attachment in a
maxillary bone defect
Nojiri T, Shimazaki N, Kubota M, Hatakeyama W, Takafuji K, Fukutoku A, Kondo H
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, Iwate Medical University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　上顎 性 の治療後，顎 を 広 な

を う場合があり， ， 機能およ 審美性

に 大な を たす．さらに，顎堤が平 あるいは

していることもあり，通 の 性義歯では

が めて困難となり， な機能およ 審美性の

は めない．

　これまでは，このような症例に対し部分床義歯や全

部床義歯，顎義歯が用いられて たが，今 ではイン

ラン を とし，各 ア ン を用いたイン

ラン ー ーデン ーが非 に有効であるとされ

ている． ー ーデン ーは 性のため 性

に優れ，同時に機能およ 審美性を することが

能である．

　一 に， ーア ン は い を めるこ

とがで ，イン ラン 間の 結により 学的な見 か

らも優れているとされている．また， ー ーア

ン は で が広いため， の付加

に している．さらに， ーア ン 上に配置す

ることで ー ーア ン 間の平行性を つこ

とがで る．

　今 ， ン ン ーと ー ーア ン

を 用したイン ラン ー ーデン ーによる補

綴 置により， な結果が得られたので報 する．

　

Ⅱ． 方法

　症例の 要：患者：62歳，女性． 診：2016年4月．

主 ：上顎義歯の 定が い．既往歴：高 ，上顎

歯 ，下顎 歯 ．現病歴：患者は2008
年に上顎 ，2012年に上顎 の上顎歯

およ 同部 への を施行され，

となった．その後，上下顎部分床義歯を製作し，

調整しながら使用していた．上顎部分床義歯の

装置として， に ー ース ラス が 定されてい

たが，義歯の は必 しも ではなかった．イン

ラン ー ーデン ーとすることによって，義歯

の を で る 能性について前 より説明

を受け，イン ラン 治療を して 科を受診した．

下顎部分床義歯は に機能している．現症：上顎

顎堤は にかけて 直的に大 く してい

た．口腔の 腔およ 上顎 との交通は認めなかっ

た．Cone-beam CT（CBCT）画像においても上顎歯

は 直的に していた．また，歯 は 的

にも 化しており，特に 部で であっ

た．義歯非装着時， ポー の を認めた．

　上顎義歯の のため，上顎 部にイン

ラン を し，イン ラン ー ーデン ーに

よる補綴治療を計画した． に 所見は認めなかっ

たため， することとした．

　 前に使用中の上顎部分床義歯を用いて，ダ

ス ン法によりCBCT を行った．CT デー をコ

ン ー ー上で変 し，イン ラン シ レーシ ン

（Nobel Clinician Software ，Nobel Biocare，

Sweden）を用いて 計画を立 した．イン ラン

置は の 部を し， 診 用ス ン に

おける とした． を 能な り

かつ正 に行うため， の光 ー

ジ イ （ Nobel Guide ， Nobel Biocare ，

Sweden）を使用し，イン ラン （Brånemark System
NOBEL SPEEDY Groovy, Nobel Biocare，Sweden）

を した．イン ラン への を さ るた

め ース ーを装着し，2 法の 式とし

た． 1年の 期間の後，2 を行った． 終

補綴装置として， ン ン ー上に ー ーア

ン を 定したイン ラン ー ーデン

ーを装着した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　装着後数 の調整の後，イン ラン ー ーデン

ーは患者の口腔内で に機能している．

ポー の も認められた． やイン ラン

の脱 ， ーの破折，義歯の破折 の 所見は

認めなかった．

　本 ， ン ン ーと ー ーア ン

の 用は， 計に比較的大 な アランスを要す

る．しかし，顎堤が大 く した結果， アランスが

大 く たれている本症例では，そのことが 計に自

由度を えたと考えられる．

　上顎 性 後の広 な顎堤 を有する患

者に対しても， ン ン ーと ー ー ーア

ン を用いたイン ラン ー ーデン ー

の 用は，義歯の ， およ を

上さ ，機能時の 定性 に有用であることが さ

れた．
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